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《法的な注意事項》 
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本書は、株式会社ニューコムが事前に承諾している場合を除き、製品の使用許諾契約書に記載の条件に同意をされたライセ

ンス所有者に対してのみ供給されるものです。  
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改編することを禁止します。 

 

 

《商標表示》 
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§ はじめに 
本書は、「dbSheetClient 開発版」を使用して Web アプリケーションの開発をする立場の方のために、

タスクの定義に用いるタスクタイプに焦点をあてて解説し、開発者がタスクタイプについてより深く理解

して、スムーズに開発を進められるようにすることを目的としています。 

 

本書は、3 つのスキルを習得している方を前提としています。 

 Windows の基本的な操作を習得している方 

 Microsoft Excel 2000 以上の基本的な操作を習得している方 

 データベース（SQL 文）を理解している方 

 

また本書は、「dbSheetClient 開発版」の基本的操作を理解している方を前提としていますので、詳細

な操作方法等は特に明記していない場合があります。「dbSheetClient 開発版」の操作等については、『開

発版リファレンスマニュアル』を参照してください。 

 

本書は、タスクタイプをより理解していただくために３編により構成されています。 

【タスクタイプリファレンス編】（第 1 章、第 2 章） 

タスクタイプの共通項目について、およびタスクタイプをタスクタイプ属性レベルまで細分化して説

明しています。 

【クエリー定義リファレンス編】（第 3 章、第 4 章） 

クエリー定義の共通項目と、クエリータイプ別の内容を説明しています。 

【展開定義リファレンス編】（第 5 章、第 6 章） 

展開定義について、その上位に位置するクエリータイプ別の内容とタスクタイプ別の内容を説明して

います。 

 

タスクタイプとクエリー定義と展開定義の関係に着目すると、以下のように二通りあります。 

① タスクタイプ－クエリー定義－展開定義 

タスクタイプの配下にクエリー定義があり、さらにタスクタイプの配下にクエリー定義とセットで展

開定義があるタイプです。 

② タスクタイプ－展開定義 

タスクタイプの配下に単独で展開定義があるタイプです。 

 

 

タスクとは？ 

最低ひとつの処理（タスクタイプ）から構成される処理の集合体です。 

ひとつのタスク番号（TASKNO）のもとに、処理順 NO にしたがって複数のタスクタイプを組み合わ

せてひとつのタスクを作り上げます。ひとつのメインとなるタスクを中心に、複数のサブタスクを組み合

わせてできるタスクもあります。 

 

  



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
4 

クエリー定義とは？ 

データベースにアクセス（照会、更新等）するための定義です。ひとつのタスクタイプに対して、クエ

リー定義はひとつしか存在し得ません。（ここでいうタスクタイプとは、データベースに関連したものに

限られます。） 

 

展開定義とは？ 

Excel シートに何らかの処理をするための定義です。タスクタイプの配下に単独で定義する場合と、ク

エリー定義と組み合わせて定義する場合とがあります。 

クエリー定義とは異なり、ひとつの展開定義番号（DNO）のもとに、処理順 NO にしたがって複数の

展開定義を組み合わせることができます。 

 

本書以外に開発・運用に必要なマニュアルを用意していますので、本書と合わせて活用してください。 

『開発版リファレンスマニュアル』 

『開発版テクニカルリファレンスマニュアル』 

『サーバ版操作マニュアル』 

『システム管理者用マニュアル』 
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【タスクタイプリファレンス編】 

 

第 1 章 タスク定義リファレンス共通事項 

 

第 2 章 タスクタイプ（属性別） 
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第1章. タスク定義リファレンス共通事項 

 

 

タスク定義シートの作成において共通的な内容を、9 つの節にまとめています。 

 

2.1 タスク定義の全項目について 

 

2.2 タスクタイプの機能分類と概要について 

 

2.3 開始メッセージについて 

 

2.4 正常終了メッセージについて 

 

2.5 エラー処理について 

 

2.6 キャンセル処理について 

 

2.7 セルのアドレス指定について 

 

2.8 空白文字処理方法について 

 

2.9 自動計算について 

 

2.10 制限事項 
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2.1 タスク定義の全項目について 

タスク定義は、タスクタイプ及びタスクタイプ属性によって定義に必要な項目が変わります。ここでは、

タスク定義シート全般で、定義する項目について説明します。 

 

タスク定義シートで設定する項目は、次の通りです。 

項目名 内容 

ＴＡＳＫＮＯ 

 

タスク定義を管理する番号です。 

メニューやボタンがクリックされた時に実行する TASKNO を設定し

ます。詳細は、メニュー定義のＴＡＳＫＮＯを参照してください。 

タスク名 タスクに名前をつけることができます。 

処理順ＮＯ TASKNO ごとに定義される処理の順番を昇順に指定します。 

随時、順番を入れ替えることができます。 

タスクタイプＮＯ 

 

dbSheetClient が提供するタスクタイプの番号を指定します。 

タスクタイプ名と連動しています。 

タスクタイプ名 

 

dbSheetClient が提供するタスクタイプの名前を指定します。 

タスクタイプ NO と連動しています。 

タスクタイプ属性 

 

タスクタイプごとに、各処理の実行モードを選択します。詳細は、 

『第 2 章 タスクタイプ（属性別）』を参照してください。 

例 201 ＳＱＬ のタスクタイプ属性 

 

ＢＫＮＯ 

 

ブック運用定義に登録されている管理番号を設定します。 

ブック名 

 

「ＢＫＮＯ」を設定すると、ブック定義のブック名が表示されます。 

シート名 

 

Excel ブックのシート名を設定します。 

【次ページに続く】 
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【前ページより続く】 

項目名 内容 

シート保護有無 

 

Excel ブックのシートにシート保護がかけられている時に、「有り」を

設定します。 

保護がかけられているシートに対して保護を解除しないまま、データ

の入力やコピー、クリアなどをおこなうとエラーになるので、保護の

解除指定が必要となります。 

シート保護有りでパスワード設定している場合「シート保護解除

PW」の設定項目にパスワードを入力します。 

シートに保護をかけることによって、数式を保護したり、数式の内

容を非表示にすることができます。 

また、Enter キーや TAB キーを使うと、入力可能なセルだけを自

動的に選んでカーソル移動するようになります。 

dbSheetClient では「シート保護有無」が「有り」の時には、タス

ク処理の開始前にシート保護を解除し、タスク処理の終了時にシート

の保護を掛けなおします。 

セルの保護とシートの保護設定は、Excel のメニューの「書式－セ

ル－保護」でセルにロックを設定した後、「ツール－保護－シートの保

護」で保護を設定します。保護する内容も細かく指定することができ

ます。詳細は Excel の解説書で確認してください。  

シート保護解除ＰＷ シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。 

ＭＮＯ 

 

タスクタイプの 302.メニュー制御で使用される設定項目で、メニュ

ーをタスクから起動する時にメニューNO を指定します。 

ＢＳＮＯ 

 

タスクタイプの 311.サブボタン表示、403.シート切替で使用される

設定項目で、サブボタンを表示する時に、表示させるボタンセット NO

（BSNO)を指定します。  

【次ページに続く】 
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【前ページより続く】 

項目名 内容 

ＱＮＯ 

 

クエリーを実行するためのタスクタイプが設定されている時、クエリ

ー番号を指定します。  

 

□ 新規作成時 

   をクリックします。クエリー定義が開きます。 

 をクリックします。新規のクエリーが設定されます。 

クエリー名に「MNU_｛メニュー名｝」が入ります。 

任意の名前に変更することができます。 

クエリー名の設定と同時に、QNO の設定項目セルに自動採番 

で入力されます。 

［戻る］でタスク定義に戻ると QNO が設定されています。 

「クエリー名」も入力されます。 

□ 定義呼び出し時 

   選択(F4)をクリックするとクエリー定義の一覧が表示されます。 

選択して［OK］をクリックすると QNO が入力されます。また、 

「クエリー名」も入力されます。 

クエリー名 

 

「ＱＮＯ」を設定すると、「クエリー名」には、クエリー定義の「クエ

リー名」が表示されます。 

ＤＮＯ 

 

展開定義に定義されたＤＮＯを設定します。 

選択(F4)をクリックすると展開定義の一覧が表示されます。 

 選択して［OK］をクリックするとＤＮＯが入力されます。 

処理条件判定セル 

 

タスクごとに 実行する／実行しない を制御するためのセルを指定

します。 

セルの内容が、「実行する」(true) の時には実行し、「実行しない」

（false）の時には実行しないで、次のタスクに移ります。  

定義有効無効フラグ 

 

このタスク定義の内容を有効か無効かの設定をします。 

コメント欄 コメントを入力します。（最大文字数：半角 512 文字） 

【次ページに続く】 
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【前ページより続く】 

項目名 内容 

画面名称 タスクタイプ 202.入力画面、203.データ照会画面、204.検索付デー

タ照会画面、205.検索付データ照会画面Ⅱを実行した時に表示する画

面のタイトル名を入力します。 

（例） 

「勤怠管理システム 日付入力画面」 「省略時」 

      

セル指定属性 

 

パラメータの設定の仕方を、「直接」、「間接」、「間接アドレス」 から

指定します。 

直接 定義内容をそのまま使用します。 

間接 定義内容にはセルを指定します。 

指定セルに格納された内容（値）を使用します。 

間接アドレス 定義内容にはセルを指定します。 

指定セルにはさらにセル（アドレス）を指定します。

そのアドレスが示すセルに格納された内容（値）を

使用します。 

 

（詳細は『タスクリファレンスマニュアル「2.7 セルのアドレス指定

について」』を参照してください。） 

汎用パラメータ１～２０ 

 

タスクタイプによって、必要な設定項目が変わってきます。 

※『第 2 章 タスクタイプ（属性別）』を参照してください。 

開始判定セル 

 

条件判定をおこなうためのセルを設定します。 

タスクタイプが、317.条件判定分岐、318.メッセージ表示、406.

印刷の時に使用します。 

開始判定セルの値は 0～10 の値に変化するように設定する必要があ

ります。 

※ タスクタイプ 317.条件判定分岐についての詳細は、『開発版テク

ニカルマニュアル「2.1.6 タスクタイプ別の処理 ④条件判定分岐を

持つタスクタイプ」』を参照してください。 

処理対象セル範囲 

 

タスク処理の対象となるセル範囲を設定します。 

タスクタイプ 405.一括入出力、411.クリア、412.セル保護、418.

並べ替えで使用します。 

【次ページに続く】 
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【前ページより続く】 

項目名 内容 

空白文字処理方法 

 

データの前後の空白文字の処理方法を指定します。 

空白             何もしません。 

左削除（LTRIM） データの前の部分を処理します。 

右削除（RTRIM） データの後の部分を処理します。 

左右削除（TRIM） データの前後の部分を処理します。 

ジャンプ先セル 

 

ジャンプ先のセルを設定します。 

タスクタイプ 403.シート切替、419.ジャンプで使用します。 

タスク実行時に、指定したセルにジャンプします。 

ＴＡＳＫＪＵＭＰＮＯ１

～１０ 

 

他のタスクをサブルーチンとして実行することができます。 

タスクタイプ 317.条件判定分岐、320.サブタスク実行、406.印刷（直

接印刷）で使用します。 

開始時メッセージセル 

 

タスクの開始時にメッセージを表示することができます。 

メッセージを入力したセルを指定します。 

※「開始時メッセージセル」と「開始時メッセージ」の両方に指定さ

れている場合には、「開始時メッセージセル」を優先します。 

開始時メッセージ タスクの開始時にメッセージを表示することができます。 

メッセージを直接入力します。 

（例） 

 

 

［はい］を選択すると処理を開始します。 

［いいえ］を選択すると処理をキャンセルしま

す。 

正常終了時メッセージセ

ル 

 

タスクを正常に終了した時にメッセージを表示することができます。 

メッセージを入力したセルを指定します。 

※「正常終了時メッセージセル」と「正常終了時メッセージ」の両方

に指定されている場合には、「正常終了時メッセージセル」を優先しま

す。 

正常終了時メッセージ タスクを正常に終了した時にメッセージを表示することができます。 

メッセージを直接入力します。 

例 

 

 

【次ページに続く】 
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【前ページより続く】 

項目名 内容 

エラー判定セル 

 

エラーが発生した時にシステムが標準出力するメッセージを格納する

ための Excel シートのセルを指定します。 

◆ 注意事項 

①エラー内容をもとにして、開発者がその後のエラー処理を設定する

必要があります。 

②保護していないシートを指定してください。 

詳細は、『2.5 エラー処理について』を参照してください。 

エラー発生時の処理指定 

 

エラーが発生した時に、その後の処理をどのようにするかを設定しま

す。 

中断 処理を中断します。 

継続 継続して処理を実行します。 

エラータスク実行 エラータスクを実行後に、処理を中断します。 

エラータスク実行継続 エラータスクを実行後に、継続して処理を実

行します。 

エラーメッセージセル 

 

タスクのエラー発生時にメッセージを表示することができます。 

メッセージを入力したセルを指定します。 

※「エラーメッセージセル」と「エラーメッセージ」の両方に指定さ

れている場合には、「エラーメッセージセル」を優先します。 

エラーメッセージ タスクのエラー発生時にメッセージを表示することができます。 

メッセージを直接入力します。 

例 

 

 

エラー処理ＴＡＳＫＮＯ 

 

エラーが発生した時に実行させるタスク NO を設定します。 

【次ページに続く】 
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黄色 

【前ページより続く】 

タイトル 内容 

キャンセルエラー有無 

 

キャンセルメッセージを表示させたい時は、「有り」を設定します。 

「有り」の場合、［キャンセル］をクリックした時、「キャンセルメッ

セージセル」または「キャンセルメッセージ」で設定されているキャ

ンセルメッセージを表示します。 

詳細は、『2.6 キャンセル処理について』を参照してください。 

キャンセルメッセージセ

ル 

 

キャンセルのメッセージを表示することができます。 

メッセージを入力したセルを指定します。 

※「キャンセルメッセージセル」と「キャンセルメッセージ」の両方

に指定されている場合には、「キャンセルメッセージセル」を優先しま

す。 

キャンセルメッセージ キャンセルのメッセージを表示することができます。 

メッセージを直接入力します。 

キャンセル発生時の処理

指定 

 

キャンセルが発生した時に、その後の処理をどのようにするかを設定

します。 

中断 処理を中断します。 

継続 継続して処理を実行します。 

キャンセルタスク実行 キャンセルタスクを実行後に、処理を中

断します。 

キャンセルタスク実行継続 キャンセルタスクを実行後に、継続して

処理を実行します。 

キャンセル処理ＴＡＳＫ

ＮＯ 

 

キャンセルが発生した時に実行させるタスク NO を設定します。 

 

の項目は、全タスクタイプの共通項目です。それ以外は、第 2 章のタスクタイプ別の記

載内容を参照してください。 
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2.2 タスクタイプの機能分類と概要について 

タスクタイプは、タスク定義の設定行の機能を決定付けます。 

タスクタイプの機能別分類表 

ＤＢアクセス ファイル操作 その他の機能 

201 ＳＱＬ 

203 データ照会画面 

204 検索付データ照会画面 

205 検索付データ照会画面Ⅱ 

223 トランザクション 

224 ＳＱＬ一括照会 

230 集計表自動作成 

 

322 ファイルアップロード 

323 ファイルダウンロード 

324 ファイル属性取得 

340 ファイル選択ダイアログ 

341 サーバフォルダ削除 

342 ファイル操作 

301 起動モード 

321 ログ情報書込 

325 メール送信 

330 画像 PDF 表示 

501 外部アプリ起動 

502 クリップボード操作 

503 マクロ起動 

504 外部 DLL 呼び出し 

601 データ保守実行 

処理順制御 Excel 制御 

302 メニュー制御 

303 終了処理 

304 ハイパー実行制御 

310 メインボタン表示 

311 サブボタン表示 

315 ループ処理 

317 条件判定分岐 

318 メッセージ表示 

320 サブタスク実行 

 

202 入力画面 

319 スクリーン制御 

401 直接展開 

402 ピボットテーブル 

403 シート切替 

404 保存 

405 一括入出力 

406 印刷 

407 ブック制御 

408 位置合わせ印刷 

409 シートコピー 

410 コピー 

411 クリア 

412 セル保護 

413 シート保護 

414 行列指定 

415 行表示 

416 列表示 

417 自動計算 

418 並べ替え 

419 ジャンプ 

420 セル位置取得 

421 範囲取得 

422 図の挿入 

423 図のクリア 

424 行列挿入 

425 チェックボックス設定 

426 ハイパータスク設定 

427 イメージ保存 

429 イメージクリア 

430 Excel コマンド 

イベント処理  

701 タイマー処理  
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タスクタイプの概要は、次の通りです。 

ＤＢアクセス 

 

ファイル操作 

タスクタイプ  タスクタイプの概要説明 

201 ＳＱＬ 

  

 

１．データベース・データを読取り、Excel シートに表示します。 

２．Excel シート・データを元に、データベース・データを更新、追加、

削除します。 

 

203 データ照会画面 

 

 

 

・ データベース・データを小型の画面（ウィンドウ）に表示します。 

その中からオペレータが１件のデータ（レコード）を選択します。 

それを Excel シートに表示します。 

204 検索付データ照会 

画面 

 

 

・ データベース・データを小型の画面（ウィンドウ）に表示します。 

その中からオペレータが複数件のデータ（レコード）を選択します。 

それを Excel シートに表示します。 

 

205 検索付データ照会 

画面Ⅱ 

 

 

・ データベース・データを小型の画面（ウィンドウ）に表示します。 

その中からオペレータが複数件のデータ（レコード）を選択します。 

それを Excel シートに表示します。 

 

223 トランザクション 

 

１．トランザクション処理の開始をします。 

２．トランザクション処理のコミット（更新完了）をします。 

※トランザクション処理開始後、エラーになると、 

ロールバックします（開始時の状態に戻します）。 

 

2２４ ＳＱＬ一括照会 

 

  データベース・データを読取り、Excel シートに表示する複数の処

理に対して、一回の処理として実施し、高速に処理します。 

１．ＳＱＬ一括照会処理の開始をします。 

２．ＳＱＬ一括照会処理の終了をします。 

 

230 集計表自動作成 

 

・ データベース・データの集計結果を、Excel シートに表示します。 

※集計表の元になるデータを読込むＳＱＬ文を設定し、そのデータを自動

的にカウントし、集計結果をシートに表示する。 

 

タスクタイプ  タスクタイプの概要説明 

322 ファイルアップ 

ロード 

 

 ・ ファイルをクライアントからサーバに転送（コピー）します。 

  ※アップロード先は、クライアントでも可能です。 

 

 

323 ファイルダウン 

ロード 

 

 ・ ファイルをサーバからクライアントに転送（コピー）します。 

  ※ダウンロードするファイルは、クライアントにあっても可能です。 

 

 

324 ファイル属性取得 

 

 ・ クライアント及びサーバのファイル情報を取得します。 

  取得ファイル情報：フォルダ名、ファイル名、ファイルサイズ 

           作成日時、更新日時、最終アクセス日時 

 

340 ファイル選択 

ダイアログ 

 

 ・ クライアントのファイルを選択するためのダイアログを表示します。 

  選択すると、選択ファイル名、フォルダ名をシートにセットします。 

 



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
43 

 

処理順制御 

タスクタイプ  タスクタイプの概要説明 

302 メニュー制御 

 

 

1．タスク定義によってメニューをクリックしたように、そのメニュー定

義のシートとボタンに切り替えます。 

2．メニュー（エリア）の表示／非表示を切替えます。 

303 終了処理 

 

1．ディービーシート・クライアントを終了します。 

2．ログイン画面（プロジェクトの選択）まで戻ります。 

304 ハイパー実行制御 

 

・ ハイパータスク実行を有効にするか無効にするか、を指定します。 

310 メインボタン表示 

 

1．通常のボタン（メインボタン）を無効 又は 非表示（使用丌可）にし、

それを有効（使用可）に戻せます。 

2．別のボタン（セット）に切り替えができます。 

311 サブボタン表示 

 

・ 一時的に使用するサブボタンを表示し、使用可能にし、それを非表示

（使用丌可）に戻します。 

315 ループ処理  
 

 

 

 

 

 

・ 幾つかのタスクタイプをブロック化し、それを繰り返し実行します。 

繰り返し形態は、次の通りです。 

ａ.繰り返し回数の指定 ｂ.ループ開始時判定 ｃ.ループ終了時判定 

For(･･････)      while(終了条件)   do 

･･････        ･･････        ･･････ 

                       while(終了条件) 

317 条件判定分岐 

 
 

・ セルの値：n（1～10）に関連付けたタスクを実行します。 

セルの値がゼロならば、何もしません。 

いずれの場合でも、次のタスクを実行します。 

 

 

318 メッセージ表示 

 
 

1．セルの値：n(1～10)に関連付けたメッセージを表示し、処理を中断

します。 

セルの値がゼロならば、次のタスクが実行します。 

2．決まったメッセージを表示して、次のタスクを実行します。 

（図は、省略） 

320 サブタスク実行 

 

・ 既に作成してあるタスクを順次、実行します。 

 

 

 

403 シート切替 

 

 

 

 

・ シートとボタンセットを切り替えます。 

カーソルの位置も設定できます。 

※シートの切り替えのみを機能させることも可能です。 

  

 

341 サーバフォルダ 

削除 

 

 ・ クライアント及びサーバのフォルダ又はファイルの削除をします。 

 

342 ファイル操作 

 

  次のファイル操作ができます。 

  ・ファイルコピー  ・ファイル移動  ・ファイル削除 

  ・フォルダコピー  ・フォルダ移動  ・フォルダ削除 

※クライアント／サーバ間のコピー、移動はできません。 
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Excel 制御 

タスクタイプ  タスクタイプの概要説明 

202 入力画面 

 

 

・ 小型の画面（ウィンドウ）を表示し、それにデータを入力します。 

ボタンクリックにより、その入力データをセルに設定（出力）します。 

※日付の場合、カレンダーの日付のクリックで日付入力ができます。 

 

319 スクリーン制御 

 

・ Excel の画面更新を再開 又は 停止をします。 

※dbSheetClient においては、これを制御して画面のちらつきを防止し

ます。 

401 直接展開 

 

・ セルに、値や数式を設定（セット）します。 

 

 

402 ピボットテーブル 

 

 

 

・ Excel のピボットテーブルの参照データの更新 や ウィザードを開き

ます。 

404 保存 

 

・ 表示しているシートを Excel ブックとして保存します。 

隠れているシートもまとめて保存できます。 

 

405 一括入出力 

 

 

 

1．CSV(TSV)ファイルを指定したシートのセル位置に読込みます。 

2．指定したシートのセル範囲のデータを CSV(TSV)ファイルとして出

力します。 

※CSV は、カンマ区切り、TSV は、タブ区切りの意味です。 

406 印刷 

 

・ 表示しているシートを印刷します。 

※隠れているシートを指定して、印刷できます。 

 

408 位置合わせ印刷 

 

・ 表示しているシートを印刷します。 

※隠れているシートを指定して、印刷できます。 

 

409 シートコピー 

 

・ （ブック定義に登録している）メインブックと（タスクタイプ：ブッ

ク制御で定義している）参照用ブックの間でシートコピーができます。 

 

 

410 コピー 

 

 

・ シート上の１つのセル又は矩形のセル範囲を、別のセル位置にコピー

します。 

コピー内容：全部、数式、値、書式、入力規則、コメント、････ 

※空白セルを無視したコピー、行列を入れ替えるコピーが可能です。 

411 クリア 

 

・ シート上の１つのセル又は矩形のセル範囲 等を、クリア（消去）し

ます。 

クリア内容：全部、書式、数式と値、コメント 

 

412 セル保護 

 

 

・ 「シートの保護」をしているシート上の１つのセル又は矩形の 

セル範囲 等のセルの保護 又は セルの保護の解除 をします。 

 

 

413 シート保護 

 

 

 

・ 特定のシートの保護 又は シートの保護の解除をします。 

 

 

 

【次ページに続く】 

日付 (すべて)

売上数 商品名
店名 担当者 アールグレイ アッサム ダージリン 総計
山梨 田中 0 20 30 50
山梨 集計 0 20 30 50
石川 山口 10 30 0 40
石川 集計 10 30 0 40
長野 山口 20 0 0 20

田中 0 0 50 50
長野 集計 20 0 50 70
総計 30 50 80 160
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【前ページより続く】 

タスクタイプ  タスクタイプの概要説明 

414 行列指定 

 

 

・ 特定行（行の範囲）の行の高さを設定します。 

特定列（列の範囲）の列幅を設定します。 
 

 

415 行表示 

 

・ 特定行（行番号の範囲）を非表示 又は 再表示します。 

 

 

416 列表示 

 

 

・ 特定列（列番号の範囲）を非表示 又は 再表示します。 

 

 

417 自動計算 

 

・ Excel の自動計算を制御します。 

（ツール ↔ オプション ↔ 計算方法：自動） 

※dbSheetClient においては、これを制御して処理スピードの低下を防

止します。 

418 並べ替え 

 

・ Excel の並べ替えが使用できます。 

 

 

 

419 ジャンプ 

 

・ 特定のセルをアクティブセル（カーソル位置）にします。 

※シートの表示させたい位置にスクロールします。 

 

 

420 セル位置取得 

 

・ 選択している（アクティブ）セルのセル情報（シート名、行番号、列

番号）を指定したセルに設定（出力）します。 

アクティブセルが範囲選択の場合、左上のセル情報が適用します。 

 

421 範囲取得 

 

 

・ 選択している（アクティブ）セルが範囲指定の場合、左上セルと右下

セルの下記の情報を、指定したセルに設定（出力）します。 

・シート名  ・セルアドレス  ・行番号  ・列番号 

 

422 図の挿入 

 

・ サーバ 又は クライアントにある画像ファイルを Excel のセルに挿入

します。 

 

 

423 図のクリア 

 

・ セルに挿入された画像をクリア（消去）します。 

 

 

424 行列挿入 

 

・ 行の挿入、列の挿入、セル範囲の挿入をします 

 

 

425 チェックボックス 

 

・ シート上にチェックボックスを配置し、リンクするセルを設定します。 

※チェックボックスの操作により、リンクするセルに True、False が設

定（出力）され利用できます。 

426 ハイパータスク 

 

・ セル 又は ボタン（額縁のオートシェイプ）にハイパーリンクを設定

し、指定したボタンクリックと同等の機能を持たすことができます。 

 

 

【次ページに続く】 

A B C

1 GO
2

3 GO

4 5 6
D E F

7

3 4 5
C D E

3

4
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【前ページより続く】 

タスクタイプ  タスクタイプの概要説明 

427 イメージ保存 

 

・ 指定したセル範囲のイメージを画像ファイルとして出力します。 

 

 

 

429 イメージクリア 

 

・ 手動で描画したイメージ（オブジェクト：図やクリップアート、オー

トシェイプ、コントロール、ワードアート等）をクリアします。 

・ 422.図の挿入、425.チェックボックス設定、426.ハイパータスク実

行設定で挿入した図をクリアします。 

430 Excel コマンド ・ Excel のメニューで提供される標準機能を呼び出してダイアログ画面

を表示したり、機能を実行したりします。 

① 複数指定： 他のタスクタイプ属性によって提供される機能を、複数

まとめて指定するための機能です。 

 

その他の機能 

タスクタイプ  タスクタイプの概要説明 

301 起動モード 

 

・ プロジェクト全体に関わる下記の設定ができます。（一部機能を掲載） 

a 起動時の画面[最大化]    b ボタンエリアを非表示 

c 「採用」ボタンの文字変更（[検索付]データ照会画面、入力画面） 

321 ログ情報書込 

 

 

 

・ 操作内容をシート上のセルに設定し、それをログ情報として、サーバ

に書込みます。 

325 メール送信 

 

 

 

・ メール内容（件名、本文、宛先 等）を Excel シートに設定し、それ

をメール送信します。 

330 画像 PDF 表示 

 

 

 

・ PDF ファイル、画像ファイル、ホームページを表示します。 

シート表示部分の一部のエリア 又は 別ウィンドウに表示します。 

501 外部アプリ起動 

 

・ クライアント 又は サーバのプログラムを起動します。 

関連付けられたファイルを指定して、それを開くことができます。 

 

 

502 クリップボード 

操作 

・ セル範囲の値をクリップボードにコピーし、それを別のセルへの貼り

付けが可能です。 

503 マクロ起動 

 

・ Excel ブックに定義されているマクロの起動が可能です。 

504 外部 DLL 呼び出し ・ クライアント内の DLL の呼び出しが可能です。 

 

601 データ保守実行 

 

・ 「データ保守定義」で定義した「データ保守」を起動できます。 

その画面はシートエリアの一部に表示します。 

 

  



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
47 

イベント処理 

タスクタイプ  タスクタイプの概要説明 

701 タイマー処理 

 

 

 

 

・ タイマー処理（一定の時間間隔で処理を繰り返す）で、Excel の再計

算実行、指定した TASKNO のタスクの実行ができます。 

※タイマー処理の開始日時、終了日時が設定でき、時間間隔は、1 秒以上

の設定ができます。 

 

 

  



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
48 

2.3 開始メッセージについて 

タスク開始時に表示するメッセージを指定します。 

 

■ 画面イメージ 

 

タスク定義の縦型編集画面で設定する行は、タスクタイプにより異なります。 

 

 

■ 機 能 

① タスクの実行確認メッセージを表示する「確認のダイアログ画面」を表示します。 

省略時は表示しません。 

 

 

② 開始メッセージのダイアログ画面を表示のした時、アクティブにするボタンの指定が可能です。 

メッセージの後に“|”（バーティカルバー、縦棒）と「YES」または、「NO」を付加します。 

（例） 

アクティブボタン 設定したメッセージ ダイアログ画面 

「はい(Y)」  “更新処理をしますか？|YES” 

（省略した場合も同様） 

 

 

「いいえ(N)」 “更新処理をしますか？|NO” 

 

 

③ ボタンをクリックした時のタスクの動作を制御します。 

 「はい(Y)」ボタンの場合は、設定行とそれ以降のタスクは実行します。 

 「いいえ(N)」ボタンの場合は、設定行とそれ以降のタスクをキャンセルします。 

キャンセル時の指定がある場合は、キャンセル処理を実行します。 

（詳しくは、『2.6 キャンセル処理について』を参照してください。） 

 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

x 開始メッセージセル

y 開始メッセージ

タスク定義編集画面の範囲
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■ 使用上の注意 

① 「開始メッセージセル」に指定できるセルは、直接指定のセルのみです。 

（セルの指定については、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。） 

② 「開始メッセージセル」と「開始メッセージ」を指定した場合は、「開始メッセージセル」が優先さ

れます。 

③ 連続するタスクの途中で開始メッセージを指定した場合、実行時に「いいえ(N)」を選択しても、設

定行以前に実行したタスクは、キャンセルされません。キャンセルする場合は、キャンセル時に実

行するタスクを指定してください。 

（キャンセルについては、『2.6 キャンセル処理について』を参照してください。） 

 

 

■ 補 足 

① 「開始メッセージセル」は、状況によりメッセージの内容を変更する場合に指定します。 
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2.4 正常終了メッセージについて 

タスク正常終了時に表示するメッセージを指定します。 

 

■ 画面イメージ 

 

タスク定義の縦型編集画面で設定する行は、タスクタイプにより異なります。 

 

 

■ 機 能 

① タスクが正常終了した確認メッセージを表示する「確認のダイアログ画面」を表示します。省略時

は表示しません。 

 

 

② 「OK」ボタンをクリックすると、ダイアログ画面を閉じます。 

 

 

■ 使用上の注意 

① 「正常終了時メッセージセル」に指定できるセルは、直接指定のセルのみです。 

② 「正常終了時メッセージセル」と「正常終了時メッセージ」を指定した場合は、「正常終了時メッセ

ージセル」が優先されます。 

 

■ 補 足 

② 「正常終了時メッセージセル」は、状況によりメッセージの内容を変更する場合に指定します。 

 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

x 正常終了時メッセージセル

y 正常終了時メッセージ

タスク定義編集画面の範囲
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2.5 エラー処理について 

タスク実行時にエラーが発生した場合の処理を定義します。 

 

■ 画面イメージ 

 

タスク定義の縦型編集画面で設定する行は、タスクタイプにより異なります。 

 

■ 機 能 

① 「エラー判定セル」が未指定の場合は、システム共通のエラーメッセージを表示し処理を中断しま

す。 

② 「エラー判定セル」とエラーメッセージの指定がある場合は、指定のメッセージを表示し、エラー

メッセージの指定がない場合はシステム共通のエラーメッセージを表示します。 

メッセージ表示後、「エラー発生時の処理指定」に応じた処理を実行します。 

③ 「エラー発生時の処理指定」と実行される処理 

エラー発生時の処理指定 設定したメッセージ 

中断 処理を中断するため、設定行以降の処理を実行しません。 

継続 設定行の処理をスキップし、次行のタスクから処理を継続実行しま

す。 

エラータスク実行 設定行の処理をスキップし、指定タスクの処理を実行しますが、次行

以降のタスクは処理を行いません。 

エラータスク実行継続 設定行の処理をスキップし、指定タスクの処理を実行します。その後、

次行のタスクから処理を継続実行します。 

 

 

■ 使用上の注意 

① 「エラーメッセージセル」に指定できるセルは、直接指定のセルのみです。 

② 「エラーメッセージセル」と「エラーメッセージ」を指定した場合は、「エラーメッセージセル」が

優先されます。 

③ 「エラー判定セル」は、保護シートを指定してください。 

 

 

■ 補 足 

① 「エラーメッセージセル」は、状況によりメッセージの内容を変更する場合に指定します。 

② エラー処理 TASKNO は、作成済みのタスクを指定します。 

 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

v エラー判定セル

w エラー発生時の処理指定

x エラーメッセージセル

y エラーメッセージ

z エラー処理TASKNO

タスク定義編集画面の範囲
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2.6 キャンセル処理について 

開始メッセージの選択で“いいえ(N)”を選択した場合など、タスクがキャンセルされた時の処理を定

義します。 

 

■ 画面イメージ 

 

タスク定義の縦型編集画面で設定する行は、タスクタイプにより異なります。 

 

■ 機 能 

① 「キャンセルメッセージ有無」が“空白”でキャンセルメッセージを指定している場合は、そのメ

ッセージを表示します。その後は、「キャンセル発生時の処理指定」に応じた処理を実行します。 

② 「キャンセルメッセージ有無」が“無し”の場合は、キャンセルメッセージを表示しません。その

後は、「キャンセル発生時の処理指定」に応じた処理を実行します。 

③ 「キャンセルメッセージ有無」が“有り”でキャンセルメッセージを指定している場合は、そのメ

ッセージを表示し、キャンセルメッセージを指定していない場合は、システム共通のキャンセルメ

ッセージを表示します。その後は、「キャンセル発生時の処理指定」に応じた処理を実行します。 

④ 「エラー発生時の処理指定」と実行される処理 

キャンセル発生時の処理指定 設定したメッセージ 

（省略） 処理を中断するため、設定行以降の処理を実行しません。 

中断 処理を中断するため、設定行以降の処理を実行しません。 

継続 設定行の処理をスキップし、次行のタスクから処理を継続実行しま

す。 

キャンセルタスク実行 設定行の処理をスキップし、指定タスクの処理を実行しますが、次行

以降のタスクは処理を行いません。 

キャンセルタスク実行継続 設定行の処理をスキップし、指定タスクの処理を実行します。その後、

次行のタスクから処理を継続実行します。 

 

 

■ 使用上の注意 

① 「キャンセルメッセージセル」に指定できるセルは、直接指定のセルのみです。 

② 「キャンセルメッセージセル」と「キャンセルメッセージ」を指定した場合は、「キャンセルメッセ

ージセル」が優先されます。 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

v キャンセルエラー有無

w キャンセルメッセージセル

x キャンセルメッセージ

y キャンセル発生時の処理指定

z キャンセル処理TASKNO

タスク定義編集画面の範囲
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■ 補 足 

① 「エラーメッセージセル」は、状況によりメッセージの内容を変更する場合に指定します。 

② キャンセル処理 TASKNO は、作成済みのタスクを指定します。 

③ キャンセルが有効になるタスクタイプ 

タスクタイプ キャンセルを有効にするためのタスク定義と操作 

タスクタイプ共通 タスク定義の開始メッセージを指定した場合、実行時に「いいえ(N)」

をクリック。 

202：入力画面 特に指定なし。実行時に「キャンセル」をクリック。 

203：データ照会画面 特に指定なし。実行時に「キャンセル」をクリック。 

204：検索付データ照会画面 特に指定なし。実行時に「キャンセル」をクリック。 

205：検索付データ照会画面Ⅱ 特に指定なし。実行時に「キャンセル」をクリック。 

315：ループ処理 「タスクタイプ属性：ループ開始位置」の汎用パラメータ 13(処理制

御画面)を“表示する”に指定。処理制御画面表示中に「中止する」を

クリック。 

322：ファイルアップロード 汎用パラメータ 1(元・ファイル名)を空白、または汎用パラメータ

2(元・ダイアログ表示)を“有り”に指定。ファイル選択ダイアログ

表示中に「キャンセル」をクリック。 

汎用パラメータ 5(上書き確認)を“確認”に指定。上書き確認ダイア

ログ表示中に「いいえ(N)」をクリック。 

323：ファイルダウンロード 汎用パラメータ 1(元・ファイル名)を空白、または汎用パラメータ

2(元・ダイアログ表示)を“有り”に指定。ファイル選択ダイアログ

表示中に「キャンセル」をクリック。 

汎用パラメータ 4(先・ダイアログ表示)を“有り”に指定。ファイル

選択ダイアログ表示中に「キャンセル」をクリック。保存先指定の選

択ダイアログ表示中に「キャンセル」をクリック。 

汎用パラメータ 5(上書き確認)を“確認”に指定。上書き確認ダイア

ログ表示中に「いいえ(N)」をクリック。 

324：ファイル属性取得 汎用パラメータ 1(ファイル名)を空白、または汎用パラメータ 2(ダイ

アログ表示)を“有り”に指定。ファイル選択ダイアログ表示中に「キ

ャンセル」をクリック。 

340：ファイル選択ダイアログ 特に指定なし。ファイル選択ダイアログ表示中に「キャンセル」をク

リック。 

341：サーバフォルダ削除 汎用パラメータ 5(削除確認)を“確認”に指定。削除確認メッセージ

ダイアログで「いいえ」をクリック 

342：ファイル操作 汎用パラメータ 2(ダイアログ表示)を“有り”に指定。ファイル（フ

ォルダ）選択ダイアログ表示中に「キャンセル」をクリック。 

汎用パラメータ 9(強制実行確認)を“確認”に指定。確認ダイアログ

表示中に「いいえ(N)」をクリック。 

【次ページに続く】 
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【前ページより続く】 

タスクタイプ キャンセルを有効にするためのタスク定義と操作 

404：保存 汎用パラメータ 2(ダイアログ表示)を“有り”に指定。ファイル選択

ダイアログ表示中に「キャンセル」をクリック。 

汎用パラメータ 12(上書き確認)を“確認”に指定。上書き確認ダイ

アログ表示中に「いいえ(N)」をクリック。 

405：一括入出力 汎用パラメータ 1(ファイル名)を空白、または汎用パラメータ 2(ダイ

アログ表示)を“有り”に指定。ファイル（フォルダ）選択ダイアログ

表示中に「キャンセル」をクリック。 

汎用パラメータ 13(上書き確認)を“確認”に指定。上書き確認ダイ

アログ表示中に「いいえ(N)」をクリック。 

406：印刷 タスクタイプ属性を“ダイアログ”に指定。印刷ダイアログ表示中に

「キャンセル」をクリック 

407：ブック制御 タスクタイプ属性を“参照用オープン”または“サブ処理用オープン”

に指定。汎用パラメータ 1(ブックファイル名)を空白、または汎用パ

ラメータ 2(ダイアログ表示)を“有り”に指定。ファイル（フォルダ）

選択ダイアログ表示中に「キャンセル」をクリック。 

408：位置合わせ印刷 タスクタイプ属性を“ダイアログ”に指定。印刷ダイアログ表示中に

「キャンセル」をクリック 
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2.7 セルのアドレス指定について 

タスク定義の汎用パラメータや展開定義で、値の指定方法は 3 種類あります。その指定方法の違いにつ

いて説明します。 

 

■ セル指定属性 

定義シート内に値を設定する方式を直接指定と言います。また、Excel シート内に値を設定し、定義シ

ートはそのセル位置を設定する方式を間接指定と言います。そして、Excel シートのセルの示すセル位置

に値を設定し、定義シートは最初のセル位置を設定する方式を間接アドレス指定と言います。これらは「セ

ル指定属性」でその方式を選択します。 

 

セル指定属性 意味 

直接 直接指定方式（定義シート内に値を設定する方式） 

間接 間接指定方式（Excel シート内に値を設定する方式） 

間接アドレス 間接アドレス方式（Excel シートのセルの指し示すセル位置に値を設定する方式） 

 

 

■ セル位置の指定の仕方 

Excel シート内のアドレスのことをセル位置と言います。そのセル位置を表す記入方法についてまとめま

した。 

記入例 意味 

A1、 

A3:D4、 

Sheet1!A1 

Excel 標準の A1 形式によるセル位置（絶対アドレス指定：$A$1、

$A$3:$D$4）、ただしシート名を指定する場合は、シート名＋“！”（びっ

くりマーク）＋セルアドレスを記入します。 

 

R1C1 

R1C1:R4C3 

R1C1 形式：行と列を数値で記入します（絶対アドレス指定：$R$1$C$1） 

 

@メッセージ 1 

または、 

メッセージ 1 

Excel 内に登録した名前定義を使用（名前定義で“A1”を“メッセージ１”

という別名を登録している） 

 

 

 

■ 補 足 

① 「セル指定属性」のある「タスク定義シート」の汎用パラメータや「展開定義シート」のセル範囲

以外で、セル位置を指定する場合は直接指定となります。 

② “@”（アットマーク）が付いている場合は、名前定義と判断します。 
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■ 使用例 

タスクタイプ「メッセージ表示」とタスクタイプ「クリア」を例に、値を指定する場合とセル位置を指定

する場合の使用例です。 

 

【直接指定方式】 

（タスク定義）                                  （展開定義） 

 

（タスク定義）：汎用パラメータ１の内容をメッセージ表示ダイアログに表示します。 

（展開定義）：展開定義のセル範囲に指定したセル（“A2”）がクリアされます。シート名で指定したシ

ートが対象となります。ただし、名前定義の場合は、名前定義の内容に従います。 

 

【間接方式】 

（タスク定義）                                  （展開定義） 

 

（タスク定義）汎用パラメータ１で指定したセル（“B1”）の値をメッセージ表示ダイアログに表示しま

す。シート名で指定したシートが対象となります。ただし、名前定義の場合は、名前定義

の内容に従います。 

（展開定義）展開定義のセル範囲に指定したセル（“B２”）の値に対応するセル（“A1”「赤枠」）がクリ

アされます。シート名で指定したシートが対象となります。ただし、名前定義の場合は、名

前定義の内容に従います。 

 

【間接アドレス方式】 

（タスク定義）                                  （展開定義） 

 

（タスク定義）汎用パラメータ１で指定したセルの値が示すセル（“B3”）の値に対応するセル（“B1”）

の値がメッセージ表示ダイアログに表示されます。シート名で指定したシートが対象とな

ります。ただし、名前定義の場合は、名前定義の内容に従います。 

（展開定義）展開定義のセル範囲に指定したセル（“B3”）の値が示すセル（“B４”） 値に対応するセル

（“A1:B1”「赤枠」）がクリアされます。シート名で指定したシートが対象となります。た

だし、名前定義の場合は、名前定義の内容に従います。 

  

A B C D A B C D
1 タイトル サブ * 内容 1 タイトル サブ * 内容

14 セル指定属性 直接 １０ シート名  得意先マスタ

15 汎用パラメータ1 表示メッセージ Hello, world! 14 セル指定属性  直接

15 セル範囲  A2

展開定義編集画面の範囲タスク定義編集画面の範囲

A B C D A B C D
1 タイトル サブ * 内容 1 タイトル サブ * 内容

9 ブック名 * Sample.xls １０ シート名  得意先マスタ

10 シート名 メッセージ表示 14 セル指定属性  間接

14 セル指定属性 間接 15 セル範囲  B2

15 汎用パラメータ1 表示メッセージ B1

A B A B
1 Hello, world! 1
2 2 A1

3 3
4 4
5 5

展開定義編集画面の範囲タスク定義編集画面の範囲
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2.8 空白文字処理方法について 

Excel シートにデータを展開する場合、セル内の値の半角空白が含まれている時の処理を指定します。 

 

半角空白文字処理方法とその処理内容は次の通りです。（△：半角空白） 

設定値 処理前のデータ 処理後のデータ 説明 

{空白} △△あいうえお△△ △△あいうえお△△ そのままで変更がありません。 

左削除(LTRIM) △△あいうえお△△ あいうえお△△ 先頭の半角空白を削除します。 

右削除(RTRIM) △△あいうえお△△ △△あいうえお 末尾の半角空白を削除します。 

左右削除(TRIM) △△あいうえお△△ あいうえお 前後の半角空白を削除します。 

 

 

空白文字処理が実行されるタスクタイプ 

タスクタイプ タスクタイプ属性 

ＳＱＬ 照会 

データ照会画面 （なし） 

検索付データ照会画面 すべてのタスクタイプ属性 

検索付データ照会画面Ⅱ （なし） 

一括入出力 CSV 入力 
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2.9 自動計算について 

dbSheetClient では、一連のタスク処理が終了するまで、Excel の「自動計算機能」と「画面更新」を

停止しています。 

タスクが終了した時に「自動計算機能」と「画面更新」が行われるようになります。タスク実行時のパフ

ォーマンスを良くするためです。 

 

 

 

 

 

■ 一連のタスク処理の途中で自動計算する方法 

自動計算する方法は、3 つあります。 

① タスクタイプ「417：自動計算」にて自動計算方法を指定する 

② タスク定義の汎用パラメータで自動計算方法を指定する 

（詳細は、『第 2 章 タスクタイプ（属性別）』の該当タスクタイプの節を参照してください。） 

③ 展開定義で、自動計算方法を指定する 

 

 

■ 自動計算のタイミング 

自動計算の指定 タスクタイプ属性 タイミング 備考 

タスク定義 前再計算、シート前再計算 タスク実行前に再計算  

後再計算、シート後再計算 タスク実行後に再計算  

前後再計算 タスク実行の前後に再計算  

展開定義 前再計算、シート前再計算 展開実行前に再計算 タスク処理の

展開処理で再

計算 

後再計算、シート後再計算 展開実行後に再計算 

前後再計算 展開実行の前後に再計算 

タスクタイプ「自動計算」 再計算実行 その時点で再計算  

ON 以降、常に再計算 

OFF 常に再計算しない 

再計算は、タスクタイプ「自動計算」の「ＯＮ／ＯＦＦ」以外、1 度だけ行います。 

タスクタイプ「自動計算」の詳細は、『2.100 417：自動計算』を参照してください。 

  

タスク1-1

タスク1-2

タスク1-3

この間は「自動計算機能」と「画面更新」

は行いません。 

タスク実行前に「自動計算機能」と「画面更新」を停止 

タスク実行後に「自動計算機能」と「画面更新」を実行 



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
59 

2.10 制限事項 

ここでは、タスクタイプに関連した制限事項を提示します。それ以外の制限については、『開発版テクニ

カルリファレンスマニュアル「9.1 制限事項」』を参照してください。 

 

■ Excelシートに展開できる最大行数／最大列数 

Excel シートに展開できる最大行数／最大列数には、次表の制限があります。 

 Excel2000-2003 Excel2007 

最大行数 65,536 行   1,048,576 行  

最大列数 255 列   16,384 列  

 

 

■ その他制限事項 

タスクタイプ２０１の更新時に、項目行の後に、空白行が２０行以上入った場合には、エラーが発生すること

があります。(Excel 側の制限) 

 

Excel2000 では、URL 指定のブックをメインブックとして利用しているときに、 

複数シート表示でエラーが発生する。→制限事項：DBS サーバ指定を利用してください。 

 

404.保存で、ブック全体の保存や、一部保存を行ったときに、シートの保護が解除されるケースがあるます。 

原因：タスクの途中では、「保護：有り」 の指定で、一度シートの保護を解除すると、タスク終了まで、保護

を解除したままにしているため。 

対応：「保護：有り」は使用せずに、413.シート保護 を利用して、404.保存の直前で、保護をかけなおすよ

うに指定してください。 

 

Excel2007 以上のバージョンでは、シートコピーは非常に時間がかかります。 

シートコピーを３０回以上連続的に実行すると、メモリーオーバフローで異常終了する。 
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第2章. タスクタイプ（属性別） 

タスク定義は、タスクタイプ及びタスクタイプ属性によって、設定可能な項目が変わります。タスク毎

に定義可能な項目の説明や使用例を記載しています。 
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2.11 201：SQL 
タスクタイプ属性（照会） 

 機能 

① データベースからクエリー定義で指定された SQL 文を実行してデータを取得します。さらに、取

得したデータを展開定義で指定された Excel のセル位置に展開します。 

② 取得したデータ件数を、展開定義で指定された Excel のセル位置に展開します。 

③ データ展開前に、前回展開した領域の値のみをクリアします。なお、展開定義側の指定でクリアし

ない指定も可能です。詳細は、『5.2. 定義区分、タイプ、タスク・展開属性について』を参照して

ください。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “201” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “SQL”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... “照会”を入力します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

QNO ............................................................. 実行する SQL 文が定義してある QNO を指定します。QNO はクエ

リー定義にて登録します。（注１、７） 

クエリー名 ................................................. 自動表示します。(省略丌可)  

DNO ............................................................. 実行時に Excel に展開するセル位置が定義してある DNO を指定しま

す。DNO は展開定義にて登録します。（注１、８） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

汎用パラメータ１ ................................... データ展開のないストアドプロシージャのクエリー定義の場合に指

定します。 

① (空白) 

② SELECT 無し 

汎用パラメータ 20 ............................... 自動計算のタイミングを指定します。 

本タスクまたは以降のタスクで、セルの内容を参照して実行する場合

に指定します。（注１、６） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

空白文字処理方法 ................................... データの前後にある半角空白文字を除外する場合の方法を指定しま

す。（注１、５） 

① (空白) ③ 右削除(RTRIM) 

② 左削除(LTRIM) ④ 左右削除(TRIM) 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ
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ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.8 空白文字処理方法について』を参照してください。 

（注６）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

（注７）詳細は、『【クエリー定義リファレンス編】』を参照してください。 

（注８）詳細は、『【展開定義リファレンス編】』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① Excel シート上にデータを展開するには、必ず展開定義を設定してください。 

② 一度に取得できるデータサイズは２ＧＢです。 

通信速度が低速の場合は、タイムオーバーになることがあります。ＤＢ定義でのデフォルトは３０

秒です。３０秒以上時間を必要とする場合には、秒数（接続タイムアウト時間）を変更してくださ

い。（『開発版リファレンスマニュアル「4.7 各定義の編集方法 ■データベース定義」』を参照して

ください。） 

③ Excel シートに展開できる最大行数、最大列数については、『2.10 制限事項』を参照してください。 

④ オートフィルタを設定している領域では、正常にデータ展開（表示）することができません。オー

トフィルタは解除した状態でデータ展開（表示）してください。 

オートフィルタの解除については、『2.120. 430：EXCEL コマンド』を参照してください。 

⑤ Excel の展開先セルや取得件数のセルに数式がある場合は、上書きされます。 

 

 補足 

① クエリー定義については、【クエリー定義リファレンス編】をご覧ください。 

② 展開定義については、【展開定義リファレンス編】を参照してください。 

③ 汎用パラメータ 20（自動計算）：自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行します。 

後再計算 本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行します。 

前後再計算 本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 

④ 汎用パラメータ１（ストアド実行）：展開のないストアドプロシージャを実行する場合、処理時間が

かかる場合があります。その場合は、“SELECT 無し”を設定します。なお、本パラメータを指定

した場合は、展開データの取得は行いわれません。 
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 使用例 

「タスクタイプ：SQL（照会）」を実行した結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

定義するシート： 

● タスク定義（タスク一覧を含む） 

● クエリー定義 

● 展開定義（展開一覧定義を含みます） 

● Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

A · · · · · · · ·  このタスクで使用するブック定義に登録済のブックファイル名（“Sample.xls”）です。 

B · · · · · · · ·  実行時に表示するシート名を指定します。省略も可能です。 

C · · · · · · · ·  タスクを実行する／実行しない、を制御するためのセルを指定します。セルの値が TRUE の

場合は実行し、FALSE の場合は実行しないで次の処理に移ります。 

D · · · · · · · ·  右削除（RTRIM）は下記のようになります。 

（△：半角空白文字）元データ：△日本△△  ↔ 展開データ：△日本 

 

 

  

商品コード 商品名 単位 単価 分類 DBS_STATUS DBS_CREATE_USER DBS_CREATE_DATE DBS_UPDATE_USER DBS_UPDATE_DATE
1 商品１ 個 1,250 1 1 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827
2 商品２ 箱 1,350 2 1 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827
3 商品３ 箱 1,450 2 1 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827
4 商品４ 箱 1,650 2 1 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827
5 商品５ 箱 1,750 2 1 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * データ照会

4 処理順NO * １

5 タスクタイプNO * 201

6 タスクタイプ名 * SQL

7 タスクタイプ属性 * 照会

8 BKNO * １

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 QNO ２

12 クエリー名 データ読込

13 DNO ３

14 処理条件判定セル 実行判定 $データ照会開始判定

15 定義有効無効フラグ

16 コメント欄

17 汎用パラメータ20 自動計算

18 空白文字処理方法 右削除(RTRIM)

A 

C 

B 

D 

商品マスタ データベース内の「商品マスタ」テーブルを

読込み、Excel シートに展開します。 
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クエリー定義の例 

 

クエリー定義については、『第 3 章 クエリー定義リファレンス共通事項』、『第 4 章 クエリータイプ』

を参照してください。 

 

 

展開定義の例 

 

A · · · · · · ·  取得データを展開する開始位置のセルを指定します。 

B · · · · · · ·  取得データの展開範囲を名前定義する場合に指定します。 

展開定義については、『第 5 章 展開定義リファレンス共通事項』、『第 6 章 展開定義』を参照してくだ

さい。 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

 

 

A · · · · · · ·  展開定義のセル範囲、名前定義＝“データ位置”  

B · · · · · · ·  展開定義のセル展開範囲名、名前定義＝“データエリア”  

C · · · · · · ·  タスクの処理条件判定セル、名前定義＝“データ照会開始判定”、セルの数式の結果が“True”、

“False”になるようにします。 

 
 

  

A B C D E F G H I J
1 照会開始判定
2
3 商品コード 商品名 単位 単価 分類 DBS_STATUS DBS_CREATE_USER DBS_CREATE_DATE DBS_UPDATE_USER DBS_UPDATE_DATE
4
5
6
7
8

A 

B 

A B C 
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2.12 201：SQL 
タスクタイプ属性（更新） 

 機能 

① 表形式で表示された Excel シート上のデータを元に、データベースを更新、追加、削除します。 

② クエリー定義において、「全データ更新」と「修正データのみ」を選択することで、次のようなデー

タ更新を行います。 

・全データ更新：Excel シート上の全データをサーバに送信して、データ（レコード）の更新

および追加をします。 

・修正データのみ：Excel シート上のデータステータスをもとに修正データのみをサーバに送

信して、データ（レコード）の更新、追加および削除をします。 

③ Excel シート上のデータの範囲は、展開定義の下記の項目で行い、このデータを元にデータベース・

データを更新します。 

・データ範囲の左上のセル位置（セル範囲） 

・データ件数（更新行 OR 列数指示セル） 

④ 展開定義でデータ件数の設定をしないと、１件：先頭データ（レコード）のみの更新となります。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 2

3 タスク名 * データ更新

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 201

6 タスクタイプ名 * SQL

7 タスクタイプ属性 * 更新

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート 開始時のシート名

11 QNO 8 補足①

12 クエリー名 データ書込 補足①

13 DNO 9 補足②

14 処理条件判定セル  実行判定 @データ更新開始判定

15 定義有効無効フラグ

16 コメント欄

17 汎用パラメータ20 自動計算 シート後再計算 再計算しない 補足③

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO.................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “201” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “SQL”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... “更新”を入力します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

QNO ............................................................. 実行する SQL 文が定義してある QNO を指定します。QNO はクエ

リー定義にて登録します。（注１、６） 

クエリー名 ................................................. 自動表示します。(省略丌可)  

DNO ............................................................. 実行時に Excel に展開するセル位置が定義してある DNO を指定しま

す。DNO は展開定義にて登録します。（注１、７） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

汎用パラメータ 20................................ 自動計算のタイミングを指定します。 

本タスクまたは以降のタスクで、セルの内容を参照して実行する場合

に指定します。（注１、５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

（注６）詳細は、『【クエリー定義リファレンス編】』を参照してください。 

（注７）詳細は、『【展開定義リファレンス編】』を参照してください。 

 



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
69 

 使用上の注意 

① Excel シート上のデータ項目は、更新テーブルのフィールドと同一の並びでなければなりません。 

② Excel シート上のデータを更新データとするために、必ず展開定義を設定してください。 

③ 一度に更新できるデータサイズは２ＧＢです。 

通信速度が低速の場合は、タイムオーバーになることがあります。ＤＢ定義でのデフォルトは３０

秒です。３０秒以上時間を必要とする場合には、秒数（接続タイムアウト時間）を変更してくださ

い。（『開発版リファレンスマニュアル「4.7 各定義の編集方法 ■データベース定義」』を参照して

ください。） 

 

 補足 

① クエリー定義については、【クエリー定義リファレンス編】をご覧ください。 

② 展開定義については、【展開定義リファレンス編】を参照してください。 

③ 汎用パラメータ 20（自動計算）：自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行します。 

後再計算 本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行します。 

前後再計算 本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 
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 使用例 

「タスクタイプ：SQL（更新）」を実行した結果です

 

 

 

 

 

 

定義するシート： 

● タスク定義（タスク一覧を含む） 

● クエリー定義 

● 展開定義（展開一覧定義を含みます） 

● Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

A · · · · · · · ·  使用するブック定義に登録済のブックファイル名（“Sample.xls”）です。 

B · · · · · · · ·  使用するクエリー定義の QNO を指定します。 

C · · · · · · · ·  使用する展開定義の DNO を指定します。 

D · · · · · · · ·  タスクを実行する／実行しない、を制御するためのセルを指定します。セルの値が TRUE の

場合は実行し、FALSE の場合は実行しないで次の処理に移ります。 

 

  

商品コード 商品名 単位 単価 分類 DBS_STATUS DBS_CREATE_USER DBS_CREATE_DATE DBS_UPDATE_USER DBS_UPDATE_DATE
1 商品１ 個 1,250 1 1 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827
2 商品２ 箱 1,350 2 1 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827
3 商品３ 箱 1,450 2 1 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827
4 商品４ 箱 1,650 2 1 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827
5 商品５ 箱 1,750 2 1 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827 demouser DT2007-05-30 16:00:52.827

D 

商品マスタ 
Excel シートデータを元に、データベース内

の「商品マスタ」テーブルを更新します。 

A 

B 

C 
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クエリー定義の例 

 

A · · · · · · · ·  更新するテーブル名を設定します。 

Ｂ · · · · · · ·  タスクタイプ属性が「更新」の場合、UPDATE と設定します。 

C · · · · · · · ·  更新処理形態：未設定ですが「全データ更新」となります。 

クエリー定義については、『第 3 章 クエリー定義リファレンス共通事項』、『第 4 章 クエリータイプ』

を参照してください。 

 

展開定義の例 

 

A · · · · · · · ·  タスクタイプ属性が「更新」の場合、Query と設定します。 

Ｂ · · · · · · ·  更新データが存在するシート名を設定します。 

Ｃ · · · · · · ·  更新用シート上のデータ更新開始位置を指定します。 

Ｄ · · · · · · ·  更新用シート上の「更新行 OR 列数指示セル」を設定します。 

省略した場合、データ数：１件として、処理されます。 

展開定義については、『第 5 章 展開定義リファレンス共通事項』、『第 6 章 展開定義』を参照してくだ

さい。 

 

  

A 

Ｂ

」 

A 

Ｂ

」 C

」 

Ｄ 

 

」 

C 
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Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

 

 

A · · · · · · ·  タスク定義の処理条件判定セル、名前定義＝“データ更新開始判定”  

B · · · · · · ·  展開定義のセル範囲、名前定義＝“データ位置”  

C · · · · · · ·  展開定義の更新行 OR 列数指示セル、名前定義＝“データ数” 

 

 

次に、クエリー定義にて「更新処理形態」に“修正データのみ”を指定した場合の例を示します。 

タスク定義と展開定義は同一です。 

 

クエリー定義の例 

 

A · · · · · · ·  更新処理形態：「修正データのみ」を設定します。 

 

 

Excel 更新用シート上のデータがこのようになっている場合、DBS_STATUS の値が“２”のデータを

更新または追加レコード、“99”のデータを削除レコードと判定し、それらを更新するデータとしてサー

バに送信して更新を行います。 

（DBS_STATUS が“1”のレコードは変更なし、としてサーバには送信されません。） 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 クエリー名 * データ更新

3 クエリータイプ * 更新

4 クエリー属性 * Query

5 DBNO * 1

6 エイリアス名 SampleDB

7 テーブル名 * 商品マスタ

8 BKNO

9 ブック名

10 SQL文 UPDATE

11 トランザクション処理

12 排他制御タイプ

13 更新処理形態 修正データのみ

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 悲観ロック解除QNO

17 日付時刻NULL指定 NULL指定 NULL

A

商品コード 商品名 単位 単価 分類 DBS_STATUS DBS_CREATE_USER DBS_CREATE_DATE DBS_UPDATE_USER DBS_UPDATE_DATE
1 商品１ 個 1,250 1 1 demouser DT2009-05-30 16:00:52.827     demouser DT2009-05-30 16:00:52.827
2 商品２ 箱 1,350 2 2 demouser DT2009-05-30 16:00:52.827     demouser DT2009-05-30 16:00:52.827
3 商品３ 箱 1,450 2 1 demouser DT2009-05-30 16:00:52.827     demouser DT2009-05-30 16:00:52.827
4 商品４ 箱 1,650 2 1 demouser DT2009-05-30 16:00:52.827     demouser DT2009-05-30 16:00:52.827
5 商品５ 箱 1,750 2 99 demouser DT2009-05-30 16:00:52.827     demouser DT2009-05-30 16:00:52.827

A Ｂ

」 

Ｃ

」 
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2.13 201：SQL 
タスクタイプ属性（指定更新） 

 機能 

① タスクタイプ属性：更新と類似ですが、次の点が異なります。 

Excel シート上のデータ項目は、更新するテーブルのフィールドの一部でかまいません。 

シート上に配置する項目は、次の通りです。 

1 

2 

3 

プライマリーキー項目 

更新する項目 及び データベースのテーブル定義で NULL 値丌可の項目 

同時実行制御フィールド（５項目） 

 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

タスクタイプ属性が「指定更新」である以外は、タスクタイプ属性「更新」と同様です。 

 

 

 使用上の注意 

① Excel シート上のデータを更新データとするために、必ず展開定義を設定してください。 

② 一度に更新できるデータサイズは２ＧＢです。 

通信速度が低速の場合は、タイムオーバーになることがあります。ＤＢ定義でのデフォルトは３０

秒です。３０秒以上時間を必要とする場合には、秒数（接続タイムアウト時間）を変更してくださ

い。（『開発版リファレンスマニュアル「4.7 各定義の編集方法 ■データベース定義」』を参照して

ください。） 
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 補足 

① クエリー定義については、【クエリー定義リファレンス編】をご覧ください。 

② 展開定義については、【展開定義リファレンス編】を参照してください。 

③ 汎用パラメータ 20（自動計算）：自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行します。 

後再計算 本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行します。 

前後再計算 本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 
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 使用例 

「タスクタイプ：SQL（指定更新）」を実行した結果です 

 

 

 

 

 

 

 

定義するシート： 

● タスク定義（タスク一覧を含む） 

● クエリー定義 

● 展開定義（展開一覧定義を含みます） 

● Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

A · · · · · · · ·  このタスクで使用するブック定義に登録済のブックファイル名（“Sample.xls”）です。 

B · · · · · · · ·  このタスクで使用するクエリー定義の QNO を指定します。 

C · · · · · · · ·  このタスクで使用する展開定義の DNO を指定します。 

 

  

商品マスタ 
Excel シートデータを元に、データベース内

の「商品マスタ」テーブルを更新します。 

A 

B 

C 
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クエリー定義の例 

 

A · · · · · · · ·  更新するテーブル名を設定します。 

Ｂ · · · · · · ·  タスクタイプ属性が「指定更新」の場合、UPDATE と設定します。 

C · · · · · · · ·  更新処理形態：未設定ですが「全データ更新」となります。 

クエリー定義については、『第 3 章 クエリー定義リファレンス共通事項』、『第 4 章 クエリータイプ』

を参照してください。 

 

展開定義の例 

 

A · · · · · · · ·  タスクタイプ属性が「指定更新」の場合、Query と設定します。 

Ｂ · · · · · · ·  更新データが存在するシート名を設定します。 

Ｃ · · · · · · ·  更新用シート上のデータ更新開始位置を指定します。 

Ｄ · · · · · · ·  更新用シート上の「更新行 OR 列数指示セル」を設定します。 

省略した場合、データ数：１件として、処理されます。 

展開定義については、『第 5 章 展開定義リファレンス共通事項』、『第 6 章 展開定義』を参照してくだ

さい。 

 

  

A 

B 

C 

A 

B 

C 

D 
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2.14 201：SQL 
タスクタイプ属性（削除） 

 機能 

① 表形式で表示された Excel シート上のデータを元に、データベース・データを削除します。 

② Excel シート上のデータ範囲を展開定義の下記項目で指定し、この指定内容を元にデータベース・

データを削除します。 

・データ範囲の左上のセル位置（セル範囲） 

・データ件数（更新行 OR 列数指示セル） 

③ 展開定義でデータ件数の設定をしないと、１件：先頭データ（レコード）のみの削除となります。 

 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

タスクタイプ属性が「削除」である以外は、タスクタイプ属性「更新」と同様です。 

 

 

 使用上の注意 

① Excel シート上のデータ項目は、更新テーブルのフィールドと同一の並びでなければなりません。 

② Excel シート上のデータを更新（削除）データとするために、必ず展開定義を設定してください。 

③ 一度に更新できるデータサイズは２ＧＢです。 

通信速度が低速の場合は、タイムオーバーになることがあります。ＤＢ定義でのデフォルトは３０

秒です。３０秒以上時間を必要とする場合には、秒数（接続タイムアウト時間）を変更してくださ

い。（『開発版リファレンスマニュアル「4.7 各定義の編集方法 ■データベース定義」』を参照して

ください。） 
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 補足 

① クエリー定義については、【クエリー定義リファレンス編】をご覧ください。 

② 展開定義については、【展開定義リファレンス編】を参照してください。 

③ 汎用パラメータ 20（自動計算）：自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行します。 

後再計算 本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行します。 

前後再計算 本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 
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 使用例 

「タスクタイプ：SQL（削除）」を実行した結果です 

 

 

 

 

 

 

 

定義するシート： 

● タスク定義（タスク一覧を含む） 

● クエリー定義 

● 展開定義（展開一覧定義を含みます） 

● Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

A · · · · · · · ·  このタスクで使用するブック定義に登録済のブックファイル名（“Sample.xls”）です。 

B · · · · · · · ·  このタスクで使用するクエリー定義の QNO を指定します。 

C · · · · · · · ·  このタスクで使用する展開定義の DNO を指定します。 

 

  

商品マスタ 
Excel シートデータを元に、データベース内

の「商品マスタ」テーブルを削除します。 

A 

B 

C 
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クエリー定義の例 

 

A · · · · · · · ·  SQL 文は、UPDATE と設定します。（DELETE では、ありません。） 

クエリー定義については、『第 3 章 クエリー定義リファレンス共通事項』、『第 4 章 クエリータイプ』

を参照してください。 

 

展開定義の例 

  

A · · · · · · · ·  名前定義：データ位置の行から名前定義：データ件数 分のデータが削除されます。 

展開定義については、『第 5 章 展開定義リファレンス共通事項』、『第 6 章 展開定義』を参照してくだ

さい。 

 

 

  

A 

A 
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2.15 201：SQL 
タスクタイプ属性（SQL 更新） 

 機能 

① クエリー定義のＳＱＬ文に、更新や削除等の任意のＳＱＬ文を設定して実行します。 

② クエリー定義でデータ取得の SQL 文を指定して実行する場合、展開定義で指定された Excel のセ

ル位置にデータを展開します。 

③ 取得したデータ件数を、展開定義で指定された Excel のセル位置に展開します。 

④ データ展開前に、前回展開した領域の値のみをクリアします。展開定義側の指定でクリアしない指

定も可能です。詳細は、『5.2. 定義区分、タイプ、タスク・展開属性について』を参照してくださ

い。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

タスクタイプ属性が「SQL 更新」である以外は、タスクタイプ属性「更新」と同様です。 

 

※ ＳＱＬ更新は、dbSheetClient での標準の更新処理以外で、使用することを目的としております。 

  開発者自身が自由にクエリー文を作成（トランザクションを使用したい場合はこの中にて作成） 

  するために用意されております。 
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 使用上の注意 

① Excel シート上にデータを展開するには、必ず展開定義を設定してください。 

② 一度に取得できるデータサイズは２ＧＢです。 

通信速度が低速の場合は、タイムオーバーになることがあります。ＤＢ定義でのデフォルトは３０

秒です。３０秒以上時間を必要とする場合には、秒数（接続タイムアウト時間）を変更してくださ

い。（『開発版リファレンスマニュアル「4.7 各定義の編集方法 ■データベース定義」』を参照して

ください。） 

③ Excel シートに展開できる最大行数、最大列数については、『2.10 制限事項』を参照してください。 

④ オートフィルタを設定している領域では、正常にデータ展開（表示）することができません。オー

トフィルタは解除した状態でデータ展開（表示）してください。 

オートフィルタの解除については、『2.120. 430：EXCEL コマンド』を参照してください。 

⑤ Excel の展開先セルや取得件数のセルに数式がある場合は、上書きされます。 

 

 

 補足 

① クエリー定義については、【クエリー定義リファレンス編】をご覧ください。 

② 展開定義については、【展開定義リファレンス編】を参照してください。 

③ 汎用パラメータ 20（自動計算）：自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行します。 

後再計算 本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行します。 

前後再計算 本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 

④ データを取得するＳＱＬ文を設定しない場合は、展開定義は丌要です。 
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 使用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定義するシート： 

● タスク定義（タスク一覧を含む） 

● クエリー定義 

 

タスク定義の例 

 

A · · · · · · · ·  このタスクで使用するブック定義に登録済のブックファイル名（“Sample.xls”）です。 

B · · · · · · · ·  このタスクで使用するクエリー定義の QNO を指定します。 

C · · · · · · · ·  このタスクで使用する展開定義の DNO を指定します。 

 

  

C 

商品スタ 
更新 SQL 文を発行し、データベース内の「商

品マスタ」テーブルを更新します。 

SQL 文： 

UPDATE  商品マスタ  SET  商品名='AAA'  WHERE  商品コード = 100 

A 

B 
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クエリー定義の例 

 

A · · · · · · · ·  SQL 文は、次の通りです。 

  UPDATE  商品マスタ  SET  商品名='AAA'  WHERE  商品コード = 100   

別の SQL 文の例を示します。 

UPDATE  商品マスタ  SET  商品名='AAA'  WHERE  商品コード = 100 

SELECT  *  From  商品マスタ 

２行目（SELECT  *  From  商品マスタ）は、更新結果を読み出しています。 

読み出したデータをシートに表示するためには、展開定義が必要になります。 

クエリー定義については、『第 3 章 クエリー定義リファレンス共通事項』、『第 4 章 クエリータイプ』

を参照してください。 

 

展開定義の例はここでは示しません。 

展開定義については、『第 5 章 展開定義リファレンス共通事項』、『第 6 章 展開定義』を参照してくだ

さい。 

 

 

 

  

A 
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2.16 202：入力画面 
タスクタイプ属性（文字） 

 機能 

① 文字の入力画面を表示し、入力された文字や文字列を Excel の指定のセル位置に展開します。 

② 表示する入力画面の画面名称、入力初期データ、入力ガイダンス、「採用」ボタンの表示文字を任意

に変更することが可能です。 

↔「画面名称」、「汎用パラメータ１」、「汎用パラメータ３」、「汎用パラメータ６」の設定。 

③ 入力画面起動時のかな漢字変換(IME)を制御することが可能です。 

↔「汎用パラメータ５」の設定。 

④ 入力画面で、パスワード入力のように入力した文字を “＊” で表示することが可能です。 

↔「汎用パラメータ７」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “202”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“入力画面”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “文字”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 3105

3 タスク名 * 入力画面(文字)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 202

6 タスクタイプ名 * 入力画面

7 タスクタイプ属性 文字

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 入力画面_文字 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 画面名称 入力画面（文字） 既定のタイトル

17 セル指定属性

18 汎用パラメータ1 入力初期値 文字データ１ 初期値なし 補足①

19 汎用パラメータ3 入力ガイダンス 文字(列)を入力してください ガイダンスなし

20 汎用パラメータ4 自動計算 後再計算 再計算しない

21 汎用パラメータ5 かな漢字制御 ON

22 汎用パラメータ6 「採用」の文字変更 決定 採用 補足②

23 汎用パラメータ7 パスワード表示 通常表示

24 汎用パラメータ11 入力値セットセル @入力画面_文字_展開位置 エラー

タスク定義編集画面の範囲
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シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入力

です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

画面名称 ...................................................... 入力画面に表示するタイトルを指定します。 

セル指定属性 ............................................ 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)指定の属性を指定し

ます。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 入力画面起動時に表示する入力初期データを指定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... 入力画面に表示する入力ガイダンスを指定します。 

汎用パラメータ 4 ................................... 本タスクタイプの実行前後の再計算方法を指定します。（注１、５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

汎用パラメータ 5 ................................... 入力画面起動時のかな漢字変換(IME)の制御方法を指定します。 

① ON ⑤ 半角カタカナ 

② OFF ⑥ 全角英数 

③ ひらがな ⑦ 半角英数 

④ 全角カタカナ  

汎用パラメータ 6 ................................... 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を指定します。 

汎用パラメータ 7 ................................... 入力画面で入力文字を “＊” で表示させたい場合（パスワード表示）

は、”ON”を指定します。 

① (空白) 

② ON 

汎用パラメータ 11 ................................ 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)を指定します。（「セル

指定属性」で指定した方法で指定します。） 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 使用上の注意 

① 入力された文字や文字列を展開するセルに保護がかかっている場合は、保護の解除指定（「シート保

護有無」／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を行う必要があります。 

② 入力画面の表示前や実行後（入力データをセルに展開後）、再計算が必要な場合は必要に応じて、「汎

用パラメータ４」の設定を行ってください。 

 

 補足 

① 入力されたデータを展開するセルに既に値が入っていた場合は、その値を入力画面起動時の入力初

期データとして表示します。 

② 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を変更する場合、ボタンサイズの制限により表示できる文字

数は４～５文字程度までとなります。 

 

 使用例 

◎「入力(文字)」ボタンを押して「文字入力画面」を表示し、入力したデータを所定のセルへ展開する 

使用例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

４）Excel シートの定義 

「入力(文字)」ボタンを押すと 

「文字入力画面」を表示します。 

「決定」ボタンを押すと所定の 

セルへ、入力したデータが展開 

されます。 
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１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

３）タスク定義の例 

 

 

※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）Excel シートの定義（Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「入力画面_文字」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入力したデータの展開先セルを Excel の「名前

の定義」で、”入力画面_文字_展開位置”という 

名前を定義しておきます。 

「名前の定義」で定義した展開先

セルの名前を指定します。 
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2.17 202：入力画面 
タスクタイプ属性（文字(範囲)） 

 機能 

① 文字の範囲指定(From～To)が可能な入力画面（入力領域が２つ）を表示し、入力された文字や文

字列を Excel の指定のセル位置（２箇所）に展開します。 

② 表示する入力画面の画面名称、入力初期データ、入力ガイダンス、「採用」ボタンの表示文字を任意

に変更することが可能です。 

↔「画面名称」、「汎用パラメータ１/２」、「汎用パラメータ３」、「汎用パラメータ６」の設定。 

③ 入力画面起動時のかな漢字変換(IME)を制御することが可能です。 

↔「汎用パラメータ５」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “202”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“入力画面”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “文字(範囲)”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するシートを指定します。（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 3115

3 タスク名 * 入力画面(文字-範囲)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 202

6 タスクタイプ名 * 入力画面

7 タスクタイプ属性 * 文字（範囲）

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 入力画面_文字範囲 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 画面名称 入力画面（文字範囲） 既定のタイトル

17 セル指定属性

18 汎用パラメータ1 入力初期値From 範囲データ１ 初期値なし 補足①

19 汎用パラメータ2 入力初期値To 範囲データ２ 初期値なし 補足①

20 汎用パラメータ3 入力ガイダンス 文字(列)範囲を入力してください ガイダンスなし

21 汎用パラメータ4 自動計算 後再計算 再計算しない

22 汎用パラメータ5 かな漢字制御 全角カタカナ

23 汎用パラメータ6 「採用」の文字変更 採用 補足②

24 汎用パラメータ11 文字範囲From @入力画面_文字範囲_展開位置1 エラー

25 汎用パラメータ12 文字範囲To @入力画面_文字範囲_展開位置2 エラー

タスク定義編集画面の範囲
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シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

画面名称 ...................................................... 入力画面に表示するタイトルを指定します。 

セル指定属性 ............................................ 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)指定の属性を指定し

ます。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ１ ................................... 入力画面起動時の入力領域(From 側)に表示する入力初期データを指

定します。 

汎用パラメータ２ ................................... 入力画面起動時の入力領域(To 側)に表示する入力初期データを指定

します。 

汎用パラメータ３ ................................... 入力画面に表示する入力ガイダンスを指定します。 

汎用パラメータ４ ................................... 本タスクタイプの実行前後の再計算方法を指定します。（注１、５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

汎用パラメータ５ ................................... 入力画面起動時のかな漢字変換(IME)の制御方法を指定します。 

① ON ⑤ 半角カタカナ 

② OFF ⑥ 全角英数 

③ ひらがな ⑦ 半角英数 

④ 全角カタカナ  

汎用パラメータ６ ................................... 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を指定します。 

汎用パラメータ１１ .............................. 入力されたデータ(From 側)を展開するセル位置(アドレス)を指定し

ます。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

汎用パラメータ１２ .............................. 入力されたデータ(To 側)を展開するセル位置(アドレス)を指定しま

す。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 入力された文字や文字列を展開するセルに保護がかかっている場合は、保護の解除指定（「シート保

護有無」／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を行う必要があります。 

② 入力画面の表示前や実行後（入力データをセルに展開後）、再計算が必要な場合は必要に応じて、「汎

用パラメータ４」の設定を行ってください。 

③ 入力された２つのデータを展開するセル位置(アドレス)は、同一シートに指定する必要があります。 

 

 補足 

① 入力されたデータを展開するセルに既に値が入っていた場合は、その値を入力画面起動時の入力初

期データとして、対応する入力領域に表示します。 

② 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を変更する場合、ボタンサイズの制限により表示できる文字

数は４～５文字程度までとなります。 
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 使用例 

◎「入力(文字-範囲)」ボタンを押して範囲入力用の「文字入力画面」を表示し、入力したデータを所定 

のセルへ展開する使用例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

４）Excel シートの定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

  

「入力(文字-範囲)」ボタンを押す

と「文字入力画面」を表示します。 

「採用」ボタンを押すと所定の 

セル（２箇所）へ、入力したデ

ータが展開されます。 
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２）ボタン定義の例 

 

 

３）タスク定義の例 

 

 

※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）Excel シートの定義（Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「入力画面_文字範囲」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「名前の定義」で定義した展開先セ

ル（２箇所）の名前を指定します。 

入力したデータの展開先セル（２箇所）を Excel の

「名前の定義」で、”入力画面_文字範囲_展開位置

1”、 ”入力画面_文字範囲_展開位置 2”という名前を

定義しておきます。 
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2.18 202：入力画面 
タスクタイプ属性（数値） 

 機能 

① 数値用の入力画面を表示し、入力された数値を Excel の指定のセル位置に展開します。 

② 表示する入力画面の画面名称、入力初期データ、入力ガイダンス、「採用」ボタンの表示文字を任意

に変更することが可能です。 

↔「画面名称」、「汎用パラメータ１」、「汎用パラメータ３」、「汎用パラメータ６」の設定。 

③ 入力画面で、パスワード入力のように入力した数字を “＊” で表示することが可能です。 

↔「汎用パラメータ７」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “202”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“入力画面”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “数値”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 3125

3 タスク名 * 入力画面(数値)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 202

6 タスクタイプ名 * 入力画面

7 タスクタイプ属性 数値

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 入力画面_数値 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 画面名称 入力画面（数値） 既定のタイトル

17 セル指定属性

18 汎用パラメータ1 入力初期値 100 初期値なし 補足①

19 汎用パラメータ3 入力ガイダンス 数値を入力してください ガイダンスなし

20 汎用パラメータ4 自動計算 後再計算 再計算しない

21 汎用パラメータ6 「採用」の文字変更 決定 採用 補足②

22 汎用パラメータ7 パスワード表示 通常表示

23 汎用パラメータ11 入力値セットセル @入力画面_数値_展開位置 エラー

タスク定義編集画面の範囲
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シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

画面名称 ...................................................... 入力画面に表示するタイトルを指定します。 

セル指定属性 ............................................ 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)指定の属性を指定し

ます。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ１ ................................... 入力画面起動時に表示する入力初期データを指定します。 

汎用パラメータ３ ................................... 入力画面に表示する入力ガイダンスを指定します。 

汎用パラメータ４ ................................... 本タスクタイプの実行前後の再計算方法を指定します。（注１、５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

汎用パラメータ６ ................................... 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を指定します。 

汎用パラメータ７ ................................... 入力画面で入力文字を “＊” で表示させたい場合（パスワード表示）

は、”ON”を指定します。 

① (空白) 

② ON 

汎用パラメータ１１ .............................. 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)を指定します。（「セ

ル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 入力された数値を展開するセルに保護がかかっている場合は、保護の解除指定（「シート保護有無」

／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を行う必要があります。 

② 入力画面の表示前や実行後（入力データをセルに展開後）、再計算が必要な場合は必要に応じて、「汎

用パラメータ４」の設定を行ってください。 
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 補足 

① 入力されたデータを展開するセルに既に値が入っていた場合は、その値を入力画面起動時の入力初

期データとして表示します。 

② 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を変更する場合、ボタンサイズの制限により表示できる文字

数は４～５文字程度までとなります。 

 

 使用例 

◎「入力(数値)」ボタンを押して「文字入力画面」を表示し、入力したデータを所定のセルへ展開する 

使用例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

４）Excel シートの定義 

  

「入力(数値)」ボタンを押すと 

「数値入力画面」を表示します。 

「決定」ボタンを押すと所定の 

セルへ、入力したデータが展開 

されます。 
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１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

３）タスク定義の例 

 

 

※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）Excel シートの定義（Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「入力画面_数値」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力したデータの展開先セルを Excel の「名前

の定義」で、”入力画面_数値_展開位置”という 

名前を定義しておきます。 

「名前の定義」で定義した展開先

セルの名前を指定します。 
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2.19 202：入力画面 
タスクタイプ属性（数値(範囲)） 

 機能 

① 数値用の範囲指定(From～To)が可能な入力画面（入力領域が２つ）を表示し、入力された数値を

Excel の指定のセル位置（２箇所）に展開します。 

② 表示する入力画面の画面名称、入力初期データ、入力ガイダンス、「採用」ボタンの表示文字を任意

に変更することが可能です。 

↔「画面名称」、「汎用パラメータ１/２」、「汎用パラメータ３」、「汎用パラメータ６」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “202”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“入力画面”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “数値(範囲)”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するシートを指定します。（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 3135

3 タスク名 * 入力画面(数値-範囲)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 202

6 タスクタイプ名 * 入力画面

7 タスクタイプ属性 数値（範囲）

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 入力画面_数値範囲 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 画面名称 入力画面（数値範囲） 既定のタイトル

17 セル指定属性

18 汎用パラメータ1 入力初期値From 100 初期値なし 補足①

19 汎用パラメータ2 入力初期値To 999 初期値なし 補足①

20 汎用パラメータ3 入力ガイダンス 数値範囲を入力してください ガイダンスなし

21 汎用パラメータ4 自動計算 後再計算 再計算しない

22 汎用パラメータ6 「採用」の文字変更 採用 補足②

23 汎用パラメータ11 数値From @入力画面_数値範囲_展開位置1 エラー

24 汎用パラメータ12 数値To @入力画面_数値範囲_展開位置2 エラー

タスク定義編集画面の範囲
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処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

画面名称 ...................................................... 入力画面に表示するタイトルを指定します。 

セル指定属性 ............................................ 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)指定の属性を指定し

ます。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ１ ................................... 入力画面起動時の入力領域(From 側)に表示する入力初期データを指

定します。 

汎用パラメータ２ ................................... 入力画面起動時の入力領域(To 側)に表示する入力初期データを指定

します。 

汎用パラメータ３ ................................... 入力画面に表示する入力ガイダンスを指定します。 

汎用パラメータ４ ................................... 本タスクタイプの実行前後の再計算方法を指定します。（注１、５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

汎用パラメータ６ ................................... 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を指定します。 

汎用パラメータ１１ .............................. 入力されたデータ(From 側)を展開するセル位置(アドレス)を指定し

ます。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

汎用パラメータ１２ .............................. 入力されたデータ(To 側)を展開するセル位置(アドレス)を指定しま

す。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 入力された数値を展開するセルに保護がかかっている場合は、保護の解除指定（「シート保護有無」

／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を行う必要があります。 

② 入力画面の表示前や実行後（入力データをセルに展開後）、再計算が必要な場合は必要に応じて、「汎

用パラメータ４」の設定を行ってください。 

③ 入力された２つのデータを展開するセル位置(アドレス)は、同一シートに指定する必要があります。 
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 補足 

① 入力されたデータを展開するセルに既に値が入っていた場合は、その値を入力画面起動時の入力初

期データとして、対応する入力領域に表示します。 

② 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を変更する場合、ボタンサイズの制限により表示できる文字

数は４～５文字程度までとなります。 

 

 使用例 

◎「入力(数値-範囲)」ボタンを押して範囲入力用の「数値入力画面」を表示し、入力したデータを所定 

のセルへ展開する使用例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

４）Excel シートの定義 

 

  

「入力(数値-範囲)」ボタンを押す

と「数値入力画面」を表示します。 

「採用」ボタンを押すと所定の 

セル（２箇所）へ、入力したデ

ータが展開されます。 
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１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

３

）タスク定義の例 

 

 

※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）Excel シートの定義（Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「入力画面_数値範囲」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入力したデータの展開先セル（２箇所）を Excel の

「名前の定義」で、”入力画面_数値範囲_展開位置

1”、 ”入力画面_数値範囲_展開位置 2”という名前を

定義しておきます。 

「名前の定義」で定義した展開先セ

ル（２箇所）の名前を指定します。 
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2.20 202：入力画面 
タスクタイプ属性（日付） 

 機能 

① 日付用の入力画面を表示し、入力された日付を Excel の指定のセル位置に展開します。 

② 表示する入力画面の画面名称、入力初期データ、入力ガイダンス、「採用」ボタンの表示文字を任意

に変更することが可能です。 

↔「画面名称」、「汎用パラメータ１」、「汎用パラメータ３」、「汎用パラメータ６」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “202”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“入力画面”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “日付”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 3145

3 タスク名 * 入力画面(日付)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 202

6 タスクタイプ名 * 入力画面

7 タスクタイプ属性 日付

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 入力画面_日付 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 画面名称 入力画面（日付） 既定のタイトル

17 セル指定属性

18 汎用パラメータ1 入力初期値 2009/07/01 初期値なし 補足①

19 汎用パラメータ3 入力ガイダンス 日付を入力してください ガイダンスなし

20 汎用パラメータ4 自動計算 後再計算 再計算しない

21 汎用パラメータ6 「採用」の文字変更 決定 採用 補足②

22 汎用パラメータ11 入力値セットセル @入力画面_日付_展開位置 エラー

タスク定義編集画面の範囲
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処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

画面名称 ...................................................... 入力画面に表示するタイトルを指定します。 

セル指定属性 ............................................ 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)指定の属性を指定し

ます。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ１ ................................... 入力画面起動時に表示する入力初期データを指定します。 

汎用パラメータ３ ................................... 入力画面に表示する入力ガイダンスを指定します。 

汎用パラメータ４ ................................... 本タスクタイプの実行前後の再計算方法を指定します。（注１、５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

汎用パラメータ６ ................................... 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を指定します。 

汎用パラメータ１１ .............................. 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)を指定します。（「セ

ル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 入力された日付を展開するセルに保護がかかっている場合は、保護の解除指定（「シート保護有無」

／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を行う必要があります。 

② 入力画面の表示前や実行後（入力データをセルに展開後）、再計算が必要な場合は必要に応じて、「汎

用パラメータ４」の設定を行ってください。 

 

 補足 

① 入力されたデータを展開するセルに既に値が入っていた場合は、その値を入力画面起動時の入力初

期データとして表示します。 

② 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を変更する場合、ボタンサイズの制限により表示できる文字

数は４～５文字程度までとなります。 
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 使用例 

◎「入力(日付)」ボタンを押して「日付入力画面」を表示し、入力したデータを所定のセルへ展開する 

使用例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

４）Excel シートの定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

３）タスク定義の例 

 

 

  

「入力(日付)」ボタンを押すと 

「日付入力画面」を表示します。 

「決定」ボタンを押すと所定の 

セルへ、入力したデータが展開 

されます。 
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※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）Excel シートの定義（Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「入力画面_日付」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入力したデータの展開先セルを Excel の「名前

の定義」で、”入力画面_日付_展開位置”という 

名前を定義しておきます。 

「名前の定義」で定義した展開先

セルの名前を指定します。 
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2.21 202：入力画面 
タスクタイプ属性（日付(範囲)） 

 機能 

① 日付用の範囲指定(From～To)が可能な入力画面（入力領域が２つ）を表示し、入力された日付を

Excel の指定のセル位置（２箇所）に展開します。 

② 表示する入力画面の画面名称、入力初期データ、入力ガイダンス、「採用」ボタンの表示文字を任意

に変更することが可能です。 

↔「画面名称」、「汎用パラメータ１/２」、「汎用パラメータ３」、「汎用パラメータ６」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “202”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“入力画面”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “日付(範囲)”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するシートを指定します。（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 3155

3 タスク名 * 入力画面(日付-範囲)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 202

6 タスクタイプ名 * 入力画面

7 タスクタイプ属性 日付（範囲）

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 入力画面_日付範囲 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 画面名称 入力画面（日付範囲） 既定のタイトル

17 セル指定属性

18 汎用パラメータ1 入力初期値From 2009/04/01 初期値なし 補足①

19 汎用パラメータ2 入力初期値To 2009/06/30 初期値なし 補足①

20 汎用パラメータ3 入力ガイダンス 日付範囲を入力して下さい ガイダンスなし

21 汎用パラメータ4 自動計算 後再計算 再計算しない

22 汎用パラメータ6 「採用」の文字変更 採用 補足②

23 汎用パラメータ11 日付From @入力画面_日付範囲_展開位置1 エラー

24 汎用パラメータ12 日付To @入力画面_日付範囲_展開位置2 エラー

タスク定義編集画面の範囲
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処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

画面名称 ...................................................... 入力画面に表示するタイトルを指定します。 

セル指定属性 ............................................ 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)指定の属性を指定し

ます。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ１ ................................... 入力画面起動時の入力領域(From 側)に表示する入力初期データを指

定します。 

汎用パラメータ２ ................................... 入力画面起動時の入力領域(To 側)に表示する入力初期データを指定

します。 

汎用パラメータ３ ................................... 入力画面に表示する入力ガイダンスを指定します。 

汎用パラメータ４ ................................... 本タスクタイプの実行前後の再計算方法を指定します。（注１、５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

汎用パラメータ６ ................................... 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を指定します。 

汎用パラメータ１１ .............................. 入力されたデータ(From 側)を展開するセル位置(アドレス)を指定し

ます。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

汎用パラメータ１２ .............................. 入力されたデータ(To 側)を展開するセル位置(アドレス)を指定しま

す。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 入力された日付を展開するセルに保護がかかっている場合は、保護の解除指定（「シート保護有無」

／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を行う必要があります。 

② 入力画面の表示前や実行後（入力データをセルに展開後）、再計算が必要な場合は必要に応じて、「汎

用パラメータ４」の設定を行ってください。 

③ 入力された２つのデータを展開するセル位置(アドレス)は、同一シートに指定する必要があります。 
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 補足 

① 入力されたデータを展開するセルに既に値が入っていた場合は、その値を入力画面起動時の入力初

期データとして、対応する入力領域に表示します。 

② 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を変更する場合、ボタンサイズの制限により表示できる文字

数は４～５文字程度までとなります。 

 

 使用例 

◎「入力(日付-範囲)」ボタンを押して範囲入力用の「日付入力画面」を表示し、入力したデータを所定 

のセルへ展開する使用例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

４）Excel シートの定義 

 

  

「入力(日付-範囲)」ボタンを押す

と「日付入力画面」を表示します。 

「採用」ボタンを押すと所定の 

セル（２箇所）へ、入力したデ

ータが展開されます。 
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１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

３）タスク定義の例 

 

 

※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）Excel シートの定義（Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「入力画面_日付範囲」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力したデータの展開先セル（２箇所）を Excel の

「名前の定義」で、”入力画面_日付範囲_展開位置

1”、 ”入力画面_日付範囲_展開位置 2”という名前を

定義しておきます。 

「名前の定義」で定義した展開先セ

ル（２箇所）の名前を指定します。 
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2.22 202：入力画面 
タスクタイプ属性（時刻） 

 機能 

① 時刻用の入力画面を表示し、入力された時刻を Excel の指定のセル位置に展開します。 

② 表示する入力画面の画面名称、入力初期データ、入力ガイダンス、「採用」ボタンの表示文字を任意

に変更することが可能です。 

↔「画面名称」、「汎用パラメータ１」、「汎用パラメータ３」、「汎用パラメータ６」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “202”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“入力画面”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “時刻”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 3165

3 タスク名 * 入力画面(時刻)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 202

6 タスクタイプ名 * 入力画面

7 タスクタイプ属性 時刻

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 入力画面_時刻 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 画面名称 入力画面（時刻） 既定のタイトル

17 セル指定属性

18 汎用パラメータ1 入力初期値 12:00:00 初期値なし 補足①

19 汎用パラメータ3 入力ガイダンス 時刻を入力してください ガイダンスなし

20 汎用パラメータ4 自動計算 後再計算 再計算しない

21 汎用パラメータ6 「採用」の文字変更 決定 採用 補足②

22 汎用パラメータ11 入力値セットセル @入力画面_時刻_展開位置 エラー

タスク定義編集画面の範囲
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処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

画面名称 ...................................................... 入力画面に表示するタイトルを指定します。 

セル指定属性 ............................................ 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)指定の属性を指定し

ます。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ１ ................................... 入力画面起動時に表示する入力初期データを指定します。 

汎用パラメータ３ ................................... 入力画面に表示する入力ガイダンスを指定します。 

汎用パラメータ４ ................................... 本タスクタイプの実行前後の再計算方法を指定します。（注１、５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

汎用パラメータ６ ................................... 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を指定します。 

汎用パラメータ１１ .............................. 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)を指定します。（「セ

ル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 入力された時刻を展開するセルに保護がかかっている場合は、保護の解除指定（「シート保護有無」

／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を行う必要があります。 

② 入力画面の表示前や実行後（入力データをセルに展開後）、再計算が必要な場合は必要に応じて、「汎

用パラメータ４」の設定を行ってください。 

③ 時刻として入力するデータは、時分秒を “hh:mm:ss” の形式で入力してください。 

 

 補足 

① 入力されたデータを展開するセルに既に値が入っていた場合は、その値を入力画面起動時の入力初

期データとして表示します。 

② 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を変更する場合、ボタンサイズの制限により表示できる文字
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数は４～５文字程度までとなります。 

 使用例 

◎「入力(時刻)」ボタンを押して「時刻入力画面」を表示し、入力したデータを所定のセルへ展開する 

使用例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

４）Excel シートの定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

３）タスク定義の例 

 

 

  

「入力(時刻)」ボタンを押すと 

「時刻入力画面」を表示します。 

「決定」ボタンを押すと所定の 

セルへ、入力したデータが展開 

されます。 
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※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）Excel シートの定義（Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「入力画面_時刻」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入力したデータの展開先セルを Excel の「名前

の定義」で、”入力画面_時刻_展開位置”という 

名前を定義しておきます。 

「名前の定義」で定義した展開先

セルの名前を指定します。 
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2.23 202：入力画面 
タスクタイプ属性（時刻(範囲)） 

 機能 

① 時刻用の範囲指定(From～To)が可能な入力画面（入力領域が２つ）を表示し、入力された時刻を

Excel の指定のセル位置（２箇所）に展開します。 

② 表示する入力画面の画面名称、入力初期データ、入力ガイダンス、「採用」ボタンの表示文字を任意

に変更することが可能です。 

↔「画面名称」、「汎用パラメータ１/２」、「汎用パラメータ３」、「汎用パラメータ６」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “202”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“入力画面”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “時刻(範囲)”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するシートを指定します。（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 3175

3 タスク名 * 入力画面(時刻-範囲)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 202

6 タスクタイプ名 * 入力画面

7 タスクタイプ属性 時刻（範囲）

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 入力画面_時刻範囲 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 画面名称 入力画面（時刻範囲） 既定のタイトル

17 セル指定属性

18 汎用パラメータ1 入力初期値From 9:00:00 初期値なし 補足①

19 汎用パラメータ2 入力初期値To 17:00:00 初期値なし 補足①

20 汎用パラメータ3 入力ガイダンス 時刻範囲を入力してください ガイダンスなし

21 汎用パラメータ4 自動計算 後再計算 再計算しない

22 汎用パラメータ6 「採用」の文字変更 採用 補足②

23 汎用パラメータ11 時間From @入力画面_時刻範囲_展開位置1 エラー

24 汎用パラメータ12 時間To @入力画面_時刻範囲_展開位置2 エラー

タスク定義編集画面の範囲
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処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

画面名称 ...................................................... 入力画面に表示するタイトルを指定します。 

セル指定属性 ............................................ 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)指定の属性を指定し

ます。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ１ ................................... 入力画面起動時の入力領域(From 側)に表示する入力初期データを指

定します。 

汎用パラメータ２ ................................... 入力画面起動時の入力領域(To 側)に表示する入力初期データを指定

します。 

汎用パラメータ３ ................................... 入力画面に表示する入力ガイダンスを指定します。 

汎用パラメータ４ ................................... 本タスクタイプの実行前後の再計算方法を指定します。（注１、５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

汎用パラメータ６ ................................... 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を指定します。 

汎用パラメータ１１ .............................. 入力されたデータ(From 側)を展開するセル位置(アドレス)を指定し

ます。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

汎用パラメータ１２ .............................. 入力されたデータ(To 側)を展開するセル位置(アドレス)を指定しま

す。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 入力された時刻を展開するセルに保護がかかっている場合は、保護の解除指定（「シート保護有無」

／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を行う必要があります。 

② 入力画面の表示前や実行後（入力データをセルに展開後）、再計算が必要な場合は必要に応じて、「汎

用パラメータ４」の設定を行ってください。 

③ 入力された２つのデータを展開するセル位置(アドレス)は、同一シートに指定する必要があります。 
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④ 時刻として入力するデータは、時分秒を “hh:mm:ss” の形式で入力してください。 

 補足 

① 入力されたデータを展開するセルに既に値が入っていた場合は、その値を入力画面起動時の入力初

期データとして、対応する入力領域に表示します。 

② 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を変更する場合、ボタンサイズの制限により表示できる文字

数は４～５文字程度までとなります。 

 

 使用例 

◎「入力(時刻-範囲)」ボタンを押して範囲入力用の「時刻入力画面」を表示し、入力したデータを所定 

のセルへ展開する使用例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

４）Excel シートの定義 

 

  

「入力(文字-範囲)」ボタンを押す

と「文字入力画面」を表示します。 

「採用」ボタンを押すと所定の 

セル（２箇所）へ、入力したデ

ータが展開されます。 
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１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

３）タスク定義の例 

 

 

※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）Excel シートの定義（Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「入力画面_時刻範囲」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力したデータの展開先セル（２箇所）を Excel の

「名前の定義」で、”入力画面_時刻範囲_展開位置

1”、 ”入力画面_時刻範囲_展開位置 2”という名前を

定義しておきます。 

「名前の定義」で定義した展開先セ

ル（２箇所）の名前を指定します。 
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2.24 202：入力画面 
タスクタイプ属性（日付時刻） 

 機能 

① 日付と時刻を同時に入力できる入力画面を表示し、入力された日付や時刻を指定形式のデータで

Excel の指定のセル位置に展開します。 

↔データの指定形式は「汎用パラメータ 11～19」で設定。 

② 表示する入力画面の画面名称、「採用」ボタンの表示文字を任意に変更することが可能です。 

↔「画面名称」、「汎用パラメータ６」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “202”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“入力画面”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “日付時刻”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するシートを指定します。（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 3185

3 タスク名 * 入力画面(日付時刻)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 202

6 タスクタイプ名 * 入力画面

7 タスクタイプ属性 日付時刻

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 入力画面_日付時刻 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 画面名称 入力画面（日付時刻） 既定のタイトル

17 セル指定属性

18 汎用パラメータ4 自動計算 後再計算 再計算しない

19 汎用パラメータ6 「採用」の文字変更 採用 補足①

20 汎用パラメータ11 YYYY/MM/DD HH:MM:SS 未指定とする 補足②

21 汎用パラメータ12 YYYY/MM/DD @入力画面_日付時刻_展開位置1 未指定とする 補足②

22 汎用パラメータ13 YYYY 未指定とする 補足②

23 汎用パラメータ14 MM 未指定とする 補足②

24 汎用パラメータ15 DD 未指定とする 補足②

25 汎用パラメータ16 hh:mm:ss @入力画面_日付時刻_展開位置2 未指定とする 補足②

26 汎用パラメータ17 hh 未指定とする 補足②

27 汎用パラメータ18 mm 未指定とする 補足②

28 汎用パラメータ19 ｓｓ 未指定とする 補足②

タスク定義編集画面の範囲
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シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル · · · · · · · · · · · · · · ·  タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

画面名称 ...................................................... 入力画面に表示するタイトルを指定します。 

セル指定属性 ............................................ 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)指定の属性を指定し

ます。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ４ ................................... 本タスクタイプの実行前後の再計算方法を指定します。（注１、５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

汎用パラメータ６ ................................... 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を指定します。 

汎用パラメータ１１ .............................. 入力されたデータを”YYYY/MM/DD hh:mm:ss”の形式で展開する

セル位置(アドレス)を指定します。（「セル指定属性」で指定した方法

で指定します。） 

汎用パラメータ１２ .............................. 入力されたデータを”YYYY/MM/DD”の形式で展開するセル位置(ア

ドレス)を指定します。（「セル指定属性」で指定した方法で指定しま

す。） 

汎用パラメータ１３ .............................. 入力されたデータを”YYYY”の形式で展開するセル位置(アドレス)を

指定します。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

汎用パラメータ１４ .............................. 入力されたデータを”MM”の形式で展開するセル位置(アドレス)を指

定します。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

汎用パラメータ１５ .............................. 入力されたデータを”DD”の形式で展開するセル位置(アドレス)を指

定します。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

汎用パラメータ１６ .............................. 入力されたデータを”hh:mm:ss”の形式で展開するセル位置(アドレ

ス)を指定します。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

汎用パラメータ１７ .............................. 入力されたデータを”hh”の形式で展開するセル位置(アドレス)を指

定します。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

汎用パラメータ１８ .............................. 入力されたデータを”mm”の形式で展開するセル位置(アドレス)を指

定します。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 

汎用パラメータ１９ .............................. 入力されたデータを”ss”の形式で展開するセル位置(アドレス)を指定

します。（「セル指定属性」で指定した方法で指定します。） 
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（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 入力画面では「汎用パラメータ１１～１９」で展開先のセル位置が指定されているデータ形式に対

応するデータのみが入力可能となります。 

（例：汎用パラメータ１６のみが指定されている場合は、時刻データのみが入力可能となります。） 

② 入力された日付と時刻を展開するセルに保護がかかっている場合は、保護の解除指定（「シート保護

有無」／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を行う必要があります。 

③ 入力画面の表示前や実行後（入力データをセルに展開後）、再計算が必要な場合は必要に応じて、「汎

用パラメータ４」の設定を行ってください。 

 

 補足 

① 入力画面の「採用」ボタンの表示文字を変更する場合、ボタンサイズの制限により表示できる文字

数は４～５文字程度までとなります。 

② 入力されたデータを展開するセルに既に値が入っていた場合は、その値を入力画面起動時の入力初

期データとして表示します。 
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 使用例 

① 「入力(日付時刻)」ボタンを押して「日付時刻入力画面」を表示し、入力したデータを所定のセルへ 

展開する 

② 「入力(時刻のみ)」ボタンを押して「日付時刻入力画面」（時刻のみ入力可）を表示し、入力したデ

ータを所定のセルへ展開する 

使用例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

４）Excel シートの定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

 

「入力(日付時刻)」ボタン

を押すと「日付時刻入力

画面」を表示します。 

「採用」ボタンを押すと所定の 

セル（２箇所）へ、入力したデータ

が展開されます。 

「入力(時刻のみ)」ボタンを押すと「日

付時刻入力画面」（時刻のみ入力可）を

表示します。 

「採用」ボタンを押すと所定のセル

へ、入力したデータが展開されます。 
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３）タスク定義の例 

 

 

 

※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）Excel シートの定義（Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「入力画面_日付時刻」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「名前の定義」で定義した展開

先セルの名前を指定します。 

入力したデータの展開先セル（2 箇所）

を Excel の「名前の定義」で、”入力画

面_日付時刻_展開位置 1”、 ”入力画面_

日付時刻_展開位置 2”という名前を定義

しておきます。 

入力したデータの展開先セルを Excel

の「名前の定義」で、”入力画面_日付時

刻_展開位置 3”という名前を定義してお

きます。 
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2.25 203：データ照会画面 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

① クエリー定義で指定された SQL 情報を実行し、その読み込みデータを下図の選択用の画面（ウィ

ンドウ）に表示します。 

 

  

(ア) 選択用の画面（ウィンドウ）の表示データの中から、１件のデータを選択（クリック）し、採

用ボタンをクリックします。 

(イ) 展開定義で指定された Excel のセル位置にデータを展開します。 

② データ展開前に、前回展開した領域の値のみをクリアします。展開定義側の指定でクリアしない指

定も可能です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

汎用パラメータ 11（照会画面の横幅） 
汎

用
パ

ラ
メ

ー
タ

1
2

（
照

会
画

面
の

縦
幅

）
 

汎用パラメータ 2
（初期値） 

 

汎用パラメータ 1

（フィールド名） 

 

汎用パラメータ 14

（「採用」の文字変更） 

デフォルトでは、

採用ボタンです。 

 

画面名称 
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “203”を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “データ照会画面”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 入力しません。 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

QNO ............................................................. 実行する SQL 文が定義してある QNO を指定します。QNO はクエ

リー定義にて登録します。（注１、７） 

クエリー名 ................................................. 自動表示します。(省略丌可)  

DNO ............................................................. 実行時に Excel に展開するセル位置が定義してある DNO を指定しま

す。DNO は展開定義にて登録します。（注１、８） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、4） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

画面名称  ................................................... データ照会画面のタイトルを入力します。（■機能 参照） 

セル指定属性  .......................................... 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)指定の属性を指定し

ます。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 「位置づけ」用のフィールド名を指定します。（■機能 参照） 

設定時、クエリー定義の設定がしてあれば、項目名選択（F4）ボタ

ンのクリックで選択設定ができます。 

汎用パラメータ 2 ................................... 「位置づけ」用の初期値を指定します。（■機能 参照） 

汎用パラメータ 11 ............................... データ照会画面の横幅を、ピクセル（画素）数で指定します。 

（■機能 参照） 

汎用パラメータ 12 ............................... データ照会画面の縦幅を、ピクセル（画素）数で指定します。 

（■機能 参照） 

  



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
127 

 

汎用パラメータ 13 ................................ データ照会画面内のデータ行の改行を有効にさせたい時、”改行あり”

と指定します。データ照会画面を最大化表示させたい時、”最大化”と

指定します。 

① 改行なし ③ 最大化 

② 改行あり ④ 最大化+改行 

 

“最大化”を指定した場合は、汎用パラメータ１１～１２は無効です。 

 

汎用パラメータ 14 ............................... 実行時データ選択を完了する時、クリックするボタンの名称を設定し

ます。（■機能 参照） 

汎用パラメータ 20................................ 自動計算のタイミングを指定します。 

本タスクまたは以降のタスクで、セルの内容を参照して実行する場合

に指定します。（注１、6） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

空白文字処理方法 ................................... データの前後にある半角空白文字を除外する場合の方法を指定しま

す。（注１、5） 

① (空白) ③ 右削除(RTRIM) 

② 左削除(LTRIM) ④ 左右削除(TRIM) 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.8 空白文字処理方法について』を参照してください。 

（注６）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

（注７）詳細は、『【クエリー定義リファレンス編】』を参照してください。 

（注８）詳細は、『【展開定義リファレンス編】』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① Excel シート内にデータを展開するには、必ず展開定義を設定してください。 

② 一度に取得できるデータサイズは２ＧＢです。 

通信速度が低速の場合は、タイムオーバーになることがあります。ＤＢ定義でのデフォルトは３０

秒です。３０秒以上時間を必要とする場合には、秒数（接続タイムアウト時間）を変更してくださ

い。（『開発版リファレンスマニュアル「4.7 各定義の編集方法 ■データベース定義」』を参照して

ください。） 

③ Excel シートに展開できる最大行数、最大列数については、『2.10 制限事項』を参照してください。 

④ オートフィルタを設定している領域は、オートフィルタをかけない状態でデータ展開（表示）しま

す。そうしないと、正常にデータ展開（表示）できません。 

オートフィルタの解除については、『2.120. 430：EXCEL コマンド』参照してください。  
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 補足 

① クエリー定義については、【クエリー定義リファレンス編】をご覧ください。 

② 展開定義については、【展開定義リファレンス編】を参照してください。 

③ 採用ボタンの表示文字「採用」を別の文字に変更できます。ボタンのサイズの関係で、表示できる

文字数は、4～5 文字程度までです。 

④ 汎用パラメータ 20（自動計算）：自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行します。 

後再計算 本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行します。 

前後再計算 本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 

 

⑤ 「改行なし」の場合は、初期表示の最大列幅は２００ピクセルです。 
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■データ照会画面のデータ選択機能 

データ照会画面では、「採用」ボタンのクリックで１件のデータを選択するか、キャンセルボタンのクリ

ックで選択しないことができます。 

クエリー定義の SQL 文によって表示データが決定しているので、操作によって表示順は変わりますが、

表示データ件数は変わりません。 

選択を支援する機能は、大別して２つあります。 

 

1．フィールド名をクリックすると、クリックしたフィールドの昇順表示、降順表示が交互に切り替わり

ます。そのあと、スクロールして目的のデータを見つけます。 

 

 

2．「位置付け」 

フィールド（検索項目名）とデータ（検索値）を指定し、そのデータにカーソルを移動させます。 

操作法は、次の通りです。 

まず検索項目を、コンボボックスを開いて設定します。（表示データのフィールド名から選択できます。） 

次に検索値を入力し、位置付けボタンをクリックします。この操作でデータが見つかると、カーソルが移

動（位置付け）します。（この時、検索対象フィールドの昇順表示になります。） 

この機能を適宜使って目的のデータを見つけたら「採用」ボタン（上記画面イメージでは「選択」ボタン）

をクリックすると、展開定義に従ってデータを展開（表示）します。 

 

３．「表示データのスクロール」 

下記の操作を行うことで、表示データをスクロールすることができいます。 

列の移動のキーボード操作  行の移動のキーボード操作 

← 前列に移動  ↑ 前行に移動 

→ 次列に移動  ↓ 次行に移動 

CTRL＋← 先頭列に移動  CTRL＋↑ 先頭行に移動 

CTRL＋→ 最終列に移動  CTRL＋↓ 最終行に移動 

 

フィールド名 

フィールド：NO を
クリックし、昇順に
表示しています。 

スクロールバー 

検索項目名 検索値 

「採用」ボタン 

キャンセルボタン 

位置付けボタン 
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使用例 

「タスクタイプ：データ照会画面」を実行した結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

定義するシート： 

● タスク定義（タスク一覧を含む） 

● クエリー定義 

● 展開定義（展開一覧定義を含みます） 

● Excel シート 

 

  

KojinMas 

データベース内の「KojinMas」テーブルを読込み、

データ展開画面に表示し、選択された１件のデータ

が Excel シートに展開します。 

R12C6 R12C9 R12C10 

R14C9 

R16C9 
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タスク定義の例 

 

 

A · · · · · · · ·  このタスクで使用するブック定義に登録済のブックファイル名（“demoA.xls”）です。 

B · · · · · · · ·  実行時に表示するシート（“カード形式”）を指定省略すると、表示するシートはかわりませ

ん。 

C · · · · · · · ·  画面名称（”個人マスタ選択”）を設定します。 

D · · · · · · · ·  位置付けフィールド名（”生年月日”） を設定します。 

E · · · · · · · ·  位置付けフィールドの初期値（”1077/01/01”） を設定します。 

F · · · · · · · ·  データ照会画面の横幅（”495”） を設定します。 

G · · · · · · · ·  データ照会画面の横幅（”560”）  を設定します。 

H · · · · · · · ·  「採用」ボタンの表示名（”選択”） を設定します。 

 

クエリー定義の例 

 

A · · · · · · ·  次のような SQL 文を設定します。フィールド名を変更することも可能です。 

SELECT [Seqe] NO, [Namae] 名前, [Seibetsu] 性別, [Tanjobi] 生年月日, [Keitai] 携帯, [dbS_status], 

[dbS_create_user], [dbS_create_date], [dbS_update_user], [dbS_update_date] FROM [KojinMas] 

※フィールド名：Seqe を NO に変更します。他の項目も同様です。 

 

  

C 

B 

D 

A 

E 

F 

H 

 

G 

A 
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展開定義の例 

カード形式表示なので、下図のように展開定義（縦型表示ではない）は、複数行の設定になります。 

下図では、設定してない列は、省略しています。 

 

 

A · · · · · · ·  データ項目名は、SQL 文でフィールド名を変換した場合、変換後のフィールド名を設定しま

す。 

B · · · · · · ·  セル範囲は、データを出力するセルアドレスを設定します。 ここでは R1C1 形式で設定し

ていますが、A1 形式の設定もできます。 

※R12C6 は、F12 と同一で、12 行目の 6 列目のセルを表示しています。 

また、ブックを開いて、セルに名前定義してから、その定義名を使用することも可能です。 

この場合、定義名選択(F4)ボタンのクリックで選択設定できます。 

  

A B 
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2.26 204：検索付データ照会画面 
タスクタイプ属性（空白、拡張） 

 機能 

① クエリー定義で指定された SQL 情報を実行し、その読み込みデータを下図の選択用の画面（ウィ

ンドウ）に表示します。 

 

 

 

 

 

(ア) 選択用の画面 （ウィンドウ）の表示データ

の中から、複数件のデータを選択（チェックボックスにチェックを入れる）し、採用ボタンを

クリックします。 

(イ) 展開定義で指定された Excel のセル位置にデータを展開します。 

② データ展開前に、前回展開した領域の値のみをクリアします。展開定義側の指定でクリアしない指

定も可能です。 

 

汎用パラメータ 13（照会画面の横幅） 

汎
用

パ
ラ

メ
ー

タ
1

4
（

照
会

画
面

の
縦

幅
）

 

[検索条件①タブ] 
汎用パラメータ 
1～4 

汎用パラメータ 18
（「採用」の文字変更） 

デフォルトでは、

採用ボタンです。 

 

画面名称 

タスクタイプ属性：拡張

の場合 

タスクタイプ属性：<空白>の場合 

※検索方式の設定ができません。 

終了条件 開始条件 検索方式 フィールド名 

選
択
の

た
め
の

チ
ェ
ッ

ク
ボ
ッ

ク
ス 
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 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “204”を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “検索付データ照会画面”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 次から選択します。（補足③ 参照）。 

① (空白) 

② 拡張 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。 

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

QNO ............................................................. 実行する SQL 文が定義してある QNO を指定します。QNO はクエ

リー定義にて登録します。（注１、７） 

クエリー名 ................................................. 自動表示します。(省略丌可)  

DNO ............................................................. 実行時に Excel に展開するセル位置が定義してある DNO を指定しま

す。DNO は展開定義にて登録します。（注１、８） 
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処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、4） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

画面名称  ................................................... データ照会画面のタイトルを入力します。（■機能 参照） 

セル指定属性  .......................................... 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)指定の属性を指定し

ます。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 検索条件を入力します。（■機能、補足③ 参照） 

検索付データ照会(F4)ボタンのクリックが有効です。 

（タスクタイプ属性が「拡張」の場合） 

汎用パラメータｎ ................................... 検索条件を入力します。（■機能、補足③ 参照） 

n が、12 まで、設定できます。 

実行時の画面で、検索条件①タブ→n=1～4 

実行時の画面で、検索条件②タブ→n=5～8 

実行時の画面で、検索条件③タブ→n=9～12 

の検索条件が表示します。 

検索付データ照会(F4)ボタンのクリックが有効です。 

（タスクタイプ属性が「拡張」の場合） 

各項目の検索条件が全て満足されなければ、選択表示されません。 

開始条件、終了条件の両方とも未入力の場合は、満足したとします。

（AND 条件） 

汎用パラメータ 13 ............................... データ照会画面の横幅を、ピクセル（画素）数で指定します。 

（■機能 参照） 

汎用パラメータ 14................................ データ照会画面の縦幅を、ピクセル（画素）数で指定します。 

（■機能 参照） 

汎用パラメータ 15 ................................ データ照会画面内のデータ行の改行を有効にさせたい時、”改行あり”

と指定します。データ照会画面を最大化表示させたい時、”最大化”と

指定します。 

① 改行なし ③ 最大化 

② 改行あり ④ 最大化+改行 

省略時は、改行なし、標準画面サイズ です。 

“最大化”を指定した場合は、汎用パラメータ 13～14 は無効です。 
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汎用パラメータ 16 ................................ 照会選択モードは、次の選択肢から指定します。 

① 選択解除丌可 

② 初期選択無し 

汎用パラメータ 17 ................................ 選択条件をシートに展開（表示）するセル位置を設定します。 

ここで設定したセル位置を左上とするセル範囲に選択条件を出力し

ます。 

汎用パラメータ 18................................ 実行時データ選択を完了する時、クリックするボタンの名称を設定し

ます。（■機能 参照） 

汎用パラメータ 19................................ 画面上部の検索条件設定エリアを表示するかどうかを選択します。 

① 表示する 

② 表示しない 

汎用パラメータ 20................................ 自動計算のタイミングを指定します。 

本タスクまたは以降のタスクで、セルの内容を参照して実行する場合

に指定します。（注１、6） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

空白文字処理方法 ................................... データの前後にある半角空白文字を除外する場合の方法を指定しま

す。（注１、5） 

① (空白) ③ 右削除(RTRIM) 

② 左削除(LTRIM) ④ 左右削除(TRIM) 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.8 空白文字処理方法について』を参照してください。 

（注６）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

（注７）詳細は、『【クエリー定義リファレンス編】』を参照してください。 

（注８）詳細は、『【展開定義リファレンス編】』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① Excel シート内にデータを展開するには、必ず展開定義を設定してください。 

② 一度に取得できるデータサイズは２ＧＢです。 

通信速度が低速の場合は、タイムオーバーになることがあります。ＤＢ定義でのデフォルトは３０

秒です。３０秒以上時間を必要とする場合には、秒数（接続タイムアウト時間）を変更してくださ

い。（『開発版リファレンスマニュアル「4.7 各定義の編集方法 ■データベース定義」』を参照して

ください。） 

③ Excel シートに展開できる最大行数、最大列数については、『2.10 制限事項』を参照してください。 

④ オートフィルタを設定している領域は、オートフィルタをかけない状態でデータ展開（表示）しま
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す。そうしないと、正常にデータ展開（表示）できません。 

オートフィルタの解除については、『2.120. 430：EXCEL コマンド』参照してください。 

⑤ SELECT 文では、サブクエリーに対しては、対応していません。  
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 補足 

① クエリー定義については、【クエリー定義リファレンス編】をご覧ください。 

② 展開定義については、【展開定義リファレンス編】を参照してください。 

③ 検索条件は、入力パターンが２通りあり、タスクタイプ属性によって変わります。 

タスクタイプ属性 設定パターン 

(空白) フィールド名|開始条件|終了条件|変更不可 

拡張 フィールド名|開始条件|終了条件|検索方式|変更不可 

 

各要素は、次の通りです。 

フィールド名 表示データのフィールド名を指定します。 

検索方式 次の選択肢があります。（タスクタイプ属性：(空白)の場合、範囲指定と同等です。） 

範囲指定、前方一致、後方一致、中間一致、完全一致、Null、NoNull  

開始条件 検索条件：範囲指定の場合、最小値を設定します。 

検索条件：範囲指定 以外の場合、検索値を設定します。 

終了条件 検索条件：範囲指定の場合、最大値を設定します。 

検索条件：範囲指定 以外の場合、設定しません。 

変更丌可 実行時、項目名（フィールド名）、検索方式（検索条件）の 

変更の有無（変更可、変更丌可）を指定します。 

| 区切り記号で、半角の縦棒です 

 

検索条件は、フィールド名のデータを次のように検索し（絞り込み）ます。 

ここでは、フィールド名：社員 ID（文字列）、開始条件：20、終了条件：29 と仮定します。 

検索方式 検索結果                         SQL 文の WHERE 句 

範囲指定 社員 ID≧20 かつ社員 ID≦29         社員 ID  BETWEEN  „20‟  AND  „29‟ 

前方一致 社員 ID の先頭部分が 20（開始条件）で始まっている     社員 ID  LIKE  „20%‟ 

後方一致 社員 ID の末尾部分が 20（開始条件）で終わっている     社員 ID  LIKE  „%20‟ 

中間一致 社員 ID のどこかに 20（開始条件）を含んでいる      社員 ID  LIKE  „%20%‟ 

完全一致 社員 ID＝20                           社員 ID = „20‟ 

Null 社員 ID  IS  Null 

NoNull 社員 ID  IS  NOT  Null 

※フィールド名のデー型が数値、日付の場合、検索方式：前方一致、後方一致、中間一致でエラー

となります。 

④ 汎用パラメータ 16(照会選択モード)は選択内容によって、以下のような違いがあります。 

指定内容 動作 

(空白) 選択を指示するチェックボックスのチェックが入った状態で表示します。 

選択解除丌可 選択を指示するチェックボックスが非表示となり、「採用」ボタンクリックで全

て選択となります。 

初期選択無し 選択を指示するチェックボックスのチェックが入らない状態で表示します。 
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⑤ ａ．12 個の検索条件の内容を、サブ欄：検索条件展開セル名を左上のセル位置としてシートに 

  展開（表示）します。 

ｂ．検索条件が設定されていない場合でも、12 個分出力されるので、5 列×12 行の展開（表示） 

エリアが必要です。 

ｃ．展開（表示）する列の順序は、NO、フィールド名、開始条件、終了条件、検索方式 です。 

ｄ．タスク定義のシート名と違うシートに展開（表示）する時は、別シートのセルに名前定義し、 

その名前を設定します。 

⑥ 採用ボタンの表示文字「採用」を別の文字に変更できます。ボタンのサイズの関係で、表示できる

文字数は、4～5 文字程度までです。 

⑦ 非表示にすると検索条件設定のエリア非表示になります。 

⑧ 汎用パラメータ 20（自動計算）：自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行します。 

後再計算 本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行します。 

前後再計算 本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 

 

⑨ 「改行なし」の場合、初期表示の最大列幅は 200 ピクセルです。 

  



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
142 

 

 検索付データ照会画面のデータ選択機能 

検索付データ照会画面では、「採用」ボタンのクリックで複数件のデータを選択するか、 

キャンセルボタンのクリックで選択しないことができます。 

クエリー定義の SQL 文によって表示データが決定しているので、表示順を変えたり、表示データ件数を

減じたりすることはできますが、SQL で取得した以上のデータを表示することはできません。 

選択を支援する機能は、大別して２つあります。 

 

1．フィールド名をクリックすると、クリックしたフィールドの昇順表示、降順表示が交互に切り替わり

ます。その際、選択用チェックボックスのチェックは、全て外れます。 

 

 

2．表示データを検索する（絞り込む）機能があります。 

フィールド（項目名）と検索方式と開始値、終了値を指定し、検索実行ボタンをクリックすると、表示デ

ータが絞り込まれます。操作法は、次の通りです。 

まず検索項目を、コンボボックスを開いて設定します。（表示データのフィールド名から選択できます。） 

次に、検索方式と開始条件、終了条件を指定します。（補足③参照） 

（検索条件を初期状態に戻す場合は、条件初期化ボタンをクリックします。） 

検索実行ボタンをクリックすると表示データが絞り込まれ、チェックボックスのチェックは、初期状態に

戻ります。 

 

上記の機能を適宜使って、目的のデータにチェックを付けます。 

（全て選択ボタンをクリックしてから丌要なものをクリックしてチェックを外す、または 

全て解除ボタンをクリックしてから必要なものをクリックしてチェックを付けます。） 

必要なデータ全てにチェックを付けてから「採用」ボタンをクリックすると、展開定義に従ってデータを

展開（表示）します。 

 

  

フィールド名 

スクロールバー 

「採用」ボタン 

キャンセルボタン 

検索実行ボタン 
終了条件 開始条件 検索方式 フィールド名 

条件初期化ボタン 

全て選択ボタン 
全て解除ボタン 



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
143 

３．「表示データのスクロール」 

下記の操作を行うことで、表示データをスクロールすることができいます。 

列の移動のキーボード操作  行の移動のキーボード操作 

← 前列に移動  ↑ 前行に移動 

→ 次列に移動  ↓ 次行に移動 

CTRL＋← 先頭列に移動  CTRL＋↑ 先頭行に移動 

CTRL＋→ 最終列に移動  CTRL＋↓ 最終行に移動 
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 使用例 

「タスクタイプ：SQL（照会）」を実行した結果です。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

定義するシート： 

● タスク定義（タスク一覧を含む） 

● クエリー定義 

● 展開定義（展開一覧定義を含みます） 

● Excel シート 

 

 

 

  

商品マスタ 

データベース内の「商品マスタ」テーブルを読込み、

検索付データ展開画面に表示し、選択された複数件

のデータが Excel シートに展開します。 

名前定義： 

商品マスタ先頭位置 

(C17 セルを名前定義） 

名前定義： 

商品マスタエリア 
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タスク定義の例 

  

A · · · · · · · ·  このタスクで使用するブック定義に登録済のブックファイル名 

（Sample タスクタイプ V4.xls）です。 

B · · · · · · · ·  実行時に表示するシート（“検索付データ照会”）を指定省略すると、表示するシートはかわ

りません。 

C · · · · · · · ·  画面名称（”データ照会・商品マスタ”）を設定します。 

D · · · · · · · ·  検索条件を入力します。この場合、検索条件４まで入力しています。 

 

クエリー定義の例 

  

 

 

  

C 

B 

D 

A 
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展開定義の例 

  

A · · · · · · ·  表示データ表示エリアの左上のセル位置を指定します。 

B · · · · · · ·  表示エリアを補足するセル範囲で、Excel の名前定義した名前を指定します。 

C · · · · · · ·  取得したデータ件数を設定するセル位置または名前定義を指定します。 

 

  

A 

B 

C 
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2.27 205：検索付データ照会画面Ⅱ 
タスクタイプ属性（空白） 

 機能 

① クエリー定義で指定された SQL 情報を実行し、その読み込みデータを下図の選択用の画面（ウィ

ンドウ）に表示します。 

 

 

 

 

 

(ア) 選択用の画面（ウィンドウ）の表示データの中から、複数件のデータを選択（チェックボック

スにチェックを入れる）し、採用ボタンをクリックします。 

(イ) 展開定義で指定された Excel のセル位置にデータを展開します。 

② データ展開前に、前回展開した領域の値のみをクリアします。展開定義側の指定でクリアしない指

定も可能です。 

 

汎用パラメータ 13（照会画面の横幅） 

汎
用

パ
ラ

メ
ー

タ
1

4
（

照
会

画
面

の
縦

幅
）

 

[検索条件] 
汎用パラメータ 
1～12 

汎用パラメータ 18
（「採用」の文字変更） 

デフォルトでは、

採用ボタンです。 

 

画面名称 

終了条件 開始条件 検索方式 フィールド名 

選
択
の

た
め
の

チ
ェ
ッ

ク
ボ
ッ

ク
ス 
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 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “205”を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “検索付データ照会画面Ⅱ”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 入力しません。 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。 

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

QNO ............................................................. 実行する SQL 文が定義してある QNO を指定します。QNO はクエ

リー定義にて登録します。（注１、７） 

クエリー名 ................................................. 自動表示します。(省略丌可)  

DNO ............................................................. 実行時に Excel に展開するセル位置が定義してある DNO を指定しま

す。DNO は展開定義にて登録します。（注１、８） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、4） 
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セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

画面名称  ................................................... データ照会画面のタイトルを入力します。（■機能 参照） 

セル指定属性  .......................................... 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)指定の属性を指定し

ます。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 検索条件を入力します。（■機能、補足③ 参照） 

検索付データ照会(F4)ボタンのクリックが有効です。 

 

汎用パラメータｎ ................................... 検索条件を入力します。（■機能、補足③ 参照） 

n が、12 まで、設定できます。 

実行時の画面で、検索条件→n=1～12 の検索条件が表示します。 

検索付データ照会(F4)ボタンのクリックが有効です。 

各項目の検索条件が全て満足されなければ、選択表示されません。 

開始条件、終了条件の両方とも未入力の場合は、満足したとします。

（AND 条件） 

汎用パラメータ 13 ............................... データ照会画面の横幅を、ピクセル（画素）数で指定します。 

（■機能 参照） 

汎用パラメータ 14................................ データ照会画面の縦幅を、ピクセル（画素）数で指定します。 

（■機能 参照） 

汎用パラメータ 15 ................................ データ照会画面内のデータ行の改行を有効にさせたい時、”改行あり”

と指定します。データ照会画面を最大化表示させたい時、”最大化”と

指定します。 

① 改行なし ③ 最大化 

② 改行あり ④ 最大化+改行 

 

汎用パラメータ 16 ................................ 照会選択モードは、次の選択肢から指定します。 

① 選択解除丌可 

② 初期選択無し 
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汎用パラメータ 17................................ 選択条件をシートに展開（表示）するセル位置を設定します。 

ここで設定したセル位置を左上とするセル範囲に選択条件を出力し

ます。 

汎用パラメータ 18................................ 実行時データ選択を完了する時、クリックするボタンの名称を設定し

ます。（■機能 参照） 

汎用パラメータ 19................................ 画面上部の検索条件設定エリアを表示するかどうかを選択します。 

① 表示する 

② 表示しない 

汎用パラメータ 20................................ 自動計算のタイミングを指定します。 

本タスクまたは以降のタスクで、セルの内容を参照して実行する場合

に指定します。（注１、6） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

空白文字処理方法 ................................... データの前後にある半角空白文字を除外する場合の方法を指定しま

す。（注１、5） 

① (空白) ③ 右削除(RTRIM) 

② 左削除(LTRIM) ④ 左右削除(TRIM) 

 

（注９）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。 

（注１０） ······························詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照して

ください。 

（注１１） ······························詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』

を参照してください。 

（注１２） ······························詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照して

ください。 

（注１３） ······························詳細は、『2.8 空白文字処理方法について』を参照してく

ださい。 

（注１４） ······························詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

（注１５） ······························詳細は、『【クエリー定義リファレンス編】』を参照してく

ださい。 

（注１６） ······························詳細は、『【展開定義リファレンス編】』を参照してくださ

い。 
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 使用上の注意 

① Excel シート内にデータを展開するには、必ず展開定義を設定してください。 

② 一度に取得できるデータサイズは２ＧＢです。 

通信速度が低速の場合は、タイムオーバーになることがあります。ＤＢ定義でのデフォルトは３０

秒です。３０秒以上時間を必要とする場合には、秒数（接続タイムアウト時間）を変更してくださ

い。（『開発版リファレンスマニュアル「4.7 各定義の編集方法 ■データベース定義」』を参照して

ください。） 

③ Excel シートに展開できる最大行数、最大列数については、『2.10 制限事項』を参照してください。 

④ オートフィルタを設定している領域は、オートフィルタをかけない状態でデータ展開（表示）しま

す。そうしないと、正常にデータ展開（表示）できません。 

オートフィルタの解除については、『2.120. 430：EXCEL コマンド』参照してください。 

⑤ SELECT 文では、サブクエリーに対しては、対応していません。  
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 補足 

① クエリー定義については、【クエリー定義リファレンス編】をご覧ください。 

② 展開定義については、【展開定義リファレンス編】を参照してください。 

③ 検索条件は、入力パターンがあります。 

タスクタイプ属性 設定パターン 

入力しません フィールド名|開始条件|終了条件|検索方式|変更不可 

 

各要素は、次の通りです。 

フィールド名 表示データのフィールド名を指定します。 

検索方式 次の選択肢があります。 

範囲指定、前方一致、後方一致、中間一致、完全一致、Null、NoNull  

開始条件 検索条件：範囲指定の場合、最小値を設定します。 

検索条件：範囲指定 以外の場合、検索値を設定します。 

終了条件 検索条件：範囲指定の場合、最大値を設定します。 

検索条件：範囲指定 以外の場合、設定しません。 

変更丌可 実行時、項目名（フィールド名）、検索方式（検索条件）の 

変更の有無（変更可、変更丌可）を指定します。 

| 区切り記号で、半角の縦棒です 

 

検索条件は、フィールド名のデータを次のように検索し（絞り込み）ます。 

ここでは、フィールド名：社員 ID（文字列）、開始条件：20、終了条件：29 と仮定します。 

検索方式 検索結果                         SQL 文の WHERE 句 

範囲指定 社員 ID≧20 かつ社員 ID≦29         社員 ID  BETWEEN  „20‟  AND  „29‟ 

前方一致 社員 ID の先頭部分が 20（開始条件）で始まっている     社員 ID  LIKE  „20%‟ 

後方一致 社員 ID の末尾部分が 20（開始条件）で終わっている     社員 ID  LIKE  „%20‟ 

中間一致 社員 ID のどこかに 20（開始条件）を含んでいる      社員 ID  LIKE  „%20%‟ 

完全一致 社員 ID＝20                           社員 ID = „20‟ 

Null 社員 ID  IS  Null 

NoNull 社員 ID  IS  NOT  Null 

※フィールド名のデー型が数値、日付の場合、検索方式：前方一致、後方一致、中間一致でエラー

となります。 

④ 汎用パラメータ 16(照会選択モード)は選択内容によって、以下のような違いがあります。 

指定内容 動作 

(空白) 選択を指示するチェックボックスのチェックが入った状態で表示します。 

選択解除丌可 選択を指示するチェックボックスが非表示となり、「採用」ボタンクリックで全

て選択となります。 

初期選択無し 選択を指示するチェックボックスのチェックが入らない状態で表示します。 
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⑤ ａ．12 個の検索条件の内容を、サブ欄：検索条件展開セル名を左上のセル位置としてシートに 

  展開（表示）します。 

ｂ．検索条件が設定されていない場合でも、12 個分出力されるので、5 列×12 行の展開（表示） 

エリアが必要です。 

ｃ．展開（表示）する列の順序は、NO、フィールド名、開始条件、終了条件、検索方式 です。 

ｄ．タスク定義のシート名と違うシートに展開（表示）する時は、別シートのセルに名前定義し、 

その名前を設定します。 

⑥ 採用ボタンの表示文字「採用」を別の文字に変更できます。ボタンのサイズの関係で、表示できる

文字数は、4～5 文字程度までです。 

⑦ 非表示にすると検索条件設定のエリア非表示になります。 

⑧ 汎用パラメータ 20（自動計算）：自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行します。 

後再計算 本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行します。 

前後再計算 本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 

 

  



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
154 

 検索付データ照会画面のデータ選択機能 

検索付データ照会画面では、「採用」ボタンのクリックで複数件のデータを選択するか、 

キャンセルボタンのクリックで選択しないことができます。 

クエリー定義の SQL 文によって表示データが決定しているので、表示順を変えたり、表示データ件数を

減じたりすることはできますが、SQL で取得した以上のデータを表示することはできません。 

選択を支援する機能は、大別して２つあります。 

 

1．フィールド名をクリックすると、クリックしたフィールドの昇順表示、降順表示が交互に切り替わり

ます。その際、選択用チェックボックスのチェックは、全て外れます。 

 

 

2．表示データを検索する（絞り込む）機能があります。 

フィールド（項目名）と検索方式と開始値、終了値を指定し、検索実行ボタンをクリックすると、表示デ

ータが絞り込まれます。操作法は、次の通りです。 

まず検索項目を、コンボボックスを開いて設定します。（表示データのフィールド名から選択できます。） 

次に、検索方式と開始条件、終了条件を指定します。（補足③参照） 

（検索条件を初期状態に戻す場合は、条件初期化ボタンをクリックします。） 

検索実行ボタンをクリックすると表示データが絞り込まれ、チェックボックスのチェックは、初期状態に

戻ります。 

 

上記の機能を適宜使って、目的のデータにチェックを付けます。 

（全て選択ボタンをクリックしてから丌要なものをクリックしてチェックを外す、または 

全て解除ボタンをクリックしてから必要なものをクリックしてチェックを付けます。） 

必要なデータ全てにチェックを付けてから「採用」ボタンをクリックすると、展開定義に従ってデータを

展開（表示）します。 

 

  

フィールド名 

スクロールバー 

「採用」ボタン 

キャンセルボタン 

検索実行ボタン 
終了条件 開始条件 検索方式 フィールド名 

条件初期化ボタン 

全て選択ボタン 
全て解除ボタン 
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 使用例 

「タスクタイプ：SQL（照会）」を実行した結果です。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

定義するシート： 

● タスク定義（タスク一覧を含む） 

● クエリー定義 

● 展開定義（展開一覧定義を含みます） 

● Excel シート 

 

 

 

  

商品マスタ 

データベース内の「商品マスタ」テーブルを読込み、

検索付データ展開画面に表示し、選択された複数件

のデータが Excel シートに展開します。 

名前定義： 

商品マスタ先頭位置 

(C17 セルを名前定義） 

名前定義： 

商品マスタエリア 

 



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
156 

タスク定義の例 

  

A · · · · · · · ·  このタスクで使用するブック定義に登録済のブックファイル名 

（Sample タスクタイプ V4.xls）です。 

B · · · · · · · ·  実行時に表示するシート（“検索付データ照会”）を指定省略すると、表示するシートはかわ

りません。 

C · · · · · · · ·  画面名称（”データ照会・商品マスタ”）を設定します。 

D · · · · · · · ·  検索条件を入力します。この場合、検索条件４まで入力しています。 

 

クエリー定義の例 

  

 

 

  

C 

B 

D 

A 
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展開定義の例 

  

A · · · · · · ·  表示データ表示エリアの左上のセル位置を指定します。 

B · · · · · · ·  表示エリアを補足するセル範囲で、Excel の名前定義した名前を指定します。 

C · · · · · · ·  取得したデータ件数を設定するセル位置または名前定義を指定します。 

 

A 

B 

C 



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
158 
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2.28 223：トランザクション 
タスクタイプ属性（開始、コミット、ロールバック） 

 機能 

① タスク定義、１行のＤＢデータ更新処理は、トランザクション処理になっていますが、タスク定義：

複数行のＤＢデータ更新処理をまとめてトランザクション処理にするのがこのタスクタイプ：トラ

ンザクションです。 

② トランザクション処理の開始とコミットの指定をします。 

エラーになった場合、ロールバックします。 

③ 独自の判定により、コミットせずにロールバックすることが可能です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “223”を入力します。(省略丌可) （注１、2） 

タスクタイプ名 ........................................ “トランザクション”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 次から指定します。 

① 開始 ③ ロールバック 

② コミット  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。 

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するシートを選択します。（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、３） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 
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② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① トランザクション処理として、指定できるタスクタイプ【タスクタイプ属性】と、指定できないも

のは、次の通りです。 

トランザクション処理の指定可能 トランザクション処理の指定丌可 

ＳＱＬ【更新】、SQL【指定更新】、 

ＳＱＬ【削除】 

ＳＱＬ【照会】、ＳＱＬ【SQL 更新】 

ＳＱＬ以外のタスクタイプ 

② 複雑な処理のトランザクション処理をする時は、タスクタイプ属性：SQL 更新とし、そのクエリー

定義の SQL 文の中に記述します。 

③ トランザクション処理の中のエラーメッセージの設定は、トランザクション【コミット】の設定行

に設定します。 

 

 使用例 

２個のタスクタイプ【タスクタイプ属性】：ＳＱＬ【更新】をトランザクション処理する例です。 

 

 

 

 

 

 

 

定義するシート： 

● タスク定義（タスク一覧を含む） 

● Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

 

A · · · · · · · ·  トランザクション【開始】とトランザクション【コミット】の間に更新処理のタスク設定行 

を挿入します。 

  

商品マスタ 

データベース内の「商品マスタ」

テーブルと「商品属性マスタ」に

対する２つの更新処理を、１個の

トランザクション処理とします。 

A 

SQL【更新】 SQL【更新】 

商品属性マスタ 
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2.29 224：SQL 一括照会 
タスクタイプ属性（開始、終了） 

 機能 

① データベースからデータを取得する複数の処理に対して、一回の処理で、データを取得します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “224”を入力します。(省略丌可) （注１、2） 

タスクタイプ名 ........................................ “SQL 一括照会”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 次から指定します。 

① 開始  

② 終了  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。 

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するシートを選択します。（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、３） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 15171

3 タスク名 * SQL一括照会(224)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 224

6 タスクタイプ名 * SQL一括照会

7 タスクタイプ属性 * 開始

8 BKNO * 1

9 ブック名 * SampleタスクタイプV4.xls

10 シート名 SQL一括照会 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
162 

（注３）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① ＳＱＬ一括照会では、データを取得する処理を対象にしています。指定できるタスクタイプ【タス

クタイプ属性】と、指定できないものは、次の通りです。 

ＳＱＬ一括照会処理の指定可能 ＳＱＬ一括照会処理の指定丌可 

ＳＱＬ【照会】、 

ＳＱＬ【SQL 更新】（照会） 

ＳＱＬ【SQL 更新】（更新）、ＳＱＬ【更新】、ＳＱＬ【削除】、

SQL【指定更新】、ＳＱＬ以外のタスクタイプ 

 

 補足 

① 高速に処理するため、ＳＱＬ一括照会では、複数のタスクのＳＱＬ文を一つのＳＱＬ文にまとめて  

一度にデータを取得します。次にそれぞれのセルに配置します。 

 

 使用例 

ＳＱＬ【照会】、ＳＱＬ【ＳＱＬ更新】（照会）の２つの処理をＳＱＬ一括照会処理する例です。 

 

 

 

 

 

 

定義するシート： 

● タスク定義（タスク一覧を含む） 

● Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

 

A · · · · · · · ·  ＳＱＬ一括照会【開始】とＳＱＬ一括照会【終了】の間に、照会処理のタスク設定行 

を挿入します。 

商品コード 商品名 単位 単価 分類 件数 平均単価
1 商品１                           個         1448 3 25 ¥2,215.8800
2 商品２                           個         1449 1
3 商品３                           個         1450 1
4 商品４                           箱         1650 3
5 商品５                           箱         1500 1
6 商品６                           箱         2000 1
7 商品７                           個         2000 2
8 商品８                           箱         1260 2
9 商品９                           箱         2100 2

10 商品１０                          箱         1280 2
11 商品１１                          箱         2000 2
12 商品１２                          箱         2000 2
13 商品１３                          箱         2150 2
14 商品１４                          箱         2000 2
15 商品１５                          箱         2350 2
16 商品１６                          箱         2000 2
17 商品１７                          箱         1750 2
18 商品１８                          箱         1150 2
19 商品１９                          箱         2000 2
20 商品２０                          箱         2310 2
21 商品２１                          箱         2000 2
22 商品２２                          箱         1550 2
23 商品２３                          箱         2000 2
24 商品２４                          箱         2000 2
25 商品２５                          箱         2000 2

1 TASKNO タスク名 処理順NO タスクタイプNO タスクタイプ名 タスクタイプ属性 BKNO ブック名 シート名
2 15171 SQL一括照会(224) 1 224 SQL一括照会 開始 1 SampleタスクタイプV4.xls SQL一括照会
3 15171 SQL一括照会(224) 2 201 SQL 照会 1 SampleタスクタイプV4.xls SQL一括照会
4 15171 SQL一括照会(224) 3 201 SQL SQL更新 1 SampleタスクタイプV4.xls SQL一括照会
5 15171 SQL一括照会(224) 4 224 SQL一括照会 終了 1 SampleタスクタイプV4.xls SQL一括照会

商品マスタ 

データベースの「商品マスタ」テーブルから

データを取得する２つの処理を、１回の処理

で実行します。 

A 

SQL【照会】 SQL【更新】（照会） 
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2.30 230：集計表自動作成 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

① DB から読み込んだデータに集計行（集計項目別小計、総合計）を挿入して、集計表を自動的に作

成します。 

② 集計項目で上のセルと同一内容の場合、空白にします。 

③ 罫線の太さ、フィールド名の有無、総合計行の有無等の指定をします。 

④ ＤＢから読み出すデータは、次の様なパターンになっていなければなりません。 

 

 

 

大分類 中分類 小分類 数値１ 数値２ 数値３ 

      

      

 

 

 

 

ＤＢの集計表 

地球 大陸 地域 1 月 2 月 3 月 

北半球 アジア 東京 100 200 300 

北半球 アジア 東京 150 200 250 

北半球 アジア 千葉 200 250 300 

北半球 アジア ソウル 200 200 250 

北半球 北アメリカ マンハッタン 300 350 350 

北半球 北アメリカ オンタリオ 200 250 300 

南半球 オセアニア NSW 400 450 450 

南半球 オセアニア キャンベラ 300 300 400 

 

シートパターン 

地球 大陸 地域 1 月 2 月 3 月 

北半球 アジア 東京 100 200 300 

東京 150 200 250 

千葉 200 250 300 

ソウル 200 200 250 

集計：アジア 650 850 1100 

北アメリカ マンハッタン 300 350 350 

オンタリオ 200 250 300 

集計：北アメリカ 500 600 650 

集計：北半球 1150 1450 1750 

南半球 オセアニア NSW 400 450 450 

キャンベラ 300 300 400 

集計：オセアニア 700 750 850 

集計：南半球 700 750 850 

総合計  1850 2200 2600 

 

集計表は、下表の通りです。 

これらの項目でユニークキーになっている必要があります。 
（これらの項目の値を決めれば、該当データが、１行だけ） 

汎用パラメータ 12 
（明細表示開始項目） 

汎用パラメータ 12 
（合計表示開始項目） 

集計項目：最大 5 項目 合計する数値項目 

汎用パラメータ 3 
（項目 2：項目名） 

汎用パラメータ 1 
（項目 1：項目名） 

タイト

ル行 

←集計行 

←集計行 

←集計行 

←集計行 

←集計行 

←集計行 

汎用パラメータ 19[サ

ブ欄↔明細全行表示]

で、空白にするか、し

ないか設定します。 
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 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “230”を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “集計表自動作成”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 入力しません。 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。 

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

QNO ............................................................. 実行する SQL 文が定義してある QNO を指定します。QNO はクエ

リー定義にて登録します。（注１、５） 

クエリー名 ................................................. 自動表示します。(省略丌可)  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 411

3 タスク名 * 集計表自動作成(230)_集計表作成２

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 230

6 タスクタイプ名 * 集計表自動作成

7 BKNO * 1

8 ブック名 * SampleタスクタイプV4.xls

9 シート名 集計表自動作成 開始時のシート名

10 シート保護有無

11 シート保護解除PW

12 QNO 411 補足①

13 クエリー名 集計表自動作成(230)_集計表作成２ 補足①

14 DNO 411 補足②

15 処理条件判定セル  実行判定

16 定義有効無効フラグ

17 コメント欄

18 セル指定属性

19 汎用パラメータ1 集計１：項目名 地球

20 汎用パラメータ2 集計１：色、高さ オレンジ|

21 汎用パラメータ3 集計２：項目名 大陸

22 汎用パラメータ4 集計２：色、高さ ローズ|

23 汎用パラメータ5 集計３：項目名 国

24 汎用パラメータ6 集計３：色、高さ 薄い水色|

25 汎用パラメータ7 集計４：項目名 エリア

26 汎用パラメータ8 集計４：色、高さ ペールブルー|

27 汎用パラメータ9 集計５：項目名 地域

28 汎用パラメータ10 集計５：色、高さ ラベンダー|

29 汎用パラメータ11 明細行の高さ そのまま

30 汎用パラメータ12 明細表示開始項目 支店

31 汎用パラメータ13 合計表示開始項目 １月

32 汎用パラメータ14 総合計行の出力 する しない

33 汎用パラメータ15 総合計行の色、高さ ライム|

34 汎用パラメータ16 タイトル行の出力 する しない

35 汎用パラメータ17 タイトル行の色、高さ 薄いオレンジ|20

36 汎用パラメータ18 罫線の太さ 太|細|極細

37 汎用パラメータ19 明細全行表示 する する

38 汎用パラメータ20 行フラグ出力 する しない 補足③

タスク定義編集画面の範囲
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DNO ............................................................. 実行時に Excel に展開するセル位置が定義してある DNO を指定しま

す。DNO は展開定義にて登録します。（注１、６） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、4） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性  .......................................... 入力されたデータを展開するセル位置(アドレス)指定の属性を指定し

ます。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 最上位の集計項目（フィールド名）を指定します。（■機能 参照） 

設定時、クエリー定義の設定がしてあれば、項目名選択（F4）ボタ

ンのクリックで選択設定ができます。 

汎用パラメータ 2 ................................... 汎用パラメータ 1 で指定している集計項目の集計行の背景色と行の 

高さを指定します。スタイル選択(F4)ボタンのクリックが有効です。 

汎用パラメータ３ ................................... 第２位の集計項目（フィールド名）を指定します。（■機能 参照） 

設定時、クエリー定義の設定がしてあれば、項目名選択（F4）ボタ

ンのクリックで選択設定ができます。 

汎用パラメータ 4 ................................... 汎用パラメータ 3 で指定している集計項目の集計行の背景色と行の 

高さを指定します。スタイル選択(F4)ボタンのクリックが有効です。 

   ： 
   ： 

汎用パラメータ 9 ................................... 第 5 位の集計項目（フィールド名）を指定します。（■機能 参照） 

設定時、クエリー定義の設定がしてあれば、項目名選択（F4）ボタ

ンのクリックで選択設定ができます。 

汎用パラメータ 10................................ 汎用パラメータ９で指定している集計項目の集計行の背景色と行の 

高さを指定します。スタイル選択(F4)ボタンのクリックが有効です。 

汎用パラメータ 11................................ 明細行（タイトル行以外の行）のシート上の行の高さを設定します。 

Excel で設定する行の高さの数値を指定します。（書式↔行↔高さ） 

汎用パラメータ 12................................ 設定している集計項目で最下位の項目の右隣りの項目を指定します。 

設定時、クエリー定義の設定がしてあれば、項目名選択（F4）ボタ

ンのクリックで選択設定ができます。（■機能 参照） 

汎用パラメータ 13................................ 数値項目で、最も左の項目を指定します。（■機能 参照） 

設定時、クエリー定義の設定がしてあれば、項目名選択（F4）ボタ

ンのクリックで選択設定ができます。 

汎用パラメータ 14................................ 総合計行の出力の有無を指定します。 

① する 

② しない 
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汎用パラメータ 15................................ 総合計行の背景色と行の高さを設定します。 

Excel で設定する行の高さの数値を指定します。（書式↔行↔高さ） 

スタイル選択(F4)ボタンのクリックが有効です。 

汎用パラメータ 16................................ タイトル行（フィールド名行）の出力の有無を指定します。 

① する 

② しない 

汎用パラメータ 17................................ タイトル行の背景色と行の高さを設定します。 

Excel で設定する行の高さの数値を指定します。（書式↔行↔高さ） 

スタイル選択(F4)ボタンのクリックが有効です。 

汎用パラメータ 18................................ 集計表の罫線の太さを指定します。 

外枠、内側横、内側縦で別の罫線の太さの指定ができます。 

セル罫線選択(F4)ボタンのクリックが有効です。 

① 外側の指定 なし、極細、細、太 

② 内側横の指定 なし、極細、細、太 

③ 内側縦の指定 なし、極細、細、太 

汎用パラメータ 19................................ 集計行以外の行の集計項目データを表示するか、しないかを指定 

します。（■機能 参照） 

① する 

② しない 

汎用パラメータ 20................................ 行フラグを出力するか、しないかを指定します。 

① する 

② しない 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『【クエリー定義リファレンス編】』を参照してください。 

（注６）詳細は、『【展開定義リファレンス編】』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① Excel シート内にデータを展開するには、必ず展開定義を設定してください。 

② 一度に取得できるデータサイズは２ＧＢです。 

通信速度が低速の場合は、タイムオーバーになることがあります。ＤＢ定義でのデフォルトは３０

秒です。３０秒以上時間を必要とする場合には、秒数（接続タイムアウト時間）を変更してくださ

い。（『開発版リファレンスマニュアル「4.7 各定義の編集方法 ■データベース定義」』を参照して

ください。） 

③ Excel シートに展開できる最大行数、最大列数については、『2.10 制限事項』を参照してください。 

 

 補足 

② クエリー定義については、【クエリー定義リファレンス編】をご覧ください。 

③ 展開定義については、【展開定義リファレンス編】を参照してください。 

④ 汎用パラメータ 20(行フラグ出力)で“する”を指定した場合、出力各行の最終列に次の番号を出力

します。 

0 明細行 4 集計４の集計行 

1 集計 1 の集計行 5 集計５の集計行 

2 集計 2 の集計行 6 総合計行 

3 集計３の集計行   
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 使用例 

「タスクタイプ：データ照会画面」を実行した結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

定義するシート： 

● タスク定義（タスク一覧を含む） 

● クエリー定義 

● 展開定義（展開一覧定義を含みます） 

● Excel シート 

 

 

タスク定義の例 

■画面イメージを参照してください。 

 

  

集計表データ 

データベース内の「KojinMas」テーブルを読込み、

データ展開画面に表示し、選択された１件のデータ

が Excel シートに展開します。 
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クエリー定義の例 

 

A · · · · · · ·  次のような SQL 文を設定します。フィールド名を変更することも可能です。 

SELECT [地球], [大陸], [国], [エリア], [地域], [支店], [１月], [２月], [３月], '=RC[-3] + RC[-2] + 

RC[-1]' as "1QT"  , [４月], [５月], [６月], '=RC[-3] + RC[-2] + RC[-1]' as "2QT", [７月], [８月], 

[９月], '=RC[-3] + RC[-2] + RC[-1]' as "3QT", [１０月], [１１月], [１２月], '=RC[-3] + RC[-2] + 

RC[-1]' as "4QT" , '=RC[-1] + RC[-5] + RC[-9] + RC[-13]' as 年間計 FROM [集計表テーブル] 

※上記の赤字の部分は、セルに文字列（Excel の数式）を設定（出力）しています。なお、この数式は、

R1C1 形式で設定しています。 

 

展開定義の例 

 

『6.1 定義区分：クエリー定義 クエリータイプ（照会、SQL 更新）』を参照してください。 

 

  

A 
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2.31 301：起動モード 
タスクタイプ属性（複数指定） 

 機能 

起動モード（タスクタイプ３０１）のタスクタイプ属性の中で、以下のタスクタイプ属性の機能を一度に

複数指定する制御をします。 

１．実行画面 

２．ＳＱＬ後自動計算 

３．ビジーチェック 

４．ボタンエリア 

５．Excel 最大化 

６．定義メモリー格納 

７．セッション継続時間 

８．規定外パラメータ区切 

９．「採用」文字変更 

１０． ログ保存 

１１． 管理タイマー間隔設定 

１２． サーバ時刻取得 

１３． マクロ実行禁止 

↔「汎用パラメータ１～５」、「汎用パラメータ７」、「汎用パラメータ９～１５」の設定。 

※各タスクタイプ属性の機能の詳細については、個〄のタスクタイプリファレンスを参照してくだ

さい。 

「汎用パラメータ６」、「汎用パラメータ８」は、旧仕様相互のためにありますが実行しません。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 空白時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 起動モード(複数指定)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * 複数指定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 実行画面 最大化 現状維持 補足①

16 汎用パラメータ2 自動計算切替 OFF 現状維持 補足②

17 汎用パラメータ3 ビジーチェック NEW 現状維持 補足③

18 汎用パラメータ4 ボタンエリア 表示 現状維持 補足④

19 汎用パラメータ5 Excel最大化 OFF 現状維持 補足⑤

20 汎用パラメータ6 リボン保護シート 常にリボン表示なし バージョン４では無効

21 汎用パラメータ7 定義メモリー格納 クエリー定義以外 現状維持 補足⑥

22 汎用パラメータ8 PageUpDown制御 常に無効化 バージョン４では無効

23 汎用パラメータ9 セッション継続時間 10 現状維持 補足⑦

24 汎用パラメータ10 規定外パラメータ区切 使用しない 現状維持 補足⑧

25 汎用パラメータ11 「採用」文字変更 決定 現状維持 補足⑨

26 汎用パラメータ12 ログ保存 ON 現状維持 補足⑩

27 汎用パラメータ13 管理タイマー間隔設定 500 現状維持 補足⑪

28 汎用パラメータ14 サーバ時刻取得 GET 何もしない 補足⑫

29 汎用パラメータ15 マクロ実行禁止 ON 何もしない 補足⑬

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “複数指定”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。 

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 画面のサイズ（標準/最大化）を指定します。 

① 最大化 

汎用パラメータ 2 ................................... SQL(照会)実行後の再計算の自動実行の制御を指定します。 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 3 ................................... ビジーチェックの方式を指定します。 

① OLD 

② NEW 

汎用パラメータ 4 ................................... ボタンエリアの表示状態を指定します。 

① 表示 

② 非表示 

汎用パラメータ 5 ................................... Excel 最大化を指定します。 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 7 ................................... 定義メモリー格納を指定します。 

① ALL 

② クエリー定義以外 
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汎用パラメータ 9 ................................... セッション継続時間を分単位（整数）で指定します。 

汎用パラメータ 10 ................................ 規定外パラメータ区切を指定します。 

① 使用しない 

② 使用する 

汎用パラメータ 11................................ 「採用」ボタンの表示文字を指定します。 

汎用パラメータ 12 ................................ ログ保存を指定します。 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 13................................ 管理タイマー間隔設定をミリ秒単位（整数）で指定します。 

汎用パラメータ 14 ................................ サーバ時刻取得を指定します。 

① GET 

汎用パラメータ 15 ................................ マクロ実行禁止を指定します。 

① ON 

② OFF 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 起動直後に設定を変更させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定義してください。 

② 起動モード（タスクタイプ 301）のタスクタイプ属性の中でも、「セッションエラー処理」につい

ては、個別に指定してください。 

③ 「Excel 最大化」については、本タスクタイプの機能では、 

ON ：dbSheetClient 実行画面を隠し Excel 画面のみにする 

OFF：通常の dbSheetClient 実行画面＋Excel 画面にする 

のみが指定可能です。その他の機能（Excel画面の状態やdbSheetClient実行画面の表示サイズ等）

について細かく指定する場合は、「Excel 最大化」を個別に指定してください。 

④ 「定義メモリー格納」については、本タスクタイプの機能では、 

ALL      ：全ての定義を格納する 

クエリー定義以外：クエリー定義以外を格納する 

のみが指定可能です。各定義（ボタン定義、タスク定義、クエリー定義、展開定義）について細か

く指定する場合は、「定義メモリー格納」を個別に指定してください。 
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 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、画面（起動時の dbSheetClient の実行画面のサイズ）を指定します。 

「最大化」を指定すると、画面を最大化します。 

省略した場合は、現状の状態を保持します。 

② 「汎用パラメータ 2」で、SQL 後自動計算を指定します。 

「ON」または「OFF」のいずれかを指定します。 

省略した場合は、現状の状態を保持します。 

③ 「汎用パラメータ 3」で、ビジーチェックを指定します。 

「OLD」または「NEW」のいずれかを指定します。 

省略した場合は、現状の状態を保持します。 

④ 「汎用パラメータ 4」で、ボタンエリアを指定します。 

「表示」または「非表示」のいずれかを指定します。 

省略した場合は、現状の状態を保持します。 

⑤ 「汎用パラメータ 5」で、Excel 最大化を指定します。 

「ON」または「OFF」のいずれかを指定します。 

省略した場合は、現状の状態を保持します。 

⑥ 「汎用パラメータ 7」で、定義メモリー格納を指定します。 

「ALL」または「クエリー定義以外」のいずれかを指定します。 

省略した場合は、現状の状態を保持します。 

⑦ 「汎用パラメータ 9」で、セッション継続時間を指定します。 

自動的にセッション継続要求を出す時間間隔を分単位（整数）で指定します。 

省略した場合は、現状の状態を保持します。 

⑧ 「汎用パラメータ 10」で、規定外パラメータ区切を指定します。 

「使用しない」または「使用する」のいずれかを指定します。 

省略した場合は、現状の状態を保持します。 

⑨ 「汎用パラメータ 11」で、「採用」文字変更を指定します。 

入力画面、データ照会画面、検索付データ照会画面、検索付データ照会画面Ⅱの「採用」ボタンの

表示文字を指定します。 

省略した場合は、現状の状態を保持します。 

⑩ 「汎用パラメータ 12」で、ログ保存を指定します。 

「ON」または「OFF」のいずれかを指定します。 

省略した場合は、現状の状態を保持します。 

⑪ 「汎用パラメータ 13」で、管理タイマー間隔設定を指定します。 

管理タイマーの間隔をミリ秒単位（整数）で指定します。 

省略した場合は、現状の状態を保持します。 

⑫ 「汎用パラメータ 14」で、サーバ時刻取得を指定します。 

「ＧＥＴ」を指定します。省略した場合は、何もしません。 

⑬ 「汎用パラメータ 15」で、マクロ実行禁止を指定します。 

「ON」または「OFF」のいずれかを指定します。 

省略した場合は、現状の状態を保持します。 
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 使用例 

◎起動時に以下の複数の機能を一度に設定する使用例を示します。 

 

① 起動時の dbSheetClient の実行画面のサイズを「最大化」に指定する。 

② ボタンエリアを「非表示」に指定する。 

③ 定義メモリー格納を全て「ON」に指定する。 

④ セッション継続時間を 10 分に指定する。 

⑤ 「採用」文字変更で“決定”を指定する。 

⑥ ログ保存を「ON」に指定する。 

⑦ 管理タイマー間隔設定を 1000 ミリ秒（1 秒）に指定する。 

⑧ マクロ実行禁止を「ON」に指定する。 

 

◎定義するシート： 

１）開始終了定義 

２）タスク定義 

 

１）開始終了定義の例 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 
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2.32 301：起動モード 
タスクタイプ属性（画面） 

 機能 

起動時の dbSheetClient の実行画面の状態（「標準」／「最大化」）を制御します。 

↔「汎用パラメータ１」の設定。 

 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4100

3 タスク名 * 起動モード(画面)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * 画面

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 実行画面 最大化 標準 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “画面”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 起動時の実行画面の状態（標準/最大化）を指定します。 

① 最大化 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 

 使用上の注意 

① 起動直後に設定を変更して実行画面を表示させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定

義してください。 

② 起動時の実行画面の状態（「標準」／「最大化」）は、ユーザがログイン画面の「環境設定」画面で、

実行画面の設定①「実行画面を起動時に最大化する。」を変更することでも可能です。 
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 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、起動時の実行画面の状態を指定します。 

最大化：起動時に実行画面を最大化表示にします。 

(空白) ：「標準」指定となり、起動時に実行画面をノーマル（標準）表示にします。 

 

 使用例 

◎起動時の dbSheetClient の実行画面の状態を「最大化」表示にする使用例を示します。 

 

  ※標準時（デフォルト時）の起動時の dbSheetClient の実行画面（右上部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※「最大化」表示設定後の起動時の dbSheetClient の実行画面（右上部分） 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）開始終了定義 

２）タスク定義 

 

１）開始終了定義の例 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

「最大化」ボタンをクリック

した時と同等の処理を行いま

す。 

 

「最大化」表示の時は、

「元に戻す(縮小)」ボタ

ンになります。 
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2.33 301：起動モード 
タスクタイプ属性（SQL 後自動計算） 

 機能 

タスクタイプ 201：SQL タスクタイプ属性（照会）を実行して Excel シートにデータを展開した後、

再計算を自動実行するかどうか（「ON」／「OFF」）を制御します。 

↔「汎用パラメータ１」の設定。 

 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4105

3 タスク名 * 起動モード(SQL後自動計算)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * SQL後自動計算

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 自動計算切替 ON OFF 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “SQL 後自動計算”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... SQL(照会)実行後の再計算の自動実行の制御を指定します。 

① ON 

② OFF 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 起動直後に設定を変更させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定義してください。 

② タスクタイプ 201：SQL タスクタイプ属性（照会）に対応するデータの展開定義フィールドで展

開定義ごとに、必要に応じて再計算実行の制御をすることも可能です。 

③ 本タスクタイプで再計算の自動実行を「ON」にした場合、SQL のデータ照会が行われるたびに再

計算が実行され、処理スピードが遅くなる原因にもなりますので注意してください。 
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 補足 

① 「汎用パラメータ１」で、SQL(照会)実行後の再計算の自動実行の制御を指定します。 

ON ：再計算の自動実行を行います。 

OFF：再計算の自動実行を行いません。 

省略した場合は、「OFF」指定になります。 

 

 使用例 

◎起動時に SQL 後自動計算を「ON」に設定する使用例を示します。 

◎定義するシート： 

１）開始終了定義 

２）タスク定義 

 

１）開始終了定義の例 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 
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2.34 301：起動モード 
タスクタイプ属性（ビジーチェック） 

 機能 

メニューやボタンをクリックした時に行う Excel のビジーチェック（Excel で入力中かどうかを判定し

画面を点滅するかどうか）の方式（「OLD」／「NEW」）を制御します。 

↔「汎用パラメータ１」の設定。 

 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4110

3 タスク名 * 起動モード(ビジーチェック)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * ビジーチェック

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 ビジーチェック NEW NEW 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “ビジーチェック”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... ビジーチェックの方式を指定します。 

① OLD 

② NEW 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 起動直後に設定を変更させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定義してください。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ１」で、ビジーチェックの方式を指定します。 

OLD：ビジーチェックの際に Excel 画面が点滅する方式になります。 

NEW：ビジーチェックの際に Excel 画面の点滅が抑制される方式になります。 

省略した場合は、「NEW」指定になります。 

 

 使用例 

◎起動時に Excel のビジーチェックの方式を「OLD」に設定する使用例を示します。 

 

◎定義するシート： 

１）開始終了定義 

２）タスク定義 

 

１）開始終了定義の例 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 
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2.35 301：起動モード 
タスクタイプ属性（ボタンエリア） 

 機能 

dbSheetClient の実行画面のボタンエリアの表示状態（「表示」／「非表示」）を制御します。 

↔「汎用パラメータ１」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 空白時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4115

3 タスク名 * 起動モード(ボタンエリア)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * ボタンエリア

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 ボタンエリア 非表示 表示 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “ボタンエリア”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するシートを指定します。（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... ボタンエリアの表示状態を指定します。 

① 表示 

② 非表示 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 起動直後に設定を変更させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定義してください。 

② 本タスクタイプでボタンエリアの表示状態を「非表示」にした場合、Excel の表示エリアが広がり

ますが、ボタン表示がなくなるため、通常のボタン操作からのタスク実行ができなくなります。こ

の場合、ハイパータスク実行の機能（タスクタイプ 426）を利用して、Excel 画面（セル上）に設

定したボタンからタスクを実行させる必要があります。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、ボタンエリアの表示状態を指定します。 

表示 ：ボタンエリアを表示します。 

非表示：ボタンエリアを非表示にします。 

省略した場合は、「表示」指定になります。 
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 使用例 

◎起動時の dbSheetClient の実行画面のボタンエリアの表示状態を「非表示」にする使用例を 

示します。 

 

  ※未設定時（デフォルト時）の起動時の dbSheetClient の実行画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ボタンエリアを「非表示」設定後の起動時の dbSheetClient の実行画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）開始終了定義 

２）タスク定義 

 

１）開始終了定義の例 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

  

ボタンエリアを非表示

状態に設定します。 
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2.36 301：起動モード 
タスクタイプ属性（Excel 最大化） 

 機能 

① dbSheetClient 実行画面の状態（「ON」：dbSheetClient 実行画面を隠し Excel 画面のみ／

「OFF」：通常の dbSheetClient 実行画面＋Excel 画面）を制御します。 

↔「汎用パラメータ 1」の設定。 

② Excel 画面の状態（「標準」：Excel 画面をノーマル(標準)表示／「最大」：Excel 画面を最大化表示）

を制御します。（①が、「ON：非表示」のときのみ有効） 

↔「汎用パラメータ 2」の設定。 

③ dbSheetClient 実行画面のアイコンのタスクバー表示状態（「表示」／「非表示」）を制御します。 

↔「汎用パラメータ 3」の設定。（①が、「ON：非表示」のときのみ有効） 

④ dbSheetClient 実行画面の表示サイズ（横／縦）や表示位置を制御します。 

↔「汎用パラメータ 4～6」の設定。（①が、「ON：非表示」のときのみ有効） 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “Excel 最大化”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 
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処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... dbSheetClient 実行画面の状態（Excel 最大化）を指定します。 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 2 ................................... Excel 画面の状態を指定します。 

① 標準 

② 最大 

汎用パラメータ 3 ................................... dbSheetClient 実行画面のアイコンのタスクバー表示状態を指定し

ます。 

① 表示 

② 非表示 

汎用パラメータ 4 ................................... dbSheetClient 実行画面の横幅サイズ（０/１２０以上の数値）を指

定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... dbSheetClient 実行画面の縦サイズ（０/１/2/3/4/5 以上の数値）

を指定します。 

汎用パラメータ 6 ................................... dbSheetClient 実行画面の表示位置を指定します。 

① 左上 ③ 右上 

② 左下 ④ 右下 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 起動直後に設定を変更させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定義してください。 

② 本タスクタイプで dbSheetClient 実行画面を隠し Excel 画面のみにした場合、メニューやボタン

表示がなくなるため、通常の操作からのタスク実行ができなくなります。この場合、ハイパータス

ク実行の機能（タスクタイプ 426）を利用して、Excel 画面（セル上）に設定したボタンからタス
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クを実行させる必要があります。 

③ Excel 最大化モードの指定のときには、ASP データ保守の画面を表示することはできません。 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、dbSheetClient 実行画面の状態を指定します。 

ON ：dbSheetClient 実行画面を隠し Excel 画面のみにします。 

OFF：通常の dbSheetClient 実行画面＋Excel 画面にします。 

省略した場合は、現状維持（何もしない）になります。 

② 「汎用パラメータ 2」で、Excel 画面の状態を指定します。 

標準：Excel 画面をノーマル(標準)表示にします。 

最大：Excel 画面を最大化表示にします。 

省略した場合は、「最大」指定になります。 

「標準」を指定した場合、ディスプレイ画面から上と左右は約１０ピクセル分狭いサイズで表示し

ます。 

③ 「汎用パラメータ3」で、dbSheetClient実行画面のアイコンのタスクバー表示状態を指定します。 

表示 ：dbSheetClient 実行画面のアイコンをタスクバーに表示します。 

非表示：dbSheetClient 実行画面のアイコンをタスクバーに非表示します。 

省略した場合は、「非表示」指定になります。 

「表示」を指定した場合、タスクバーの dbSheetClient のアイコンをクリックすることで、実行画

面を表示させることができます。 

「非表示」を指定した場合は、Alt+TAB キーで dbSheetClient のアイコンを選択し、実行画面を

表示させることができます。 

④ 「汎用パラメータ 4」で、dbSheetClient 実行画面の横幅サイズを以下の値で指定します。 

0       ：通常の標準状態の横幅（ディスプレイの解像度にしたがって自動調整） 

120 以上の数値：横幅をピクセル値で指定。（120 以下よりも横幅は狭くなりません） 

省略した場合は、「0」通常の標準状態の横幅指定になります。 

⑤ 「汎用パラメータ 5」で、dbSheetClient 実行画面の縦サイズを以下の値で指定します。 

0     ：通常の標準状態の縦サイズ（ディスプレイの解像度にしたがって自動調整） 

1     ：タイトル文字だけを表示。 

2     ：メニュー部分までの縦サイズで表示。（約６０ピクセル） 

3     ：ボタンの上の段までの縦サイズで表示。（約９０ピクセル） 

4     ：ボタンの下の段までの縦サイズで表示。（約１２０ピクセル） 

5 以上の数値：縦サイズをピクセル値で指定。（５～１２０までの数値は、ボタンエリアまでの範囲 

となります） 

省略した場合は、「0」通常の標準状態の縦サイズ指定になります。 

ボタンエリアの表示状態が「OFF」になっている場合は、必要に応じてピクセル値を直接指定して

微調整してください。 

⑥ 「汎用パラメータ 6」で、dbSheetClient 実行画面の表示位置を指定します。 

”左上”、”左下”、”右上”、”右下”のいずれかを指定します。 

省略した場合は、「左下」指定になります。 
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 使用例 

◎起動時の dbSheetClient の実行画面を隠して Excel 画面のみの状態にし、Excel 画面を「最大化」 

表示にする使用例を示します。 

 

  ※未設定時（デフォルト時）の起動時の dbSheetClient の実行画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※設定後の起動時の dbSheetClient の実行画面（Excel 画面のみの状態で「最大化」表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）開始終了定義 

２）タスク定義 

 

  

Excel 画面のみ

の状態にして、

Excel 画面を「最

大化」表示に設

定します。 
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１）開始終了定義の例 

 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 
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2.37 301：起動モード 
タスクタイプ属性（定義メモリー格納 ） 

 機能 

規定以外の４つのプロジェクト定義情報（ボタン定義、タスク定義、クエリー定義、展開定義）をメモリ

ーに格納するかどうか（「ON」：格納する／「OFF」：格納しない）を制御します。 

↔「汎用パラメータ 1～4」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4130

3 タスク名 * 起動モード(定義メモリ格納)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * 定義メモリー格納

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 ボタン定義 ON OFF 補足①

16 汎用パラメータ2 タスク定義 ON OFF 補足②

17 汎用パラメータ3 クエリー定義 ON OFF 補足③

18 汎用パラメータ4 展開定義 ON OFF 補足④

タスク定義編集画面の範囲



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
200 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “定義メモリー格納”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 《ボタン定義》情報をメモリーに格納するかどうかを指定します。 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 2 ................................... 《タスク定義》情報をメモリーに格納するかどうかを指定します。 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 3 ................................... 《クエリー定義》情報をメモリーに格納するかどうかを指定します。 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 4 ................................... 《展開定義》情報をメモリーに格納するかどうかを指定します。 

① ON 

② OFF 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 
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（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 使用上の注意 

① 起動直後に設定を変更させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定義してください。 

② メニュー定義や運用定義などの情報は起動時にメモリーに格納していますが、ボタン定義、タスク

定義、クエリー定義、展開定義の情報は、起動時の処理時間を短縮するためとメモリー使用量を抑

えるためにデフォルトでは格納していません。すべての定義情報をメモリーに格納すると、操作中

のレスポンスが向上します。プロジェクトの定義情報量やＰＣのメモリー容量、起動時間などを考

慮して設定を変更してください。 

↔物理メモリーや利用可能メモリーについては、dbSheetClient のシステムが管理する「dbS_パ

ラメータ」シートにそれぞれセットしていますので、これらの値を利用して、格納するしないを判

断することも可能です。 

↔起動時間や処理時間については、ログフォルダに処理時間ログファイルを保存しており、「エラー

メッセージ画面」からこのファイルを表示して確認することができます。 

③ 各定義情報をメモリーに格納する場合、一度に全ての定義情報を格納しても、処理のタイミングを

利用して、個別に格納しても問題ありません。 

④ 各定義情報をメモリーに格納する設定になっている場合、開発版でデバッグ実行を行いながら定義

編集でこれらの定義を変更した場合は、「再」ボタンをクリックして、変更した定義情報を再ロード

する必要があります。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、《ボタン定義》情報をメモリーに格納するかどうかを指定します。 

ON ：メモリーに格納します。 

OFF：メモリーに格納しません。 

省略した場合は、「OFF」指定になります。 

② 「汎用パラメータ 2」で、《タスク定義》情報をメモリーに格納するかどうかを指定します。 

ON ：メモリーに格納します。 

OFF：メモリーに格納しません。 

省略した場合は、「OFF」指定になります。 

③ 「汎用パラメータ 3」で、《クエリー定義》情報をメモリーに格納するかどうかを指定します。 

ON ：メモリーに格納します。 

OFF：メモリーに格納しません。 

省略した場合は、「OFF」指定になります。 

④ 「汎用パラメータ 4」で、《展開定義》情報をメモリーに格納するかどうかを指定します。 

ON ：メモリーに格納します。 

OFF：メモリーに格納しません。 

省略した場合は、「OFF」指定になります。 
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 使用例 

◎起動時に４つのプロジェクト定義情報（ボタン定義、タスク定義、クエリー定義、展開定義）を 

全てメモリーに格納する設定の使用例を示します。 

 

◎定義するシート： 

１）開始終了定義 

２）タスク定義 

 

１）開始終了定義の例 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 
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2.38 301：起動モード 
タスクタイプ属性（セッション継続時間） 

 機能 

dbSheetClient からサーバに、自動的にセッション継続要求を出す時間間隔（分単位）を制御します。 

↔「汎用パラメータ１」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “セッション継続時間”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するシートを指定します。（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4140

3 タスク名 * 起動モード(セッション継続時間)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * セッション継続時間

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 セッション継続時間 10 ５（分） 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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汎用パラメータ 1 ................................... 自動的にセッション継続要求を出す時間間隔を分単位（整数）で指定

します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 起動直後に設定を変更させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定義してください。 

② dbSheetClient のメニューやボタンが操作された時は、サーバに対して自動的にセッションチェッ

クが行われますが、Excel 側だけの編集作業を長時間行っている時には、セッションが切断される

可能性があるため、標準では５分ごとに自動的にセッション継続要求を出しています。この５分ご

との間隔を本タスクタイプにより変更することができます。 

なお、サーバ側は IIS の設定で標準ではセッションの有効時間（タイムアウト）は２０分ですが、IIS

の設定や Web.config で変更することができます。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、自動的にセッション継続要求を出す時間間隔を分単位（整数）で指定し

ます。省略した場合は、５（分）指定になります。 

 

 使用例 

◎起動時にセッション継続要求を出す時間間隔を１０分に設定する使用例を示します。 

 

◎定義するシート： 

１）開始終了定義 

２）タスク定義 

 

１）開始終了定義の例 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 
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2.39 301：起動モード 
タスクタイプ属性（規定外パラメータ区切） 

 機能 

dbSheetClient のシステムが使用する「dbS_パラメータ」シートで、パラメータ変数の区切記号として、

規定外（＾以外）の記号の使用有無（「使用しない」／「使用する」）を制御します。 

↔「汎用パラメータ１」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4145

3 タスク名 * 起動モード(規定外パラメータ区切)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * 規定外パラメータ区切

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 規定外パラメータ区切 使用しない 使用しない 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “規定外パラメータ区切”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... パラメータ変数の区切記号として、規定外（＾以外）の記号を使用す

るかどうか（”使用しない”/”使用する”）を指定します。 

① 使用しない 

② 使用する 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 起動直後に設定を変更させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定義してください。 

② 「dbS_パラメータ」シートに設定したパラメータ変数は、SQL 文にそのパラメータ変数を指定し

て値の受け渡しができますが、パラメータ変数の規定では ̂ パラメータ変数^ のように規定の区切

記号で囲むことを推奨しています。これは、SQL 文の解析処理で処理スピードを上げるために、̂ が

使用されていない時はパラメータの変換処理を行わないようにしているためです。もし、パラメー

タ変数の区切記号に ̂  を使用しない場合や別の区切り記号等を使用した場合は、本タスクタイプで

規定外の記号を「使用する」に指定してください。ただし、レスポンスを上げるためには規定の記

号を使用するようにしてください。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、パラメータ変数の区切記号として、規定外（＾以外）の記号を使用する

かどうかを指定します。 

使用しない：＾以外の記号は使用しない設定になります。 

使用する ：＾以外の記号を使用する設定になります。 

省略した場合は、「使用しない」指定になります。 

 

 使用例 

◎起動時にパラメータ変数の区切記号として、規定外（＾以外）の記号を「使用する」設定の使用例を 

示します。 

 

◎定義するシート： 

１）開始終了定義 

２）タスク定義 

 

１）開始終了定義の例 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 
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2.40 301：起動モード 
タスクタイプ属性（｢採用｣文字変更） 

 機能 

入力画面（タスクタイプ 202）、データ照会画面（タスクタイプ 203）、検索付データ照会画面（タスク

タイプ 204）、検索付データ照会画面Ⅱ（タスクタイプ 205）で表示する「採用」ボタンの表示文字を

制御します。 

↔「汎用パラメータ１」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4150

3 タスク名 * 起動モード(「採用」文字変更)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * 「採用」文字変更

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 「採用」文字変更 決定 採用 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “「採用」文字変更”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 入力画面、データ照会画面、検索付データ照会画面、検索付データ照

会画面Ⅱで表示する「採用」ボタンの表示文字を指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 起動直後に設定を変更させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定義してください。 

② 入力画面（タスクタイプ 202）、データ照会画面（タスクタイプ 203）、検索付データ照会画面（タ

スクタイプ 204）、検索付データ照会画面Ⅱ（タスクタイプ 205）の「採用」ボタンの表示文字を

一律に変更します。各画面個別に変更させたい場合は、それぞれの画面のタスクタイプの汎用パラ

メータの設定で変更することができます。 
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 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、入力画面、データ照会画面、検索付データ照会画面、検索付データ照会

画面Ⅱで表示する「採用」ボタンの表示文字を指定します。省略した場合は、初期設定の「採用」

になります。 

 使用例 

◎起動時に、入力画面（タスクタイプ 202）、データ照会画面（タスクタイプ 203）、検索付データ 

照会画面（タスクタイプ 204）、検索付データ照会画面Ⅱ（タスクタイプ 205）で表示する「採用」

ボタンの表示文字を ”OK” に設定する使用例 

を示します。 

 

  ※未設定時（デフォルト時）の入力画面、データ照会画面、検索付データ照会画面、検索付データ照

会画面Ⅱの例 

   （各画面の「採用」ボタンの表示文字が ”採用” になっています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※「採用」ボタンの表示文字を ”OK” に設定後の各画面の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 
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１）開始終了定義 

２）タスク定義 

１）開始終了定義の例 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 
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2.41 301：起動モード 
タスクタイプ属性（セッションエラー処理） 

 機能 

① セッションエラーが発生した時のエラー画面のタイプ（再試行＆終了／再試行／終了）やエラーメ

ッセージ内容、ボタンの表示文字、画面の高さサイズを制御します。 

↔「汎用パラメータ 1」、「汎用パラメータ 3～6」の設定。 

② セッションエラー画面の「終了」ボタン選択後の処理（何もしない／終了画面表示／ログイン画面

に戻る／終了／タスク実行）の制御をします。 

↔「汎用パラメータ 2」、「TASKJUMPNO1」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “セッションエラー処理”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4155

3 タスク名 * 起動モード(セッションエラー処理)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * セッションエラー処理

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 画面タイプ 再試行＆終了 再試行＆終了 補足①

16 汎用パラメータ2 終了時の処理 終了画面表示 何もしない 補足②

17 汎用パラメータ3 メッセージ セッションエラーが発生しました。規定のメッセージ 補足③

18 汎用パラメータ4 再試行ボタン表示 再試行 再試行する 補足④

19 汎用パラメータ5 終了ボタン表示 終了 終了する 補足⑤

20 汎用パラメータ6 画面の高さ 標準の高さ 補足⑥

21 TASKJUMPNO1 タスク実行 タスク実行しない 補足⑦

タスク定義編集画面の範囲
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定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ１ ................................... セッションエラー画面タイプを指定します。 

① 再試行＆終了 ③ 終了 

② 再試行  

汎用パラメータ２ ................................... セッションエラー画面の「終了する」ボタンを選択した後の処理を指

定します。 

① 何もしない ④ ログインに戻る 

② 終了画面表示 ⑤ タスク実行 

③ 終了する  

汎用パラメータ３ ................................... セッションエラー画面に表示するメッセージを指定します。 

汎用パラメータ４ ................................... 「再試行する」ボタンの表示文字を指定します。 

汎用パラメータ５ ................................... 「終了する」ボタンの表示文字を指定します。 

汎用パラメータ６ ................................... セッションエラー画面の高さ（１３０以上の数値）を指定します。 

TASKJUMPNO1 ................................ 「汎用パラメータ２」で「タスク実行」を指定した時に実行するタス

ク NO を指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 

 使用上の注意 

① 起動直後に設定を変更させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定義してください。 

② セッションの接続チェックは、プロジェクトの起動時、メニューやボタンをクリックした時、定期

的なセッション継続要求（デフォルト５分）などで行っています。これらのタイミングで、瞬断や

ネットワーク環境に異常が生じると、セッションエラーが発生しますが、サーバ側の IIS で設定され

ている時間（標準では２０分）以内にエラーの問題が解決した場合は、セッションの再接続を行い

継続して処理を実行することができます。これらのことを考慮して、セッションエラー画面をカス

タマイズしてください。 
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 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、セッションエラー画面タイプを指定します。 

再試行＆終了 ：「再試行する」ボタンと「終了する」ボタンを表示します。 

再試行 ：「再試行する」ボタンだけを表示します 

終了 ：「終了する」ボタンだけを表示します。 

② 「汎用パラメータ 2」で、セッションエラー画面の「終了する」ボタンを選択した後の処理を指定

します。 

何もしない ：セッションエラー画面を閉じるだけにします。 

終了画面表示 ：dbSheetClient の｢終了画面｣を表示します。 

終了する ：実行モードを終了し、dbSheetClient を終了します。 

ログインに戻る ：実行モードを終了し、dbSheetClient の「ログイン画面」を表示します。 

タスク実行 ：「TASKJUMPNO1」で指定したタスクを実行します。 

③ 「汎用パラメータ 3」で、セッションエラー画面に表示するメッセージを指定します。 

※入力欄では改行ができないため、改行して複数行で表示させたい時は、改行文字として 

<br> または <BR> を入力してください。 

④ 「汎用パラメータ 4」で、「再試行する」ボタンの表示文字を指定します。 

例）”リトライ”と入力すると、「リトライ」と表示します。 

⑤ 「汎用パラメータ 5」で、「終了する」ボタンの表示文字を指定します。 

例）”OK”と入力すると、「OK」と表示します。 

⑥ 「汎用パラメータ 6」で、セッションエラー画面の高さ（１３０以上の数値）を指定します。 

※標準では、画面タイプが「再試行＆終了」または「再試行」の場合は２２０、「終了」の場合は 

１７４になります。 

⑦ 「TASKJUMPNO1」で、「汎用パラメータ 2」で「タスク実行」を指定した時に実行するタスク

NO を指定します。 

※指定したタスク実行後に、自動的には dbSheetClient の｢終了画面｣は表示しないので、自動 

終了させたい場合は、終了処理（タスクタイプ 303）を組み込んでください。 
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 使用例 

◎起動時に、セッションエラー画面の「再試行する」ボタン及び「終了する」ボタンの表示文字を変更し、 

「終了する」ボタンを選択した後の処理を、「終了画面表示」に設定する使用例を示します。 

 

  ※未設定時（デフォルト時）のセッションエラー処理画面の状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※設定変更後のセッションエラー画面の状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）開始終了定義 

２）タスク定義 

 

１）開始終了定義の例 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

  

「終了する」ボタンを押す

と、セッションエラー画面

を閉じるだけです。 

「終了する」ボタンを押す

と、dbSheetClient の｢終

了画面｣を表示します。 

表示文字を”再接続確認”に変更 表示文字を”終了画面へ”に変更 
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2.42 301：起動モード 
タスクタイプ属性（ログ保存） 

 機能 

dbSheetClient の実行版でログを保存させるかどうか（「ON」／「OFF」）を制御します。 

↔「汎用パラメータ１」の設定。 

dbSheetClient の実行版でログファイルとして保存するファイルの最大数を指定します。 

↔「汎用パラメータ 2」の設定。 

 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “ログ保存”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ１ ................................... 実行版でログを保存させるかどうかの制御を指定します。 

① ON 

② OFF  

汎用パラメータ 2 ................................... ログ保存ファイル数（ログファイルとして保存するファイルの最大数

を指定します。） 

 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 起動直後に設定を変更させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定義してください。 

② ユーザがログイン画面の「環境設定」画面で、その他の設定①「実行モードで操作ログを保存する。」

を「ON」（チェック）した場合は、本タスクタイプで「OFF」を設定してもログ保存は行われます。 

③ 開発版のデバッグ実行時には自動的にタスクタイプごとの処理ログやエラーログを保存しますが、

実行版のデフォルトではログイン画面の「環境設定」画面で、その他の設定①「実行モードで操作

ログを保存する。」が「OFF」（チェックなし）になっているため、ログは保存されません。ユーザ

の環境設定に関わらずログを保存させたい場合は、本機能で「ON」を設定してください。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、実行版でログを保存させるかどうかを指定します。 

ON ：本タスクタイプを実行した時点からログを保存します。 

OFF：本タスクタイプを実行した時点でログの保存を停止します。 

省略した場合は、「OFF」指定になります。 

② 「汎用パラメータ２」で、「ログファイルとして保存するファイルの最大数を指定します。」を変更

した場合、１００個ログファイルが作成済みの時に３０に変更した場合は、 

１００－３０＝７０個のログファイルは更新対象から外れますので手動にて削除してください。 

本バージョン以前の丌要なログファイルは、手動にて削除してください。 

 

 

 使用例 

◎起動時にログを「ON」（保存する）に設定する使用例を示します。 

 

◎定義するシート： 

１）開始終了定義 

２）タスク定義 

 

１）開始終了定義の例 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 
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dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
221 

 

2.43 301：起動モード 
タスクタイプ属性（管理タイマー間隔設定） 

 機能 

① dbSheetClient が常時使用する管理タイマーの間隔（ミリ秒単位）を制御します。 

↔「汎用パラメータ 1」の設定。 

② 管理タイマーは、ハイパータスク実行やタイマー処理のほか、Excel の状態監視にも使用します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4165

3 タスク名 * 起動モード(管理タイマー間隔設定)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * 管理タイマー間隔設定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 管理タイマー間隔設定 1000 500 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “管理タイマー間隔設定”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ１ ................................... 管理タイマーの間隔をミリ秒単位（整数）で指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 起動直後に設定を変更させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定義してください。 

② タイマーの間隔のデフォルト値を５００(ミリ秒)に設定しています。 

タイマーの間隔＜５００(ミリ秒)：操作中のマウスクリックレスポンス向上、ＣＰＵの負荷増加 

タイマーの間隔＞５００(ミリ秒)：操作中のマウスクリックレスポンス低下、ＣＰＵの負荷低下 

プロジェクトの内容やユーザのＰＣの性能などを考慮して、最適な値を設定してください。 

③ タイマー処理（タスクタイプ 701）でも、この管理タイマーを利用しています。このためタイマー

処理を使用する場合、７００（0.7 秒）などの値に変更すると、１秒間隔でタイマー処理を正確に

行うようなことができなくなります。タイマー処理を使用する場合は、タイマー処理の時間間隔も

考慮して変更してください。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ１」で、管理タイマーの間隔をミリ秒単位（整数）で指定します。１００（ミリ

秒）以上の値が有効です。デフォルト(未設定)時は、５００（ミリ秒）になっています。 

 

 使用例 

◎起動時に管理タイマーの間隔を 1000 ミリ秒（１秒）に設定する使用例を示します。 

 

◎定義するシート： 

１）開始終了定義 

２）タスク定義 

 

１）開始終了定義の例 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 
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2.44 301：起動モード 
タスクタイプ属性（サーバ時刻取得） 

 機能 

サーバの時刻を取得し、dbSheetClient のシステムが管理する「dbS_パラメータ」シートの所定の場所

（セル）に、タイムラグ（サーバ時刻 － ＰＣ時刻）、サーバ時刻、ＰＣ時刻をセットします。 

↔「汎用パラメータ」に設定する内容はありません。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4170

3 タスク名 * 起動モード(サーバ時刻取得)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * サーバ時刻取得

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
226 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “サーバ時刻取得”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① dbSheetClient では、プロジェクトの起動時にも、自動的にサーバ時刻とＰＣ時刻を取得し「dbS_

パラメータ」シートに書き込んでいます。ＰＣ時刻はプロジェクトが起動した後でもユーザが故意

に変更したり、またＰＣごとにずれが発生したりします。このため、タイマー処理（タスクタイプ

701）を利用して、設定した時刻に正確にタスクを実行させたい場合は、タスク実行前に本タスク

タイプを利用して最新の時刻を取得してください。 

 

 補足 

① 本タスクタイプ実行時点のサーバ時刻、ＰＣ時刻を取得し、「dbS_パラメータ」シートの１９番目

のＣ～Ｅ列に、タイムラグ（サーバ時刻 － ＰＣ時刻）、サーバ時刻、ＰＣ時刻をそれぞれ書き込み

ます。タイムラグの値は、プラスの時にはサーバ時刻よりもＰＣ時刻が遅れており、値がマイナス

の時にはＰＣ時刻が進んでいることを意味します。 
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 使用例 

◎「サーバ時刻取得」ボタンを押して、dbSheetClient のシステムが管理する「dbS_パラメータ」 

シートの所定の場所（セル）に、現時点のタイムラグ（サーバ時刻 － ＰＣ時刻）、サーバ時刻、 

ＰＣ時刻がセットされることを確認する使用例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

３）タスク定義の例 

 

 

※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

  

ＰＣ時刻 

 

サーバ時刻 

 

タイムラグ 
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2.45 301：起動モード 
タスクタイプ属性（マクロ実行禁止） 

 機能 

dbSheetClient の実行時にマクロ実行の禁止の有無（「ON」／「OFF」）を制御します。 

↔「汎用パラメータ 1」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4330

3 タスク名 * 起動処理

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * マクロ実行禁止

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 マクロ実行禁止 ON OFF 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “マクロ実行禁止”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... マクロの実行を禁止させるかどうかの制御を指定します。 

① ON 

② OFF 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① dbSheetClient では、Excel 側のセキュリティ設定に関わりなく、デフォルトではマクロの実行が

可能になっています。このため、マクロの実行を最初から禁止させたい時は、Excel のブックが開

く前に本タスクタイプで「ON」（マクロ実行禁止）を設定しておく必要があります。そのためには、

「開始終了定義」の「プロジェクトオープン」の設定で、本タスクタイプを定義してください。 

② マクロ実行禁止を「ON」にすると、マクロ起動（タスクタイプ 503）は利用できなくなりますの

で注意してください。 

③ Excel のブックが開いた後にマクロ実行禁止の状態を変更（ON→OFF、OFF→ON）しても、その

ままでは状態は変わりません。ブックを再オープンすることにより状態が変わりますので注意して

ください。 

④ 「Excel 2000」では、本タスクタイプの機能は無効になっています。このため、マクロの実行が

常に可能となりますので注意してください。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、マクロの実行を禁止させるかどうかを指定します。 

ON ：マクロ実行を禁止状態にします。 

OFF：マクロ実行を禁止しない状態にします。 

デフォルト(未設定)時は、「OFF」状態になっています。 

② 「改行なし」の場合、初期表示の最大列幅は２００ピクセルです。 
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 使用例 

◎起動時にマクロの実行を禁止（「ON」）に設定する使用例を示します。 

 

  ※マクロの実行を禁止（「ON」）設定後、マクロ起動（タスクタイプ 503）を利用して 

マクロを実行しようとすると、以下のようにエラーメッセージが表示され、マクロが実行 

できないようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）開始終了定義 

２）タスク定義 

 

１）開始終了定義の例 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 
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2.46 301：起動モード 
タスクタイプ属性（終了処理制御） 

 機能 

dbSheetClient の終了ボタンがクリックされた時に実行するタスクを制御します。 

↔「汎用パラメータ 1」、「TASKJUMPNO1」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1000

3 タスク名 * 起動モード

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * 終了処理制御

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ 有効

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 実行後の処理 終了 何もしない 補足①

16 TASKJUMPNO1 実行タスクNO 1010 何もしない

タスク定義編集画面の範囲



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
234 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “終了処理制御”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 「TASKJUMPNO1」で指定したタスク実行後の処理を指定します。 

① 終了 ③ 何もしない 

② ログインに戻る  

TASKJUMPNO1 ................................ dbSheetClient の終了ボタンがクリックされた時に実行するタスク

NO を指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 起動直後に設定を変更させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定義してください。 

② 「汎用パラメータ 1」で、「何もしない」を指定した場合は、「TASKJUMPNO1」で指定するタス

クの中に、終了処理（タスクタイプ 303）を組み込んでください。+ 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、「TASKJUMPNO1」で指定したタスク実行後の処理を指定します。 

終了 ：実行モードを終了し、dbSheetClient を終了します。 

ログインに戻る ：実行モードを終了し、dbSheetClient の「ログイン画面」を表示します。 

何もしない ：何も実行しません。 
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 使用例 

◎起動時に、dbSheetClient の終了ボタンがクリックされた時にメッセージ（“終了ボタンがクリックさ

れました。”）を表示して、実行モードを終了する設定の使用例を示します。 

 

 ※「終了処理制御」設定後、dbSheetClient の終了ボタンをクリックした時の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

◎定義するシート： 

１）開始終了定義 

２）タスク定義 

 

１）開始終了定義の例 

 

 

２）タスク定義の例（縦型表示の内容） 

  ※TASKNO:1000 定義の詳細       ※TASKNO:1010 定義の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

  

「終了」ボタンを押

すと、メッセージを

表示します。 

「ＯＫ」ボタンを押すと、dbSheetClient の

実行モードを終了します。 
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2.47 301：起動モード 
タスクタイプ属性（Excel 操作） 

 機能 

タスク実行中の全 Excel シートについて操作を（「許可」／「禁止」）を制御します。 

（省略時は、「禁止」です。） 

↔「汎用パラメータ１」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4120

3 タスク名 * 起動モード(Excel操作)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 301

6 タスクタイプ名 * 起動モード

7 タスクタイプ属性 * Excel操作

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

20 汎用パラメータ１ Excel操作 許可 禁止 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “Excel 操作”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するシートを指定します。（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... Excel 操作の状態を指定します。 

① 許可 

② 禁止 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、タスク実行中の Excel 操作について指定します。 

許可：タスク実行中の Excel 操作を許可します。 

禁止：タスク実行中の Excel 操作を禁止します。 

省略した場合は、「禁止」指定になります。 

 

 使用例 

 

定義例は、「■画面イメージ」を参照してください。 
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2.48 301：起動モード 
タスクタイプ属性（開始終了時自動計算） 

 機能 

タスク実行中の開始終了時自動計算について操作を（「実行」／「停止」）を制御します。 

（省略時は、「禁止」です。） 

↔「汎用パラメータ１」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “開始終了時自動計算”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するシートを指定します。（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 開始終了時自動計算の状態を指定します。 

①実行 

②停止 

 

（注５）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注６）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注７）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注８）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、開始終了時自動計算について指定します。 

実行：開始終了時自動計算を実行します。 

停止：開始終了時自動計算を停止します。 

省略した場合は、「実行」指定になります。 
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 使用例 

 

定義例は、「■画面イメージ」を参照してください。 
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2.49 301：起動モード 
タスクタイプ属性（改行表示） 

 機能 

タスクタイプ 203、204、205 の改行表示（「改行なし」／「改行あり」）の初期値を制御します。 

（省略時は、「改行なし」です。）タスクタイプ 203、204、205 で改行表示が定義されない場合はこ

の初期値が優先されます 

↔「汎用パラメータ１」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “改行表示”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するシートを指定します。（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 改行表示の状態を指定します。 

① 改行なし 

② 改行あり 

 

（注９）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注１０） ······························詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照して

ください。 

（注１１） ······························詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』

を参照してください。 

（注１２） ······························詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照して

ください。 

 

 使用上の注意 
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 補足 

② 「汎用パラメータ 1」で、タスクタイプ 203、204、205 の改行表示（「改行なし」／「改行あり」）

の初期値を制御します。。 

改行なし：タスクタイプ 203、204、205 の改行表示（「改行なし」）で初期値を定義します。。 

改行あり：タスクタイプ 203、204、205 の改行表示（「改行あり」）で初期値を定義します。 

省略した場合は、「改行なし」指定になります。 

 

 使用例 

 

定義例は、「■画面イメージ」を参照してください。 
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2.50 301：起動モード 
タスクタイプ属性（ショートカットキー制御） 

 機能 

「ショートカットキー制御」の制御します。 

（開発版のデバッグ実行では、ショートカットキーの制御は行っておらず、全て使用可能になるので 

開発版の場合は、ログイン画面の「実行」から立ち上げて確認してください。。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “ショートカットキー制御”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 
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定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

 

汎用パラメータ 1 ................................... 「右クリック」の制御を指定します。※起動直後は利用可能 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 2 ................................... 「コピー」の制御を指定します。※起動直後は利用可能 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 3 ................................... 「貼り付け」の制御を指定します。※起動直後は利用可能 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 4 ................................... 「切り取り」の制御を指定します。※起動直後は利用可能 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 5 ................................... 「ジャンプ」の制御を指定します。※起動直後は利用丌可 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 6 ................................... 「ハイパーリンク挿入」の制御を指定します。※起動直後は利用丌可 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 7 ................................... 「行の再表示」の制御を指定します。※起動直後は利用丌可 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 8 ................................... 「列の再表示」の制御を指定します。※起動直後は利用丌可 

① ON 

② OFF 

汎用パラメータ 9 ................................... 「シートの挿入」の制御を指定します。※起動直後は利用丌可 

① ON 

② OFF 
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（注５）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注６）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注７）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注８）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

④ 起動直後に設定を変更させたい場合は、「開始終了定義」で本タスクタイプを定義してください。 

⑤ 本タスクタイプで dbSheetClient 実行画面を隠し Excel 画面のみにした場合、メニューやボタン

表示がなくなるため、通常の操作からのタスク実行ができなくなります。この場合、ハイパータス

ク実行の機能（タスクタイプ 426）を利用して、Excel 画面（セル上）に設定したボタンからタス

クを実行させる必要があります。 

 補足 

⑦ 「汎用パラメータ 1」で、「右クリック」の制御を指定します。 

ON ：可能にします。 

OFF：丌可にします。 

省略した場合は、可能になります。 

⑧ 「汎用パラメータ 2」で、「コピー」の制御を指定します。 

ON ：可能にします。 

OFF：丌可にします。 

省略した場合は、可能になります。 

⑨ 「汎用パラメータ 3」で、「貼り付け」の制御を指定します。 

ON ：可能にします。 

OFF：丌可にします。 

省略した場合は、可能になります。 

⑩ 「汎用パラメータ 4」で、「切り取り」の制御を指定します。 

ON ：可能にします。 

OFF：丌可にします。 

省略した場合は、丌可になります。 

⑪ 「汎用パラメータ 5」で、「ジャンプ」の制御を指定します。 

ON ：可能にします。 

OFF：丌可にします。 

省略した場合は、丌可になります。 

⑫ 「汎用パラメータ 6」で、「ハイパーリンク挿入」の制御を指定します。 

ON ：可能にします。 

OFF：丌可にします。 

省略した場合は、丌可になります。 
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⑬ 「汎用パラメータ７」で、「行の再表示」の制御の制御を指定します。 

ON ：可能にします。 

OFF：丌可にします。 

省略した場合は、丌可になります。 

⑭ 「汎用パラメータ８」で、「列の再表示」の制御を指定します。 

ON ：可能にします。 

OFF：丌可にします。 

省略した場合は、丌可になります。 

⑮ 「汎用パラメータ９」で、「シートの挿入」の制御を指定します。 

ON ：可能にします。 

OFF：丌可にします。 

省略した場合は、丌可になります。 
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2.51 301：起動モード 
タスクタイプ属性（ﾀｲﾑｱｳﾄ秒数） 

 機能 

Web サービスのタイムアウト秒数を制御します。 

（省略時は、１００秒になります。） 

 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

Ver.5.0.3.0 
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “タイムアウト秒数”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するシートを指定します。（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... タイムアウト秒数を指定します。 

 

 

（注１３） ······························詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第

４章 ４．７各定義の編集方法のシート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注１４） ······························詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照して

ください。 

（注１５） ······························詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』

を参照してください。 

（注１６） ······························詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照して

ください。 

 

 使用上の注意 
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 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、Web サービスのタイムアウト秒数を変更できるように制御します。 

省略した場合は、１００になります。 

 

 使用例 

 

定義例は、「■画面イメージ」を参照してください。 
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2.52 301：起動モード 
タスクタイプ属性（圧縮通信方式） 

 機能 

圧縮通信方式を制御します。 

（省略時は、ON になります。） 

 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

Ver.5.1.0.0 
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “301”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“起動モード”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “圧縮通信方式”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するシートを指定します。（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... ON／OFF を指定します。 

 

 

（注１７） ······························詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第

４章 ４．７各定義の編集方法のシート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注１８） ······························詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照して

ください。 

（注１９） ······························詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』

を参照してください。 

（注２０） ······························詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照して

ください。 

 

 使用上の注意 
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 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、を変更できるように制御します。 

ログインの「環境設定画面」に「④圧縮通信方式を利用しない」チェックが付いていない場合に有

効になります。 

省略した場合は、ON になります。 

 

 使用例 

 

定義例は、「■画面イメージ」を参照してください。 
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2.53 302：メニュー制御 
タスクタイプ属性（ウィンドウ） 

 機能 

dbSheetClient 実行画面左のメニューウィンドウに対する制御を行います。 

① ウィンドウ： 汎用パラメータ 1 に“開く”or“閉じる”を指定してメニューウィンドウの ON/OFF

を制御します。 

② 起動： タスクタイプ属性（起動）を参照してください。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4230

3 タスク名 * メニュー制御_ウィンドウ(閉)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 302

6 タスクタイプ名 * メニュー制御

7 タスクタイプ属性 * ウィンドウ

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 メニュー制御

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 メニューウィンドウ 閉じる 開く 補足①

18 汎用パラメータ2 横幅 省略時または0の時は215 補足②

19 汎用パラメータ3 メニューボタン 汎用ﾊﾟﾗ1の指定に基づく 補足③

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “302” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “メニュー制御”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... “ウィンドウ”を入力します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注３） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... メニューウィンドウへの操作を指定します。 

① 開く 

② 閉じる 

汎用パラメータ 2 ................................... メニューウィンドウを開いた時の横幅をピクセル（数値）で指定しま

す。 

汎用パラメータ 3 ................................... メニューウィンドウ用ボタンを表示するか非表示にするかを指定し

ます。 

① ON 

② OFF 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① メニューウィンドウを“閉じる”時と“開く”時に、汎用パラメータ３が省略された場合は、以下

のように動作が違うので注意してください。 

 閉じた状態→開く： 

メニューウィンドウが表示される時はメニューウィンドウ用のボタンも表示します。 

 開いた状態→閉じる： 

メニューウィンドウが閉じる時はメニューウィンドウ用のボタンも非表示にします。 

 

 補足 

① 汎用パラメータ 1： 

 開く ： メニューウィンドウを開きます。 

 閉じる： メニューウィンドウを閉じます。 

② 汎用パラメータ 2：省略時または 0 の時は 215 となります。 

③ 汎用パラメータ 3：汎用パラメータ１の指定内容により動作が異なります。 

 汎用パラメータ１が“開く”の時： 

ON or 省略 ：表示する 

OFF ：非表示 

 汎用パラメータ１が“閉じる”の時： 

ON ：表示する 

OFF or 省略 ：非表示 

 

  



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
264 

 使用例 

実例としてメニューウィンドウが開いている場合と閉じた場合の画面を示します。 

メニューウィンドウが開いている場合の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タスク定義の例 

 

A･････汎用パラメータ 1(メニューウィンドウ)に“閉じる”を指定したので、メニューを閉じます。 

B･････汎用パラメータ 1 が“閉じる”で、かつ汎用パラメータ 3(メニューボタン)の指定を省略してい

るので、メニューボタンは非表示となります。 

 

このタスク定義を実行すると、次の画面になります。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 4230

3 タスク名 * メニュー制御_ウィンドウ(閉)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 302

6 タスクタイプ名 * メニュー制御

7 タスクタイプ属性 * ウィンドウ

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 メニュー制御

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 メニューウィンドウ 閉じる

18 汎用パラメータ2 横幅

19 汎用パラメータ3 メニューボタン

A

B

メニューウィンドウ

メニューウィンドウ用ボタン
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メニューウィンドウを閉じた場合の例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニューウィンドウおよびメニューウィンドウ用ボタンが非表示となっています。 

この画面をもとに戻すためのタスク定義の例を、次に示します。 

 

A･････汎用パラメータ 1(メニューウィンドウ)に“開く”を指定したので、メニューを開きます。 

B･････汎用パラメータ 1 が“開く”で、かつ汎用パラメータ 3(メニューボタン)の指定を省略している

ので、メニューボタンは表示されます。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 4231

3 タスク名 * メニュー制御_ウィンドウ(開)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 302

6 タスクタイプ名 * メニュー制御

7 タスクタイプ属性 * ウィンドウ

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 メニュー制御

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 メニューウィンドウ 開く

18 汎用パラメータ2 横幅

19 汎用パラメータ3 メニューボタン

A

B
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2.54 302：メニュー制御 
タスクタイプ属性（起動） 

 機能 

dbSheetClient 実行画面左のメニューウィンドウに対する制御を行います。 

① ウィンドウ： タスクタイプ属性（ウィンドウ）を参照してください。 

② 起動： メニューの MNO を指定して、タスクを直接起動します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4200

3 タスク名 * メニュー制御_起動

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 302

6 タスクタイプ名 * メニュー制御

7 タスクタイプ属性 * 起動

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 メニュー制御

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 MNO 起動ﾒﾆｭｰNO 4 何も実行しない 補足①、②

14 処理条件判定セル  実行判定

15 定義有効無効フラグ

16 コメント欄

17 セル指定属性

18 汎用パラメータ1 メニュー実行 実行しない 補足③、④

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “302” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “メニュー制御”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... “起動”を入力します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

MNO ............................................................ 起動させるメニュー定義の MNO を指定します。 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注３） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1  ................................. 「開始終了」定義でメニュークリック時に実行するように指定されて

いるタスクの実行有無を指定します。 

① 実行する 

② 実行しない 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

特にありません。 
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 補足 

① メニュー定義には表示 NO だけが表示されており、MNO は内部管理番号として表示されていない

ため、13.MNO の設定時には参照（F4）から選択画面を表示して選択してください。 

② MNO はメニューを作成した順番で自動的に割り当てられる番号であるため、メニューが表示され

る順番とは一致しません。参照（F4）の選択画面では MNO の昇順で表示されますので、選択を間

違えないようにしてください。 

③ 汎用パラメータ１は、メニュー定義の MNO が指定され、「開始終了」定義の「メニュークリック時」

が指定されている時に有効となります。 

④ タスクから「メニュー制御」でメニューを起動した時に、デフォルトでは、メニュークリック時の

タスクは実行しません。マウスでメニューをクリックした場合と同様に、「開始終了」のメニューク

リック時のタスクを実行させたい時には、“実行する”を指定してください。 
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 使用例 

メニュー制御（起動）を使用すると、マウスでメニューをクリックするのと同等動作をさせることができ

ます。 

現在のメニュー上の位置からメニューウィンドウ上の別のメニューを起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タスク定義の例 

 

A･････MNO：4 を指定したので、それに該当するメニューをクリックする時と同様に起動します。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 4200

3 タスク名 * メニュー制御_起動

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 302

6 タスクタイプ名 * メニュー制御

7 タスクタイプ属性 * 起動

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 メニュー制御

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 MNO 起動ﾒﾆｭｰNO 4

14 処理条件判定セル  実行判定

15 定義有効無効フラグ

16 コメント欄

17 セル指定属性

18 汎用パラメータ1 メニュー実行

A

現在のメニュー位置

起動させたいメニュー
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2.55 303：終了処理 
タスクタイプ属性（終了、ログインに戻る） 

 機能 

① dbSheetClient を終了します。 

② タスクタイプ属性の指定により、直ちに終了させるか、ログイン画面に戻るかを指定することが可

能です。 

 終了      ： dbSheetClient を終了します。 

 ログインに戻る ： dbSheetClient を終了せず、ログイン画面に戻ります。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 終了処理

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 303

6 タスクタイプ名 * 終了処理

7 タスクタイプ属性 ログインに戻る 終了

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 現在のシートを表示します

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定 @終了処理開始判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “303” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “終了処理”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... “終了”か“ログインに戻る”を入力します。(省略時は“終了”)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

特にありません。 

 

 補足 

特にありません。 
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 使用例 

① タスクタイプ属性：”終了” 

「開始メッセージ」項目を設定することにより、確認メッセージを表示することが可能です。 

 

「はい」を選択すると、dbSheetClient を終了します。 

 

② タスクタイプ属性：”ログインに戻る” 

「開始メッセージ」項目を設定することにより、確認メッセージを表示することが可能です。 

 

「はい」を選択すると、dbSheetClient を終了せずにログイン画面に戻ります。 
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定義するシート： 

● タスク定義（タスク一覧を含む） 

● Excel シート（任意） 

 

タスク定義の例 

 

A · · · · · · · ·  タスクタイプ属性で、①”終了”か、②”ログインに戻る”を指定します。 

Ｂ · · · · · · ·  このタスクで使用するブック定義に登録済のブックファイル名（“Sample.xls”）です。 

C · · · · · · · ·  実行時に表示するシートを指定省略すると、表示するシートはかわりません。 

D · · · · · · · ·  開始時メッセージを入力すると、終了処理前に確認ダイアログを表示します。 

 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 99

3 タスク名 * 終了処理

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 303

6 タスクタイプ名 * 終了処理

7 タスクタイプ属性 終了

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 開始時メッセージセル

17 開始時メッセージ dbSheetClientを終了します。

A 

C 

B 

D 
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2.56 304：ハイパー実行制御 
タスクタイプ属性（有効、無効） 

 機能 

「タスクＮＯ」を指定した「ハイパータスク実行」（タスクタイプ 426 で設定）を有効にするか無効に

するかを指定します。 

↔「タスクタイプ属性」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 空白時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1000

3 タスク名 * ハイパータスク実行制御

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 304

6 タスクタイプ名 * ハイパー実行制御

7 タスクタイプ属性 * 有効

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “304”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ...................................... タスクタイプ NO 設定により“ハイパー実行制御”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... ①“有効”：「タスクＮＯ」による「ハイパータスク実行」を有効にする場合 

 ②“無効”：「タスクＮＯ」による「ハイパータスク実行」を無効にする場合 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 「ボタン名」による「ハイパータスク実行設定」（タスクタイプ 426 で設定）はボタンの権限がそ

のまま有効になりますが、「タスク NO」による「ハイパータスク実行」（タスクタイプ 426 で設定）

では、ボタンやメニューの権限が利用できません。 

そのため、本来権限のないユーザまで実行できる可能性があるので、本機能を使用して有効／無効

を制御する必要があります。 

有効にした場合：「タスクＮＯ(DBS#999)」による「ハイパータスク実行」を許可します。 

無効にした場合：「タスクＮＯ(DBS#999)」による「ハイパータスク実行」を禁止します。 

 

 補足 

① dbSheetClient の初期起動時には、本機能は「無効」状態になっています。 
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 使用例 

◎「有効」ボタン、「無効」ボタンにより、セル(C12)上に設定したハイパータスク実行用ボタン（「文字 

入力」ボタン）を有効にしたり、無効にしたりする使用例を示します。 

有効の場合は、押されるとセル参照先(G13)に設定されている「DBS#5430」（タスクＮＯによる 

ハイパータスク実行）を実行します。実行すると「文字入力画面」を表示し、入力したデータを所定の 

セル(G15)へ展開するようになっています。 

無効の場合は、押しても何も動作しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

４）展開定義 

５）Excel シートの定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

有効になっている場合、「文字入力」

ボタンが押されると「文字入力画面」

を表示します。 

「決定」ボタンを押すと所

定のセルへ、入力したデー

タが展開されます。 

「有効」ボタンを押すと”有効”、 

「無効」ボタンを押すと”無効”に 

表示が切り替わります。 
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３）タスク定義の例 

 

 

 

 ※5410(直接展開)定義の詳細（縦型表示の内容）   ※5420(直接展開)定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

４）展開定義の例 

  ※DNO5410 定義の詳細（縦型表示の内容）    ※DNO5420 定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）Excel シートの定義（Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「ハイパー実行制御」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

”有効”／”無効”を表示するセルを Excel の

「名前の定義」で、”ハイパー実行制御設定”

という名前を定義しておきます。 

「名前の定義」で定義した”有効”

／”無効”を表示するセルの名

前を指定します。 

セル(C12)上にハイパータスク実行用ボタ

ンを作成し、ハイパーリンクでセル参照先

を G13 に設定します。G13 のセルには

「DBS#5430」を入力しておきます。 
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2.57 310：メインボタン表示 
タスクタイプ属性（有効、無効、隠す、ボタン切替） 

 機能 

メインボタンのボタン表示を有効、無効（グレイ表示）、隠す、に切り替えます。 

「ボタン切替」で、メインボタン自体を変更します。 

メインボタンがクリックされた後、メインボタンを無効にしてサブボタンを表示した時や、メインボタン

を隠してサブボタンだけを表示する時などに使用します。 

起動モードでメニューエリアやボタンエリアを非表示にした時や、Excel 最大化の表示をおこなって

dbSheetClient の実行画面を隠し、Excel だけの表示にした時等、メインボタンを切り替えたい場合に

効果的に利用できます。 

※403.シート切替のタスクタイプを利用すると、シートの切替→メインボタンの無効化/隠す→サブタス

クの表示を、一度におこなうことができます。 

① 有効： メインボタン（ボタン NO１～２０） を有効にします。 

② 無効： メインボタンを無効表示（グレイ）にし、クリックできないようにします。サブボタンを 

    表示した時に利用します。 

③ 隠す： メインボタンを隠し、サブボタンのみを表示します。 

④ ボタン切替： メインボタン(セット)を別のメインボタン(BSNO)に切り替えます。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 506

3 タスク名 * メインボタン表示_有効

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 310

6 タスクタイプ名 * メインボタン表示

7 タスクタイプ属性 * 有効 補足①

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 BSNO メインBSNO 0 何もしない 補足②

14 処理条件判定セル  実行判定

15 定義有効無効フラグ

16 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “310” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “メインボタン表示”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 次から指定します。(省略丌可)  

① 有効 ③ 隠す 

② 無効 ④ ボタン切替 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

BSNO .......................................................... メインボタンとして表示させたい BSNO を指定します。 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① メインボタンのボタン NO は１～１０（上段）と１１～２０（下段）、サブボタンのボタン NO は

２１～３０（上段）と３１～４０（下段）となります。 

② メインボタンの切替をしても、メニュー選択直後に表示されるメインボタン(BSNO)が最上位のメ

インボタンとして扱われます。403.シート切替 の汎用パラメータ 2 でメインボタンを有効にした

場合、最上位のメインボタンが有効となりますので注意が必要です。 

 

 補足 

① タスクタイプ属性が“隠す”の場合、 

 サブボタンを表示する処理を実行しない場合、“無効”と同様にグレイ表示となります。 

 サブボタンは上段、下段共に全体に表示されます。 

② BSNO： 「タスクタイプ属性」が“ボタン切替”の時のみ有効です。 

 

 使用例 

もとになるメインボタンの画面を示します。 

 

 

 

次にメインボタンを“無効”にして、サブボタンを表示した場合の画面を示します。 

 

 

 

このときのタスク定義の例です。 

 

A･････タスクタイプ属性に“無効”を指定したので、メインボタンがグレイ表示になります。 

 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 504

3 タスク名 * メインボタン表示_無効

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 310

6 タスクタイプ名 * メインボタン表示

7 タスクタイプ属性 * 無効

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 BSNO メインBSNO 0

14 処理条件判定セル  実行判定

15 定義有効無効フラグ

16 コメント欄

A
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次にメインボタンを“隠す”にして、サブボタンを表示した場合の画面を示します。 

 

 

 

このときのタスク定義の例です。 

 

A･････タスクタイプ属性に“隠す”を指定したので、メインボタンが非表示となり、サブボタンが全体

表示になります。 

 

次にメインボタンを“ボタン切替”にして、別のボタンセットを表示した場合の画面を示します。 

 

 

 

このときのタスク定義の例です。 

 

A･････タスクタイプ属性に“ボタン切替”を指定します。 

B･････BSNO に別のボタンセットの番号を指定したので、ボタン全体が切り替わっています。 

 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 505

3 タスク名 * メインボタン表示_隠す

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 310

6 タスクタイプ名 * メインボタン表示

7 タスクタイプ属性 * 隠す

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 BSNO メインBSNO 0

14 処理条件判定セル  実行判定

15 定義有効無効フラグ

16 コメント欄

A

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 507

3 タスク名 * メインボタン表示_切替

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 310

6 タスクタイプ名 * メインボタン表示

7 タスクタイプ属性 * ボタン切替

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 BSNO メインBSNO 52

14 処理条件判定セル  実行判定

15 定義有効無効フラグ

16 コメント欄

A

B
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2.58 311：サブボタン表示 
タスクタイプ属性（表示、クリア） 

 機能 

指定されたボタンセット No(BSNO)のボタンを、サブボタン領域に表示またはクリアします。 

通常は、310.メインボタン表示のタスクタイプと組み合わせて使用します。 

① 表示：  BSNO で指定されたボタンセットを、サブボタン No２１～３０：上段右側、サブボタ 

     ン No３１～４０：下段右側 に表示します。 

② クリア： 表示中のサブボタン No２１～３０：上段右側、サブボタン No３１～４０：下段右側  

     をクリアします。 

③ 指定した左からの表示開始位置よりボタンを表示します。（省略時：480 ピクセル） 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 504

3 タスク名 * サブボタン表示

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 311

6 タスクタイプ名 * サブボタン表示

7 タスクタイプ属性 * 表示

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名

11 BSNO サブBSNO 51 何もしない 補足①

12 処理条件判定セル  実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

15 セル指定属性

16 汎用パラメータ1 上段開始位置 480

17 汎用パラメータ2 下段開始位置 480

タスク定義編集画面の範囲



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
284 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “311” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “サブボタン表示”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 次から指定します。(省略丌可)  

① 表示 

② クリア 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

BSNO .......................................................... 表示するサブボタンのボタンセット NO（BSNO)を指定します。 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 上段開始位置： サブボタン上段の開始位置をピクセル値（整数）で

指定します。 

汎用パラメータ 2 ................................... 下段開始位置： サブボタン下段の開始位置をピクセル値（整数）で

指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① メインボタンのボタン NO は１～１０（上段）と１１～２０（下段）、サブボタンのボタン NO は

２１～３０（上段）と３１～４０（下段）となります。 

② メインボタンを“隠す”にすると、サブボタンは上段、下段共に全体に表示されます。 

③ サブボタンをクリアする時は、タスクタイプ 310.メインボタン表示でメインボタンを“有効”にし

てください。 
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 補足 

① BSNO： 「タスクタイプ属性」が“表示”の時のみ有効です。 

 

 使用例 

もとになるメインボタンの画面を示します。 

 

 

 

次にメインボタンを“無効”にして、サブボタンを“表示”にした場合の画面を示します。 

 

 

 

このときのタスク定義の例です。 

 

A･････タスクタイプ属性に“表示”を指定したので、サブボタンが表示されます。 

B･････BSNO に表示させるサブボタンセットの番号を指定します。 

 

 

次にメインボタンを“有効”にして、サブボタンを“クリア”することで最初の画面に戻ります。 

 

そのときのタスク定義の例です。 

 

A･････タスクタイプ属性に“クリア”を指定したので、サブボタンが非表示となります。 

 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 504

3 タスク名 * サブボタン表示

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 311

6 タスクタイプ名 * サブボタン表示

7 タスクタイプ属性 * 表示

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名

11 BSNO サブBSNO 51

12 処理条件判定セル  実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 上段開始位置

16 汎用パラメータ2 下段開始位置

17 コメント欄

A

B

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 506

3 タスク名 * サブボタンクリア

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 311

6 タスクタイプ名 * サブボタン表示

7 タスクタイプ属性 * クリア

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名

11 BSNO サブBSNO 0

12 処理条件判定セル  実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 上段開始位置

16 汎用パラメータ2 下段開始位置

17 コメント欄

A
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2.59 315：ループ処理 
タスクタイプ属性（ループ開始位置） 

 機能 

① ループ処理の開始位置を示します。 

② タスクの中で、タスクタイプ属性「ループ終了位置」と組み合わせ、ループ開始位置とループ終了

位置のタスクタイプに挟まれているタスクを繰返し実行します。 

③ ループ処理の形態は、汎用パラメータ 1（ループ処理形態）で指定し、「回数指定」、「前判定ループ」、

「後判定ループ」の３とおりです。 

④ ループ処理から強制的に抜け出す条件を２種類指定することができます。 

 汎用パラメータ 7～9（EXIT 判定１関連）、汎用パラメータ 10～12（EXIT 判定２関連）の

どちらかが真の時、ループ処理を終了します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “315” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “ループ処理”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... “ループ開始位置”を入力します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * ループ処理

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 315

6 タスクタイプ名 * ループ処理

7 タスクタイプ属性 * ループ開始位置

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定 @ループ処理実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄 ループ開始

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 ループ処理形態 * 回数指定 補足①、②

16 汎用パラメータ2 ループ回数 100 0回 補足②

17 汎用パラメータ3 判定セル 補足③

18 汎用パラメータ4 条件式 補足②

19 汎用パラメータ5 条件値 〃

20 汎用パラメータ6 無限ループ防止制限回数 1,000回（千回） 〃

21 汎用パラメータ7 EXIT判定セル１ 判定しない 補足③

22 汎用パラメータ8 EXIT条件式１ 判定しない 補足②

23 汎用パラメータ9 EXIT条件値１ 判定しない 〃

24 汎用パラメータ10 EXIT判定セル２ 判定しない 補足③

25 汎用パラメータ11 EXIT条件式２ 判定しない 補足②

26 汎用パラメータ12 EXIT条件値２ 判定しない 〃

27 汎用パラメータ13 処理制御画面 表示しない 〃

28 汎用パラメータ14 表示メッセージ 処理中．．． 〃

タスク定義編集画面の範囲
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シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... ループ処理形態：ループ処理の形態を ①回数指定、②前判定、③後

判定 から指定します。（注４） 

① 回数指定 ③ 後判定 

② 前判定  

汎用パラメータ 2 ................................... ループ回数：ループ処理形態（汎用パラメータ 1）が①回数指定の時、

ループ処理対象のタスクを実行する回数を指定します。（セル指定属

性に「間接」、「間接アドレス」を指定することで、セルの値で実行回

数を指定することができます。）（注４、５） 

汎用パラメータ 3 ................................... 判定セル：ループ処理形態（汎用パラメータ 1）が②前判定、③後判

定の時、条件式（汎用パラメータ 4）で判定する値の入ったセルのア

ドレスを指定します。（注４） 

汎用パラメータ 4 ................................... 条件式：ループ処理形態（汎用パラメータ 1）が  〃  の時、判

定セル（汎用パラメータ 3）と条件値（汎用パラメータ 5）と関係を

示す記号を以下から指定します。（注４、６） 

① ＜ ④ ＞＝ 

② ＝＜ ⑤ ＞ 

③ ＝ ⑥ ＜＞ 

汎用パラメータ 5 ................................... 条件値：判定セル（汎用パラメータ 4）に対応する値を指定します。 

汎用パラメータ 6 ................................... 無限ループ防止制限回数：無限ループを防止するために、ループ処理

を実行する回数の上限値を指定します。（注４） 

汎用パラメータ 7 ................................... EXIT 判定セル１：ループ処理を強制的に抜け出す条件を判定する

EXIT 条件式１（汎用パラメータ 8）で判定する値の入ったセルのア

ドレスを指定します。（注４） 

汎用パラメータ 8 ................................... EXIT 条件式１：EXIT 判定セル１（汎用パラメータ 7）と EXIT 条件

値１（汎用パラメータ 9）と関係を示す記号を以下から指定します。

（注４、６） 

① ＜ ④ ＞＝ 

② ＝＜ ⑤ ＞ 

③ ＝ ⑥ ＜＞ 
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汎用パラメータ 9 ................................... EXIT 条件値１：EXIT 判定セル１（汎用パラメータ 7）に対応する値

を指定します。 

汎用パラメータ 10 ............................... EXIT 判定セル２：ループ処理を強制的に抜け出す条件の判定する

EXIT 条件式２（汎用パラメータ 11）で判定する値の入ったセルの

アドレスを指定します。（注４） 

汎用パラメータ 11 ............................... EXIT 条件式２：EXIT 判定セル２（汎用パラメータ 10）と EXIT 条

件値２（汎用パラメータ 12）と関係を示す記号を以下から指定しま

す。（注４、６） 

① ＜ ④ ＞＝ 

② ＝＜ ⑤ ＞ 

③ ＝ ⑥ ＜＞ 

汎用パラメータ 12 ............................... EXIT 条件値２：EXIT 判定セル２（汎用パラメータ 10）に対応する

値を指定します。 

汎用パラメータ 13 ............................... 処理制御画面表示：『表示する』を選択すると処理制御画面（処理を

途中で一時停止したり、中止したりしてループ処理を制御する画面）

を表示します。 

① (空白) 

② 表示する 

汎用パラメータ 14 ............................... 表示メッセージ：処理制御画面に表示するメッセージを指定します。

（注４） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）ループ回数は、1～2147483647（2^31-1）です。指定した数値に小数点以下の数がある

場合、小数点以下の数値は切り捨てた回数分、ループ処理を繰返します。 

（注６）それぞれの記号は、小さい (<)、以下 (=<)、等しい (=)、以上 (>=)、より大きい (>)、等しくな

い (<>)を表します。 

① 判定セルの値と条件値がどちらも数値表現になっている時の条件判定は、両方を単精度浮

動小数点数に変換して比較し、判定します。 

② 判定セルの内容と条件値のどちらか一方、または、両方が数値ではない時の条件判定は、

判定セルの内容と条件値を文字列として比較し、判定します。 

（ただし、どちらか一方が論理値の時の条件判定は、常に論理値が大きいと判定し、どち

らも論理値の時の条件判定は、 TRUE が大きいと判定します。） 
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 使用上の注意 

① 同一のタスク NO 内で「315:ループ処理（開始処理）」、「315:ループ処理（終了処理）」の組み合

わせを２組以上定義することはできません。 

 ループ処理のネスト（入れ子）をおこないたい時は、別タスクでループ処理を設定し、ループ

内からループ処理を設定したタスクをサブタスク実行で呼び出します。 

② ループ回数の最大値は、2147483647（2^31-1）です。 

③ ループ処理形態が前判定、または、後判定の場合、セルの値と条件値との数値比較は、単精度浮動

小数点数に変換し比較します。このとき、丸め誤差のため、セルの値と条件値との比較結果と条件

判定結果に違いが生ずる可能性があります。 

 単精度浮動小数点数の負の値は -3.4028235E+38 ～ -1.401298E-45、正の値は 

1.401298E-45 ～ 3.4028235E+38 です。 

 

 補足 

① ループ処理の形態は以下の通りです。 

 

 

 回数指定：「ループ処理」「ループ開始位置」と「ループ終了位置」の間に定義したタスクを「ル

ープ回数」で指定した回数だけ実行します。（BASIC の For ～ Next に相当） 

 前判定：「判定セル」、「条件式」、「条件値」で定義した条件が真の時、「ループ処理」「ループ

開始位置」と「ループ終了位置」の間に定義したタスクを繰返します。条件の判定は、タスク

実行前におこないます。 

（BASIC の Do While ～ Loop に相当） 

 後判定： 「判定セル」、「条件式」、「条件値」で定義した条件が真の時、「ループ処理」「ルー

プ開始位置」と「ループ終了位置」の間に定義したタスクを繰返します。条件の判定は、タス

ク実行後におこないます。 

（BASIC の Do～ Loop While に相当） 

② セル指定属性が「間接指定」の時は、アドレス、または、名前定義を設定します。 

③ セル指定属性が「間接指定」の時は、「間接アドレス」の動作となるため、指定したアドレス、また

は、名前定義が示すセルに判定するセルのアドレスを設定します。 

④ 317.条件判定分岐、320.サブタスク実行、406.印刷（連続印刷）の処理は、再帰処理を利用して

いるため、315.ループ処理を実行すると処理スピードは低下します。 

 317.条件判定分岐や 320.サブタスク実行、406.印刷（連続印刷）など他のタスクを実行す

るタスクは、再帰処理を利用しているため、実行回数（再帰処理回数）が１００回以上連続し

て続く時は、極端にスピードが落ちる場合があります。このとき、315.ループ処理を利用す

ることで、処理スピードの低下を回避できます。 

汎用１：ループ処理形態

（タスク定義例）

TASKNO 【回数指定（For　～Next）】 【前判定（Do　While　条件　～　Loop）】 【後判定（Do　～　Loop　While　条件）】

↓ 処理順NO

1 1 タスクタイプＡ タスクタイプ属性 汎用２：ループ回数 汎用３：判定セル 汎用５：条件値

1 2 タスクタイプB

1 3 ループ処理：ループ開始位置 For i=1　to 100 Do While　判定　=　条件値 Do

1 4 タスクタイプC ： ： ： 汎用４：条件式

1 5 タスクタイプD ： ： 汎用４：条件式 ：

1 6 ループ処理：ループ終了位置 Next i Loop Loop　 While　判定　=　条件値

1 7 タスクタイプE 汎用7,8,9：EXIT判定１関連 汎用7,8,9：EXIT判定１関連

1 8 タスクタイプF タスクタイプ属性 (EXIT判定1が真) (EXIT判定1が真) 汎用３：判定セル 汎用５：条件値

汎用10,11,12：EXIT判定２関連 汎用10,11,12：EXIT判定２関連

(EXIT判定2が真) (EXIT判定2が真)

汎用６：無限ループ防止制限回数

※ループ処理に囲まれた、処理順NO４～
５のタスクが、ループ処理形態に応じて
ループする
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⑤ タスクタイプ「ループ開始位置」の開始メッセージ、終了メッセージは、ループ処理を開始する時

に表示します。 

 

 使用例 

以下は、「タスクタイプ：ループ処理（ループ開始位置）」の使用例です。 

定義するシート 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 

タスク定義の例 

 

処理順 NO：３「タスクタイプ：ループ処理（ループ開始位置）」で指定回数、または、判定条件に従い、

処理順ＮＯ：５「タスクタイプ：コピー」を繰返し実行します。 

 

下記の例は、繰返し回数を 10 回に指定したタスク定義「タスクタイプ：ループ処理（ループ開始位置）」

です。 

 

 

下記の例は、Excel シートに定義したループ終了回数と判定値 10 を比較するタスク定義「タスクタイ

プ：ループ処理（ループ開始位置）」の例です。 

 

  

TASKNO タスク名 処理順NO タスクタイプNO タスクタイプ名 タスクタイプ属性 BKNO ブック名 シート名
1 1 ループ処理(315)_計算開始 1 317 条件判定分岐 1 Sample.xls ループ処理

2 1 ループ処理(315)_計算開始 2 401 直接展開 1 Sample.xls ループ処理

3 1 ループ処理(315)_計算開始 3 319 スクリーン制御 停止 1 Sample.xls

4 1 ループ処理(315)_計算開始 4 315 ループ処理 ループ開始位置 1 Sample.xls ループ処理

5 1 ループ処理(315)_計算開始 5 410 コピー 1 Sample.xls ループ処理

6 1 ループ処理(315)_計算開始 6 315 ループ処理 ループ終了位置 1 Sample.xls

7 1 ループ処理(315)_計算開始 7 319 スクリーン制御 更新 1 Sample.xls

8 1 ループ処理(315)_計算開始 8 318 メッセージ表示 1 Sample.xls ループ処理

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * ループ処理

4 処理順NO * ３

5 タスクタイプNO * 315

6 タスクタイプ名 * ループ処理

7 タスクタイプ属性 * ループ開始位置

8 BKNO * １

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 処理条件判定セル  実行判定 $ループ処理実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄 ループ開始

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 ループ処理形態 * 回数指定

16 汎用パラメータ2 ループ回数 10

17 汎用パラメータ3 判定セル

18 汎用パラメータ4 条件式

19 汎用パラメータ5 条件値

20 汎用パラメータ6 無限ループ防止制限回数

21 汎用パラメータ7 EXIT判定セル１

22 汎用パラメータ8 EXIT条件式１

23 汎用パラメータ9 EXIT条件値１

24 汎用パラメータ10 EXIT判定セル２

25 汎用パラメータ11 EXIT条件式２

26 汎用パラメータ12 EXIT条件値２

27 汎用パラメータ13 処理制御画面

28 汎用パラメータ14 表示メッセージ



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
292 

タスク定義（前判定）の例 

 

A･････条件判定の対象となるセル、＜定義名選択＞で選択した場合は、先頭に「@」を付加します。 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

 

A･････タスク定義の判定セル、名前定義＝“ループ終了回数” 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * ループ処理

4 処理順NO * ３

5 タスクタイプNO * 315

6 タスクタイプ名 * ループ処理

7 タスクタイプ属性 * ループ開始位置

8 BKNO * １

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 処理条件判定セル  実行判定 $ループ処理実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄 ループ開始

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 ループ処理形態 * 前判定

16 汎用パラメータ2 ループ回数

17 汎用パラメータ3 判定セル @ループ終了回数

18 汎用パラメータ4 条件式 ＝＜

19 汎用パラメータ5 条件値 10

20 汎用パラメータ6 無限ループ防止制限回数

21 汎用パラメータ7 EXIT判定セル１

22 汎用パラメータ8 EXIT条件式１

23 汎用パラメータ9 EXIT条件値１

24 汎用パラメータ10 EXIT判定セル２

25 汎用パラメータ11 EXIT条件式２

26 汎用パラメータ12 EXIT条件値２

27 汎用パラメータ13 処理制御画面

28 汎用パラメータ14 表示メッセージ

A B C D E F G H I J

15
16 回数 累計 回数 10
17 1 1
18 2 3 回答 1
19 3 6
20 4 10 最大回数 10
21 5 15
22 6 21 終了回数 2
23 7 28 次回回数 3
24 8 36
25 9 45 コピー元 コピー先
26 10 55 回数Copy $G$23 $G$22
27 セル位置 $C$18 $I$27
28 回答位置 $G$18 $I$28
29 累計 $I$29 $G$18
30
31 エラー区分 0 0：正常 TRUE
32 1：エラー FALSE
33
34 ループ処理形態 回数指定
35
36 判定セル指定 $G$22
37 条件式 ＝＜
38 条件値 10
39
40

Ａ 

Ａ 
(=$G$22+1) 

(=$G$16) 
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下記の例は、セル指定属性を間接指定とし、ループ処理形態、ループ回数、判定セル、条件式、条件値を

Excel シートに定義したタスク定義「タスクタイプ：ループ処理（ループ開始位置）」の例を示します。

（Excel シートのループ処理形態を変更することにより、ループ処理の形態を変えることができます。） 

 

セル指定属性に間接を指定したタスク定義（回数指定）の例 

 

B･････ループ処理形態を示すセル、＜定義名選択＞で選択した場合は、先頭に「@」を付加します。 

C･････ループ回数を示すセル、＜定義名選択＞で選択した場合は、先頭に「@」を付加します。 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

 

B･････タスク定義のループ処理形態、名前定義＝“ループ処理形態” 

C･････タスク定義のループ回数、名前定義＝“ループ回数” 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * ループ処理

4 処理順NO * ３

5 タスクタイプNO * 315

6 タスクタイプ名 * ループ処理

7 タスクタイプ属性 * ループ開始位置

8 BKNO * １

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 処理条件判定セル  実行判定 $ループ処理実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄 ループ開始

14 セル指定属性 間接

15 汎用パラメータ1 ループ処理形態 * @ループ処理形態

16 汎用パラメータ2 ループ回数 @ループ回数

17 汎用パラメータ3 判定セル @判定セル指定

18 汎用パラメータ4 条件式 @条件式

19 汎用パラメータ5 条件値 @条件値

20 汎用パラメータ6 無限ループ防止制限回数

21 汎用パラメータ7 EXIT判定セル１

22 汎用パラメータ8 EXIT条件式１

23 汎用パラメータ9 EXIT条件値１

24 汎用パラメータ10 EXIT判定セル２

25 汎用パラメータ11 EXIT条件式２

26 汎用パラメータ12 EXIT条件値２

27 汎用パラメータ13 処理制御画面

28 汎用パラメータ14 表示メッセージ

A B C D E F G H I J

15
16 回数 累計 回数 10
17 1 1
18 2 3 回答 1
19 3 6
20 4 10 最大回数 10
21 5 15
22 6 21 終了回数 2
23 7 28 次回回数 3
24 8 36
25 9 45 コピー元 コピー先
26 10 55 回数Copy $G$23 $G$22
27 セル位置 $C$18 $I$27
28 回答位置 $G$18 $I$28
29 累計 $I$29 $G$18
30
31 エラー区分 0 0：正常 TRUE
32 1：エラー FALSE
33
34 ループ処理形態 回数指定
35
36 判定セル指定 $G$22
37 条件式 ＝＜
38 条件値 10
39
40

（Ａ） 

Ｂ 

B 

Ｃ 

(=$G$22+1) 

(=$G$16) 

Ｃ 
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セル指定属性に間接を指定したタスク定義（前判定）の例 

 

B･････ループ処理形態を示すセル、＜定義名選択＞で選択した場合は、先頭に「@」を付加します。 

D･････判定セルを示すセル、＜定義名選択＞で選択した場合は、先頭に「@」を付加します。 

E･････条件式を示すセル、＜定義名選択＞で選択した場合は、先頭に「@」を付加します。 

F･････条件値を示すセル、＜定義名選択＞で選択した場合は、先頭に「@」を付加します。 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

 

B･････タスク定義のループ処理形態、名前定義＝“ループ処理形態” 

D･････タスク定義の判定セル、名前定義＝“判定セル指定” 

E･････タスク定義の条件式、名前定義＝“条件式” 

F･････タスク定義の条件値、名前定義＝“条件値” 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * ループ処理

4 処理順NO * ３

5 タスクタイプNO * 315

6 タスクタイプ名 * ループ処理

7 タスクタイプ属性 * ループ開始位置

8 BKNO * １

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 処理条件判定セル  実行判定 $ループ処理実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄 ループ開始

14 セル指定属性 間接

15 汎用パラメータ1 ループ処理形態 * @ループ処理形態

16 汎用パラメータ2 ループ回数 @ループ回数

17 汎用パラメータ3 判定セル @判定セル指定

18 汎用パラメータ4 条件式 @条件式

19 汎用パラメータ5 条件値 @条件値

20 汎用パラメータ6 無限ループ防止制限回数

21 汎用パラメータ7 EXIT判定セル１

22 汎用パラメータ8 EXIT条件式１

23 汎用パラメータ9 EXIT条件値１

24 汎用パラメータ10 EXIT判定セル２

25 汎用パラメータ11 EXIT条件式２

26 汎用パラメータ12 EXIT条件値２

27 汎用パラメータ13 処理制御画面

28 汎用パラメータ14 表示メッセージ

A B C D E F G H I J

15
16 回数 累計 回数 10
17 1 1
18 2 3 回答 1
19 3 6
20 4 10 最大回数 10
21 5 15
22 6 21 終了回数 2
23 7 28 次回回数 3
24 8 36
25 9 45 コピー元 コピー先
26 10 55 回数Copy $G$23 $G$22
27 セル位置 $C$18 $I$27
28 回答位置 $G$18 $I$28
29 累計 $I$29 $G$18
30
31 エラー区分 0 0：正常 TRUE
32 1：エラー FALSE
33
34 ループ処理形態 前判定
35
36 判定セル指定 $G$22
37 条件式 ＝＜
38 条件値 10
39
40

（Ａ） 

Ｂ 

B 

Ｄ 

B 
E 

 

D 

 

Ｃ 

F 

 

D 

 

(=$G$22+1) 

(=$G$16) 

(Ｃ) 

Ｄ 
Ｅ 
Ｆ(Ｃ) 
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2.60 315：ループ処理 
タスクタイプ属性（ループ終了位置） 

 機能 

① ループ処理の終了位置を示します。 

② タスクの中で、タスクタイプ属性「ループ開始位置」と組み合わせ、ループ開始位置とループ終了

位置のタスクタイプに挟まれているタスクを繰返し実行します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “315” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “ループ処理”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... “ループ終了位置”を入力します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * ループ処理

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 315

6 タスクタイプ名 * ループ処理

7 タスクタイプ属性 * ループ終了位置

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート 開始時のシート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄 ループ終了位置

タスク定義編集画面の範囲
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（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 使用上の注意 

特にありません。 

 

 補足 

① タスクタイプ「ループ終了位置」の開始メッセージ、終了メッセージは、EXIT 判定条件１または、

EXIT 判定条件２が真となりループ処理から脱出した時、およびループ処理を終了した時に表示しま

す。 

 

 使用例 

「タスクタイプ：ループ処理（ループ終了位置）」の使用例です。 

定義するシート 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 

タスク定義の例 

 

 

タスク定義の例（縦型） 

 

 

 

  

TASKNO タスク名 処理順NO タスクタイプNO タスクタイプ名 タスクタイプ属性 BKNO ブック名 シート名
1 1 ループ処理(315)_計算開始 1 317 条件判定分岐 1 Sample.xls ループ処理

2 1 ループ処理(315)_計算開始 2 401 直接展開 1 Sample.xls ループ処理

3 1 ループ処理(315)_計算開始 3 319 スクリーン制御 停止 1 Sample.xls

4 1 ループ処理(315)_計算開始 4 315 ループ処理 ループ開始位置 1 Sample.xls ループ処理

5 1 ループ処理(315)_計算開始 5 410 コピー 1 Sample.xls ループ処理

6 1 ループ処理(315)_計算開始 6 315 ループ処理 ループ終了位置 1 Sample.xls

7 1 ループ処理(315)_計算開始 7 319 スクリーン制御 更新 1 Sample.xls

8 1 ループ処理(315)_計算開始 8 318 メッセージ表示 1 Sample.xls ループ処理

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * ループ処理

4 処理順NO * 6

5 タスクタイプNO * 315

6 タスクタイプ名 * ループ処理

7 タスクタイプ属性 * ループ開始位置

8 BKNO * １

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄 ループ終了位置
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2.61 317：条件判定分岐 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

「開始判定セル」の値を 1～10 に変化させることで、値に対応した TASKJUMP1～10 のタスクを実

行させます。 

呼び出したタスク実行後は、次の処理へ移行します。 

「開始判定セル」の値が 0 の場合は、そのまま次の処理へ移行します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 5100

3 タスク名 * 条件判定分岐

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 317

6 タスクタイプ名 * 条件判定分岐

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名

10 処理条件判定セル  実行判定

11 定義有効無効フラグ

12 コメント欄

13 セル指定属性

14 汎用パラメータ1 自動計算 再計算しない 補足②、③

15 汎用パラメータ2 エラー表示 エラー 補足④

16 開始判定セル 判定分岐NO @条件判定分岐_判定区分 (実行時にエラー) 補足⑤、⑥、⑦

17 TASKJUMPNO1 判定実行１ 5110 自動的に０が設定される

18 TASKJUMPNO2 判定実行２ 5120 同上

19 TASKJUMPNO3 判定実行３ 5130 同上

20 TASKJUMPNO4 判定実行４ 5140 同上

21 TASKJUMPNO5 判定実行５ 0 同上

22 TASKJUMPNO6 判定実行６ 0 同上

23 TASKJUMPNO7 判定実行７ 0 同上

24 TASKJUMPNO8 判定実行８ 0 同上

25 TASKJUMPNO9 判定実行９ 0 同上

26 TASKJUMPNO10 判定実行１０ 0 同上

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “317” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “条件判定分岐”は自動表示します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 本タスクタイプの実行前後の再計算方法を設定します。（注５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

汎用パラメータ 2 ................................... 「開始判定セル」の値が 0～10 以外の場合にエラーにするか無視す

るかを設定します。 

① エラー 

② 無視 

開始判定セル  .......................................... 条件判定のための 1～10 に変化するセル位置を指定します。 

TASKJUMPNO1 ................................ 「開始判定セル」が 1 の場合に処理するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO2 ................................ 「開始判定セル」が 2 の場合に処理するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO3 ................................ 「開始判定セル」が 3 の場合に処理するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO4 ................................ 「開始判定セル」が 4 の場合に処理するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO5 ................................ 「開始判定セル」が 5 の場合に処理するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO6 ................................ 「開始判定セル」が 6 の場合に処理するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO7 ................................ 「開始判定セル」が 7 の場合に処理するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO8 ................................ 「開始判定セル」が 8 の場合に処理するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO9 ................................ 「開始判定セル」が 9 の場合に処理するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO10 ............................. 「開始判定セル」が 10 の場合に処理するタスク NO を指定します。 
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（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① TASKJUMP1～10 に指定するタスク NO は、必ずしも異なる必要はありません。同一のタスク

NO を任意に指定できます。 

 

 補足 

① 条件判定分岐から更に条件判定分岐を呼ぶことができますが、無限ループと処理速度の低下を防止

するため、メイン処理に戻るまでの最大処理数は、３００までに制限しています。 

② 汎用パラメータ 1：自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行します。 

後再計算 本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行します。 

前後再計算 本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 9.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 9.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 9.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 

③ 一連のタスク実行の途中で条件判定を行う場合には、事前に再計算を行っている必要があります。

条件判定の実行前あるいは実行後に再計算を実行させたい時には、汎用パラメータ 1 を指定してく

ださい。 

④ 汎用パラメータ 2： 

 エラー： 実行時に「開始判定セル」の値が 0～10 以外の場合にはエラーにします。 

 無視：  実行時に「開始判定セル」の値が 0～10 以外の場合には無視します。 

⑤ 「開始判定セル」の値は 1～10 が有効で、0 の時は分岐処理を実行しないで条件判定分岐のタス

クを終了し、次の処理に移ります。 

⑥ 「開始判定セル」の値が 0～10 以外の値の場合はエラーとなります。ただし汎用パラメータ 2 を

「無視」にすると、エラーを無視して次の処理に移ります。 

⑦ 「開始判定セル」が指定されていない場合は、実行時にエラーとなります。 
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 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････汎用パラメータ 1(自動計算)に“シート前再計算”を指定しました。「開始判定セル」等に数式が

使用されている場合のように、条件分岐実行前に数式の計算をさせる必要がある時に使用します。 

B･････汎用パラメータ 2(エラー表示)の指定を省略しているので、「開始判定セル」の値が 0～10 以外

の場合はエラーとなります。0～10 以外の値を無視したい時は、“無視”を指定します。 

C･････開始判定セルの値にしたがってタスク NO を実行します。この例では、名前定義を使用してセル

を指定しています。 

D･････「開始判定セル」の値が 1 であれば、タスク NO：5110 のタスクが実行され、3 であればタス

ク NO：5130 のタスクが実行される･･･というように、処理が振り分けられます。 

E･････TASKJUMPNO に何も指定しない場合は自動で 0 が設定され、この例で言えば「開始判定セル」

の値が 5 や 6 の場合、何も実行せずに次の処理へ移ります。 

F･････TASKJUMPNO に指定するタスク NO は重複可能です。この例では TASKJUMPNO1 と

TASKJUMPNO7 で同じタスク NO を指定しています。また、この例のようにタスク NO を指

定する項目と指定しない項目が混在することも可能です。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 5100

3 タスク名 * 条件判定分岐

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 317

6 タスクタイプ名 * 条件判定分岐

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名

10 処理条件判定セル  実行判定

11 定義有効無効フラグ

12 コメント欄

13 セル指定属性

14 汎用パラメータ1 自動計算 シート前再計算

15 汎用パラメータ2 エラー表示

16 開始判定セル 判定分岐NO @条件判定分岐_判定区分

17 TASKJUMPNO1 判定実行１ 5110

18 TASKJUMPNO2 判定実行２ 5120

19 TASKJUMPNO3 判定実行３ 5130

20 TASKJUMPNO4 判定実行４ 5140

21 TASKJUMPNO5 判定実行５ 0

22 TASKJUMPNO6 判定実行６ 0

23 TASKJUMPNO7 判定実行７ 5110

24 TASKJUMPNO8 判定実行８ 0

25 TASKJUMPNO9 判定実行９ 0

26 TASKJUMPNO10 判定実行１０ 0

B
C

D

E

F

A
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2.62 318：メッセージ表示 
タスクタイプ属性（（空白）） 

 機能 

① (空白)： 指定されたメッセージを表示します。 

② エラー判定： タスクタイプ属性（エラー判定）を参照してください。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 5200

3 タスク名 * メッセージ表示

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 318

6 タスクタイプ名 * メッセージ表示

7 タスクタイプ属性

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 メッセージ表示

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性 間接

15 汎用パラメータ1 表示メッセージ @メッセージ表示_正常 (実行時にエラー) 補足①、②

16 汎用パラメータ11 自動計算 再計算しない 補足③

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “318” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “メッセージ表示”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... (空白)のままにしておきます。  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1  ................................. 表示するメッセージを設定します。 

汎用パラメータ 11  ............................. 本タスクタイプの実行前後の再計算方法を設定します。（注５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

特にありません。 
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 補足 

① 汎用パラメータ 1： 設定されていない時は、実行時にエラーとなります。 

② 汎用パラメータ 1：  

 「セル指定属性」が“直接”： メッセージを設定します。 

 「セル指定属性」が“間接”： メッセージのセル位置を設定します。 

③ 汎用パラメータ 11：自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行します。 

後再計算 本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行します。 

前後再計算 本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 
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 使用例 

「セル指定属性」が“直接”の時のタスク定義の例です。 

 

A･････セル指定属性に“直接”を指定します。 

B･････汎用パラメータ 1(表示メッセージ)には、ダイアログで表示するメッセージ文字列を直接指定しま

す。 

 

 

次に、「セル指定属性」が“間接”の時のタスク定義の例です。 

 

A･････セル指定属性に“間接”を指定します。 

B･････汎用パラメータ 1(表示メッセージ)には、ダイアログで表示するメッセージ文字列が格納されてい

るセルを指定します。この例では、名前定義を使用してセルを指定しています。 

C･････汎用パラメータ 11(自動計算)に“シート前再計算”を指定しました。「汎用パラメータ 1」で指

定したメッセージの格納先で、数式でメッセージを組み立てている場合のように、メッセージ表

示前に数式の計算をさせる必要がある時に使用します。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 5200

3 タスク名 * メッセージ表示

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 318

6 タスクタイプ名 * メッセージ表示

7 タスクタイプ属性

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 メッセージ表示

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性 直接

15 汎用パラメータ1 表示メッセージ テストメッセージです。

16 汎用パラメータ11 自動計算

A
B

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 5200

3 タスク名 * メッセージ表示

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 318

6 タスクタイプ名 * メッセージ表示

7 タスクタイプ属性

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 メッセージ表示

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性 間接

15 汎用パラメータ1 表示メッセージ @メッセージ表示_正常

16 汎用パラメータ11 自動計算 シート前再計算

A
B
C
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2.63 318：メッセージ表示 
タスクタイプ属性（エラー判定） 

 機能 

① (空白)： タスクタイプ属性（（空白））を参照してください。 

② エラー判定： 「開始判定セル」の値が 1～10 の場合に、汎用パラメータ 1～10 に設定されたメ

ッセージを表示して処理を中断します。 

本機能の「エラー判定」はシステムが検知するエラーではないため、タスク定義のエラー判定処理ではエ

ラーとならないケースでも、処理を中断させたい時などに利用できます。 

例えば、指定したセルに正しい入力値が入力されていない時などに、エラーメッセージを表示して中断す

るといった入力値チェックなどで利用することができます。 

本機能を利用した時には、エラーが発生したとみなして処理を中断します。分岐などをおこないたい時に

は、条件判定分岐を利用してください。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 5210

3 タスク名 * メッセージ表示_エラー判定

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 318

6 タスクタイプ名 * メッセージ表示

7 タスクタイプ属性 エラー判定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 メッセージ表示

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性 直接

15 汎用パラメータ1 メッセージ１ エラー判定１（テスト１） 補足①、②

16 汎用パラメータ2 メッセージ２ エラー判定２（テスト２） 同上

17 汎用パラメータ3 メッセージ３ エラー判定３（テスト３） 同上

18 汎用パラメータ4 メッセージ４ エラー判定４（テスト４） 同上

19 汎用パラメータ5 メッセージ５ エラー判定５（テスト５） 同上

20 汎用パラメータ6 メッセージ６ エラー判定６（テスト６） 同上

21 汎用パラメータ7 メッセージ７ 同上

22 汎用パラメータ8 メッセージ８ 同上

23 汎用パラメータ9 メッセージ９ 同上

24 汎用パラメータ10 メッセージ１０ 同上

25 汎用パラメータ11 自動計算 再計算しない 補足③

26 開始判定セル メッセージNO @メッセージ表示_判定 (実行時にエラー) 補足④、⑤、⑥

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “318” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “メッセージ表示”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... “エラー判定”を入力します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 「開始判定セル」が 1 の時に表示するメッセージを設定します。 

汎用パラメータ 2 ................................... 「開始判定セル」が 2 の時に表示するメッセージを設定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... 「開始判定セル」が 3 の時に表示するメッセージを設定します。 

汎用パラメータ 4 ................................... 「開始判定セル」が 4 の時に表示するメッセージを設定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... 「開始判定セル」が 5 の時に表示するメッセージを設定します。 

汎用パラメータ 6 ................................... 「開始判定セル」が 6 の時に表示するメッセージを設定します。 

汎用パラメータ 7 ................................... 「開始判定セル」が 7 の時に表示するメッセージを設定します。 

汎用パラメータ 8 ................................... 「開始判定セル」が 8 の時に表示するメッセージを設定します。 

汎用パラメータ 9 ................................... 「開始判定セル」が 9 の時に表示するメッセージを設定します。 

汎用パラメータ 10 ............................... 「開始判定セル」が 10 の時に表示するメッセージを設定します。 

汎用パラメータ 11 ............................... 本タスクタイプの実行前後の再計算方法を設定します。（注５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

開始判定セル  .......................................... エラー判定のための 1～10 に変化するセル位置を指定します。 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 使用上の注意 

① 「セル指定属性」が“直接”か“間接”かによって、「開始判定セル」の動作が変わります。 

 直接： 「開始判定セル」にはエラー判定のための 1～10 に変化するセル位置を直接指定 

    します。 

 間接： 「開始判定セル」にはエラー判定のための 1～10 に変化するセルのアドレス(A5、 

    $B$11 等)が記述してあるセルを指定します。(「間接アドレス」の動作となります。) 

 

 

 補足 

① 汎用パラメータ 1～10：  

 「セル指定属性」が“直接”： メッセージを設定します。 

 「セル指定属性」が“間接”： メッセージのセル位置を設定します。 

② 汎用パラメータ 1～10 にメッセージの設定がない場合は、エラーなしと判定して、次の処理に移

ります。 

③ 汎用パラメータ 11：自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行します。 

後再計算 本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行します。 

前後再計算 本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 

④ 開始判定セルの値が 0 の場合はエラーなしと判定して、次の処理に移ります。 

⑤ 開始判定セルの値が 1～10 以外の場合は、0 の場合と同等となります。 

⑥ 開始判定セルが指定されていない場合は、実行時にエラーとなります。 
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 使用例 

「セル指定属性」が“直接”の時のタスク定義の例です。 

 

A･････セル指定属性に“直接”を指定します。 

B･････汎用パラメータ 1～10(メッセージ 1～10)には、ダイアログで表示するメッセージ文字列を直接

指定します。「開始判定セル」の値が 3 の場合は、メッセージ 3 を表示して処理をそこで中断し

ます。 

C･････汎用パラメータ 1～10(メッセージ 1～10)に設定しない場合、「開始判定セル」の値が 6 の場合

は、何もしないで次の処理に移ります。 

D･････汎用パラメータ 1～10(メッセージ 1～10)に設定する項目と設定しない項目が混在することも

可能です。 

E･････開始判定セルには 1～10 の値が設定されるセルを指定します。この例では、名前定義を使用して

セルを指定しています。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 5210

3 タスク名 * メッセージ表示_エラー判定

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 318

6 タスクタイプ名 * メッセージ表示

7 タスクタイプ属性 エラー判定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 メッセージ表示

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性 直接

15 汎用パラメータ1 メッセージ１ エラー判定１（テスト１）

16 汎用パラメータ2 メッセージ２ エラー判定２（テスト２）

17 汎用パラメータ3 メッセージ３ エラー判定３（テスト３）

18 汎用パラメータ4 メッセージ４ エラー判定４（テスト４）

19 汎用パラメータ5 メッセージ５ エラー判定５（テスト５）

20 汎用パラメータ6 メッセージ６

21 汎用パラメータ7 メッセージ７ エラー判定７（テスト７）

22 汎用パラメータ8 メッセージ８

23 汎用パラメータ9 メッセージ９

24 汎用パラメータ10 メッセージ１０

25 汎用パラメータ11 自動計算

26 開始判定セル メッセージNO @メッセージ表示_判定

A

B

C
D

E
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「セル指定属性」が“間接”の時のタスク定義の例です。 

 

A･････セル指定属性に“間接”を指定します。 

B･････汎用パラメータ 1～10(メッセージ 1～10)には、ダイアログで表示するメッセージ文字列が格納

されたセルを指定します。「開始判定セル」の値が 3 の場合は、メッセージ 3 を表示して処理を

そこで中断します。 

C･････汎用パラメータ 1～10(メッセージ 1～10)に設定しない場合、「開始判定セル」の値が 6 の場合

は、何もしないで次の処理に移ります。 

D･････汎用パラメータ 1～10(メッセージ 1～10)に設定する項目と設定しない項目が混在することも

可能です。 

E･････開始判定セルには 1～10 の値が設定されるセルを「間接アドレス」で指定します。この例では、

名前定義を使用してセルを指定しています。 

 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 5211

3 タスク名 * メッセージ表示_エラー判定

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 318

6 タスクタイプ名 * メッセージ表示

7 タスクタイプ属性 エラー判定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 メッセージ表示

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性 間接

15 汎用パラメータ1 メッセージ１ @エラーメッセージ１

16 汎用パラメータ2 メッセージ２ @エラーメッセージ２

17 汎用パラメータ3 メッセージ３ @エラーメッセージ３

18 汎用パラメータ4 メッセージ４ @エラーメッセージ４

19 汎用パラメータ5 メッセージ５ @エラーメッセージ５

20 汎用パラメータ6 メッセージ６

21 汎用パラメータ7 メッセージ７ @エラーメッセージ７

22 汎用パラメータ8 メッセージ８

23 汎用パラメータ9 メッセージ９

24 汎用パラメータ10 メッセージ１０

25 汎用パラメータ11 自動計算

26 開始判定セル メッセージNO @メッセージ表示_判定2

A

B

C
D

E
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2.64 319：スクリーン制御 
タスクタイプ属性（更新、停止） 

 機能 

Excel の画面更新を停止または再開（更新）します。 

① 更新： Excel の画面更新を常に実行する状態にします。 

② 停止： Excel の画面更新を停止状態にします。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “319” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “スクリーン制御”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。(省略丌可)  

① 更新 

② 停止 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4300

3 タスク名 * スクリーン制御_更新

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 319

6 タスクタイプ名 * スクリーン制御

7 タスクタイプ属性 * 更新

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 処理条件判定セル  実行判定

11 定義有効無効フラグ

12 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲
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（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 使用上の注意 

① 画面更新の停止状態の時には Excel の画面は何も変化しなくなり、他のウィンドウが前に来ると、

その部分が消えた状態になります。 

 

 補足 

① Excel では、文字や数値を入力したり表示シートを変更したりすると直ちに画面が更新されますが、

タスク処理中は画面のちらつきの原因となるため、dbSheetClient ではタスク処理の開始時に画面

更新を停止し、終了時に再開しています。 

② タスクの途中で画面更新をおこなう時には、この機能で“更新”を指定してください。 

 

 使用例 

一連のタスク定義の途中で、「スクリーン制御」を使用している例を示します。（「スクリーン制御」説明

のためのタスクなので、タスクとしての意味は特にありません。） 

 

A･････タスク起動時は、画面が更新されないモードとなっています。「スクリーン制御(更新)」が指定さ

れているので、以降の処理は常に画面が更新されるモードとなります。 

B･････「スクリーン制御(停止)」が指定されているので、以降の処理は再び画面が更新されないモードに

戻ります。 

C･････「スクリーン制御(更新)」が指定されているので、以降の処理は常に画面が更新されるモードとな

ります。 

 

この例では、タスクの起動から A まで画面は停止、A から B までは画面更新、B から C までは画面停止、

C からタスク終了までは画面更新、となります。 

 

  

B C D E F G H I J
1 TASKNO タスク名 処理順NO タスクタイプNO タスクタイプ名 タスクタイプ属性 BKNO ブック名 シート名

2 580 スクリーン制御_Demo 1 419 ジャンプ カーソル移動 1 Sample.xls Demo

3 580 スクリーン制御_Demo 2 319 スクリーン制御 更新 1 Sample.xls

4 580 スクリーン制御_Demo 3 201 SQL 照会 1 Sample.xls Demo

5 580 スクリーン制御_Demo 4 319 スクリーン制御 停止 1 Sample.xls

6 580 スクリーン制御_Demo 5 410 コピー 書式 1 Sample.xls Demo

7 580 スクリーン制御_Demo 6 410 コピー 値 1 Sample.xls Demo

8 580 スクリーン制御_Demo 7 401 直接展開 1 Sample.xls Demo

9 580 スクリーン制御_Demo 8 319 スクリーン制御 更新 1 Sample.xls

10 580 スクリーン制御_Demo 9 419 ジャンプ 先頭 1 Sample.xls Demo

A

B

C
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2.65 320：サブタスク実行 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

最大 10 個のサブタスクを指定して実行します。 

指定された番号に従って、サブタスクを順次実行します。 

何度も同じ処理が繰り返される時には、サブルーチンのように別のタスクとして定義しておき、サブタス

クとして実行させることでタスク定義の定義行数を削減することができます。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 5300

3 タスク名 * サブタスク実行

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 320

6 タスクタイプ名 * サブタスク実行

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名

10 処理条件判定セル  実行判定

11 定義有効無効フラグ

12 コメント欄

13 TASKJUMPNO1 サブタスク１ 5310 自動的に０が設定される 補足②、③

14 TASKJUMPNO2 サブタスク２ 5320 同上 同上

15 TASKJUMPNO3 サブタスク３ 5350 同上 同上

16 TASKJUMPNO4 サブタスク４ 0 同上 同上

17 TASKJUMPNO5 サブタスク５ 0 同上 同上

18 TASKJUMPNO6 サブタスク６ 0 同上 同上

19 TASKJUMPNO7 サブタスク７ 0 同上 同上

20 TASKJUMPNO8 サブタスク８ 0 同上 同上

21 TASKJUMPNO9 サブタスク９ 0 同上 同上

22 TASKJUMPNO10 サブタスク１０ 0 同上 同上

タスク定義編集画面の範囲



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
314 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “320” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “サブタスク実行”は自動表示します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

TASKJUMPNO1 ................................ サブタスクの１番目に実行するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO2 ................................ サブタスクの 2 番目に実行するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO3 ................................ サブタスクの 3 番目に実行するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO4 ................................ サブタスクの 4 番目に実行するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO5 ................................ サブタスクの 5 番目に実行するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO6 ................................ サブタスクの 6 番目に実行するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO7 ................................ サブタスクの 7 番目に実行するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO8 ................................ サブタスクの 8 番目に実行するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO9 ................................ サブタスクの 9 番目に実行するタスク NO を指定します。 

TASKJUMPNO10 ............................. サブタスクの１0 番目に実行するタスク NO を指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

特にありません。 
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 補足 

① サブタスク実行とは、タスクからサブルーチンとして指定した別のタスクを実行することを意味し

ます。 

② TASKJUMPNO1～10 に指定されたタスクを順に実行します。 

③ TASKJUMPNO1～10 のどこかでサブタスク指定をしない場合、デフォルトでタスク NO 0 が

設定され、実行時はサブタスクなしとみなし次の TASKJUMPNO に移行します。 

 

 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････TASKJUMPNO1～10 に設定されている順番に、サブタスクを実行します。 

B･････TASKJUMPNO に何も指定しない場合は自動で 0 が設定され、その行はサブタスクの設定なし

と判断し、次の TASKJUMPNO へ移ります。 

C･････この例では、TASKJUMPNO2 を実行後、TASKJUMPNO3 および 4 には設定が無いので

TASKJUMPNO5 へ移行します。 

D･････TASKJUMPNO に指定するタスク NO は重複可能です。この例では TASKJUMPNO1 と

TASKJUMPNO7 で同じタスク NO を指定しています。また、この例のようにタスク NO を指

定する項目と指定しない項目が混在することも可能です。ただし、上から順番に実行するので途

中を空けることにあまり意味はありません。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 5300

3 タスク名 * サブタスク実行

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 320

6 タスクタイプ名 * サブタスク実行

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名

10 処理条件判定セル  実行判定

11 定義有効無効フラグ

12 コメント欄

13 TASKJUMPNO1 サブタスク１ 5310

14 TASKJUMPNO2 サブタスク２ 5320

15 TASKJUMPNO3 サブタスク３ 0

16 TASKJUMPNO4 サブタスク４ 0

17 TASKJUMPNO5 サブタスク５ 5350

18 TASKJUMPNO6 サブタスク６ 0

19 TASKJUMPNO7 サブタスク７ 5310

20 TASKJUMPNO8 サブタスク８ 0

21 TASKJUMPNO9 サブタスク９ 0

22 TASKJUMPNO10 サブタスク１０ 0

A

B

C

D
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2.66 321：ログ情報書込 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

サーバのログ情報に、メッセージを書き込みます。 

特別なタスクを実行した時などに、随時ログ情報として書き込むことができます。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 5400

3 タスク名 * ログ情報書込み

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 321

6 タスクタイプ名 * ログ情報書込

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名 ログ情報書込

10 シート保護有無

11 シート保護解除PW

12 処理条件判定セル  実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

15 セル指定属性 直接

16 汎用パラメータ1 タイトル 　ログＯＵＴタイトル 空文字

17 汎用パラメータ2 詳細 　ログＯＵＴ固定情報 同上

18 汎用パラメータ3 詳細可変セル H19 設定なし

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “321” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “ログ情報書込”は自動表示します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注３） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1  ................................. ログ情報の「タイトル欄」に表示する内容を入力します。 

汎用パラメータ 2  ................................. ログ情報の「詳細欄」に表示する内容を入力します。 

汎用パラメータ 3  ................................. ログ情報の「詳細欄」に追加させる可変情報を記載したセル位置を指

定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 汎用パラメータ 1～3 に設定する文字の中に、HTML でタグとして使われる文字や特殊記号を使用

すると、正しく表示されないことがあります。 

② 改行コードは無視されるので、途中で改行させたい時には <BR> を入力してください。 

③ サーバへのログ情報書き込みが終了しても、ユーザからは完了したかどうかの判断がつかないので、

必要に応じて「正常終了時メッセージ」を使用してください。 

④ サーバのログ情報を見る方法については、『サーバ版 操作マニュアル』を参照してください。 

 

 補足 

① dbSheetClient では下記の操作がおこなわれた時に、ログ情報として自動的に書込みをおこなって

います。 

(1) ログイン処理の時 

(2) ログオフ処理の時 

(3) プロジェクトを実行した時 

(4) 開発版を実行した時 

(5) プロジェクト情報をサーバにアップした時 

(6) 保存処理を実行した時 

(7) 印刷処理を実行した時 

(8) ファイルをアップロードした時 

(9) ファイルをダウンロードした時 

本タスクタイプを利用してログ情報の書込みをおこなう場合は、上記以外の処理（タスク）が実行

される時に実行してください。 

② 汎用パラメータ 3： 

 「セル指定属性」が“直接”：  

メッセージが格納されたセルを指定します。 

 「セル指定属性」が“間接”：  

メッセージが格納されたセルのアドレス(A5、$B$11 等)が記述してあるセルを指定します。 

 「セル指定属性」が“間接アドレス”：  

メッセージが格納されたセルのアドレス(A5、$B$11 等)が記述してあるセル、のアドレスが

記述してあるセルを指定します。(二重の参照) 
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 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････セル指定属性に“直接”を指定します。汎用パラメータ 3 の設定方法に影響を不えます。 

B･････汎用パラメータ 1(タイトル)には、ログに表示させたいタイトルを直接指定します。 

C･････汎用パラメータ 2(詳細)には、ログの詳細に表示する固定の文字列を直接指定します。 

D･････汎用パラメータ 3(詳細可変セル)には、ログの詳細に表示する文字列が格納されたシート上のセル

を指定します。この例では、名前定義を使用してセルを指定しています。 

 

セル指定属性と、汎用パラメータ 3(詳細可変セル)との関係について補足します。 

 

E･････「セル指定属性」が“直接”の場合、汎用パラメータ 3 にはメッセージが格納されたセル“B2”

を指定します。 

F･････「セル指定属性」が“間接”の場合、メッセージが格納されたセルのアドレス(B2)が記述してあ

るセル“B4”を指定します。 

G･････「セル指定属性」が“間接アドレス”の場合、メッセージが格納されたセルのアドレス(B2)が記

述してあるセル(B4)、のアドレスが記述してあるセル“B6”を指定します。 

セルの指定には名前定義を使用可能です。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 5400

3 タスク名 * ログ情報書込み

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 321

6 タスクタイプ名 * ログ情報書込

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名 ログ情報書込

10 シート保護有無

11 シート保護解除PW

12 処理条件判定セル  実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

15 セル指定属性 直接

16 汎用パラメータ1 タイトル 　ログＯＵＴタイトル

17 汎用パラメータ2 詳細 　ログＯＵＴ固定情報

18 汎用パラメータ3 詳細可変セル @ログ詳細_可変

A
B

D
C

A B C D
1
2 サンプルメッセージ

3
4 B2

5
6 B4

7

E

F

G
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2.67 322：ファイルアップロード 
タスクタイプ属性（画像、EXCEL ブック、テキスト、実行ファイル以外、ユーザ指定） 

 機能 

① 任意のファイルをWebサーバやローカルPCの指定されたフォルダにアップロード（もしくは保存）

します。ファイルホストに「DBS サーバ」を指定することにより、IIS で公開されていないフォル

ダに対してもアップロードすることが可能です（ファイルホストに「ネットワーク」を指定した場

合は、クライアントから見えるフォルダのみ）。 

② アップロード（もしくは保存）するファイル名は予め固定値を設定しておくことも、ダイアログを

使用して任意のファイル名を入力させることも可能です。 

③ タスクタイプ属性を指定することにより、ファイルの種類を指定することが可能です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * ファイルアップロード

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 322

6 タスクタイプ名 * ファイルアップロード

7 タスクタイプ属性 * ユーザ指定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 ファイルアップロード 現在のシートを表示します

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定 @アップロード開始判定

14 定義有効無効フラグ 有効

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 元・ファイル名 @アップロード_パス名 補足①

18 汎用パラメータ2 元・ダイアログ表示 @アップロード_ダイアログ表示 無し 補足②

19 汎用パラメータ3 ファイルのホスト @アップロード_ファイルのホストDBSサーバ 補足③

20 汎用パラメータ4 アップロード先 @アップロード_アップロード先 補足④

21 汎用パラメータ5 上書き確認 @アップロード_上書き確認 確認 補足⑤

22 汎用パラメータ6 先フォルダ名格納セル @アップロード_フォルダ名 補足⑥

23 汎用パラメータ7 先ファイル名格納セル @アップロード_ファイル名 補足⑥

24 汎用パラメータ8 初期フォルダ @アップロード_表示フォルダ 前回のフォルダ 補足⑦

23 汎用パラメータ9 指定フォルダ名 @アップロード_ダイアログ用フォルダマイドキュメント

24 汎用パラメータ10 ファイルの種類 @アップロード_ファイルの種類 実行ファイル以外(*.*)|*.* 補足⑧

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “322” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “ファイルアップロード”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... アップロードするファイルの種類を指定します。(省略丌可) 

① 画像 ④ 実行ファイル以外 

② EXCEL ブック ⑤ ユーザ指定 

③ テキスト  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注３） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1  ................................. 元・ファイル名： アップロードするファイルのファイル名（パスを

含む）を指定します。（補足①） 

汎用パラメータ 2  ................................. 元・ダイアログ表示： ファイル選択のダイアログ表示の有無を指定

します。（補足②） 

① (空白) 

② 有り 

汎用パラメータ 3  ................................. ファイルのホスト： ファイルをアップロードするホストのタイプを

指定します。（補足③） 

① ネットワーク 

② DBS サーバ 

汎用パラメータ 4  ................................. アップロード先： アップロード先のフォルダ名（もしくはフォルダ

名＋ファイル名）を指定します。（補足④） 
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汎用パラメータ 5  ................................. 上書き確認： 同名のファイルが存在している場合の処理を指定しま

す。 

① 上書許可 ③ 確認 

② エラー  

汎用パラメータ 6  ................................. 先フォルダ名格納セル： アップロードが成功した時に、アップロー

ドしたファイルのフォルダ名をセットするセル名を指定します。（補

足⑥） 

汎用パラメータ 7  ................................. 先ファイル名格納セル： アップロードが成功した時に、アップロー

ドしたファイル名（パスは含まない）をセットするセル名を指定しま

す。（補足⑥） 

汎用パラメータ 8  ................................. 初期フォルダ： ファイル選択ダイアログを表示する場合、どのフォ

ルダを初期表示するかを指定します。（補足⑦） 

① 前回のフォルダ ③ デスクトップ 

② マイドキュメント ④ 指定フォルダ 

汎用パラメータ 9  ................................. 指定フォルダ名： 「初期フォルダ」で“④ 指定フォルダ”が指定

された時に有効で、初期フォルダのパスを指定します。 

汎用パラメータ 10  ............................. ファイルの種類： タスクタイプ属性が⑤“ユーザ指定”の時に有効

で、ファイルの種類のフィルタ情報を指定します。（補足⑧） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 

 使用上の注意 

① オープンしているファイルを指定してアップロードすることはできません（既存のファイルを上書

き更新するかどうかの指定については、汎用パラメータ 5 の説明を参照）。 

② 「DBS サーバ」経由を指定した場合のアップロードできるファイルの最大サイズは、Web.config

で設定したサイズ（標準は１６ＭＢ）までです。また、アップロードしたファイルは、「DBS サー

バ」内のファイルの作成日付や更新日付になるので注意してください。 
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 補足 

① アップロードするファイル名をフルパスで指定します。 

 ダイアログ表示する場合は、フォルダ名の部分を除外したファイル名が、初期ファイル名とな

ります。 

 ダイアログを表示しない場合、存在しないファイルを指定するとエラーになります。 

 タスクタイプ属性で指定したファイルの種類に合致しない拡張子のファイルはアップロード

できません。 

タスクタイプ属性別のファイル種類に対する該当拡張子は次の通りです。 

タスクタイプ属性 拡張子 

画像 *.gif、*.jpg、*.jpeg、*.tif、*.tiff 

EXCEL ブック *.xls、*.xlsx 

テキスト *.csv、*.tsv、*.txt 

実行ファイル以外 （*.exe, *.bat, *.cgi, *.dll,*.com, *.cmd）以外 

ユーザ指定 任意の拡張子 

 http プロトコルには対応していません。ファイル名は、ドライブ名表記（ドライブ名：\フォ

ルダ名\・・・）、もしくはＵＮＣ表記（\\サーバ名\共有名\フォルダ名\・・・）で指定し

てください。 

② 汎用パラメータ 1「元・ファイル名」が空白の場合は、指定の有無に関わらずダイアログを表示し

ます。 

③ アップロード先のホストが、DBS サーバ（Web サーバ）内のフォルダの場合には“DBS サーバ”

を指定してください。（省略時は“DBS サーバ”が初期値なので注意！）   

④ ファイル名を指定した時には、アップロードしたファイルの名称は指定したファイル名に置き換わ

ります。フォルダ名のみ指定した場合は指定したファイル名で登録されます。 

⑤ 「上書き確認」の選択肢と内容は以下のとおりです。 

1. 上書許可：常に上書きを許可します。 

2. エラー ：常にエラーとします。 

3. 確認  ：確認メッセージを表示します。 

⑥ ファイル選択ダイアログで選択したファイルのファイル名を Excel シート上に格納させたい時など

に使用します。「セル指定属性」で“間接”を指定した時は「間接アドレス」の動作に変化します。 

⑦ ファイル選択ダイアログが表示された時のみ有効となります。 

⑧ ガイド文字列と拡張子文字列をペアにし繰り返し列挙します。（区切り文字は”|”） 

 書式：「ガイド文字列 1|拡張子文字列 1|ガイド文字列 2|拡張子文字列 2|･･･」 

拡張子文字列は、複数の拡張子を指定できます。（区切り文字列は”;”） 

 書式：「拡張子 1;拡張子 2;|拡張子 3;･･･」 

  例）「画像ファイル|*. gif;*.jpg;*.jpeg;*.tif;*.tiff|全てのファイル|*.*」 

 省略時は「EXCEL ブック(*.xls,*.xlsx)|*.xls;*.xlsx」が指定されたものとして処理します。 
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 使用例 

「322：ファイルアップロード」の使用例です。 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

A･････この例では、セル指定属性＝“間接”により、シート上に設定した定義名に該当するセルの値で

処理条件を指定しています。 

B･････それぞれの処理条件をシート上の定義名で指定します。 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「アップロード」 

 

 

 

A･････セルの定義名：「アップロード_パス名」～「アップロード_ファイルの種類」 

B･････間接的に指定された「フォルダ名」、「ファイル名」のセル（E21、E22） 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * ファイルアップロード

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 322

6 タスクタイプ名 * ファイルアップロード

7 タスクタイプ属性 * ユーザ指定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 ファイルアップロード

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 元・ファイル名 @アップロード_パス名

18 汎用パラメータ2 元・ダイアログ表示 @アップロード_ダイアログ表示

19 汎用パラメータ3 ファイルのホスト @アップロード_ファイルのホスト

20 汎用パラメータ4 アップロード先 @アップロード_アップロード先

21 汎用パラメータ5 上書き確認 @アップロード_上書き確認

22 汎用パラメータ6 先フォルダ名格納セル @アップロード_フォルダ名

23 汎用パラメータ7 先ファイル名格納セル @アップロード_ファイル名

24 汎用パラメータ8 初期フォルダ @アップロード_表示フォルダ

25 汎用パラメータ9 指定フォルダ名 @アップロード_ダイアログ用フォルダ

26 汎用パラメータ10 ファイルの種類 @アップロード_ファイルの種類

A 

B 

A B 
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2.68 323：ファイルダウンロード 
タスクタイプ属性（画像、EXCEL ブック、テキスト、実行ファイル以外、ユーザ指定） 

 機能 

① Web サーバやＬＡＮ上のサーバからファイルを指定されたフォルダにダウンロード（もしくはコピ

ーして保存）します。ファイルホストに「DBS サーバ」を指定することにより、IIS で公開されて

いないフォルダからダウンロードすることが可能です（ファイルホストに「ネットワーク」を指定

した場合は、クライアントから見えるフォルダのみとなり、結果的にはファイルコピーと同様の処

理）。 

② ダウンロードする複写元のファイル名や複写先のファイル名は、予め固定値を設定しておくことも、

ダイアログを使用して任意のファイル名を入力させることも可能です（複写元のファイル名につい

ては、ファイルホストに「ネットワーク」を指定した場合のみ）。 

③ タスクタイプ属性を指定することにより、ファイルの種類を指定することが可能です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “323” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “ファイルダウンロード”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... ダウンロードするファイルの種類を指定します。(省略丌可) 

① 画像 ④ 実行ファイル以外 

② EXCEL ブック ⑤ ユーザ指定 

③ テキスト  

 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * ファイルダウンロード

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 323

6 タスクタイプ名 * ファイルダウンロード

7 タスクタイプ属性 * ユーザ指定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 ファイルダウンロード 現在のシートを表示します

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定 @ダウンロード開始判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 元・ファイル名 @ダウンロード_元・ファイル名 補足①

18 汎用パラメータ2 元・ダイアログ表示 @ダウンロード_元・ダイアログ表示 無し 補足②

19 汎用パラメータ3 ファイルのホスト @ダウンロード_ファイルのホスト DBSサーバ 補足③

20 汎用パラメータ4 先・ダイアログ表示 @ダウンロード_先・ダイアログ表示 無し

21 汎用パラメータ5 先・フォルダ名 @ダウンロード_先・フォルダ名

22 汎用パラメータ6 先・ファイル名 @ダウンロード_先・ファイル名 補足④

23 汎用パラメータ7 上書き確認 @ダウンロード_上書き確認 確認 補足⑤

24 汎用パラメータ8 フォルダ表示 @ダウンロード_フォルダ表示 表示しない

25 汎用パラメータ9 元・初期フォルダ @ダウンロード_元・表示フォルダ 前回のフォルダ 補足⑥

26 汎用パラメータ10 元・指定フォルダ名 @ダウンロード_元・ダイアログ用フォルダ マイドキュメント

27 汎用パラメータ11 先・初期フォルダ @ダウンロード_先・表示フォルダ 前回のフォルダ 補足⑦

28 汎用パラメータ12 先・指定フォルダ名 @ダウンロード_先・ダイアログ用フォルダ マイドキュメント

29 汎用パラメータ13 ファイルの種類 @ダウンロード_ファイルの種類 実行ファイル以外(*.*)|*.* 補足⑧

タスク定義編集画面の範囲
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BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 元・ファイル名： ダウンロードするファイルのファイル名（パスを

含む）を指定します。（補足①） 

汎用パラメータ 2 ................................... 元・ダイアログ表示： ダウンロードするファイルのファイル選択の

ダイアログ表示の有無を指定します。（補足②） 

① (空白) 

② 有り 

汎用パラメータ 3 ................................... ファイルのホスト： ファイルをダウンロードするホストのタイプを

指定します。（補足③） 

① ネットワーク 

② DBS サーバ 

汎用パラメータ 4 ................................... 先・ダイアログ表示： ダウンロード先ファイルのファイル選択のダ

イアログ表示の有無を指定します。 

① (空白) 

② 有り 

汎用パラメータ 5 ................................... 先・フォルダ名： ダウンロード先のフォルダ名を指定します。 

汎用パラメータ 6 ................................... 先・ファイル名： ダウンロード先のファイル名を指定します。 

（補足④） 

汎用パラメータ 7 ................................... 上書き確認： 同名のファイルが存在している場合の処理を指定しま

す。 

① 上書許可 ③ 確認 

② エラー  
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汎用パラメータ 8 ................................... フォルダ表示： 保存後のフォルダ表示を指定します。「表示する」

を選択した場合は、保存後エクスプローラを起動してフォルダを表示

します。 

① 表示する 

② 表示しない 

汎用パラメータ 9 ................................... 元・初期フォルダ： ダウンロード元のファイル選択ダイアログを表

示する場合、どのフォルダを初期表示するかを指定します。（補足⑥） 

① 前回のフォルダ ③ デスクトップ 

② マイドキュメント ④ 指定フォルダ 

汎用パラメータ 10 ............................... 元・指定フォルダ名： 「元・初期フォルダ」（汎用パラメータ 9）

で“指定フォルダ”が指定された時に有効で、ダウンロード元の初期

フォルダのパスを指定します。 

汎用パラメータ 11 ............................... 先・初期フォルダ： ダウンロード先のファイル選択ダイアログを表

示する場合、どのフォルダを初期表示するかを指定します。（補足⑦） 

① 前回のフォルダ ③ デスクトップ 

② マイドキュメント ④ 指定フォルダ 

汎用パラメータ 1２  ............................ 先・指定フォルダ名： 「先・初期フォルダ」（汎用パラメータ 11）

で“指定フォルダ”が指定された時に有効で、ダウンロード先の初期

フォルダのパスを指定します。 

汎用パラメータ 13  ............................. ファイルの種類： タスクタイプ属性が⑤“ユーザ指定”の時に有効

で、ファイルの種類のフィルタ情報を指定します。（補足⑧） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① オープンしているファイルを複写先に指定してダウンロードすることはできません（既存のファイ

ルを上書き更新するかどうかの指定については、汎用パラメータ 7 の説明を参照）。 

② 「DBS サーバ」経由を指定した場合のダウンロードできるファイルの最大サイズは、Web.config

で設定したサイズ（標準は１６ＭＢ）までです。 
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 補足 

① ダウンロードするファイル名をフルパスで指定します。 

 ダイアログ表示する場合は、フォルダ名の部分を除外したファイル名が、初期ファイル名とな

ります。 

 ダイアログを表示しない場合、存在しないファイルを指定するとエラーになります。 

 タスクタイプ属性で指定したファイルの種類に合致しない拡張子のファイルはダウンロード

できません。 

タスクタイプ属性別のファイル種類に対する該当拡張子は次の通りです。 

タスクタイプ属性 拡張子 

画像 *.gif、*.jpg、*.jpeg、*.tif、*.tiff 

EXCEL ブック *.xls、*.xlsx 

テキスト *.csv、*.tsv、*.txt 

実行ファイル以外 （*.exe, *.bat, *.cgi, *.dll,*.com, *.cmd）以外 

ユーザ指定 任意の拡張子 

 http プロトコルには対応していません。ファイル名は、ドライブ名表記（ドライブ名：\フォ

ルダ名\・・・）、もしくはＵＮＣ表記（\\サーバ名\共有名\フォルダ名\・・・）で指定し

てください。 

② 汎用パラメータ 1「元・ファイル名」が空白の場合は、指定の有無に関わらずダイアログを表示し

ます。 

但し、汎用パラメータ 3「ファイルのホスト」が“DBS サーバ”の場合はダイアログを表示するこ

とはできません。 

③ ダウンロード元のホストが、DBS サーバ（Web サーバ）内のフォルダの場合には“DBS サーバ”

を指定してください（省略時は“DBS サーバ”が初期値なので注意！）。 

④ 「先・ファイル名」（汎用パラメータ 6）を指定した場合には、ダウンロードしたファイルの名称は

指定したファイル名に置き換わります。指定しない場合はダウンロード元のファイル名で登録され

ます。 

⑤ 「上書き確認」の選択肢と内容は以下のとおりです。 

4. 上書許可：常に上書きを許可します。 

5. エラー ：常にエラーとします。 

6. 確認  ：確認メッセージを表示します。 

⑥ 汎用パラメータ 2 でダウンロード元の「元・ダイアログ表示」に“有り”が指定された時のみ有効

となります。 

⑦ 汎用パラメータ 4 でダウンロード先の「先・ダイアログ表示」に“有り”が指定された時のみ有効

となります。 

⑧ ガイド文字列と拡張子文字列をペアにし繰り返し列挙します。（区切り文字は”|”） 

 書式：「ガイド文字列 1|拡張子文字列 1|ガイド文字列 2|拡張子文字列 2|･･･」 

拡張子文字列は、複数の拡張子を指定できます。（区切り文字列は”;”） 

 書式：「拡張子 1;拡張子 2;|拡張子 3;･･･」 

  例）「画像ファイル|*. gif;*.jpg;*.jpeg;*.tif;*.tiff|全てのファイル|*.*」 

 省略時は「EXCEL ブック(*.xls,*.xlsx)|*.xls;*.xlsx」が指定されたものとして処理します。 
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 使用例 

「323：ファイルダウンロード」の使用例です。 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

 

A･････この例では、セル指定属性＝“間接”により、シート上に設定した定義名に該当するセルの値で

処理条件を指定しています。 

B･････それぞれの処理条件をシート上の定義名で指定します。 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「ダウンロード」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A･････セルの定義名：「ダウンロード_元・ファイル名」～「ダウンロード_ファイルの種類」 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * ファイルダウンロード

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 323

6 タスクタイプ名 * ファイルダウンロード

7 タスクタイプ属性 * ユーザ指定

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 ファイルダウンロード

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 元・ファイル名 @ダウンロード_元・ファイル名

18 汎用パラメータ2 元・ダイアログ表示 @ダウンロード_元・ダイアログ表示

19 汎用パラメータ3 ファイルのホスト @ダウンロード_ファイルのホスト

20 汎用パラメータ4 先・ダイアログ表示 @ダウンロード_先・ダイアログ表示

21 汎用パラメータ5 先・フォルダ名 @ダウンロード_先・フォルダ名

22 汎用パラメータ6 先・ファイル名 @ダウンロード_先・ファイル名

23 汎用パラメータ7 上書き確認 @ダウンロード_上書き確認

24 汎用パラメータ8 フォルダ表示 @ダウンロード_フォルダ表示

25 汎用パラメータ9 元・初期フォルダ @ダウンロード_元・表示フォルダ

26 汎用パラメータ10 元・指定フォルダ名 @ダウンロード_元・ダイアログ用フォルダ

27 汎用パラメータ11 先・初期フォルダ @ダウンロード_先・表示フォルダ

28 汎用パラメータ12 先・指定フォルダ名 @ダウンロード_先・ダイアログ用フォルダ

29 汎用パラメータ13 ファイルの種類 @ダウンロード_ファイルの種類

A 

B 

A 
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2.69 324：ファイル属性取得 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

① 指定したファイルの属性（ファイルサイズ、タイムスタンプ等）を取得し、所定のセルに展開しま

す。 

② ファイルホストに「DBS サーバ」を指定することにより、IIS で公開されていないフォルダのファ

イルに対してもファイル属性の取得が可能です（ファイルホストに「ネットワーク」を指定した場

合は、クライアントから見えるファイルのみ取得可能）。 

③ ファイル選択機能が利用可能です。ダイアログを使用して任意のファイル名を入力させることがで

きます。汎用パラメータの指定により、ファイルの種類を指定できます。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “324” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “ファイル属性取得”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... 指定丌可 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * イメージ保存

4 処理順NO * 4

5 タスクタイプNO * 324

6 タスクタイプ名 * ファイル属性取得

7 タスクタイプ属性

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 イメージ保存 現在のシートを表示します

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 ファイル名 @イメージ保存_保存ファイル名 補足①

18 汎用パラメータ2 ダイアログ表示 無し 補足②

19 汎用パラメータ3 ファイルのホスト @イメージ保存_ファイルのホストDBSサーバ 補足③

20 汎用パラメータ4 初期フォルダ 前回のフォルダ 補足④

21 汎用パラメータ5 指定フォルダ名 マイドキュメント

22 汎用パラメータ6 ファイルの種類 実行ファイル以外(*.*)|*.* 補足⑤

23 汎用パラメータ7 フォルダ名 補足⑥

24 汎用パラメータ8 ファイル名 補足⑥

25 汎用パラメータ9 ファイルサイズ @イメージ保存_ファイルサイズ 補足⑦

26 汎用パラメータ10 ファイル作成日 @イメージ保存_作成時刻 補足⑦

27 汎用パラメータ11 ファイル更新日 @イメージ保存_更新時刻 補足⑦

28 汎用パラメータ12 ファイル最終アクセス日時 @イメージ保存_アクセス時刻 補足⑦

タスク定義編集画面の範囲
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シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... ファイル名： ファイル属性を取得するファイルのファイル名（パス

を含む）を指定します。（補足①） 

汎用パラメータ 2 ................................... ダイアログ表示： ファイル選択のダイアログ表示の有無を指定しま

す。（補足②） 

① (空白) 

② 有り 

汎用パラメータ 3 ................................... ファイルのホスト： 取得するファイルの格納されたホストのタイプ

を指定します。（補足③） 

① ネットワーク 

② DBS サーバ 

汎用パラメータ 4 ................................... 初期フォルダ： ファイル選択ダイアログを表示する場合、どのフォ

ルダを初期表示するかを指定します。（補足④） 

① 前回のフォルダ ③ デスクトップ 

② マイドキュメント ④ 指定フォルダ 

汎用パラメータ 5 ................................... 指定フォルダ名： 「初期フォルダ」で“指定フォルダ”が指定され

た時に有効で、初期フォルダのパスを指定します。 

汎用パラメータ 6 ................................... ファイルの種類： ファイルの種類のフィルタ情報を指定します。 

（補足⑤） 

汎用パラメータ 7 ................................... フォルダ名： ファイルのフォルダ名（ファイル名は含まない）をセ

ットするセルを指定します。（補足⑥） 

汎用パラメータ 8 ................................... ファイル名： ファイル名（パスは含まない）をセットするセルを指

定します。（補足⑥） 

汎用パラメータ 9 ................................... ファイルサイズ： ファイルサイズ（ＫＢ）をセットするセルを指定

します。（補足⑦） 

汎用パラメータ 10 ............................. ファイル作成日： ファイル作成日時をセットするセルを指定します。

（補足⑦） 
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汎用パラメータ 11 ............................. ファイル更新日： ファイル更新日時をセットするセルを指定します。

（補足⑦） 

汎用パラメータ 12 ............................... ファイル最終アクセス日時： ファイル最終アクセス日時をセットす

るセルを指定します。（補足⑦） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 

 使用上の注意 

① ファイルホストに「DBS サーバ」を指定する場合や、ファイル選択機能を使用しない場合は、指定

するファイル名はパス名を含めて指定します。存在しないファイルを指定することはできません。 

 

 

 補足 

① ファイル属性を取得するファイル名をフルパスで指定します。 

 ダイアログ表示する場合は、フォルダ名の部分を除外したファイル名が、初期ファイル名とな

ります。 

 ダイアログを表示しない場合、存在しないファイルを指定するとエラーになります。 

 http プロトコルには対応していません。ファイル名は、ドライブ名表記（ドライブ名：\フォ

ルダ名\・・・）、もしくはＵＮＣ表記（\\サーバ名\共有名\フォルダ名\・・・）で指定し

てください。 

② 汎用パラメータ 1「ファイル名」が空白の場合は、指定の有無に関わらずダイアログを表示します。 

③ アップロード先のホストが、DBS サーバ（Web サーバ）内のフォルダの場合には“DBS サーバ”

を指定してください（省略時は“DBS サーバ”が初期値なので注意が必要！）。 

④ ファイル選択ダイアログが表示される場合のみ有効となります。 

⑤ ガイド文字列と拡張子文字列をペアにし繰り返し列挙します。（区切り文字は”|”） 

 書式：「ガイド文字列 1|拡張子文字列 1|ガイド文字列 2|拡張子文字列 2|･･･」 

拡張子文字列は、複数の拡張子を指定できます。（区切り文字列は”;”） 

 書式：「拡張子 1;拡張子 2;|拡張子 3;･･･」 

  例）「画像ファイル|*. gif;*.jpg;*.jpeg;*.tif;*.tiff|全てのファイル|*.*」 

 省略時は「EXCEL ブック(*.xls,*.xlsx)|*.xls;*.xlsx」が指定されたものとして処理します。 

⑥ ファイル選択ダイアログで選択したファイルのファイル名を Excel シート上に格納させたい時など

に使用します。「セル指定属性」で“間接”を指定した時は「間接アドレス」の動作に変化します。 

⑦ 取得した属性情報を格納するセルを指定します。「セル指定属性」で“間接”を指定した時は「間接

アドレス」の動作に変化します。 
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 使用例 

「324：ファイル属性取得」の使用例です。 

この例では、タスクタイプ「イメージ保存」で保存したファイルの属性を取得しています。 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

 

A･････この例では、セル指定属性＝”間接”により、シート上に設定した定義名に該当するセルの値で

処理条件を指定しています。 

B･････それぞれの処理条件をシート上の定義名で指定します。 

「ファイル名」が正しく取得できない時など、自動的にダイアログを表示しますので注意してく

ださい。 

「ファイルのホスト」は、指定なしの場合は“ＤＢＳサーバ”扱いとなるので注意してください。 

汎用パラメータ 9～汎用パラメータ 12 で取得した情報を格納するセルのアドレスを指定します。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * イメージ保存

4 処理順NO * 4

5 タスクタイプNO * 324

6 タスクタイプ名 * ファイル属性取得

7 タスクタイプ属性

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 イメージ保存

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 ファイル名 @イメージ保存_保存ファイル名

18 汎用パラメータ2 ダイアログ表示

19 汎用パラメータ3 ファイルのホスト @イメージ保存_ファイルのホスト

20 汎用パラメータ4 初期フォルダ

21 汎用パラメータ5 指定フォルダ名

22 汎用パラメータ6 ファイルの種類

23 汎用パラメータ7 フォルダ名

24 汎用パラメータ8 ファイル名

25 汎用パラメータ9 ファイルサイズ @イメージ保存_ファイルサイズ

26 汎用パラメータ10 ファイル作成日 @イメージ保存_作成時刻

27 汎用パラメータ11 ファイル更新日 @イメージ保存_更新時刻

28 汎用パラメータ12 ファイル最終アクセス日時 @イメージ保存_アクセス時刻

A 

B 
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Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「イメージ保存」 

 

 

 

 

 

A･････「イメージ保存」のサンプルに対して、定義を追加した領域 

B･････セルの定義名：「イメージ保存_保存ファイル名」と「イメージ保存_ファイルのホスト」 

「イメージ保存_保存ファイル名」は、保存ファイル名のフォルダ名とファイル名を連結 

C･････セルの定義名：「イメージ保存_ファイルサイズ」～「イメージ保存_アクセス時刻」 

D･････ファイル属性の取得結果を表示（C によって、間接的に指定されている） 

 

補足 

イメージ保存の処理後、ファイル属性を実行しますが、必要に応じて「シート切替」や「自動計算」

を実行する必要があります。 

 

   

  

タスク名 処理順NO タスクタイプNO タスクタイプ名 タスクタイプ属性
イメージ保存 1 427 イメージ保存
イメージ保存 2 403 シート切替
イメージ保存 3 417 自動計算 再計算実行
イメージ保存 4 324 ファイル属性取得

Ｃ Ｂ 
A 

Ｄ 
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2.70 325：メール送信 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

① メールを送信します。 

② セル指定属性を「間接」に設定することで、本文や宛先などを可変にしてメールを送信することが

できます。 

↔「セル指定属性」、「汎用パラメータ 3～7」の設定。 

③ 繰り返し回数（セル指定属性が「間接」の時のみ有効）を指定することにより、宛先のアドレスを

順に変更しながら、繰り返してメールを送信することができます。 

↔「汎用パラメータ 2」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 5500

3 タスク名 * メール送信

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 325

6 タスクタイプ名 * メール送信

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名 メール送信例 開始時のシート名

10 シート保護有無

11 シート保護解除PW

12 処理条件判定セル  実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

15 セル指定属性 直接

16 汎用パラメータ1 送信者アドレス user1@abcd.co.jp 送信者アドレスなしとする

17 汎用パラメータ2 繰返し回数 1（回） 補足①

18 汎用パラメータ3 件名 ご挨拶 件名なしとする

19 汎用パラメータ4 本文 こんにちは、お元気ですか。 本文なしとする

20 汎用パラメータ5 宛先 user2@efgh.co.jp 宛先なしとする 補足②

21 汎用パラメータ6 CC user3@efgh.co.jp CCなしとする 補足②

22 汎用パラメータ7 BCC BCCなしとする 補足②

タスク定義編集画面の範囲



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
340 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “325”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“メール送信”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... 何も指定しません。 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 送信者のメールアドレスを指定します。 

汎用パラメータ 2 ................................... メール送信の繰り返し回数を指定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... メールの件名を指定します。 

汎用パラメータ 4 ................................... メールの本文を指定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... 宛先のメールアドレスを指定します。 

汎用パラメータ 6 ................................... ＣＣのメールアドレスを指定します。 

汎用パラメータ 7 ................................... ＢＣＣのメールアドレスを指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 
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（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 使用上の注意 

① メール送信を行うためには、あらかじめサーバ版の管理者画面で、ＤＢＳサーバからメールを送信

するためのＳＭＴＰの接続設定やパスワードの設定を行っておく必要があります。 

② 送信者のアドレス（「汎用パラメータ 1」の設定）は、迷惑メール防止のため直接設定(定義)のみ有

効になっています。 

③ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセルにデータを書き込む際に、セルに保

護がかかっている時は、保護の解除指定（「シート保護有無」／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を

行う必要があります。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 2」の繰り返し回数は、メールサーバの設定により同報メール送信ができない場

合などに有効です。 

② 宛先（「汎用パラメータ 5」）、ＣＣ（「汎用パラメータ 6」）、ＢＣＣ（「汎用パラメータ 7」）は、;(セ

ミコロン)を区切り記号にして複数を列挙して指定することができます。 
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 使用例 

◎「メール送信」ボタンを押すと、以下の内容のメールを送信する使用例を示します。 

 ・送信者：user1@abc.co.jp 

 ・ 件名：ご挨拶 

 ・ 本文：お世話になっています。 

 ・ 宛先：sales.si@ncm07.jp 

 ・ ＣＣ：なし 

 ・ＢＣＣ：なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

３）タスク定義の例 

 

 

※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

  

「メール送信」ボタンを押すと、メールを送信します。 

mailto:user1@abc.co.jp
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2.71 330：画像 PDF 表示 
タスクタイプ属性（内部ブラウザ、外部ブラウザ、内部ブラウザ閉じる） 

 機能 

① 画像ファイル、PDF ファイル等を画面に表示します。 

② タスクタイプ属性で表示方式を指定します。 

(ア) 内部ブラウザ ： dbSheetClient のサブウィンドウを起動します。 

(イ) 外部ブラウザ ： マイクロソフト社の InternetExplorer を起動します。 

③ 表示するファイル（ページ）はパラメータで指定します。ローカルディスクのパス名及びファイル

名、Web サイトの URL 等により指定が可能です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “330” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “画像 PDF 表示”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。(省略丌可)  

① (空白) ③ 外部ブラウザ 

② 内部ブラウザ ④内部ブラウザ閉じ

る 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 
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シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２）  

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 表示するファイル（ページ）のパス名、ＵＲＬ等を指定します。 

汎用パラメータ 2 ................................... 表示するファイル（ページ）のファイル名を指定します。汎用パラメ

ータ１でフルパスを指定した場合は省略が可能です。 

汎用パラメータ３ ................................... 表示しない：アドレスが見えないようにします。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① PDF ファイルを表示させるには、クライアント環境に AcrobatReader 等をインストールする必要

があります。 

② 内部ブラウザで PDF ファイルを開いた時は、dbSheetClient 終了時に AcrobatReader の終了を

待つために、外部ブラウザで開いた場合よりも若干時間が長くかかります。 

 

 補足 

① 通常、汎用パラメータ 1 でパス名を、汎用パラメータ 2 でファイル名を指定しますが、汎用パラメ

ータ 1 でフルパスを指定した場合は、汎用パラメータ 2 の指定を省略できます。 

また、汎用パラメータ 1 でパス名を指定する場合、パス名末尾の ”/” や ”\” は省略できます。 

② タスクタイプ属性で”内部ブラウザ”を指定した場合、表示できるファイルの拡張子は次のものです。 

 ".txt", ".htm", "html", ".pdf", ".jpg", ".gif", "jpeg", ".ini", ".log" 

また、下記の Excel や Word 関連のファイルは表示できません。 

 ".xls", ".xlt", "xlsx", ".doc", "docx", ".csv", ".tsv" 
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 使用例 

「タスクタイプ：画像 PDF 表示」の使用例です。 

タスクタイプ属性で”内部ブラウザ”指定時 

 

 

タスクタイプ属性で”外部ブラウザ”指定時 
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定義するシート： 

● タスク定義（タスク一覧を含む） 

● Excel シート 

 

タスク定義の例 

   

A · · · · · · · ·  タスクタイプ属性で内部ブラウザか外部ブラウザを指定します。 

B · · · · · · · ·  このタスクで使用するブック定義に登録済のブックファイル名（“Sample.xls”）です。 

C · · · · · · · ·  実行時に表示するシートを指定省略すると、表示するシートはかわりません。 

D · · · · · · · ·  セル指定属性で「間接」を指定した例です。汎用パラメータ 1 と汎用パラメータ 2 でそれぞ

れパス名とファイル名を指定しますが、この例では、値の格納された Excel シート登録済の

セル定義名を指定しています。＜定義名選択＞で選択した場合は、「@」が先頭に付加されま

す。（ Excel シート参照） 

 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「画像 PDF 表示」 

 

 

 

A · · · · · · ·  タスク定義のパラメータ 1＝“画像ＰＤＦ表示_PDFDir”  

B · · · · · · ·  タスク定義のパラメータ 2＝“画像ＰＤＦ表示_PDFFile”  

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 画像ＰＤＦ表示

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 330

6 タスクタイプ名 * 画像PDF表示

7 タスクタイプ属性 内部ブラウザ

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 画像ＰＤＦ表示

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 パス名 @画像ＰＤＦ表示_WebDir

18 汎用パラメータ2 ファイル名 @画像ＰＤＦ表示_WebFile

A B C D E F G H I J K
1
2 ３２０．画像ＰＤＦ表示
3

4
5
6

7
8 操作：　dbSheetClientで作成されているボタンをクリックして、実行結果を確認してみましょう。
9
10 【ＰＤＦローカル】ローカルPCのPDFファイルを第二ウィンドウに表示します。
11

12 ディレクトリー C:\dbSheetClient\Sample （@画像ＰＤＦ表示_PDFDir）

13 ファイル名 dbSheetClient.pdf （@画像ＰＤＦ表示_PDFFile）

14

機能　： 画像ファイルまたはＰＤＦファイルなどを、dbSheetClientの第二ウィンドウ（ブラウザ用ウィンドウ）に
表示します。
ホームページのアドレスを指定すると、ホームページが開きます。

【セル定義名】

A 

B

  C 

D 

A B 
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2.72 340：ファイル選択ダイアログ 
タスクタイプ属性（読込用、保存用） 

 機能 

① ファイル選択ダイアログを表示し、選択したファイルのファイル名を Excel シート上の指定のセル

に展開します。 

② タスクタイプ属性を指定することにより、読込用か保存用かを指定することが可能です。 

③ 汎用パラメータの指定により、ファイルの種類を指定することが可能です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “340” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “ファイル選択ダイアログ”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... 動作モードを指定します。(省略丌可) 

① 読込用 

② 保存用 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指
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定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 初期フォルダ： 初期表示するフォルダを指定します。（補足①） 

汎用パラメータ 2 ................................... ファイルの種類： ファイルの種類を指定します。（補足②） 

① 画像 ④ 実行ファイル以外 

② EXCEL ブック ⑤ ユーザ指定 

③ テキスト  

汎用パラメータ 3 ................................... フィルタ： 汎用パラメータ 2 で“ユーザ指定”を指定した時のフィ

ルタを指定します。（補足③） 

汎用パラメータ 4 ................................... 複数指定： 複数選択を許可する時には「複数」を指定します。 

（補足④） 

① 複数 

汎用パラメータ 5 ................................... フォルダ名格納セル： 選択したファイルのフォルダ名をセットする

セル名を指定します。（補足⑤） 

汎用パラメータ 6 ................................... ファイル名格納セル： 選択したファイル名（パスは含まない）をセ

ットするセル名を指定します。（補足⑤） 

汎用パラメータ 7 ................................... 初期表示ファイル名： セットされているときには、イニシャルファ

イルとして、ダイアログに表示できるようにした。（補足⑤） 

 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① タスクタイプ属性の“保存用”を選択した場合は、新規ファイル名の入力が可能です。“読込用”を

選択した場合は、既存のファイルしか指定できません。 

② タスクタイプ属性の“保存用”を選択した場合で、新規ファイル名の入力時、拡張子を省略すると

拡張子を自動的に付加します。ファイルの種類に対する付加される暗黙の拡張子は次の通りです。 

ファイルの種類 拡張子 

画像 *.gif 

EXCEL ブック *.xls 

テキスト *.txt 

実行ファイル以外 なし 

ユーザ指定 フィルタで指定した拡張子（複数あれば先頭に定義した拡張子） 

 

 補足 

① ファイル選択ダイアログを表示した時の初期フォルダを指定します。省略した場合は、前回の選択

フォルダを表示します。 

② ファイル種類に対する該当拡張子は次の通りです。 

ファイルの種類 拡張子 

画像 *.gif、*.jpg、*.jpeg、*.tif、*.tiff 

EXCEL ブック *.xls、*.xlsx 

テキスト *.csv、*.tsv、*.txt 

実行ファイル以外 （*.exe, *.bat, *.cgi, *.dll,*.com, *.cmd）以外 

ユーザ指定 「汎用パラメータ 3」で任意の拡張子を指定 

③ ガイド文字列と拡張子文字列をペアにし繰り返し列挙します。（区切り文字は”|”） 

 書式：「ガイド文字列 1|拡張子文字列 1|ガイド文字列 2|拡張子文字列 2|･･･」 

拡張子文字列は、複数の拡張子を指定できます。（区切り文字列は”;”） 

 書式：「拡張子 1;拡張子 2;|拡張子 3;･･･」 

  例）「画像ファイル|*. gif;*.jpg;*.jpeg;*.tif;*.tiff|全てのファイル|*.*」 

 省略時はすべてのファイルを表示します。 

④ “複数”を指定した時は、選択したファイルのパス名及びファイル名を、汎用パラメータ 5（フォ

ルダ名）及び汎用パラメータ 6（ファイル名）で指定したセルからそれぞれ行方向に展開します。 

タスクタイプ属性で“読込用”を指定した時だけ指定が可能です。“保存用”を指定した時は複数フ

ァイルの選択ができません。 

⑤  「セル指定属性」で“間接”を指定した時は「間接アドレス」の動作に変化します。 
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 使用例 

「340：ファイル選択」の使用例です。 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

A · · · · · · · ·  この例では、セル指定属性＝“間接”により、シート上に設定した定義名に該当するセルの

値で処理条件を指定しています。 

B · · · · · · · ·  それぞれの処理条件をシート上の定義名で指定します。 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「ファイル選択ダイアログ」 

 

 

 

A · · · · · · · ·  セルの定義名：「ファイル選択_初期フォルダ」～「ファイル選択_ファイル名セル」 

B · · · · · · · ·  間接的に指定された「フォルダ名」、「ファイル名」のセル（E18、E19） 

※この例では、「複数指定」の指定が無いものと想定しています。 

 

  

A 

B 

A B 
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2.73 341：サーバフォルダ削除 
タスクタイプ属性（フォルダ削除、ファイル削除） 

 機能 

① ＤＢＳサーバやネットワーク上（ローカルも含む）のフォルダの削除、またはファイルの削除を行

います。フォルダ削除の場合、指定したフォルダ以下のサブフォルダやファイルを全て削除します。 

↔「タスクタイプ属性」、「汎用パラメータ 1～4」の設定。 

② 削除対象のフォルダ内にサブフォルダやファイルが存在した時の動作（無条件削除／エラー／確認

メッセージ）を指定することができます。 

↔「汎用パラメータ 5」の設定。 

 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “341”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“サーバフォルダ削除”が自動設定されま

す。 

タスクタイプ属性 ................................... ①“フォルダ削除”：フォルダ削除を行う場合 

 ②“ファイル削除”：ファイル削除を行う場合 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9610

3 タスク名 * サーバフォルダ削除(ファイル削除)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 341

6 タスクタイプ名 * サーバフォルダ削除

7 タスクタイプ属性 ファイル削除

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 ファイル操作例 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 ホスト指定 ネットワーク DBSサーバ

18 汎用パラメータ2 削除対象 C:\dbSClient\ProjA\*.txt エラー

19 汎用パラメータ3 ファイルの種類 実行ファイル以外 補足①

20 汎用パラメータ4 ユーザ指定 *.* 補足②

21 汎用パラメータ5 削除確認 無条件削除 確認 補足③

タスク定義編集画面の範囲
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シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 削除するフォルダ/ファイルが存在するホストを指定します。 

① ネットワーク 

② DBS サーバ 

汎用パラメータ 2 ................................... 削除対象のフォルダ/ファイルのパス名を指定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... ファイル削除の場合、ファイルの種類を指定します。 

① 画像 ④ 実行ファイル以外 

② EXCEL ブック ⑤ ユーザ指定 

③ テキスト  

汎用パラメータ 4 ................................... 「汎用パラメータ 3」で「ユーザ指定」を指定した場合のファイルの

種類の記述（フィルタ）を指定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... 削除対象のフォルダ内にサブフォルダやファイルが存在した時の動

作を指定します。 

① 無条件削除 ③ 確認 

② エラー  

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 「ファイル操作」（タスクタイプ 342）のタスクタイプ属性（フォルダ削除、ファイル削除）で、

本タスクタイプと同等の機能が利用できるようになりましたので、そちらの利用を推奨します。 

② 「汎用パラメータ 2」で削除するフォルダやファイルの指定は、C:\･･･、D:\･･･のようにパス名で

指定してください。ホスト指定（「汎用パラメータ 1」の設定）で”DBS サーバ”を指定した場合も

同様です。 

（DBS サーバのアドレスが公開されていても、http://･･･のアドレス指定は丌可です。） 

③ 「汎用パラメータ 2」で削除するフォルダやファイルの指定で、ファイル削除の場合は*.txt、*.xls

のように*(ワイルドカード)を指定して該当するファイルの一括指定が可能ですが、フォルダ削除

の場合は*(ワイルドカード)は使用できません。 

④ 「汎用パラメータ 3」（ファイル種類の指定）と、「汎用パラメータ 4」（ユーザ指定の時のファイル

種類の記述指定）は、ファイル削除の時のみ有効です。 

⑤ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセルにデータを書き込む際に、セルに保

護がかかっている時は、保護の解除指定（「シート保護有無」／「シート保護解除 PW」の設定）を

行う必要があります。 

⑥ dbSheetClientからタスクを利用してアップロードしたファイルは削除可能ですが、「DBSサーバ」

内で「NT AUTHORITY\NETWORK SERVICE」でアクセス可能な権限が設定されていない手動

でコピーしたフォルダやファイルは、削除できない場合がありますので注意してください。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 3」のファイル種類の指定は以下から選択可能です。 

ファイルの種類 拡張子 

画像 *.gif、*.jpg、*.jpeg、*.tif、*.tiff 

EXCEL ブック *.xls、*.xlsx 

テキスト *.csv、*.tsv、*.txt 

実行ファイル以外 （*.exe, *.bat, *.cgi, *.dll,*.com, *.cmd）以外 

ユーザ指定 「汎用パラメータ４」で任意の拡張子を指定 

② 上記ファイル種類の指定で「ユーザ指定」を選択した場合、「汎用パラメータ 4」でファイル種類の

記述指定（フィルタ）を下記の例のように、ガイド文字列と拡張子の区切りを |、拡張子間を ; で

区切って指定します。 

例） “EXCEL ブック(*.xls,*.xlsx)|*.xls;*.xlsx” 

③ 「汎用パラメータ 5」の設定は、以下から選択可能です。 

・無条件削除：フォルダ内にサブフォルダやファイルが存在した時でも無条件に削除 

・エラー  ：フォルダ内にサブフォルダやファイルが存在した時には、常にエラー 

・確認   ：フォルダ内にサブフォルダやファイルが存在した時には、確認メッセージを表示 
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 使用例 

① 「フォルダ削除」ボタンを押すと、フォルダ “C:\Work\Folder1” を削除する。 

② 「ファイル削除」ボタンを押すと、ファイル “C:\Work\Folder2\*.*” を削除する。 

これらの使用例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

３）タスク定義の例 

 

 

※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

  

「フォルダ削除」ボタンを

押すと、削除の確認メッセ

ージを表示します。 

「ファイル削除」ボタンを押すと、無条件

で指定のファイルを削除します。 
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2.74 342：ファイル操作 
タスクタイプ属性（フォルダコピー、フォルダ移動、フォルダ削除、ファイルコピー、ファイル移動、ファイル削除） 

 機能 

① コピー(移動)元やコピー(移動/削除)先のフォルダ／ファイルが両方とも、クライアントＰＣを基

点とするネットワーク内（ローカルも含む）にあるか、ＤＢＳサーバを基点とするネットワーク内

にある場合に、フォルダやファイルのコピー(移動)または削除を行います。 

↔「タスクタイプ属性」、「汎用パラメータ 1～8」の設定。 

② コピー(移動/削除)先フォルダ内に同一名のサブフォルダやファイルが存在した時の動作（強制実

行／エラー／確認メッセージ）を指定することができます。 

↔「汎用パラメータ 9」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “342”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“ファイル操作”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... ①“フォルダコピー”：フォルダコピーを行う場合 

 ②“フォルダ移動” ：フォルダ移動を行う場合 

 ③“フォルダ削除” ：フォルダ削除を行う場合 

 ④“ファイルコピー”：ファイルコピーを行う場合 

 ⑤“ファイル移動” ：ファイル移動を行う場合 

 ⑥“ファイル削除” ：ファイル削除を行う場合 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9620

3 タスク名 * ファイル操作(フォルダコピー)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 342

6 タスクタイプ名 * ファイル操作

7 タスクタイプ属性 * フォルダコピー

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 ファイル操作例 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 ホスト指定 ネットワーク ネットワーク

18 汎用パラメータ2 ダイアログ表示 有り 無し

19 汎用パラメータ3 表示フォルダ 前回のフォルダ 前回のフォルダ

20 汎用パラメータ4 表示フォルダパス名

21 汎用パラメータ5 ファイルの種類 実行ファイル以外 補足①

22 汎用パラメータ6 ユーザ指定 *.* 補足②

23 汎用パラメータ7 コピー元

24 汎用パラメータ8 コピー先

25 汎用パラメータ9 強制実行確認 確認 補足③

26 汎用パラメータ10 先フォルダ名 コピー元フォルダ名

27 汎用パラメータ11 先ファイル名 コピー元ファイル名

28 汎用パラメータ12 結果の表示 表示しない

タスク定義編集画面の範囲
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BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... コピー/移動/削除するフォルダ/ファイルが存在する基点を指定しま

す。 

① ネットワーク 

② DBS サーバ 

汎用パラメータ 2 ................................... ファイル選択のダイアログ表示の有無を指定します。 

① (空白) 

② 有り 

汎用パラメータ 3 ................................... ファイル選択のダイアログで表示するフォルダを指定します。 

① 前回のフォルダ ③ デスクトップ 

② マイドキュメント ④ 指定フォルダ 

汎用パラメータ 4 ................................... 「汎用パラメータ 3」で「指定フォルダ」を指定した場合のダイアロ

グで表示するフォルダのパス名を指定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... ファイルコピー/移動/削除の場合、ファイルの種類を指定します。 

① 画像 ④ 実行ファイル以外 

② EXCEL ブック ⑤ ユーザ指定 

③ テキスト  

汎用パラメータ 6 ................................... 「汎用パラメータ 5」で「ユーザ指定」を指定した場合のファイルの

種類の記述（フィルタ）を指定します。 

汎用パラメータ 7 ................................. コピー(移動)元、または削除のフォルダ/ファイルのパスを指定します。 
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汎用パラメータ 8 ................................... コピー(移動)先のフォルダ/ファイルのパスを指定します。 

汎用パラメータ 9 ................................... 同一名のサブフォルダやファイルが存在した時の動作を指定します。 

① 強制実行 ③ 確認 

② エラー  

汎用パラメータ 10 ................................ ファイルフォルダのコピー(移動/削除)が成功した時に、コピー(移動)

先のフォルダ名または削除したフォルダ名をセットするセルを指定

します。 

汎用パラメータ 11 ................................ ファイルフォルダのコピー(移動/削除)が成功した時に、コピー(移動)

先のファイル名（パスは含まない）または削除したファイル名をセッ

トするセルを指定します。 

汎用パラメータ 12 ................................ コピー(移動)後にコピー(移動)先のフォルダを表示（エクスプローラ

を起動）するかどうかを指定します。 

① 表示する 

② 表示しない 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① コピー(移動)元とコピー(移動)先の基点が異なる、クライアントＰＣ↕ＤＢＳサーバ間のフォルダ

やファイルのコピー(移動)はできません。このような場合は、タスクタイプ 322（ファイルアップ

ロード）またはタスクタイプ 323（ファイルダウンロード）を利用してください。 

② コピー(移動/削除)元のフォルダやファイルの指定（「汎用パラメータ 7」）は、C:\･･･、D:\･･･の

ようにパス名で指定してください。ホスト指定（「汎用パラメータ 1」）で“DBS サーバ”を指定し

た場合も同様です。 

（DBS サーバのアドレスが公開されていても、http://･･･のアドレス指定は丌可です。） 

③ コピー(移動/削除)元のフォルダやファイルの指定（「汎用パラメータ 7」）で、ファイルコピー(移動

/削除)の場合は*.txt、*.xls のように*(ワイルドカード)を指定して該当するファイルの一括指定が可

能ですが、フォルダコピー(移動/削除)の場合は*(ワイルドカード)は使用できません。 

④ コピー(移動/削除)元のフォルダやファイルの指定（「汎用パラメータ 7」）で、空白を指定した場合、

ファイル選択のダイアログを表示します。（ホスト指定（「汎用パラメータ 1」）で、”ネットワーク”

を指定した場合のみ有効で、”DBS サーバ”を指定時はエラーとなります。） 

⑤ ファイル種類の指定（「汎用パラメータ 5」）と、ユーザ指定の時のファイル種類の記述指定（「汎用

パラメータ 6」）は、ファイルコピー(移動/削除)の時のみ有効です。 

⑥ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセルにデータを書き込む際に、セルに保

護がかかっている時は、保護の解除指定（「シート保護有無」／「シート保護解除 PW」項目の設定）

を行う必要があります。 

⑦ コピー(移動)するフォルダやファイルにアクセス権限が不えられていない場合は、エラーになりま
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すので注意してください。 

⑧ dbSheetClientからタスクを利用してアップロードしたファイルは削除可能ですが、「DBSサーバ」

内で「NT AUTHORITY\NETWORK SERVICE」でアクセス可能な権限が設定されていない手動

でコピーしたフォルダやファイルは、移動や削除ができない場合がありますので注意してください。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 5」のファイル種類の指定は以下から選択可能です。 

ファイルの種類 拡張子 

画像 *.gif、*.jpg、*.jpeg、*.tif、*.tiff 

EXCEL ブック *.xls、*.xlsx 

テキスト *.csv、*.tsv、*.txt 

実行ファイル以外 （*.exe, *.bat, *.cgi, *.dll,*.com, *.cmd）以外 

ユーザ指定 「汎用パラメータ 6」で任意の拡張子を指定 

② 上記ファイル種類の指定で「ユーザ指定」を選択した場合、「汎用パラメータ 6」でファイル種類の

記述指定（フィルタ）を下記の例のように、ガイド文字列と拡張子の区切りを |、拡張子間を ; で

区切って指定します。 

例） “EXCEL ブック(*.xls,*.xlsx)|*.xls;*.xlsx” 

③ 「汎用パラメータ 9」の設定は、以下から選択可能です。 

・強制実行：フォルダ内にサブフォルダやファイルが存在した時でも上書きコピー・移動・削除を 

許可 

・エラー ：フォルダ内にサブフォルダやファイルが存在した時には、常にエラー 

・確認  ：フォルダ内にサブフォルダやファイルが存在した時には、確認メッセージを表示 
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 使用例 

① 「フォルダコピー」ボタンを押すと、フォルダ選択ダイアログで選択したフォルダ以下のファイル 

を「汎用パラメータ８」で設定した場所へコピーします。 

② 「フォルダ移動」ボタンを押すと、フォルダ選択ダイアログで選択したフォルダ以下のファイルを 

「汎用パラメータ８」で設定した場所へ移動します。 

③ 「フォルダ削除」ボタンを押すと、フォルダ選択ダイアログで選択したフォルダを削除します。 

④ 「ファイルコピー」ボタンを押すと、ファイル選択ダイアログで選択したファイルを「汎用パラメー

タ８」で設定した場所へコピーします。 

⑤ 「ファイル移動」ボタンを押すと、ファイル選択ダイアログで選択したファイルを「汎用パラメータ 

８」で設定した場所へ移動します。 

⑥ 「ファイル削除」ボタンを押すと、ファイル選択ダイアログで選択したファイルを削除します。 

これらの使用例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※「フォルダコピー」ボタンを押した場合の例  ※「ファイルコピー」ボタンを押した場合の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「フォルダコピー」、「フォルダ移動」、「フォル

ダ削除」ボタンを押すと、フォルダ選択ダイア

ログを表示します。ここで選択したフォルダに

対して、それぞれの動作（コピー／移動／削除）

を行います。 

「ファイルコピー」、「ファイル移動」、「ファイ

ル削除」ボタンを押すと、ファイル選択ダイア

ログを表示します。ここで選択したファイルに

対して、それぞれの動作（コピー／移動／削除）

を行います。 



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
360 

◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

 

 

３）タスク定義の例 

 

 

 

 

※各タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 
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2.75 401：直接展開 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

展開定義で数式または値と Excel シートのセル位置を指定し、直接展開します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “401” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “直接展開”は自動表示します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

DNO ............................................................. 実行時に Excel に展開するセル位置が定義してある DNO を指定しま

す。DNO は展開定義にて登録します。（注１） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 6100

3 タスク名 * 直接展開(文字)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 401

6 タスクタイプ名 * 直接展開

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名 直接展開

10 DNO 6100 (実行時にエラー)

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲
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 使用上の注意 

① タスク定義時点では、DNO を未指定にしても警告が出るのみで続行可能ですが、未指定のまま実

行するとエラーになります。必ず DNO を指定するようにしてください。 

 

 補足 

① 展開先・展開内容については、展開定義に複数定義することが可能です。 

 

 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････DNO に展開定義を指定します。 

 

展開定義の例を示します。 

 

このようにひとつの展開定義(DNO)の中に、複数の数式や値をそれぞれ別個の場所に展開することがで

きます。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 6100

3 タスク名 * 直接展開_Demo

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 401

6 タスクタイプ名 * 直接展開

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名 直接展開

10 DNO 6100

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

A

B C D E F G H I L M N
1 DNO データ展開名 処理順NO 定義区分 タイプ タスク・展開属性 データ項目名 数式OR値 シート名 セル指定属性 セル範囲

2 6100 直接展開_Demo 1 タスク定義 直接展開 40026 Demo @直接展開_A

3 6100 直接展開_Demo 2 タスク定義 直接展開 文字データ Demo @直接展開_B

4 6100 直接展開_Demo 3 タスク定義 直接展開 =NOW() Demo @直接展開_C

5 6100 直接展開_Demo 4 タスク定義 直接展開 =B5+D5/2 Demo @直接展開_D

6
7
8
9
10
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2.76 402：ピボットテーブル 
タスクタイプ属性（ウィザード、更新） 

 機能 

Excel のピボットテーブルのウィザードを開いたり、既に作成済みのピボットテーブルの値を更新したり

します。 

① ウィザード： ピボットテーブル作成のウィザードが表示されます。 

② 更新   ： 既に作成済みのピボットテーブルを更新します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 8300

3 タスク名 * ピボットテーブル(更新)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 402

6 タスクタイプ名 * ピボットテーブル

7 タスクタイプ属性 * 更新

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 ピボットテーブル

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 ピボットテーブル名 ピボットテスト１ (実行時にエラー) 補足②、③

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “402” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “ピボットテーブル”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。(省略丌可)  

① ウィザード 

② 更新 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1  ................................. ピボットテーブル名を指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

特にありません。 
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 補足 

① ウィザードによるピボットテーブル名は、Excel の機能として自動でピボットテーブル 1・・・ に

なりますが、後から変更することが可能です。 

② 汎用パラメータ 1： タスクタイプ属性が“更新”の時のみ有効です。 

③ ピボットテーブル名は、ピボットテーブル上で右クリックしたのちウィザード→オプションで確認

します。 

 

 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････セル指定属性が空白の場合は、“直接”を指定することと同様となります。 

B･････汎用パラメータ 1(ピボットテーブル名)には、ピボットテーブルの名前を指定します。「セル指定

属性」が“直接”なので、直接指定しています 

 

セル指定属性と、汎用パラメータ 1(ピボットテーブル名)との関係について補足します。 

 

C･････「セル指定属性」が“間接”の場合、汎用パラメータ 1 にはピボットテーブル名が格納されたセ

ル“B2”を指定します。 

D･････「セル指定属性」が“間接アドレス”の場合、ピボットテーブル名が格納されたセルのアドレス

(B2)が記述してあるセル“B4”を指定します。 

セルの指定には名前定義を使用可能です。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 8300

3 タスク名 * ピボットテーブル(更新)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 402

6 タスクタイプ名 * ピボットテーブル

7 タスクタイプ属性 * 更新

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 ピボットテーブル

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 ピボットテーブル名 ピボットテスト１

A
B

A B C D
1
2 ピボットテスト１

3
4 B2

5
6
7

C

D
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2.77 403：シート切替 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

表示中のシートの切り替え、および指定したセルへのジャンプをします。 

シート切り替えにあわせて、メインボタンとサブボタンの表示を切り替えます。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “403” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “シート切替”は自動表示します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... シート切り替えで表示するシートを選択します。（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

BSNO .......................................................... サブボタンを表示する時に、ボタンセット NO（BSNO)を指定しま

す。 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 7300

3 タスク名 * シート切替１

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 403

6 タスクタイプ名 * シート切替

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名 シート切替子 補足②

10 シート保護有無

11 シート保護解除PW

12 BSNO 731

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 移動設定 カーソル移動 補足③

18 汎用パラメータ2 メインボタン表示 無効 何もしない 補足④

19 汎用パラメータ3 サブクリア 何もしない

20 汎用パラメータ4 複数シート表示番号 1(メインシート) 補足⑤

21 汎用パラメータ5 スクリーン制御 何もしない 補足⑥、⑦

22 ジャンプ先セル カーソル位置 A1 補足⑧

タスク定義編集画面の範囲
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定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... カーソルの移動方法を指定します。 

① カーソル移動 ③ 保持 

② 先頭  

汎用パラメータ 2 ................................... メインボタンの表示を変更する時に指定します。 

① 有効 ③ 隠す 

② 無効  

汎用パラメータ 3 ................................... サブボタンをクリアする時に“クリア”を指定します。 

① クリア 

汎用パラメータ 4 ................................... 複数シート表示時に位置付けるウィンドウの番号を指定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... スクリーン制御を一時的に有効にするかどうかを指定します。 

① 更新 

ジャンプ先セル  ..................................... カーソルを位置付けたい Excel 上のセル位置を指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① Excel シート上で「ウィンドウ枠の固定」がされている場合、カーソル移動後の表示状態が想定通

りにならないことがあります。 

② 310.メインボタン表示(ボタン切替)を使用して、メニュー選択直後のボタンセット(BSNO[Ⅰ]とす

る)とは別のボタンセット(BSNO[Ⅱ]とする)が表示されている状態で本タスクタイプを使用し、汎

用パラメータ 2 にて一旦無効化したメインボタンを再度有効に戻す場合、実際に有効化されるのは

メニュー選択直後のボタン(ⅡではなくⅠ)となります。 

よって、BSNO[Ⅱ]表示状態から本タスクタイプを使用してシートを切り替える際のボタン表示／

非表示では汎用パラメータ 2 ではなく、310.メインボタン表示(ボタン切替)を使用したほうが良い

場合があります。 
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 補足 

① シートの切り替えに伴い、メインボタンを無効/隠すにしてサブボタンを表示させたい場合は、

BSNO、汎用パラメータ 2 を指定してください。 

② シート名： 他のタスクタイプでは基準となるシート名を指定しますが、本タスクタイプでは切り

替え先のシート名を指定します。指定なし、または表示済みのシートを指定した場合にはシートは

切り替えられません。但し、「ジャンプ先セル」にシート名を含めて指定することでシートの切り替

えも可能です。 

③ 汎用パラメータ 1（移動設定）： 

 カーソル移動： 指定したセルにカーソル位置を移動します。「汎用パラメータ 5：」に指定が

ない時は、画面は移動しません。“更新”を指定すると画面を移動します。 

 先頭    ： 画面の左上が指定したセルになるようスクロールし、カーソルも移動します。 

 保持    ： カーソルは移動しないで表示状態を保持します。（ジャンプ先セルが指定され

ていても、無視します。） 

④ 汎用パラメータ 2（メインボタン表示）： 

 有効： メインボタン（ボタン NO01 から 20）を有効にします。 

 無効： メインボタンを無効表示（グレイ）にします。 

 隠す： メインボタンを隠します。 

⑤ 汎用パラメータ 4：  407.ブック制御で複数シートが表示されている時に有効です。 

⑥ 汎用パラメータ 5： “更新”でスクリーン制御を一時的に有効にします。 

⑦ 汎用パラメータ１で“カーソル移動”を指定した時に、タスク終了時点でカーソルを移動した位置

がシートの表示範囲外のままの時には、汎用パラメータ 5 を“更新”にしてください。 

※“更新”にすると、スクリーン表示を更新するため、画面が一時的にちらつくことがあります。 

⑧ 同一シート内で単純にカーソルをジャンプさせたい場合は、ジャンプ先セルのみを指定してくださ

い。（419.ジャンプと同様の動作をさせることができます。） 
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 使用例 

シートを切り替え、メインボタンを無効化してサブボタンを表示するタスクの定義例を示します。 

 

A･････シート名に指定されたシートに切り替えます。 

B･････BSNO に指定されたサブボタンを表示します。 

C･････セル指定属性が空白の場合は、“直接”を指定することと同様となります。 

D･････汎用パラメータ 1(移動設定)に指定が無いので、“カーソル移動”を選択した場合と同様になりま

す。 

E･････汎用パラメータ 2(メインボタン表示)に“無効”を指定したので、メインボタンを無効にします。

B とあわせることで、メインボタンの無効化とサブボタンの表示をすることとなります。 

F･････ジャンプ先セルが空白の場合は、“A1”を指定することと同様となります。D とあわせてシート

切り替え後の“A1”セルに位置付けされます。 

 

次に前の例から戻る、すなわちシートを再度切り替え、サブボタンをクリアしてメインボタンを有効化す

るタスクの定義例を示します。 

 

G･････シート名に指定されたシートに切り替えます。この例では、もとのシートに戻るように指定して

います。 

H･････汎用パラメータ 1(移動設定)に“先頭”を指定したので、シート切り替え後にシートの先頭にセル

が位置付けされます。 

I ･････汎用パラメータ 2(メインボタン表示)に“有効”を指定したので、メインボタンを有効化します。 

J･････汎用パラメータ 3(サブクリア)に“クリア”を指定したので、サブボタンをクリア（非表示に）し

ます。I とあわせることで、サブボタンを消しメインボタンを有効化します。 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 7300

3 タスク名 * シート切替１

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 403

6 タスクタイプ名 * シート切替

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名 シート切替子

10 シート保護有無

11 シート保護解除PW

12 BSNO 731

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 移動設定

18 汎用パラメータ2 メインボタン表示 無効

19 汎用パラメータ3 サブクリア

20 汎用パラメータ4 複数シート表示番号

21 汎用パラメータ5 スクリーン制御

22 ジャンプ先セル カーソル位置

C
D

F

E

B

A

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 7330

3 タスク名 * シート切替_戻り

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 403

6 タスクタイプ名 * シート切替

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名 シート切替

10 シート保護有無

11 シート保護解除PW

12 BSNO 0

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 移動設定 先頭

18 汎用パラメータ2 メインボタン表示 有効

19 汎用パラメータ3 サブクリア クリア

20 汎用パラメータ4 複数シート表示番号

21 汎用パラメータ5 スクリーン制御

22 ジャンプ先セル カーソル位置

H
I
J

G
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2.78 404：保存 
タスクタイプ属性（空白） 

 機能 

① 表示中の Excel ファイルを保存します。 

② 保存するファイル名は予め固定値を設定しておくことも、ダイアログを使用して任意のファイル名

を入力させることも可能です。 

③ ブック全体や、予め設定したシートのみを保存させることができます。ブック全体を保存する場合

は、特定のシートのみを表示させることができます。（指定以外のシートは非表示） 

④ 読み取りパスワードや書き込みパスワードの設定が可能です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * シート保存

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 404

6 タスクタイプ名 * 保存

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名 保存 現在のシートを表示します

10 処理条件判定セル  実行判定 @保存処理開始判定

11 定義有効無効フラグ

12 コメント欄

13 セル指定属性

14 汎用パラメータ1 保存先 C:\Temp\sample.xls ダイアログを表示 補足①

15 汎用パラメータ2 ダイアログ表示 有り なし 補足②

16 汎用パラメータ3 保存対象 指定シート ブック全体 補足③

17 汎用パラメータ4 表示シート名 印刷;保存 全シート 補足④

18 汎用パラメータ5 読取パスワード なし

19 汎用パラメータ6 書込パスワード なし

20 汎用パラメータ7 保存後のフォルダ表示 表示しない 表示する

21 汎用パラメータ8 保存方法 数式を保持 値に変更 補足⑤

22 汎用パラメータ9 フォルダの処理 マイドキュメントに変更 フォルダ自動作成 補足⑥

23 汎用パラメータ10 初期フォルダ デスクトップ 前回のフォルダ

24 汎用パラメータ11 指定フォルダ名 マイドキュメント

25 汎用パラメータ12 上書き確認 上書許可 上書許可 補足⑦

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “404” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “保存”は自動表示します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

汎用パラメータ 1 ................................... 保存先： 保存先のブックファイル名（パスを含む）を指定します。 

（補足①） 

汎用パラメータ 2 ................................. ダイアログ表示：ファイル選択のダイアログ表示の有無を指定します。

（補足②） 

① (空白) 

② 有り 

汎用パラメータ 3 ................................... 保存対象： 保存対象を指定します。（補足③） 

 

 

汎用パラメータ 4 ................................... 表示シート名： 保存したブックで表示するシートを指定します。複

数のシートがある場合はセミコロンで区切り列挙します。（補足④） 

汎用パラメータ 5 ................................... 読取パスワード： 保存するファイルの「読取パスワード」を設定し

ます。 

汎用パラメータ 6 ................................... 書込パスワード： 保存するファイルの「書込パスワード」を設定し

ます。 

汎用パラメータ 7 ................................... 保存後のフォルダ表示： 保存後のフォルダ表示を指定します。「表

示する」を選択した場合は、保存後エクスプローラを起動しフォルダ

を表示します。 

① 表示する 

② 表示しない 

  

①ブック全体 ③ブック一部保存 

②指定シート  
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汎用パラメータ 8 ................................... 保存方法： 数式で入力されたセルの値の変換方法を指定します。 

（補足⑤） 

① 値に変換  ③ シートコピー 

② 数式を保持  

汎用パラメータ 9 ................................... フォルダの処理： 保存先で指定されたフォルダが存在しない場合の

処理を指定します。（補足⑥） 

① フォルダ自動作成 ③ マイドキュメントに変更 

② エラー表示  

汎用パラメータ 10 ............................... ファイル選択ダイアログのフォルダ表示： ファイル選択ダイアログ

表示時に、最初に表示するフォルダを指定します。 

① 前回のフォルダ ③ デスクトップ 

② マイドキュメント ④ 指定フォルダ 

汎用パラメータ 11 ............................... ファイル選択ダイアログの指定フォルダ： 汎用パラメータ10で「指

定フォルダ」を指定した時に有効で、ファイル選択ダイアログで表示

するフォルダのパスを指定します。 

汎用パラメータ 12 ............................... 上書き確認： 同名のファイルが存在している場合の処理を指定しま

す。 

① 上書許可 ③ 確認 

② エラー  

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① dbSheetClient では、情報流出防止のため、Excel のメニューや「Ctrl＋S」キーなどの操作によ

る「保存」の実行を禁止しています。Excel のブックファイルを保存するためには当機能を利用し

ます。（実行版） 

② オープンしている Excel ファイルと同一名称のファイル名を指定して保存することはできません。 

③ 制限事項： 

 「保存方法」が“値に変換”と“数式を保持”の場合、シートは保護されません。 

 「保存方法」が“値に変換”で、値変換で失敗したとき、結果的には配布できないブックにな

るため、エラーとして保存しないようにしました。 

 Excel2000 で「保存方法」が“値に変換”の場合、正しく変換されない場合があります。 

 Excel2007 で元ファイルが 2003 形式の場合、かつ保存先のファイル名の拡張子が指定され

ていない場合は、正しく保存されない場合があります。 

④ 「ブック一部保存」の場合は、「指定シート」に比べて保存時間が長くなります。 
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 補足 

① ファイル名や初期フォルダを指定することが可能です。 

 保存先のファイル名を指定する時は、フルパスで指定してください。 

 フォルダだけを指定する時は、「C:\･･･\･･･\」 のように、最後に\を付けます。 

② 汎用パラメータ 1「保存先」が空白の場合は、指定の有無に関わらずダイアログを表示します。 

 保存のダイヤログを表示しないようにするには、汎用パラメータ１で、「フルパスでファイル

名を指定」し、汎用パラメータ２を「空白」、汎用パラメータ７を「表示しない」汎用パラメ

ータ１２を「上書許可」を指定します。 

③ 「ブック全体」を指定した場合は、全てのシートを保存しますが、汎用パラメータ 4「表示シート

名」で指定したシートだけを表示し、それ以外のシートは非表示で保存します。 

「ブック一部保存」を指定した場合は、汎用パラメータ 4「表示シート名」を必ず指定してくださ

い。 

④ 汎用パラメータ 3「保存対象」で“ブック全体”を指定した場合は、指定されたシートのみを表示

し、それ以外のシートは非表示にします。 

“全シート”を指定した場合は、汎用パラメータ 3 の保存対象で“ブック全体”が指定されたと見

なします。 

⑤ 「保存対象」が“指定シート”になっている場合のみ有効です。下記の点にご注意ください。 

 値に変換 ：数式を値に変換します。（名前や書式などに数式が設定されている時など、変

換できない場合やリンクが設定されることがあります） 

 数式を保持 ：数式をそのまま保持します。（ブックやシートを参照している場合、リンクが

設定されることがあります） 

 シートコピー ：元のブックからシートをそのままコピーします。（元のブックにリンクが設定

されることがあります） 

⑥ 汎用パラメータ 1「保存先」に指定されたパスのフォルダが存在しない時の動作を選択します。 

 フォルダ自動作成 ：指定フォルダを自動作成します。 

 エラー表示 ：エラーを表示して処理を中断します。 

 マイドキュメントに変更 ：マイドキュメントのルートに保存フォルダを変更します。 

⑦ 「上書き確認」の選択肢と内容は以下のとおりです。 

 上書許可：常に上書きを許可します。 

 エラー ：常にエラーとします。 

 確認  ：確認メッセージを表示します。 

⑧ 「保存モード」が“シート指定”の場合 

 仕様：新ブックに全シート保存後、指定シート以外を削除します。 
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 使用例 

「404：保存」の使用例です。 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 

タスク定義の例 

 

 

実行例 

 

 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 保存(404)Excel

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 404

6 タスクタイプ名 * 保存

7 BKNO * 3

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名 保存

10 処理条件判定セル  実行判定

11 定義有効無効フラグ

12 コメント欄

13 セル指定属性 直接

14 汎用パラメータ1 保存先 C:\Sample\testsample.xls

15 汎用パラメータ2 ダイアログ表示 有り

16 汎用パラメータ3 保存対象 ブック全体

17 汎用パラメータ4 表示シート名 保存

18 汎用パラメータ5 読取パスワード

19 汎用パラメータ6 書込パスワード

20 汎用パラメータ7 保存後のフォルダ表示 表示しない

21 汎用パラメータ8 保存方法 数式を保持

22 汎用パラメータ9 フォルダの処理 マイドキュメントに変更

23 汎用パラメータ10 初期フォルダ

24 汎用パラメータ11 指定フォルダ名

25 汎用パラメータ12 上書き確認 上書許可
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2.79 405：一括入出力 
タスクタイプ属性（CSV 入力） 

 機能 

① CSV、TSV 形式等の外部テキストデータを読み込みます。 

② ダイアログを使用して任意のファイルを選択することが可能です。 

③ 読み込んだデータは、シート上の任意のセルに展開が可能です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “405” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “一括入出力”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... “CSV 入力”を指定します。 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 一括入出力_CSV入力

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 405

6 タスクタイプ名 * 一括入出力

7 タスクタイプ属性 CSV入力

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 一括入出力（入力） 現在のシートを表示します

11 シート保護有無 保護なし

12 シート保護解除PW 空白のパスワードとみなす

13 処理条件判定セル  実行判定 @CSV入力開始判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 ファイル名 @一括入力_フォルダ指定 補足①

18 汎用パラメータ2 ダイアログ @一括入力_ダイアログ 無し 補足②

19 汎用パラメータ3 エンコード Shift_JIS 補足③

20 汎用パラメータ4 区切り文字 カンマやタブ等 補足④

21 汎用パラメータ5 入力開始行 1

22 汎用パラメータ6 入力終了行 65536

23 汎用パラメータ7 展開範囲名 @一括入力_入力範囲 dbs_｛シート名｝

24 汎用パラメータ9 フィルタ @一括入力_フィルター CSVファイル(*.csv,*.tsv,*.txt)|*.csv;*.tsv;*.txt補足⑤

25 汎用パラメータ10 初期フォルダ 前回のフォルダ

26 汎用パラメータ11 指定フォルダ名 マイドキュメント

27 処理対象セル範囲 展開開始位置 * @一括入力_入力位置 エラー

28 空白文字処理方法 空白文字処理 何もしない

タスク定義編集画面の範囲
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処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... ファイル名： 入力となるファイル名（パスを含む）を指定します。 

汎用パラメータ 2 ................................... ダイアログ：ファイル選択のダイアログ表示の有無を指定します。 

（補足②） 

① (空白) 

② 有り 

汎用パラメータ 3 ................................... エンコード： 入力データの文字エンコードを指定します。（補足③） 

汎用パラメータ 4 ................................... 区切り文字： 入力データの区切り文字を指定します。（補足④） 

汎用パラメータ 5 ................................... 入力開始行： ファイルの読込み開始行を指定します。 

汎用パラメータ 6 ................................... 入力終了行： ファイルの読込み終了行を指定します。 

汎用パラメータ 7 ................................... 展開範囲名： Excel シート上のデータ展開範囲に付けられる名前を

指定します。 

汎用パラメータ 9 ................................... フィルタ： ファイル選択ダイアログのフィルタを設定します。 

（補足⑤） 

汎用パラメータ 10 ............................... ファイル選択ダイアログのフォルダ表示： ファイル選択ダイアログ

表示時に、最初に表示するフォルダを指定します。 

① 前回のフォルダ ③ デスクトップ 

② マイドキュメント ④ 指定フォルダ 

汎用パラメータ 11 ............................... ファイル選択ダイアログの指定フォルダ： 汎用パラメータ10で「指

定フォルダ」を指定した時に有効で、ファイル選択ダイアログで表示

するフォルダのパスを指定します。 

処理対象セル範囲 ................................... ファイルから読み込んだデータの展開開始位置を指定します。 

(省略丌可) 

空白文字処理方法 ................................... データの前後にある半角空白文字を除外する場合の方法を指定しま

す。（注１、５） 

① (空白) ③ 右削除(RTRIM) 

② 左削除(LTRIM) ④ 左右削除(TRIM) 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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（注５）詳細は、『2.8 空白文字処理方法について』を参照してください。 

 使用上の注意 

① オートフィルタを設定している領域にデータを展開すると、正常にデータが展開されないことがあ

ります。オートフィルタの設定／解除機能を用い、事前にデータ展開範囲のオートフィルタを解除

してください。（タスクタイプ 430：EXCEL コマンド参照） 

 

 補足 

① ファイル名は、フルパスで指定してください。制限事項は下記の通りです。 

 FTP には対応していません。 

 Web サーバ（http 指定） から入力用ファイルを取得することは可能ですが、Web サーバの

セキュリティ設定には十分注意してください。 

 ローカルファイル（ドライブ名表記、ＵＮＣ表記）については入出力とも対応しています。 

② 汎用パラメータ１「フォルダ指定」が空白の場合は、指定の有無に関わらずダイアログを表示しま

す。 

③ Shift_JIS 以外の文字コードの名称等については、下記のページを参考にしてください。 

http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/system.text.encoding(VS.80).aspx 

④ タブ(TAB)を指定する時は、"^TAB"と入力します。 

省略した時の処理は次の通りです。 

 出力ファイルの拡張子が"*.tsv"の場合、タブ（TAB） 

 出力ファイルの拡張子が"*.tsv"でない場合、カンマ（,） 

⑤ ガイド文字列と拡張子文字列をペアにし繰り返し列挙します。（区切り文字は”|”） 

 書式：「ガイド文字列 1|拡張子文字列 1|ガイド文字列 2|拡張子文字列 2|･･･」 

拡張子文字列は、複数の拡張子を指定できます。（区切り文字列は”;”） 

 書式：「拡張子 1;拡張子 2;|拡張子 3;･･･」 

  例）「入力ファイル(*.csv,*.tsv)|*.csv;*.tsv|テキストファイル(*.txt)|*.txt」 

 省略時は「ＣＳＶファイル(*.csv,*.tsv,*.txt)|*.csv;*.tsv;*.txt」が指定されたものとして処理しま

す。 

  

http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/system.text.encoding(VS.80).aspx
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 使用例 

「405：一括入出力／CSV 入力」の使用例です。 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

A･････この例では、セル指定属性＝“間接”により、シート上に設定した定義名に該当するセルの値で

処理条件を指定しています。 

B･････処理対象セル範囲は、シート上の定義名「@一括入力_入力位置」を指定しています。 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「一括入出力（入力）」 

 

 

 

A･････セルの定義名：「一括入力_入力位置」 

B･････間接的に指定された入力開始位置（C15） 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 一括入出力_CSV入力

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 405

6 タスクタイプ名 * 一括入出力

7 タスクタイプ属性 CSV入力

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 一括入出力（入力）

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 ファイル名 @一括入力_フォルダ指定

18 汎用パラメータ2 ダイアログ @一括入力_ダイアログ

19 汎用パラメータ3 エンコード

20 汎用パラメータ4 区切り文字

21 汎用パラメータ5 入力開始行

22 汎用パラメータ6 入力終了行

23 汎用パラメータ7 展開範囲名 @一括入力_入力範囲

24 汎用パラメータ9 フィルタ @一括入力_フィルター

25 処理対象セル範囲 展開開始位置 * @一括入力_入力位置

26 空白文字処理方法 空白文字処理
B 

A 

A B 
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2.80 405：一括入出力 
タスクタイプ属性（CSV 出力） 

 機能 

① Excel シートの指定範囲のデータを、CSV、TSV 形式のテキストデータに出力します。 

② ダイアログを使用して出力先のフォルダを指定することが可能です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 一括入出力_CSV出力

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 405

6 タスクタイプ名 * 一括入出力

7 タスクタイプ属性 CSV出力

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 一括入出力（出力） 現在のシートを表示します

11 シート保護有無 保護なし

12 シート保護解除PW 空白のパスワードとみなす

13 処理条件判定セル  実行判定 @CSV出力開始判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 ファイル名 @一括出力_フォルダ指定 補足①

18 汎用パラメータ2 ダイアログ @一括出力_ダイアログ 無し 補足②

19 汎用パラメータ3 エンコード @一括出力_エンコード Shift_JIS 補足③

20 汎用パラメータ4 区切り文字 @一括出力_区切り文字 カンマ、タブ等 補足④

21 汎用パラメータ5 出力開始行 @一括出力_出力開始行 1

22 汎用パラメータ6 出力終了行 @一括出力_出力終了行 範囲の最終行

23 汎用パラメータ7 出力モード @一括出力_出力モード 初期化

24 汎用パラメータ8 フォルダ表示 @一括出力_フォルダー表示 表示しない

25 汎用パラメータ9 フィルタ CSVファイル(*.csv,*.tsv,*.txt)|*.csv;*.tsv;*.txt補足⑤

26 汎用パラメータ10 初期フォルダ 前回のフォルダ

27 汎用パラメータ11 指定フォルダ名 マイドキュメント

28 汎用パラメータ12 ダブルコーテーション 囲む

29 汎用パラメータ13 上書き確認 上書許可 補足⑥

30 処理対象セル範囲 データ出力範囲 * @一括出力_出力範囲 エラー

31 空白文字処理方法 空白文字処理 右削除(RTRIM) 何もしない

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “405” を入力します。(省略丌可) （注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “一括入出力”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... “CSV 出力”を指定します。 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２）（補足①） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... ファイル名： 入力となるファイル名（パスを含む）を指定します。 

汎用パラメータ 2 ................................... ダイアログ：ファイル選択のダイアログ表示の有無を指定します。 

（補足②） 

① (空白) 

② 有り 

汎用パラメータ 3 ................................... エンコード： 入力データの文字エンコードを指定します。（補足③） 

汎用パラメータ 4 ................................... 区切り文字： 入力データの区切り文字を指定します。（補足④） 

汎用パラメータ 5 ................................... 出力開始行： 処理対象範囲内での出力開始行を指定します。 

汎用パラメータ 6 ................................... 出力終了行： 処理対象範囲内での出力終了行を指定します。 

汎用パラメータ 7 ................................... 出力モード： 出力時の初期化の有無を指定します。 

① 初期化 

② 追加 
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汎用パラメータ 8 ................................... フォルダ表示： ＣＳＶ出力後のフォルダ表示を指定します。「表示

する」を選択した場合は、保存後エクスプローラを起動しフォルダを

表示します。 

① 表示する 

② 表示しない 

汎用パラメータ 9 ................................... フィルタ： ファイル選択ダイアログのフィルタを設定します。 

（補足⑤） 

汎用パラメータ 10 ............................... ファイル選択ダイアログのフォルダ表示： ファイル選択ダイアログ

表示時に、最初に表示するフォルダを指定します。 

① 前回のフォルダ ③ デスクトップ 

② マイドキュメント ④ 指定フォルダ 

汎用パラメータ 11 ............................... ファイル選択ダイアログの指定フォルダ： 汎用パラメータ10で「指

定フォルダ」を指定した時に有効で、ファイル選択ダイアログで表示

するフォルダのパスを指定します。 

汎用パラメータ 12 ............................... ダブルコーテーション： 項目を ”（ダブルコーテーション）で囲む

か囲まないかを指定します。 

① 囲む 

② 囲まない 

汎用パラメータ 13 ............................... 上書き確認： 同名のファイルが存在している場合の処理を指定しま

す。 

① 上書許可 ③ 確認 

② エラー  

処理対象セル範囲 ................................... CSV ファイルに出力する Excel 上のデータ範囲を指定します。 

(省略丌可) 

空白文字処理方法 ................................... データの前後にある半角空白文字を除外する場合の方法を指定しま

す。（注１、５） 

① (空白) ③ 右削除(RTRIM) 

② 左削除(LTRIM) ④ 左右削除(TRIM) 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.8 空白文字処理方法について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 出力先は、ローカル PC でも Web サーバでも可能ですが、Web サーバに出力する場合は、予めデ

ィレクトリへのアクセスやセキュリティの設定を行っておく必要があります。 

② Excel やその他のアプリケーションでオープンしているファイルを指定し、保存することはできま

せん。 

 

 補足 

① ファイル名は、フルパスで指定してください（空白は許されません。フォルダ名を省略した場

合はマイドキュメントのフォルダが初期フォルダとなります）。 

制限事項は下記の通りです。 

 FTP には対応していません。 

 Web サーバ（http 指定）から入力用ファイルを取得することは可能ですが、Web サー

バのセキュリティ設定には十分注意してください。 

 ローカルファイル（ドライブ名表記、ＵＮＣ表記）については入出力とも対応しています。 

② 汎用パラメータ 1「ファイル名」で指定したファイル名は変更できません。当パラメータで「有

り」を指定することにより、フォルダを選択して出力が可能です。 

③ Shift_JIS 以外の文字コードの名称等については、下記のページを参考にしてください。 

http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/system.text.encoding(VS.80).aspx 

④ タブ(TAB)を指定する時は、"^TAB"と入力します。 

省略した時の処理は次の通りです。 

1. 出力ファイルの拡張子が"*.tsv"の場合、タブ（TAB） 

2. 出力ファイルの拡張子が"*.tsv"でない場合、カンマ（,） 

⑤ ガイド文字列と拡張子文字列をペアにし繰り返し列挙します。（区切り文字は”|”） 

 書式：「ガイド文字列 1|拡張子文字列 1|ガイド文字列 2|拡張子文字列 2|･･･」 

拡張子文字列は、複数の拡張子を指定できます。（区切り文字列は”;”） 

 書式：「拡張子 1;拡張子 2;|拡張子 3;･･･」 

  例）「入力ファイル(*.csv,*.tsv)|*.csv;*.tsv|テキストファイル(*.txt)|*.txt」 

 省略時は「ＣＳＶファイル(*.csv,*.tsv,*.txt)|*.csv;*.tsv;*.txt」が指定されたものとして処理

します。 

⑥ 「上書き確認」の選択肢と内容は以下のとおりです。 

 上書許可：常に上書きを許可します。 

 エラー ：常にエラーとします。 

 確認  ：確認メッセージを表示します。 

 

 

  

http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/system.text.encoding(VS.80).aspx
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 使用例 

「405：一括入出力／CSV 出力」の使用例です。 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

A･････この例では、セル指定属性＝“間接”により、シート上に設定した定義名に該当するセルの値で

処理条件を指定しています。 

B･････処理対象セル範囲は、シート上の定義名「@一括出力_出力範囲」を指定しています。 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「一括入出力（出力）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A･････セルの定義名：「一括出力_出力範囲」 

B･････間接的に指定された出力範囲（C20:G45） 

 

 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 一括入出力_CSV出力

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 405

6 タスクタイプ名 * 一括入出力

7 タスクタイプ属性 CSV出力

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 一括入出力（出力）

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 ファイル名 @一括出力_フォルダ指定

18 汎用パラメータ2 ダイアログ @一括出力_ダイアログ

19 汎用パラメータ3 エンコード @一括出力_エンコード

20 汎用パラメータ4 区切り文字 @一括出力_区切り文字

21 汎用パラメータ5 出力開始行 @一括出力_出力開始行

22 汎用パラメータ6 出力終了行 @一括出力_出力終了行

23 汎用パラメータ7 出力モード @一括出力_出力モード

24 汎用パラメータ8 フォルダ表示 @一括出力_フォルダー表示

25 処理対象セル範囲 データ出力範囲 * @一括出力_出力範囲

26 空白文字処理方法 空白文字処理 右削除(RTRIM)
B 

A 

A B 
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2.81 406：印刷 
タスクタイプ属性（ダイアログ、プレビュー、直接印刷） 

 機能 

① Excel シートの印刷処理を行います。 

② ダイアログ表示、プレビュー表示などの印刷形態を選択できます。 

③ 直接印刷では、“連続印刷”を指定することにより、差し込み的な印刷処理を実行することが

可能です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 直接印刷

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 406

6 タスクタイプ名 * 印刷

7 タスクタイプ属性 直接印刷

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 印刷 現在のシートを表示します

11 処理条件判定セル  実行判定 @印刷開始判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 印刷範囲 @印刷_セル指定１ シートに設定された印刷範囲補足①

16 汎用パラメータ2 連続指定 なし 補足②

17 汎用パラメータ3 自動計算 行わない 補足③

18 汎用パラメータ4 複数シート指定 なし 補足④

19 汎用パラメータ5 非表示シート指定 なし 補足⑤

20 開始判定セル 補足⑥

21 TASKJUMPNO1 0 0とみなす 補足⑦

20 TASKJUMPNO2 0 　〃 　〃

21 TASKJUMPNO3 0 　〃 　〃

22 TASKJUMPNO4 0 　〃 　〃

23 TASKJUMPNO5 0 　〃 　〃

24 TASKJUMPNO6 0 　〃 　〃

25 TASKJUMPNO7 0 　〃 　〃

26 TASKJUMPNO8 0 　〃 　〃

21 TASKJUMPNO9 0 　〃 　〃

22 TASKJUMPNO10 0 　〃 　〃

27 TASKJUMPNO10 0 　〃 　〃

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “406” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “印刷”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... ”ダイアログ”を表示するか、”プレビュー”を表示するか、いずれも出

さないで”直接印刷”をするかを指定します。(省略丌可) 

① ダイアログ ③ 直接印刷 

② プレビュー  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 印刷範囲： 印刷範囲を指定します。（補足①） 

汎用パラメータ 2 ................................... 連続指定： 連続印刷（繰り返し印刷）を行いたい場合は”連続印刷”

を指定します。（補足②） 

① 連続印刷 

汎用パラメータ 3 ................................... 自動計算： 連続印刷の場合に開始判定セルの値の結果取得が必要に

なりますが、再計算のための処理方式を指定します。（補足③） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

汎用パラメータ 4 ................................... 複数シート指定： 印刷対象となるシートを指定します。（補足④） 

汎用パラメータ 5 ................................... 非表示シート指定： 印刷ダイアログで印刷対象を“ブック全体”に

指定した時の非表示シートを列挙します。（補足⑤） 

開始判定セル  .......................................... 連続印刷の繰り返し判定用のセルを指定します。（補足⑥） 

TASKJUMPNO1 ................................ 「連続印刷」の時、開始判定セルの値が 1 の時に処理するタスク NO

を指定します。（補足⑦） 

TASKJUMPNO2 ................................ 「連続印刷」の時、開始判定セルの値が 2 の時に処理するタスク NO

を指定します。（補足⑦） 



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
389 

TASKJUMPNO3 ................................ 「連続印刷」の時、開始判定セルの値が 3 の時に処理するタスク NO

を指定します。（補足⑦） 

（途中略） 

TASKJUMPN1O ................................ 「連続印刷」の時、開始判定セルの値が 10 の時に処理するタスク

NO を指定します。（補足⑦） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 出力先のプリンタを指定する場合は、タスクタイプ属性「プリンタ一覧取得」、「プリンタ設定」

及び「デフォルトプリンタ制御」の頁を参照してください。 
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 補足 

① 印刷範囲を印刷時に変更できます。指定のない場合は、シートに設定された印刷範囲が出力されま

す。 

② “連続印刷”を指定した場合は、「開始判定セル」の値が 0 になるまで印刷を繰り返します。 

 例えば、カード型の印刷フォームで 100 人分の会員カードを連続的に印刷したい時などに利用

できます。指定方法は、100 人目が印刷されるまで、TASKJUMNP01 に指定したタスクで会員

コードを変更し、100 人目の印刷が終わった時にセルの値を 0 に変更し印刷を終了させます。 

 変化した開始判定セルの値を取得するには、事前に再計算が行なわれている必要があります。 

 汎用パラメータ 3 に「後再計算」を指定し実行すると、連続印刷の処理後に再計算が行われます。

また、汎用パラメータ 3 を指定せずに TASUKJUMP999 を実行することで、そのタスク実行後

の時点で再計算を行わせることが可能です。 

※ 連続印刷処理は、タスクタイプ 315：「ループ処理」を使っても実現することが可能です。 

③ 汎用パラメータ 3 ：自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 連続印刷の繰り返しの直前に再計算を実行します。 

後再計算 連続印刷の繰り返しの直後に再計算を実行します。 

前後再計算 連続印刷の繰り返しの直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 

④ 複数のシートがある場合はセミコロンで区切り列挙します。 

使用できるタスクタイプ属性は、①“ダイアログ”、②“プレビュー”です。③“直接印刷”では使

用できません。 

⑤ 「複数シート指定」と同様に、複数のシートがある場合はセミコロンで区切り列挙します。 

使用できるタスクタイプ属性は、①“ダイアログ”、②“プレビュー”です。③“直接印刷”では使

用できません。 

⑥ 開始判定セルの値が1～10の場合、その値に対応した TASKJUMP** のタスクが実行されます。 

⑦ 連続印刷を行うためには印刷範囲の情報を変更しますが、そのために実行するタスク番号を指定し

ます。 
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 使用例 

「406：印刷」の使用例です。 

この例では、セルに設定した印刷範囲を出力しています。 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

A･････シート上の定義名を指定します。 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「印刷」 

 

 

A･････セルの定義名：「印刷_セル指定１」 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 印刷_印刷(セル指定)

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 406

6 タスクタイプ名 * 印刷

7 タスクタイプ属性 プレビュー

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性 間接

15 汎用パラメータ1 印刷範囲 @印刷_セル指定１

16 汎用パラメータ2 連続指定

17 汎用パラメータ3 自動計算

18 汎用パラメータ4 複数シート指定

19 汎用パラメータ5 非表示シート指定

20 開始判定セル

21 TASKJUMPNO1 0

22 TASKJUMPNO2 0

23 TASKJUMPNO3 0

24 TASKJUMPNO4 0

25 TASKJUMPNO5 0

26 TASKJUMPNO6 0

27 TASKJUMPNO7 0

28 TASKJUMPNO8 0

29 TASKJUMPNO9 0

30 TASKJUMPNO10 0

A 

A 
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2.82 406：印刷 
タスクタイプ属性（プリンタ設定、プリンタ一覧取得、デフォルトプリンタ制御） 

 機能 

① 「プリンタ一覧取得」により、クライアントＰＣで出力可能なプリンタの一覧を取得できます。 

② 「プリンタ設定」により、出力先となるデフォルトプリンタ（OS 上では「通常使うプリンタ」）

を変更できます。デフォルトプリンタ変更時に「ダイアログ」や「プレビュー」実行時の用紙

サイズ、用紙方向を変更することが可能です。また、「デフォルトプリンタ制御」で指定可能

な用紙サイズや給紙方法の一覧を取得します。 

③ 「デフォルトプリンタ制御」は、「直接印刷」を実行する際の用紙サイズと給紙方法を設定し

ます。「ダイアログ」や「プレビュー」実行時の設定には影響しません。 
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 画面イメージ 

「プリンタ設定」の場合 

 

「プリンタ一覧取得」の場合 

 

「デフォルトプリンタ制御」の場合 

 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 3

3 タスク名 * プリンタ設定

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 406

6 タスクタイプ名 * 印刷

7 タスクタイプ属性 プリンタ設定

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 印刷 現在のシートを表示します

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性 間接

15 汎用パラメータ1 プリンタ名 @印刷_指定プリンタ 現在の設定値 補足②

16 汎用パラメータ2 用紙サイズ @印刷_用紙サイズ 現在の設定値 補足③

17 汎用パラメータ3 印刷方向 @印刷_印刷方向 現在の設定値 補足④

18 汎用パラメータ4 用紙サイズ展開セル @印刷_用紙サイズ展開セル

19 汎用パラメータ5 用紙トレイ展開セル @印刷_用紙トレイ展開セル

タスク定義編集画面の範囲

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 2

3 タスク名 * プリンタ一覧取得

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 406

6 タスクタイプ名 * 印刷

7 タスクタイプ属性 プリンタ一覧取得

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 印刷 現在のシートを表示します

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 一覧の展開セル @印刷_一覧取得 補足①

タスク定義編集画面の範囲

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 4

3 タスク名 * デフォルトプリンタ制御

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 406

6 タスクタイプ名 * 印刷

7 タスクタイプ属性 デフォルトプリンタ制御

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 印刷 現在のシートを表示します

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性 間接

15 汎用パラメータ1 用紙サイズ @印刷_直接印刷用紙サイズ 補足⑤

16 汎用パラメータ2 用紙トレイ @印刷_直接印刷用紙トレイ 補足⑤

17 汎用パラメータ3 用紙の向き @印刷_直接印刷印刷方向

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO.................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “406” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “印刷”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 次から指定します。(省略丌可) 

④ プリンタ設定 ⑥ デフォルトプリンタ制御 

⑤ プリンタ一覧取得  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

 

※タスクタイプ属性が“プリンタ設定”の場合 

汎用パラメータ 1 ................................... プリンタ名： 「通常使うプリンタ」に設定するプリンタ名（及びポ

ート名）を指定します。（補足②） 

汎用パラメータ 2 ................................... 用紙サイズ： アクティブシートの用紙サイズを指定します。 

（補足③） 

① A5 ⑤ B4 

② B5 ⑥ A3 

③ A4 ⑦ 10x14 

④ A4Small ⑧ 11x17 

汎用パラメータ 3 ................................... 印刷方向： アクティブシートの用紙方向を指定します。（補足④） 

① 縦 

② 横 

汎用パラメータ 4 ................................... 用紙サイズ展開セル： 「通常使うプリンタ」に設定するプリンタの

使用可能な用紙サイズの一覧を展開するセルを指定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... 用紙トレイ展開セル： 「通常使うプリンタ」に設定するプリンタの

使用可能な用紙トレイ（給紙方法）の一覧を展開するセルを指定しま

す。 
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※タスクタイプ属性が“プリンタ一覧取得”の場合 

汎用パラメータ 1 ................................... 一覧の展開セル： プリンタ一覧を展開するセルを指定します。 

（補足①） 

 

※タスクタイプ属性が“デフォルトプリンタ制御”の場合 

汎用パラメータ 1 ................................... 用紙サイズ： 設定する用紙サイズを指定します。（補足⑤） 

汎用パラメータ 2 ................................... 用紙トレイ： 設定する用紙トレイ（給紙方法）を指定します。 

（補足⑥） 

汎用パラメータ 3 ................................... 用紙の向き：設定する用紙の向きを指定します。 

① 縦 

② 横 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 印刷処理に関しては、タスクタイプ属性「ダイアログ」、「プレビュー」、「直接印刷」の頁を参

照してください。 

② 「プリンタ設定」で指定する用紙サイズと「デフォルトプリンタ制御」で変更する用紙サイズ

の名称は微妙に異なることがあります。これは、前者が Excel、後者が OS の機能を使用して

処理を行っていることに起因します。 

「プリンタ設定」で切り替えられる特性値は主に「ダイアログ」や「プレビュー」を使った印

刷処理に、「デフォルトプリンタ制御」で切り替えられる特性値は、「直接印刷」の印刷処理に

関係します（一旦、別のプリンタに切り換えた後、再度、元のプリンタに戻すことにより、「プ

レビュー」、「ダイアログ」の設定値としても反映が可能）。 

それぞれの処理仕様の関係で、意図した動作にならない（例えば、指定した用紙サイズに切り

替わらない等）ことがあります。 

③ 「プリンタ設定」で指定する「用紙サイズ」と「印刷方向」は、表示されているシートに対し

てのみ適用されます。したがって、複数のシートを印刷する場合には、それぞれのシートに対

して個別に設定をおこなう必要があります。 
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 補足 

① プリンタ一覧を展開するセルを指定します。「セル指定属性」で“間接”を指定した時は「間接アド

レス」の動作に変化します（使用例では、“間接”を指定せずに展開するセルの定義名を指定）。 

② 指定したプリンタを通常使うプリンタに設定します。dbSheetClient 以外のアプリケーションを実

行している場合、この処理の影響を受けることがありますので注意してください。 

プリンタ名は、 プリンタ名<<ポート名>> の書式で指定します。 

起動時のプリンタに戻したい時は、“起動時プリンタ”と指定するだけで変更できます。 

dbSheetClient を終了する時点で、通常使うプリンタを起動時のプリンタに戻します。 

起動時のプリンタの情報は、シート「dbS_パラメータ」の 17 番目の項目「^SYS_DefaultPrinter^」

より取得できます（Ｃ列：設定値によりプリンタ名、Ｄ列：書式によりポート名をそれぞれ取得）。 

③ 指定可能な用紙サイズは、“A5”、“B5”、“A4”、“A4Small”、“B4”、“A3”、“10x14”、“11x17”

です。 

※変更できるのはアクティブシートの特性値のみです。 

※指定したプリンタによっては変更できないケースがあります。 

※汎用パラメータ 4 で取得した用紙サイズ名は「直接印刷」時の設定を行うためのものなので、こ

のパラメータの値としては指定できません。 

④ 印刷の向き（①「縦」、②「横」）を指定します。 

※変更できるのはアクティブシートの特性値のみです。 

⑤ 正しい用紙サイズの名称を指定してください。タスクタイプ属性“プリンタ設定”で使用可能な用

紙サイズの名称一覧を取得できます。 

⑥ 正しい用紙トレイ（給紙方法）の名称を指定してください。タスクタイプ属性“プリンタ設定”で

使用可能な用紙トレイ（給紙方法）の名称一覧を取得できます。 

⑦ タスクタイプ属性が“プリンタ設定”の場合、最初の切り替え時にデフォルトプリンタの取得が行

われるため、遅く感じる場合があります。 
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 使用例 

「406：印刷」（プリンタ一覧取得、プリンタ設定）の使用例です。 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

タスク定義の例（プリンタ一覧取得） 

 

A･････プリンタ一覧を展開するセルを指定します。この例では「セル指定属性」の指定が“間接”でな

いことに注意してください。 

タスク定義の例（プリンタ設定） 

 

B･････シート上の定義名を指定します。 

タスク定義の例（デフォルトプリンタ制御） 

 

C･････シート上の定義名を指定します。 

 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 印刷_プリンタ一覧取得

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 406

6 タスクタイプ名 * 印刷

7 タスクタイプ属性 プリンタ一覧取得

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 印刷２

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 一覧の展開セル @印刷_一覧取得

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 2

3 タスク名 * 印刷_プリンタ設定

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 406

6 タスクタイプ名 * 印刷

7 タスクタイプ属性 プリンタ設定

8 BKNO * ３

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 印刷２

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性 間接

15 汎用パラメータ1 プリンタ名 @印刷_指定プリンタ

16 汎用パラメータ2 用紙サイズ @印刷_用紙サイズ

17 汎用パラメータ3 印刷方向 @印刷_印刷方向

18 汎用パラメータ4 用紙サイズ展開セル @印刷_用紙サイズ展開セル

19 汎用パラメータ5 用紙トレイ展開セル @印刷_用紙トレイ展開セル

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 3

3 タスク名 * 印刷_デフォルトプリンタ制御

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 406

6 タスクタイプ名 * 印刷

7 タスクタイプ属性 デフォルトプリンタ制御

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性 間接

15 汎用パラメータ1 用紙サイズ @印刷_直接印刷用紙サイズ

16 汎用パラメータ2 用紙トレイ @印刷_直接印刷用紙トレイ

17 汎用パラメータ3 用紙の向き @印刷_直接印刷印刷方向

A 

B

  

C
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Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「印刷２」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A･････セルの定義名：「印刷_一覧取得」 

取得したリストを、定義名：“プリンタ一覧”に設定します。 

 

B･････セルの定義名：「印刷_指定プリンタ」 

データの入力規則で、”=プリンタ一覧”（Ａを参照）を指定します。 

 

C･････セルの定義名：「印刷_用紙サイズ」 

データの入力規則で、“A5,B5,A4,A4Small,B4,A3,10x14,11x17”を指定します。 

D･････セルの定義名：「印刷_印刷方向」 

データの入力規則で、“縦,横”を指定します。 

E･････セルの定義名：「印刷_用紙サイズ展開セル」 

F･････セルの定義名：「印刷_用紙トレイ展開セル」 

G･････定義名：「印刷_用紙サイズ展開セル」で間接指定されたセル 

「プリンタ設定」により、用紙サイズの一覧が展開されます。この例では、取得したリストを、

定義名：“プリンタ用紙サイズ”に設定しています。 

  

B 

D 

A 

I 

E 
F 

G H 

C 

J 
K 
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H･････定義名：「印刷_用紙トレイ展開セル」で間接指定されたセル 

「プリンタ設定」により、給紙方法の一覧が展開されます。この例では、取得したリストを、定

義名：“プリンタ用紙トレイ”に設定しています。 

I･････セルの定義名：「印刷_直接印刷用紙サイズ」 

データの入力規則で、”=プリンタ用紙サイズ”（G を参照）を指定することにより、取得した用紙

サイズをリスト表示します。 

 

J･････セルの定義名：「印刷_直接印刷用紙トレイ」 

データの入力規則で、”=プリンタ用紙トレイ”（H を参照）を指定することにより、取得した給紙

方法をリスト表示します。 

 

K･････セルの定義名：「印刷_直接印刷印刷方向」 

データの入力規則で、“縦,横”を指定します。 
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2.83 407：ブック制御 
タスクタイプ属性（参照用オープン） 

 機能 

① メイン処理ブックが開いている時に、別ウィンドウで参照用ブックをオープンします。 

↔「汎用パラメータ 1～5」の設定。 

② 参照用ブックをオープンする時のウィンドウの整列方法（並べて表示／上下に並べて表示／左右に

並べて表示／重ねて表示）を指定することができます。 

（整列は Excel の「ウィンドウ」-「整列」の機能に基づいています。） 

↔「汎用パラメータ 6」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9420

3 タスク名 * ブック制御(参照用オープン)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 407

6 タスクタイプ名 * ブック制御

7 タスクタイプ属性 * 参照用オープン

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 ブックファイル名 C:\dbSClient\参照ブック1.xls ファイル選択のダイアログ表示

18 汎用パラメータ2 ダイアログ表示 無し

19 汎用パラメータ3 ホスト指定 ネットワーク DBSサーバ

20 汎用パラメータ4 パスワード解除

21 汎用パラメータ5 初期表示シート名 アクティブシート 補足①

22 汎用パラメータ6 整列方法 並べて表示 並べて表示 補足②

23 汎用パラメータ7 オープン制御指定 強制オープン 丌可 補足③

24 汎用パラメータ8 メッセージ 表示しない 補足④

25 汎用パラメータ10 サブウィンドウ可否 許可 補足⑤

26 汎用パラメータ11 移動設定 先頭 カーソル移動 補足⑥

27 汎用パラメータ12 参照用ブックシート 表示する 表示する 補足⑦

28 汎用パラメータ13 ブックNO指定 参照用ブック１ 昇順に開く 補足⑧

29 ジャンプ先セル 位置付けしない

タスク定義編集画面の範囲



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
402 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “407”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“ブック制御”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “参照用オープン”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... オープンする参照用ブックのパス名を指定します。 

汎用パラメータ 2 ................................... ファイル選択のダイアログ表示の有無を指定します。「有り」を指定

した場合、「汎用パラメータ 1」でパス名が指定されていてもファイ

ル選択のダイアログを表示します。 

① (空白) 

② 有り 

汎用パラメータ 3 ................................... オープンする参照用ブックが存在するホストを指定します。 

① ネットワーク 

② DBS サーバ 

汎用パラメータ 4 ................................... ブックに保護がかかっている時に、保護解除のためのパスワードを指

定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... 初期表示シート名を指定します。 
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汎用パラメータ 6 ................................... ウィンドウの整列方法を指定します。 

① 再前面に表示 ④ 左右に並べて表示 

② 並べて表示 ⑤ 重ねて表示 

③ 上下に並べて表示  

汎用パラメータ 7 ................................... オープン制御指定が「丌可」状態の時に、サブウィンドウを追加で開

くかどうかを指定します。 

① 丌可 

② 強制オープン 

汎用パラメータ８ ................................... オープン制御指定が「丌可」状態の時に表示するメッセージを指定し

ます。 

汎用パラメータ 10 ................................ サブウィンドウをこれ以上開かなくするかどうかを指定します。 

① 丌可 

② 許可 

汎用パラメータ 11 ................................ ブックオープン後のカーソルの移動先を指定します。 

① カーソル移動 

② 先頭 

汎用パラメータ 12 ................................ 参照用ブックをオープンした時のシート見出し表示の有無を指定し

ます。 

① 表示する 

② 隠す 

汎用パラメータ 13 ................................ オープンする参照用ブックの NO を指定します。 

① (空白) ⑤ 参照用ブック３ 

② 昇順 ⑥ 参照用ブック４ 

③ 参照用ブック１ ⑦ 参照用ブック５ 

④ 参照用ブック２ ⑧ 参照用ブック６ 

ジャンプ先セル ........................................ 「汎用パラメータ 11」でカーソルを位置付けたい Excel 上のセル位

置を指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 

 使用上の注意 

① 参照用ブックがオープンしても(開いても)、処理（メニューやタスクの制御）の対象はメイン処理

用ブックのまま変更はありません。ただし、別タスク（タスクタイプ属性：処理対象ブック切替）

の設定により、参照用ブックに処理の制御を移すことができます。この機能を利用することで、参

照用ブックの保存や印刷、メインブックと参照用ブック間のコピーなどを行うことができます。 

② 参照用ブックは同時に６個までオープンすることができます。 
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③ 「汎用パラメータ 1」でオープンする参照用ブックの指定は、C:\･･･、D:\･･･のようにパス名で指

定してください。「汎用パラメータ３」のホスト指定で”DBS サーバ”を指定した場合も同様です。 

（DBS サーバのアドレスが公開されていても、http://･･･のアドレス指定は丌可です。） 

④ 「汎用パラメータ 1」でオープンする参照用ブックの指定を省略した場合は、ファイル選択のダイ

アログ表示となります。 

⑤ オープンする参照用ブックに保護がかかっている場合は、「汎用パラメータ 4」でパスワード入力の

指定を行ってください。 

⑥ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセルにデータを書き込む際に、セルに保

護がかかっている時は、保護の解除指定（「シート保護有無」／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を

行う必要があります。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 5」で初期表示シート名の指定を省略した場合は、ブックが保存された時のアク

ティブシートがそのまま表示されます。 

② 「汎用パラメータ 6」でウィンドウの整列方法の指定を省略した場合は、「並べて表示」のモードに

なります。 

 

「最前面に表示」の設定を可能にし、「参照用ブック」のみ表示させることが出来るようなりました。 

但し、「参照用オープン」の直後に続けて、407.ブック制御「処理対象ブック切替」で「参照用ブ

ック」に切り替えておく必要があります。 

もし、処理対象ブック切り替えをおこなわず、メインブックのままの場合には、メインブックが最

前面に表示され参照用ブックは表示されません。 

※これは、タスク終了時に、現在処理対象になっているブックのシートをアクティブ化しているた

め、参照用ブックが隠れてしまうためですので注意してください。 

 

③ 「汎用パラメータ 7」で、別タスク（タスクタイプ属性：オープン制御指定）の設定によりオープ

ン制御が「丌可」状態の時にもサブウィンドウを開くかどうかの指定を行います。 

丌可 ：オープン制御指定が「許可」状態になるまで、サブウィンドウを追加で開くこと

ができません。 

強制オープン ：サブウィンドウを追加して開きますが、サブウィンドウは最大６個までに制限さ

れています。 

④ 「汎用パラメータ 8」で、オープン制御指定が「丌可」状態の時に表示するメッセージを指定しま

す。省略した場合、メッセージは表示しません。 

⑤ 「汎用パラメータ 10」で、別タスク（タスクタイプ属性：オープン制御指定）の設定と同じ設定

が行えます。省略した場合は、現状維持（何もしない）になります。 

丌可 ：本タスクタイプ実行後に、これ以上サブウィンドウを開かないように制御します。この後

オープン制御指定が「許可」状態になるまで、サブウィンドウを追加で開くことができなく

なります。尚、クローズ処理には影響しません。 

許可 ：本タスクタイプ実行前にサブウィンドウを追加で開くことを「許可」状態に変更した上で、

本タスクのブックをオープンします。 

 

Ver.5.0.5.1 
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⑥ 「汎用パラメータ 11」で、ブックオープン後のカーソルの移動先を指定します。 

カーソル移動 ：画面の移動は最小限で、指定したセルにカーソルを移動します。 

先頭 ：画面の左上が指定したセルになるようにスクロールし、カーソルも移動します。 

尚、カーソルを位置付けたい Excel 上のセル位置は、「ジャンプ先セル」で指定します。 

⑦ 「汎用パラメータ 12」で、参照用ブックをオープンした時のシート表示の有無を指定します。シ

ート表示をする場合は”表示する”、表示しない(隠す)場合は”隠す”を指定します。指定を省略した場

合は「表示する」になります。 

⑧ 「汎用パラメータ 13」で、参照用ブックをオープンする時に NO（１～６）を指定してオープンし

たい場合に、その NO を指定します。”昇順”を指定した場合は、まだオープンされていない参照用

ブック NO の一番小さい NO の参照用ブックとしてオープンします。指定を省略した場合は「昇順」

になります。  
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 使用例 

◎「参照用オープン」ボタンを押すと、ファイル選択ダイアログで選択した参照用ブックを別ウィンドウ 

にオープンする使用例を示します。 

尚、「参照用クローズ」ボタンの動作については、本マニュアルの「タスクタイプ属性（参照用クロー

ズ）」の「■ 使用例」で説明していますので、そちらを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ファイル選択ダイアログで参照用ブック(参照用ブック.xls)を選択後の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「参照用オープン」ボタンを

押すと、参照用ブックを選択

するためのダイアログを表

示します。 

参照用ブックが別ウィンドウ

で表示されます。 
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◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

 

３）タスク定義の例（「参照用オープン」ボタンのタスク(TASKNO:89６0)のみ） 

 

 

  ※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 
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2.84 407：ブック制御 
タスクタイプ属性（参照用クローズ） 

 機能 

指定した参照用ブックをクローズします。 

↔「汎用パラメータ 1」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “407”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“ブック制御”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “参照用クローズ”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9430

3 タスク名 * ブック制御(参照用クローズ)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 407

6 タスクタイプ名 * ブック制御

7 タスクタイプ属性 * 参照用クローズ

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 ブックNO指定 参照用ブック１ 降順に閉じる 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... クローズする参照用ブックの NO を指定します。 

① (空白) ⑥ 参照用ブック３ 

② ALL ⑦ 参照用ブック４ 

③ 降順 ⑧ 参照用ブック５ 

④ 参照用ブック１ ⑨ 参照用ブック６ 

⑤ 参照用ブック２  

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 参照用ブックがオープンしていない状態で、本タスクタイプを実行した場合は、何もしません。 

② 参照用クローズは、参照用ブックのみを閉じます。他のメイン処理ブックやサブ処理用ブックには

影響しません。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、クローズする参照用ブックの NO を指定します。ここで”降順”を指定し

た場合は、オープンされている参照用ブック NO の一番大きい NO の参照用ブックをクローズしま

す。指定を省略した場合は「降順」になります。 
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 使用例 

◎「参照用クローズ」ボタンを押すと、「参照用オープン」ボタンで別ウィンドウに表示している参照用 

ブックをクローズする使用例を示します。 

尚、「参照用オープン」ボタンの動作については、本マニュアルの「タスクタイプ属性（参照用オープ

ン）」の「■ 使用例」で説明していますので、そちらを参照してください。 

 

 ※「参照用オープン」ボタンで参照用ブックを別ウィンドウに表示している状態の画面 

 

 

 

 

 ※「参照用クローズ」ボタンを押した後の画面（別ウィンドウの参照用ブックがクローズした状態） 
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◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

 

３）タスク定義の例（「参照用クローズ」ボタンのタスク(TASKNO:89７0)のみ） 

 

 

  ※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 
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2.85 407：ブック制御 
タスクタイプ属性（複数シート表示） 

 機能 

① メイン処理ブックが開いている時に、別ウィンドウで複数シートを表示します。 

↔「汎用パラメータ 5」の設定。 

② 複数シートを表示する時のウィンドウの整列方法（並べて表示／上下に並べて表示／左右に並べて

表示／重ねて表示）を指定することができます。 

（整列は Excel の「ウィンドウ」-「整列」の機能に基づいています。） 

↔「汎用パラメータ 6」の設定。 

③ 複数シートを表示する時のサブウィンドウのサイズ変更やメインとサブのシートの位置関係（上下、

左右）を反転することができます。 

（この機能は２つ目のシートを表示する時のみ有効です。） 

↔「汎用パラメータ 9」、「汎用パラメータ 14」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9440

3 タスク名 * ブック制御(複数シート表示)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 407

6 タスクタイプ名 * ブック制御

7 タスクタイプ属性 * 複数シート表示

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ5 初期表示シート名 データ照会画面 アクティブシート 補足①

18 汎用パラメータ6 整列方法 左右に並べて表示 並べて表示 補足②

19 汎用パラメータ7 オープン制御指定 丌可 補足③

20 汎用パラメータ8 メッセージ 表示しない 補足④

21 汎用パラメータ9 サブウィンドウ表示幅 0.5（比率） 補足⑤

22 汎用パラメータ10 サブウィンドウ可否 補足⑥

23 汎用パラメータ11 移動設定 カーソル移動 補足⑦

24 汎用パラメータ14 位置関係 反転しない 補足⑧

25 ジャンプ先セル カーソル位置 位置付けしない

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “407”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“ブック制御”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “複数シート表示”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 5 ................................... 初期表示シート名を指定します。 

汎用パラメータ 6 ................................... ウィンドウの整列方法を指定します。 

① 並べて表示 ③ 左右に並べて表示 

② 上下に並べて表示 ④ 重ねて表示 

汎用パラメータ 7 ................................... オープン制御指定が「丌可」状態の時に、サブウィンドウを追加で開

くかどうかを指定します。 

① 丌可 

② 強制オープン 

汎用パラメータ 8 ................................... オープン制御指定が「丌可」状態の時に表示するメッセージを指定し

ます。 
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汎用パラメータ 9 ................................... ２つ目のサブウィンドウのサイズを指定します。指定方法は「表示比

率」（１以下の値）または「ピクセル値」（１よりも大きい値）で指定

します。 

汎用パラメータ 10 ................................ サブウィンドウをこれ以上開かなくするかどうかを指定します。 

① 丌可 

② 許可 

汎用パラメータ 11 ................................ ブックオープン後のカーソルの移動先を指定します。 

① カーソル移動 

② 先頭 

汎用パラメータ 14 ................................ メインとサブのシートの位置関係(上下、左右)を反転するかどうかを

指定します。 

① (空白) 

② 反転 

ジャンプ先セル ........................................ 「汎用パラメータ 11」でカーソルを位置付けたい Excel 上のセル位

置を指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 複数シートを表示するためのサブウィンドウは全体で合計６個まで開くことができます。 

② 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセルにデータを書き込む際に、セルに保

護がかかっている時は、保護の解除指定（「シート保護有無」／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を

行う必要があります。 
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 補足 

① 「汎用パラメータ 5」で初期表示シート名の指定を省略した場合は、ブックが保存された時のアク

ティブシートがそのまま表示されます。 

② 「汎用パラメータ 6」でウィンドウの整列方法の指定を省略した場合は、「並べて表示」のモードに

なります。 

③ 「汎用パラメータ 7」で、別タスク（タスクタイプ属性：オープン制御指定）の設定によりオープ

ン制御が「丌可」状態の時にもサブウィンドウを開くかどうかの指定を行います。 

丌可 ：オープン制御指定が「許可」状態になるまで、サブウィンドウを追加で開くこと

ができません。 

強制オープン ：サブウィンドウを追加して開きますが、サブウィンドウは最大６個までに制限さ

れています。 

④ 「汎用パラメータ 8」で、オープン制御指定が「丌可」状態の時に表示するメッセージを指定しま

す。省略した場合、メッセージは表示しません。 

⑤ 「汎用パラメータ 9」で、２つ目のサブウィンドウのサイズを指定します。指定方法は「表示比率」

（全体に対する比率）または「ピクセル値」（サブウィンドウ幅のピクセル値）で、設定値が１以下

の場合に「表示比率」、１より大きい場合に「ピクセル値」とみなします。省略した場合、「表示比

率」で０.５になります。 

尚、このサイズ指定は「汎用パラメータ 6」でウィンドウの整列方法を”重ねて表示”以外を指定し

ている時に有効となります。また、３つ目以降のサブウィンドウ開いた時には、Excel の標準機能

の表示状態(通常５０％)に自動的に変更されます。 

◎表示比率について： 

 ※比率＜＝０ が指定された時には、比率＝0.５ として処理します。 

  例１）「左右に並べて表示」の指定で、0.3 を指定すると、左ウィンドウ:右ウィンドウ＝７:３ 

      の比率で、右ウィンドウの横幅を設定します。 

◎ピクセル値について： 

 ※「左右に並べて表示」で１＜設定値＜＝１００の値が指定された時は、ピクセル値＝１００ 

  として処理します。（１００より狭いピクセル幅では表示されないため） 

例２）「左右に並べて表示」の指定で、５０ を指定すると、右ウィンドウの横幅＝１００ 

     となります。 

 ※「左右に並べて表示」で１００以上の値が指定された時は、右ウィンドウの横幅＝設定値 

  として処理します。 

例３）「左右に並べて表示」の指定で、２００ を指定すると、右ウィンドウの横幅＝２００ 

    となります。 

※「上下に並べて表示」で１＜設定値＜＝８０の値が指定された時は、ピクセル値＝８０ 

  として処理します。 

例４）「上下に並べて表示」の指定で、５０ を指定すると、下ウィンドウの縦幅＝８０ 

    となります。 

※「上下に並べて表示」で８０以上の値が指定された時は、下ウィンドウの縦幅＝設定値 

  として処理します。 

例５）「上下に並べて表示」の指定で、１５０ を指定すると、下ウィンドウの縦幅＝１５０ 

    となります。 
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⑥ 「汎用パラメータ 10」で、別タスク（タスクタイプ属性：オープン制御指定）の設定と同じ設定

が行えます。省略した場合は、現状維持（何もしない）になります。 

丌可 ：本タスクタイプ実行後に、これ以上サブウィンドウを開かないように制御します。この後

オープン制御指定が「許可」状態になるまで、サブウィンドウを追加で開くことができなく

なります。尚、クローズ処理には影響しません。 

許可 ：本タスクタイプ実行前にサブウィンドウを追加で開くことを「許可」状態に変更した上で、

本タスクのブックをオープンします。 

⑦ 「汎用パラメータ 11」で、ブックオープン後のカーソルの移動先を指定します。 

カーソル移動 ：画面の移動は最小限で、指定したセルにカーソルを移動します。 

先頭 ：画面の左上が指定したセルになるようにスクロールし、カーソルも移動します。 

尚、カーソルを位置付けたい Excel 上のセル位置は、「ジャンプ先セル」で指定します。 

⑧ 「汎用パラメータ 14」で、メインとサブのシートの位置関係(上下、左右)を反転するかどうかを

指定します。 

空白(省略時も含む)：メインが上または左、サブが下または右になります。 

反転       ：メインが下または右、サブが上または左になります。 

尚、この反転指定は「汎用パラメータ６」でウィンドウの整列方法を”上下に並べて表示”/”左右に

並べて表示”を指定している時で、２つ目のシートを表示する時のみ有効となります。 
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 使用例 

◎「複数シート表示」ボタンを押すと、別ウィンドウで「ブック制御_サブシート」を表示します。 

ボタンを押すごとに別ウィンドウで「ブック制御_サブシート」を表示しますが、ウィンドウの合計が 

６個になると、それ以上はボタンを押しても何もしない、そのような使用例を示します。 

尚、「複数シート閉じる」ボタンの動作については、本マニュアルの「タスクタイプ属性（複数シート

閉じる）」の「■ 使用例」で説明していますので、そちらを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※「複数シート表示」ボタンを１回押した時の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※「複数シート表示」ボタンを 5 回押した時の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「複数シート表示」ボタンを押

すごとに、表示枚数をカウント

アップするようにしています。 

ウィンドウの合計が６個になる

と”FALSE”に変化し、これ以上

ウィンドウが開かないようにす

るフラグになっています。 
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◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

４）展開定義 

５）Excel シートの定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

 

３）タスク定義の例（「複数シート表示」ボタンのタスク(TASKNO:8920)のみ） 

 

 

  ※処理順 NO:1 定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※処理順 NO:2 定義の詳細（縦型表示の内容） 
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４）展開定義の例 

  ※DNO8920 定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）Excel シートの定義（Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「ブック制御_複数シート表示」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Excel の「名前の定義」で、以下のセルに名前を定義しておきます。 

名前 参照範囲（セル） セルの内容（値または数式） 

ブック制御_枚数 F15 1（初期値） 

ブック制御_枚数次回 F16 =ブック制御_枚数+1 

ブック制御_開く I15 =IF(OR(F16>6),FALSE,TRUE) 

 

 

 

  

タスク定義の「処理条件判定セル」

に”@ブック制御_開く”を設定します。 

これにより、セルの値が”FALSE”に

なると、そのタスクが実行されないよ

うになります。 
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2.86 407：ブック制御 
タスクタイプ属性（複数シート閉じる） 

 機能 

現在開いている複数シートを全て閉じます。 

↔「汎用パラメータ」に設定する内容はありません。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “407”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“ブック制御”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “複数シート閉じる”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9450

3 タスク名 * ブック制御(複数シート閉じる)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 407

6 タスクタイプ名 * ブック制御

7 タスクタイプ属性 * 複数シート閉じる

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲
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定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 参照用クローズ（別タスクタイプ属性）のように、指定したブック（シート）のみを閉じるような

ことはできません。 

② 現在開いている複数シートがない状態で、本タスクタイプを実行した場合は、何もしません。 

 

 補足 

① 本タスクタイプ属性（複数シートを閉じる）は、複数シート表示（別タスクタイプ属性）で表示し

たブック（シート）のみを閉じます。他のメイン処理ブック、サブ処理用ブックや参照用ブックに

は影響しません。 
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 使用例 

◎「複数シート閉じる」ボタンを押すと、「複数シート表示」ボタンで表示した別ウィンドウの 

「ブック制御_サブシート」を全て閉じる使用例を示します。 

尚、「複数シート表示」ボタンの動作については、本マニュアルの「タスクタイプ属性（複数シート表

示）」の「■ 使用例」で説明していますので、そちらを参照してください。 

 

 ※「複数シート表示」ボタンを３回押した状態の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※「複数シート閉じる」ボタンを押した後の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「複数シート閉じる」ボタンを押した時に、 

表示枚数を初期値(1)に戻すようにしています。 
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◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

４）展開定義 

５）Excel シートの定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

 

３）タスク定義の例（「複数シート閉じる」ボタンのタスク(TASKNO:8930)のみ） 

 

 

  ※処理順 NO:1 定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

※処理順 NO:2 定義の詳細（縦型表示の内容） 
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４）展開定義の例 

  ※DNO8930 定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

５）Excel シートの定義（Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「ブック制御_複数シート表示」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Excel の「名前の定義」で、以下のセルに名前を定義しておきます。 

名前 参照範囲（セル） セルの内容（値または数式） 

ブック制御_枚数 F15 1（初期値） 

ブック制御_枚数次回 F16 =ブック制御_枚数+1 

ブック制御_開く I15 =IF(OR(F16>6),FALSE,TRUE) 
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2.87 407：ブック制御 
タスクタイプ属性（オープン制御指定） 

 機能 

別タスクタイプ属性の「サブ処理用オープン」、「参照用オープン」、「複数シート表示」実行時に、サブウ

ィンドウをこれ以上開かなくするかどうかを制御します。 

↔「汎用パラメータ 1」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “407”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“ブック制御”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “オープン制御指定”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9460

3 タスク名 * ブック制御(オープン制御指定)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 407

6 タスクタイプ名 * ブック制御

7 タスクタイプ属性 * オープン制御指定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 サブウィンドウ制御 許可 現状維持 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ１ ................................... サブウィンドウをこれ以上開かなくするかどうかを指定します。 

① 丌可 

② 許可 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 本タスクタイプでサブウィンドウを開く設定（「許可」の状態）になっていても、開けるサブウィン

ドウ全体の合計は６個までとなります。 

② 本タスクタイプと同様の機能が、別タスクタイプ属性の「サブ処理用オープン」、「参照用オープン」、

「複数シート表示」のそれぞれ「汎用パラメータ 10」で設定することが可能です。 

③ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセルにデータを書き込む際に、セルに保

護がかかっている時は、保護の解除指定（「シート保護有無」／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を

行う必要があります。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、サブウィンドウをこれ以上開かなくするかどうかを指定します。 

丌可：サブウィンドウをこれ以上追加で開かない状態に変更します。 

許可：サブウィンドウを追加で開ける状態に変更します。 

② 本タスクタイプの設定により、クローズ処理には影響しません。 
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 使用例 

◎リファレンスマニュアルの「タスクタイプ属性（複数シート表示）」の「■ 使用例」に、「オープン 

制御（丌可）」ボタンと「オープン制御（許可）」ボタンを追加し、オープン制御指定の動作確認を 

行う使用例を示します。 

尚、「複数シート表示」ボタン及び「複数シート閉じる」ボタンの動作については、それぞれのリファ 

レンスマニュアルの「■ 使用例」で説明していますので、そちらを参照してください。 

 

 ①「複数シート表示」ボタンを１回押した状態の画面で「オープン制御（丌可）」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「複数シート表示」ボタンを押すと、タスクは実行されますがサブウィンドウは開かなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③「オープン制御（許可）」ボタンを押してから「複数シート表示」ボタンを押すと、サブウィンドウ

が再度開けるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示枚数はカウントアップ

されますが、サブウィンド

ウは開きません。 
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◎定義するシート： 

１）ボタン定義 

２）タスク定義 

 

１）ボタン定義の例 

 

 

 

 

２）タスク定義の例（「オープン制御（丌可）」ボタン、「オープン制御（許可）」ボタンの分のみ） 

 

 

  ※TASKNO:8940 定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※TASKNO:8950 定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回、追加したボタン 
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2.88 407：ブック制御 
タスクタイプ属性（処理対象ブック切替） 

 機能 

タスク処理の対象となるブック（「メインブック」、「参照用ブック１～６」）を切替えます。 

↔「汎用パラメータ１」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 空白時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9470

3 タスク名 * ブック制御(処理対象ブック切替)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 407

6 タスクタイプ名 * ブック制御

7 タスクタイプ属性 * 処理対象ブック切替

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 処理対象ブック 参照用ブック１ 既定の動作 補足①②

タスク定義編集画面の範囲



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
431 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “407”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“ブック制御”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “処理対象ブック切替”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ１ ................................... タスク処理の対象となるブックを指定します。 

① メインブック ⑤ 参照用ブック４ 

② 参照用ブック１ ⑥ 参照用ブック５ 

③ 参照用ブック２ ⑦ 参照用ブック６ 

④ 参照用ブック３  

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 本タスクタイプにより、タスク処理の対象を「サブ処理用ブック」に切替えることはできません。 

② 参照用ブックが開いていない状態で、タスク処理の対象を「参照用ブック１～６」に切替えること

はできません。 

③ タスク処理の対象を「参照用ブック１～６」に切替えた場合、再度「メインブック」に切替えるか、

参照用ブックが全て閉じられるまで、タスク定義で定義された処理対象ブックは、切替え後のブッ

クに対して行われます。これは、ブック制御の処理対象ブック切替（参照用ブック）～ブック制御

の処理対象ブック切替（メインブック）の間にあるタスクは全て参照用ブックが処理対象ブックと

いうことになります。 

ただし、例外としてタスク定義の中の、処理条件判定セル、開始メッセージセル、正常終了時メッ

セージセル、エラー判定セル、エラーメッセージセル、キャンセルメッセージセルについては、メ

インブックのセルを参照します。 

④ 処理対象を参照用ブックに切替えた場合、タスクタイプ NO が 300 番台のタスクタイプ（317：

条件判定分岐、318：メッセージ表示など）も、参照用ブックが処理対象になるので、セルを指定

している時には、その参照用ブックに指定のシートやセルがあるか、値が入っているかを必ずチェ

ックしてください。 

⑤ メニュー定義に定義されているシート名については、常にメインブックに対して動作します。この

ため、処理対象を参照用ブックに切替えた後シートの変更をする場合は、ボタン定義に定義したタ

スクを実行するか、シート切替のタスクを実行してください。 

⑥ 定義編集(作成)時に、参照用ブックのシート名は自動的に取得することができません。このため、

参照用ブックを設定（定義）する時は、シート名を正しく手動で入力してください。尚、参照用ブ

ックを対象に制御しているタスク定義で、シート名が省略されている時は参照用ブックのアクティ

ブシートが適用されます。 

⑦ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセルにデータを書き込む際に、セルに保

護がかかっている時は、保護の解除指定（「シート保護有無」／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を

行う必要があります。 
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 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、タスク処理の対象となるブック（”メインブック”/”参照用ブック１”/”参

照用ブック２”/”参照用ブック３”/”参照用ブック４”/”参照用ブック５”/”参照用ブック６”）を指定し

ます。 

② メインブックと参照用ブック間のコピーは、以下の２つの方法で行うことができます。 

１）タスクタイプ 410：コピーを利用する 

タスク定義の「汎用パラメータ３」に”ブック間コピー”を指定します。 

※尚、ブック間コピーを行う際には、対象となる参照用ブックが開かれており、かつ、「処理対

象ブック切替」で参照用ブックが指定されている時のみ可能です。参照用ブックが開かれて

いても、「処理対象ブック切替」で参照用ブックが指定されていない時は、メインブック同士

のままになるので注意してください。 

          コピーのタイプとしては 

          1.空白：以下のような既定のコピー動作となります。 

              「処理対象ブック切替」でメインブック指定時：メイン－メイン 

              「処理対象ブック切替」で参照用ブック指定時：参照用－参照用 

          2.メイン－メイン：メインブック間のコピー（「処理対象ブック切替」で参照用ブックが指定さ

れていても、メインブック間でコピーを行う） 

          3.メイン－参照用：メインと参照用間のコピー（「処理対象ブック切替」で参照用ブックが指定

されている時に、メインブック→参照用ブック間でコピーを行う） 

          4.参照用－メイン：参照用とメイン間のコピー（「処理対象ブック切替」で参照用ブックが指定

されている時に、参照用ブック→メインブック間でコピーを行う） 

          5.参照用－参照用：参照用と参照用間のコピー（「処理対象ブック切替」で参照用ブックが指定

されている時に、参照用ブック→参照用ブック間でコピーを行う） 

２）タスクタイプ 502：クリップボード操作を利用する 

手順は以下のようになります。 

1. コピー元のブックに切替えます。 

2.クリップボード操作の「コピー」を実行します。 

３.コピー先のブックに切替えます。 

           4.クリップボード操作の「貼り付け」を実行します。 

            この時、Excel ブック間のコピーでは「汎用パラメータ１」で、コピーのタスクタイプ属性 

            と同じ、「全部」「数式」｢値｣「書式」．．．．．を指定してください。 

            「テキスト」「Unicode テキスト」「Csv」「HTML」は、ホームページや他のアプリ 

ケーションからの時のコピー＆貼り付けの時にのみ有効です。 
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 使用例 

◎リファレンスマニュアルの「タスクタイプ属性（参照用オープン）」の「■ 使用例」に、「処理対象ブ 

ック切替」ボタンと「参照用ブック(使い方へ)」ボタンを追加し、「処理対象ブック切替」の動作確認 

を行う使用例を示します。 

尚、「参照用オープン」ボタン及び「参照用クローズ」ボタンの動作については、それぞれのリファ 

レンスマニュアルの「■ 使用例」で説明していますので、そちらを参照してください。 

 

①「参照用オープン」ボタンで参照ブック表示後、「処理対象ブック切替」ボタンを押します。 

(ア)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 参照用ブック(使い方へ)」ボタンを押すと、参照用ブックの「使い方」シートが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「参照用ブック(使い方へ)」ボタンを押すと、参照用

ブックの「使い方」シートが表示され、参照用ブッ

クが処理対象になっていることが確認できます。 
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◎定義するシート： 

１）ブック定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

 

１）ブック定義の例 

 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

 

 

３）タスク定義の例（「処理対象ブック切替」ボタン、「参照用ブック(使い方へ)」ボタンの分のみ） 

 

 

   ※TASKNO:8980 定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※TASKNO:１５０００定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回、追加したボタン 
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2.89 407：ブック制御 
タスクタイプ属性（サブ処理用オープン） 

 機能 

① メイン処理ブックが開いている時に、別ウィンドウでサブ処理用ブックをオープンします。 

↔「汎用パラメータ 1～5」の設定。 

② サブ処理用ブックをオープンする時のウィンドウの整列方法（最前面に表示／並べて表示／上下に

並べて表示／左右に並べて表示／重ねて表示）を指定することができます。 

（整列は Excel の「ウィンドウ」-「整列」の機能に基づいています。） 

↔「汎用パラメータ 6」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9400

3 タスク名 * ブック制御(サブ処理用オープン)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 407

6 タスクタイプ名 * ブック制御

7 タスクタイプ属性 * サブ処理用オープン

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 ブックファイル名 C:\dbSClient\サブ処理ブック.xlsファイル選択のダイアログ表示

18 汎用パラメータ2 ダイアログ表示 無し

19 汎用パラメータ3 ホスト指定 ネットワーク DBSサーバ

20 汎用パラメータ4 パスワード解除

21 汎用パラメータ5 初期表示シート名 使い方 アクティブシート 補足①

22 汎用パラメータ6 整列方法 上下に並べて表示 最前面に表示 補足②

23 汎用パラメータ7 オープン制御指定 丌可 丌可 補足③

24 汎用パラメータ8 メッセージ サブウィンドウが開けません。 表示しない 補足④

25 汎用パラメータ10 サブウィンドウ可否 丌可 補足⑤

26 汎用パラメータ11 移動設定 先頭 カーソル移動 補足⑥

27 ジャンプ先セル 位置付けしない

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “407”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“ブック制御”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “サブ処理用オープン”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... オープンするサブ処理用ブックのパス名を指定します。 

汎用パラメータ 2 ................................... ファイル選択のダイアログ表示の有無を指定します。「有り」を指定

した場合、「汎用パラメータ 1」でパス名が指定されていてもファイ

ル選択のダイアログを表示します。 

① (空白) 

② 有り 

汎用パラメータ 3 ................................... オープンするサブ処理用ブックが存在するホストを指定します。 

① ネットワーク 

② DBS サーバ 

汎用パラメータ 4 ................................... ブックに保護がかかっている時に、保護解除のためのパスワードを指

定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... 初期表示シート名を指定します。 



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
438 

汎用パラメータ 6 ................................... ウィンドウの整列方法を指定します。 

① 最前面に表示 ④ 左右に並べて表示 

② 並べて表示 ⑤ 重ねて表示 

③ 上下に並べて表示  

汎用パラメータ 7 ................................... オープン制御指定が「丌可」状態の時に、サブウィンドウを追加で開

くかどうかを指定します。 

① 丌可 

② 強制オープン 

汎用パラメータ 8 ................................... オープン制御指定が「丌可」状態の時に表示するメッセージを指定し

ます。 

汎用パラメータ 10 ................................ サブウィンドウをこれ以上開かなくするかどうかを指定します。 

① 丌可 

② 許可 

汎用パラメータ 11 ................................ ブックオープン後のカーソルの移動先を指定します。 

① カーソル移動 

② 先頭 

ジャンプ先セル ........................................ 「汎用パラメータ 11」でカーソルを位置付けたい Excel 上のセル位

置を指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 本タスクタイプ属性は、V３までの限定機能になっています。V4 からはタスクタイプ属性「参照用

オープン」（クローズは「参照用クローズ」）を使用してください。 

② サブ処理用ブックがオープンした(開いた)時には、メニューやタスクの制御の対象はサブ処理用ブ

ックに移ります。 

③ サブ処理用ブックは同時には１個だけオープンすることができます。 

④ 「汎用パラメータ 1」でオープンするサブ処理用ブックの指定は、C:\･･･、D:\･･･のようにパス名

で指定してください。「汎用パラメータ 3」のホスト指定で”DBS サーバ”を指定した場合も同様

です。 

（DBS サーバのアドレスが公開されていても、http://･･･のアドレス指定は丌可です。） 

⑤ 「汎用パラメータ 1」でオープンするサブ処理用ブックの指定を省略した場合は、ファイル選択の

ダイアログ表示となります。 

⑥ オープンするサブ処理用ブックに保護がかかっている場合は、「汎用パラメータ 4」でパスワード入

力の指定を行ってください。 

⑦ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセルにデータを書き込む際に、セルに保

護がかかっている時は、保護の解除指定（「シート保護有無」／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を
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行う必要があります。 

 補足 

① 「汎用パラメータ 5」で初期表示シート名の指定を省略した場合は、ブックが保存された時のアク

ティブシートがそのまま表示されます。 

② 「汎用パラメータ 6」でウィンドウの整列方法の指定を省略した場合は、サブ処理用ブックが最前

面に表示されます。 

③ 「汎用パラメータ 7」で、別タスク（タスクタイプ属性：オープン制御指定）の設定によりオープ

ン制御が「丌可」状態の時にもサブウィンドウを開くかどうかの指定を行います。 

丌可 ：オープン制御指定が「許可」状態になるまで、サブウィンドウを追加で開くこと

ができません。 

強制オープン ：サブウィンドウを追加して開きますが、サブウィンドウは最大６個までに制限さ

れています。 

④ 「汎用パラメータ 8」で、オープン制御指定が「丌可」状態の時に表示するメッセージを指定しま

す。省略した場合、メッセージは表示しません。 

⑤ 「汎用パラメータ 10」で、別タスク（タスクタイプ属性：オープン制御指定）の設定と同じ設定

が行えます。省略した場合は、現状維持（何もしない）になります。 

丌可 ：本タスクタイプ実行後に、これ以上サブウィンドウを開かないように制御します。この後

オープン制御指定が「許可」状態になるまで、サブウィンドウを追加で開くことができなく

なります。尚、クローズ処理には影響しません。 

許可 ：本タスクタイプ実行前にサブウィンドウを追加で開くことを「許可」状態に変更した上で、

本タスクのブックをオープンします。 

⑥ 「汎用パラメータ 11」で、ブックオープン後のカーソルの移動先を指定します。 

カーソル移動 ：画面の移動は最小限で、指定したセルにカーソルを移動します。 

先頭 ：画面の左上が指定したセルになるようにスクロールし、カーソルも移動します。 

尚、カーソルを位置付けたい Excel 上のセル位置は、「ジャンプ先セル」で指定します。 
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2.90 407：ブック制御 
タスクタイプ属性（サブ処理用クローズ） 

 機能 

サブ処理用ブックをクローズします。 

↔「汎用パラメータ」に設定する内容はありません。 

 

※ 本タスクタイプ属性は、V３までの限定機能になっています。V5 はタスクタイプ属性「参照用クロ

ーズ」（オープンは「参照用オープン」）を使用してください 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9410

3 タスク名 * ブック制御(サブ処理用クローズ)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 407

6 タスクタイプ名 * ブック制御

7 タスクタイプ属性 * サブ処理用クローズ

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “407”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“ブック制御”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... “サブ処理用クローズ”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 本タスクタイプ属性は、V３までの限定機能になっています。V5 はタスクタイプ属性「参照用クロ

ーズ」（オープンは「参照用オープン」）を使用してください。 

② サブ処理用ブックがオープンしていない状態で、本タスクタイプを実行した場合は、何もしません。 

 

 補足 

① サブ処理用クローズは、サブ処理用のブックのみを閉じます。他のメイン処理ブックや参照用ブッ

クには影響しません。 
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2.91 408：位置合わせ印刷 
タスクタイプ属性（ダイアログ、プレビュー、直接印刷） 

 機能 

④ Excel シートの印刷処理を行います。 

⑤ ダイアログ表示、プレビュー表示などの印刷形態を選択できます。 

⑥ 直接印刷では、“連続印刷”を指定することにより、差し込み的な印刷処理を実行することが

可能です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “40８” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “位置合わせ印刷”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... ”ダイアログ”を表示するか、”直接印刷”をするかを指定します。(省略

丌可) 

① ダイアログ  

②直接印刷  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... シート名を指定します。（補足①） 

汎用パラメータ 2 ................................... 印刷範囲： 印刷範囲を指定します。（補足②） 

 

汎用パラメータ 3 ................................... 用紙サイズ名を指定します。（補足③） 

汎用パラメータ 4 ................................... 用紙サイズの縦幅を指定します。（補足④） 

汎用パラメータ 5 ................................... 用紙サイズの横幅を指定します。（補足④） 

汎用パラメータ 6  ................................. 印刷の向きを指定します。（補足⑤） 

汎用パラメータ 7 ................................... 左余白調整値を指定します。（補足⑥） 

汎用パラメータ 8 ................................... 上余白調整値を指定します。（補足⑥） 

汎用パラメータ 9 ................................... 画像データの印刷を指定します。（補足⑦） 

汎用パラメータ 10 ............................... 罫線の印刷を指定します。（補足⑧） 

汎用パラメータ 11 ............................... 印刷の拡大/縮小率を指定します。（補足⑨） 

汎用パラメータ 12 ............................... 印刷する部数を指定します。 

汎用パラメータ 13 ............................... 書式情報の読込制御を指定します。（補足⑩） 

汎用パラメータ 14 ............................... ダイアログ画面の制御を指定します。（補足⑪） 
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（注５）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注６）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注７）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注８）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 省略時は、シート名を使用します。 

② 印刷範囲を印刷時に変更できます。指定のない場合は、シートに設定された印刷範囲が出力さ

れます。 

③ 用紙サイズ名を省略した場合は、汎用パラメータ４と５の用紙サイズの縦幅と横幅で指定した

用紙サイズとなります。 

用紙サイズ名の指定は、汎用パラメータ４と５の用紙サイズの縦幅と横幅の指定よりも優先さ

れます。 

指定した用紙サイズ名が、印刷先のプリンタで使用可能な用紙サイズとして存在しなかった場

合は、印刷先プリンタでデフォルト設定されている用紙サイズとなります。 

④ 用紙サイズ名が省略されており、用紙サイズの縦幅と横幅も省略した場合は、印刷先プリンタ

でデフォルト設定されている用紙サイズの縦幅と横幅になります。 

用紙サイズの縦幅と横幅の指定を有効にする場合、汎用パラメータ３の用紙サイズ名の指定は

省略（指定しないように）しておく必要があります。 

用紙サイズの縦幅と横幅の指定により、指定したサイズが収まる最小の用紙サイズが自動的に

選択されます。 

⑤ 印刷の向きを省略した場合は、印刷先プリンタでデフォルト設定されている印刷の向きとなり

ます。 

⑥ 左余白調整値と上余白調整値を省略した場合は、0.0（余白調整なし）の値となります。マイ

ナスの値を指定することにより、印刷開始位置をマイナス方向（さらに左、さらに上）に指定

することが可能です。 

⑦ 「有り」を指定することにより、シートに貼り付けている図などの画像データも印刷すること

が可能です。  

⑧ 「有り」を指定することにより、Excel のセルの書式設定で設定している罫線も印刷すること

が可能です。 

⑨ 100 を指定することにより等倍(1 倍)、100 より小さい値で縮小率、100 より大きい値で拡

大率の値となります。 
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⑩ 通常、同一ブック名且つ同一シート名指定（汎用パラメータ 1）で２回以上本タスクタイプを

実行した場合、２回目以降は印刷処理のパフォーマンスを上げるためにシートから書式情報等

は読込まず、データ（値）のみ読込んで処理するようになっています。 

「ON」を指定することにより、同一ブック名且つ同一シート名指定の場合でも、毎回シート

から書式情報も読込むようになります。 

ただし、この場合パフォーマンスは１回目実行時と同等になります。 

尚、同一シート名指定（汎用パラメータ 1）でも、ブック名が変更された場合は、そのタイミ

ングで書式情報も再度読込むようになっています。 

⑪ ダイアログで表示する項目の中で、使用可能項目（下記）の制御（使用丌可:0/使用可:1）を、

先頭文字'b'に続く 0,1 の文字列で以下の順番（左 2 文字目から）で指定します。 

 

⑫ 補足 

⑬ キャンセル 

汎用パラメータ 14 で、キャンセルボタンの項目を「使用可」指定した場合は、キャンセルボタン

が使用可能になります。 

[キャンセル]ボタン（位置合わせ印刷画面の⑳）押下で、ダイアログを閉じた後、本タスクタイプ

の実行をキャンセルします。 

キャンセルした場合、キャンセルエラーとなり、タスクタイプ共通のエラー処理（エラー判定セル

等）と同等のエラー処理をさせることができます。 

 

 

⑧ 自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 連続印刷の繰り返しの直前に再計算を実行します。 

後再計算 連続印刷の繰り返しの直後に再計算を実行します。 

前後再計算 連続印刷の繰り返しの直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 

 

  



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
446 

 使用例 

「408：位置合わせ印刷」の使用例です。 

この例では、セルに設定した印刷範囲を出力しています。 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

A･････シート上の定義名を指定します。 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「印刷」 

 

 

A･････セルの定義名：「印刷_セル指定１」 

 

 

 

A 

A 
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2.92 409：シートコピー 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

① メインブック内でのシートのコピー、メインブックと参照用ブック間でのシートのコピー、または

参照用ブック内でのシートのコピーを行います。 

↔「汎用パラメータ 1～4」の設定。 

② コピー後のシート名を指定することができます。 

↔「汎用パラメータ 5」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “409”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“シートコピー”が自動設定されます。 

タスクタイプ属性 ................................... 何も指定しません。 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9490

3 タスク名 * シートコピー

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 409

6 タスクタイプ名 * シートコピー

7 タスクタイプ属性

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 コピータイプを指定 メイン－参照用 既定の動作 補足①

18 汎用パラメータ2 コピー元のシート名 サンプルシート エラー 補足②

19 汎用パラメータ3 シートの挿入先 シート1 先頭 補足③

20 汎用パラメータ4 挿入位置 後 手前 補足④

21 汎用パラメータ5 コピー後のシート名 挿入シート コピー元シート名 補足⑤

タスク定義編集画面の範囲
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シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... ブック間シートコピーのコピータイプ（空白:規定動作/”メイン－メイ

ン”/”メイン－参照用”/”参照用－メイン”/”参照用－参照用”）を指定

します。 

① (空白) ④ 参照用－メイン 

② メイン－メイン ⑤ 参照用－参照用 

③ メイン－参照用  

汎用パラメータ 2 ................................... コピー元のシート名を指定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... コピー先の基準となるシート名を指定します。 

汎用パラメータ 4 ................................... 「汎用パラメータ 3」で指定したシートへの挿入方法を指定します。 

① 後 

② 手前 

汎用パラメータ 5 ................................... コピー後のシート名を指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① メインブックと参照用ブック間でシートのコピーを行う際には、事前に別タスク（407：ブック制

御の「参照用オープン」及び「処理対象ブック切替」）で、参照用ブックをオープンし、タスク処理

の対象が参照用ブックになっていることが必要です。 

② メインブックと参照用ブック間でシートのコピーを行うと、数式などの設定によってはブック間で

リンクが張られてしまうことがあるので注意してください。 

③ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセルにデータを書き込む際に、セルに保

護がかかっている時は、保護の解除指定（「シート保護有無」／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を

行う必要があります。 

④ シートコピーを３０回以上連続的に実行すると、メモリーオーバフローで異常終了する。(Excel 側

の制限) 

⑤ Excel2007 以上のバージョンでは、シートコピーは非常に時間がかかります。(Excel 側の制限) 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」でブック間シートコピーのコピータイプを指定します。 

1. 空白を指定した場合：以下のような規定のコピー動作となります。 

「処理対象ブック切替」でメインブックが指定されている時：メイン－メイン 

「処理対象ブック切替」で参照用ブックが指定されている時：参照用ー参照用 

2. ”メイン－メイン”を指定した場合：メインブック内でのコピー動作となります。 

「処理対象ブック切替」で参照用ブックが指定されていても、メインブック間でコピーを行い

ます。 

3. ”メイン－参照用”を指定した場合：メインブックから参照用ブックへのコピー動作となります。 

「処理対象ブック切替」で参照用ブックが指定されている必要があります。 

4. ”参照用－メイン”を指定した場合：参照用ブックからメインブックへのコピー動作となります。 

「処理対象ブック切替」で参照用ブックが指定されている必要があります。 

5. ”参照用ー参照用”を指定した場合：参照用ブック内でのコピー動作となります。 

「処理対象ブック切替」で参照用ブックが指定されている必要があります。 

② 「汎用パラメータ２」で、コピー元のシート名を指定します。 

③ 「汎用パラメータ３」で、コピー先の基準となるシート名を指定します。省略した場合は、コピー

先ブックの先頭にコピーします。 

④ 「汎用パラメータ４」で、「汎用パラメータ３」で指定したシートへの挿入方法（”手前”/”後”）を指

定します。省略した場合は、「手前」に挿入します。 

⑤ 「汎用パラメータ５」で、コピー後のシート名を指定します。省略した場合は、コピー元のシート

名（「汎用パラメータ２」で指定）になります。尚、コピー先のブックに同一のシート名がすでに存

在する時は、Excel の機能と同様に、自動的にシート名の最後に(1)(2)・・・が付加されます。 
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 使用例 

① 「シート見出表示」ボタンを押すと、ブックのシート見出表示をする。 

② 「シートコピー」ボタンを押すと、シート「使い方」をシート「シートコピー」の後に 

「シートコピーＴｅｓｔ」というシート名でコピーする。 

これらの使用例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「シート見出表示」ボタン

を押すと、シート見出を表

示します。 

「シートコピー」ボタンを押すと、「シートコピー

Ｔｅｓｔ」シートがコピー（挿入）されます。 
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◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

３）タスク定義の例 

 

 

 

※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 
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2.93 410：コピー 
タスクタイプ属性（全部、数式、値、書式、入力規則、コメント、罫線を除くすべて、列幅、数式と数値の書

式、値と数値の書式、書式･コメント･入力規則･列幅） 

 機能 

展開定義でコピー元の範囲とコピー先の開始位置を指定することで、Excel のコピー＆形式を選択して貼

り付け、と同等のコピー処理をおこないます。 

「空白セルを無視する」コピーと、「行列を入れ替える」コピーが可能です。 

シート間のコピーおよびブック間のコピーが可能です。 

①全部 ②数式 ③値 ④書式 ⑤入力規則 ⑥コメント ⑦罫線を除くすべて ⑧列幅 

⑨数式と数値の書式 ⑩値と数値の書式 ⑪書式･コメント･入力規則･列幅 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “410” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “コピー”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。 

① 全部 ⑦ 罫線を除くすべて 

② 数式 ⑧ 列幅 

③ 値 ⑨ 数式と数値の書式 

④ 書式 ⑩ 値と数値の書式 

⑤ 入力規則 ⑪ 書式･コメント･入力規則･列幅 

⑥ コメント  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 6240

3 タスク名 * コピー_全部

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 410

6 タスクタイプ名 * コピー

7 タスクタイプ属性 全部 展開定義に依存

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名

11 DNO 6240 (実行時にエラー)

12 処理条件判定セル  実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

15 セル指定属性

16 汎用パラメータ1 空白セル無視 無視しない

17 汎用パラメータ2 行列入替 入替えない

18 汎用パラメータ3 ブック間コピー 既定の動作 補足⑥

タスク定義編集画面の範囲
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DNO ............................................................. 実行時に Excel に展開するセル位置が定義してある DNO を指定しま

す。DNO は展開定義にて登録します。（注１、５） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... “空白セル無視”を指定します。 

空白（省略）：無視しません。 

① Y   ：無視します。 

汎用パラメータ 2 ................................... “行列入替”を指定します。 

空白（省略）：入替ない。 

① Y   ：入替ます。 

汎用パラメータ 3 ................................... ブック間コピーのコピータイプを指定します。 

① (空白) ④ 参照用－メイン 

② メイン－メイン ⑤ 参照用－参照用 

③ メイン－参照用  

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『【展開定義リファレンス編】』を参照してください。 

 

 

 使用上の注意 

① Excel2000 利用時には、⑨数式と数値の書式 ⑩値と数値の書式 については、使用することが

できません。(使用するとエラーが発生します。 

② 以下のケースでは Excel の制限で、コピーができない場合があります。 

(1) コピー元と、コピー先の範囲のサイズが違う場合。 

(2) コピー元やコピー先が連結セルになっていて、連結セルの範囲が一致しない場合(この場合には、

コピー範囲を調整することによってコピーできる場合があります。 

③ 値のコピーができない時には数式のコピーでできる場合があります。 

④ コピー処理の動作は、Excel 機能の「コピー」＆「形式を選択して貼り付け」に準じていますので、

コピーができない場合には Excel の標準機能でできるかどうかを確認してください。 
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⑤ コピー元およびコピー先については、単一セルまたはひとつの連続した矩形範囲についてのみ対応

しています。 

⑥ タスク定義時点では、DNO を未指定にしても警告が出るのみで続行可能ですが、未指定のまま実

行するとエラーになります。必ず DNO を指定するようにしてください。 

 

 補足 

① 複数のタスク定義で複数のコピーを実行するよりも、一つのタスク定義で複数展開定義を用いてコ

ピーを実行するほうが、タスク定義情報の読込みなどのオーバーヘッドが少なくなり、処理スピー

ドが改善されます。 

② 複数のコピーをおこないたい時は、同一 DNO の展開定義内でタスク・展開属性をタスクタイプ属

性と同じにする必要は無く、属性を自由に変更することが可能です。 

③ タスクタイプ属性は展開定義に引き継がれますが、展開定義側で変更が可能です。 

④ タスクタイプ属性の①～⑩は、Excel 機能の「形式を選択して貼り付け」と同等の機能です。 

⑤ タスクタイプ属性の ⑪書式･コメント･入力規則･列幅 は、一度に書式･コメント･入力規則･列幅

をコピーします。（Excel 標準機能にはありません） 

⑥ 汎用パラメータ 3 にて、メインブックと参照用ブック間のコピーが可能です。ただし、タスクタイ

プ属性 407.ブック制御の ⑧処理対象ブック切替 で参照用ブックが指定された時のみに限定さ

れます。 

(1) 空白： 以下のような既定のコピーの動作となります。 

処理対象ブック切替でメインブックが指定されている時：メイン－メイン 

処理対象ブック切替で参照用ブックが指定されている時：参照用－参照用 

(2) メイン－メイン： メインブック間のコピー（処理対象ブック切替で参照用ブックが指定され

ていても、メインブック間でコピーをおこないます） 

(3) メイン－参照用： メインと参照用間のコピー（処理対象ブック切替で参照用ブックが指定さ

れている時に、メインブック→参照用ブック間でコピーをおこないます） 

(4) 参照用－メイン： 参照用とメイン間のコピー（処理対象ブック切替で参照用ブックが指定さ

れている時に、参照用ブック→メインブック間でコピーをおこないます） 

(5) 参照用－参照用： 参照用と参照用間のコピー（処理対象ブック切替で参照用ブックが指定さ

れている時に、参照用ブック→参照用ブック間でコピーをおこないます） 

 

  



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
459 

 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････コピー元、コピー先のシートは展開定義にて明確化するため、タスク定義上のシート名指定はあ

まり重要ではありません。この例では設定を省略しています。 

B･････DNO に展開定義を指定します。 

C･････汎用パラメータ 1(空白セル無視)に指定が無いので、空白セルを無視しません。 

D･････汎用パラメータ 2(行列入替)に指定が無いので、行と列の入れ替えをしません。 

 

展開定義の例を示します。 

 

このようにひとつの展開定義(DNO)の中で、異なった「タスク・展開属性」、異なった「シート名」およ

び「セル範囲」、異なった「先シート名」および「先セル範囲」の指定をして、それぞれ別個に展開する

ことができます。 

タスク定義での「タスクタイプ属性」は“全部”ですが、展開定義での「タスク・展開属性」ではそれに

とらわれず自由に属性を選択することができます。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 6240

3 タスク名 * コピー_全部

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 410

6 タスクタイプ名 * コピー

7 タスクタイプ属性 全部

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名

11 DNO 6240

12 処理条件判定セル  実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

15 セル指定属性

16 汎用パラメータ1 空白セル無視

17 汎用パラメータ2 行列入替

18 汎用パラメータ3 ブック間コピー

A
B

C
D

B C D E F G L M N U V W
1 DNO データ展開名 処理順NO 定義区分 タイプ タスク・展開属性 シート名セル指定属性 セル範囲 先シート名先セル指定属性先セル範囲

2 6200 コピー_Demo 1 タスク定義 コピー 書式 Demo_元1 @コピー_元1 Demo_先1 @コピー_先A

3 6200 コピー_Demo 2 タスク定義 コピー 数式 Demo_元1 @コピー_元1 Demo_先1 @コピー_先B

4 6200 コピー_Demo 3 タスク定義 コピー 値 Demo_元1 @コピー_元1 Demo_先2 @コピー_先C

5 6200 コピー_Demo 4 タスク定義 コピー 入力規則 Demo_元2 @コピー_元2 Demo_先2 @コピー_先D

6 6200 コピー_Demo 5 タスク定義 コピー 全部 Demo_元2 @コピー_元2 Demo_先3 @コピー_先E

7
8
9
10
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2.94 411：クリア 
タスクタイプ属性（全部、数式と値、書式、コメント） 

 機能 

展開定義にてクリアしたい範囲を指定することで、Excel のクリアと同等のクリア処理をおこないます。 

① 全部： ②～④をすべて実行するのと同等となります。 

② 数式と値： 設定済みの数式または値をクリアします。 

③ 書式  ： 設定済みの書式をクリアして、デフォルト状態に戻します。 

④ コメント： 設定済みのコメントをクリアします。 

 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 6310

3 タスク名 * クリア_書式

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 411

6 タスクタイプ名 * クリア

7 タスクタイプ属性 書式 展開定義に依存

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 クリア

11 DNO 6310 (実行時にエラー)

12 処理条件判定セル  実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “411” を入力します。(省略丌可) 注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “クリア”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。 

① 全部 ③ 書式 

② 数式と値 ④ コメント 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

DNO ............................................................. 実行時に Excel に展開するセル位置が定義してある DNO を指定しま

す。DNO は展開定義にて登録します。（注１、５） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『【展開定義リファレンス編】』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① タスク定義時点では、DNO を未指定にしても警告が出るのみで続行可能ですが、未指定のまま実

行するとエラーになります。必ず DNO を指定するようにしてください。 
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 補足 

① 複数のタスク定義で複数範囲のクリアを実行するよりも、一つのタスク定義で複数展開定義を用い

てクリアを実行するほうが、タスク定義情報の読込みなどのオーバーヘッドが少なくなり、 処理ス

ピードが改善されます。 

② 複数の範囲をクリアしたい時は、同一 DNO の展開定義内でタスク・展開属性をタスクタイプ属性

と同じにする必要は無く、属性を自由に変更することが可能です。 

③ タスクタイプ属性は展開定義に引き継がれますが、展開定義側で変更が可能です。 

④ 同一 DNO の展開定義内では、クリアする対象のシートが変わってもクリアすることができます。 

 

 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････クリア範囲のシートは展開定義にて明確化するため、タスク定義上のシート名指定はあまり重要

ではありません。省略可能です。 

B･････DNO に展開定義を指定します。 

 

展開定義の例を示します。 

 

このようにひとつの展開定義(DNO)の中で、異なった「タスク・展開属性」、異なった「シート名」およ

び「セル範囲」の指定をして、それぞれ別個にクリアすることができます。 

タスク定義での「タスクタイプ属性」は“書式”ですが、展開定義での「タスク・展開属性」ではそれに

とらわれず自由に属性を選択することができます。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 6310

3 タスク名 * クリア_書式

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 411

6 タスクタイプ名 * クリア

7 タスクタイプ属性 書式

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 クリア

11 DNO 6310

12 処理条件判定セル  実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

A
B

B C D E F G L M N
1 DNO データ展開名 処理順NO 定義区分 タイプ タスク・展開属性 シート名 セル指定属性 セル範囲

2 6310 クリア_Demo 1 タスク定義 クリア 書式 Demo_1 @クリア_A

3 6310 クリア_Demo 2 タスク定義 クリア 数式と値 Demo_1 @クリア_B

4 6310 クリア_Demo 3 タスク定義 クリア コメント Demo_1 @クリア_C

5 6310 クリア_Demo 4 タスク定義 クリア 全部 Demo_2 @クリア_D

6
7
8
9
10
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2.95 412：セル保護 
タスクタイプ属性（ON、OFF） 

 機能 

① 展開定義で指定したセルの保護／保護解除をおこないます。 

 タスクタイプ属性 ON ： セルを保護する 

OFF： セルの保護を解除する 

 展開定義で複数のセル範囲を定義することができます。 

② セルの保護／保護解除をおこなうとともに、数式を数式バーに表示しないようにできます。 

③ 同一 DNO の展開定義内で定義した複数の展開定義毎にタスク・展開属性を自由に変更できます。 

④ 同一 DNO の展開定義内で定義した複数の展開定義毎に別シートの範囲を指定できます。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “412” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “セル保護”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。 

① ON 

② OFF 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

DNO ............................................................. セルの保護／保護解除を行うセル範囲を定義した展開定義の DNO を

指定します。DNO は展開定義にて登録します。（注１、５） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * セル保護

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 412

6 タスクタイプ名 * セル保護

7 タスクタイプ属性 ON 展開定義に依存 補足①

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート 開始時のシート名

11 DNO 4

12 処理条件判定セル  実行判定 @セル保護実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

15 汎用パラメータ1 値や式を表示する 補足②

タスク定義編集画面の範囲
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定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

汎用パラメータ 1 ................................. 数式表示：入力表示エリアに値や計算式を表示しない時に指定します。

（注３） 

① 表示しない 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『【展開定義リファレンス編】』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① セルに保護をかけるためには、シート全体に保護がかかっている必要があります。 

② 数式を数式バーに表示しないようにするためには、①と同様、シート全体に保護がかかっている必

要があります。 

 

 補足 

① タスクタイプ属性は、展開定義に引き継ぎます。 

 タスク定義のタスクタイプ属性と展開定義のタスク・展開定義とが違っている場合、対象とな

るセルの保護／保護解除は、展開定義のタスク・展開属性を優先します。 

② 複数の範囲のセルをセル保護/保護解除をおこなう場合、複数のタスク定義でそれぞれのセル保護/

保護解除を定義するより、一つのタスク定義の展開定義ですべてのセル保護/保護解除を定義するほ

うが、タスク定義の読込みなどのオーバーヘッドが少なくなるため、処理スピードが改善します。 

③ 汎用パラメータ 1 が空白のままタスク定義を保存した場合でも、通常入力表示エリアを表示してい

ないため、（実行版）実行時の Excel エリアの表示に支障はありません。 
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 使用例 

「412：セル保護」を実行した結果です。 

 

A･････セル保護／保護解除の対象となるセル 

 

      （セル保護解除／         （セル保護設定／ 

       タスクタイプ属性         タスクタイプ属性 

          ＯＦＦ）              ＯＮ） 

 

 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 展開定義（展開一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

 

 

 

A B C D E F G H I J K

15 セル保護
16
17 （実行セル） （保護タブの設定） （　　　　　　　　　　　実行時） （　　　　　　　　　　　実行時　）
18
19 ① aaaa  ロック：ON → 　　編集不可 → 　　編集可能
20
21 ② アアアア  ロック：OFF → 　　編集可能 → 　　編集可能
22
23
24 （実行セル位置） （実行セル位置アドレス）
25
26 $C$19 $G$26
27
28 $C$21 $G$28
29
30

セル保護設定 セル保護解除

A B C D E F G H I J K

15 保護解除
16
17 （実行セル） （保護タブの設定） （　　　　　　　　　　　実行時） （　　　　　　　　　　　実行時　）
18
19 ① aaaa  ロック：ON → 　　編集不可 → 　　編集可能
20
21 ② アアアア  ロック：OFF → 　　編集可能 → 　　編集可能
22
23
24 （実行セル位置） （実行セル位置アドレス）
25
26 $C$19 $G$26
27
28 $C$21 $G$28
29
30

セル保護設定 セル保護解除

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * セル保護

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 412

6 タスクタイプ名 * セル保護

7 タスクタイプ属性 ON

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 DNO 4

12 処理条件判定セル  実行判定 $セル保護実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

15 汎用パラメータ1

どちらのセルも編集可能 

Ａ：編集丌可 

編集可能 
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展開定義の例 

 

A･････セル保護の対象となるセル範囲、＜定義名選択＞で選択した場合は、先頭に「@」を付加します。 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

 

デモシート：シート保護 

A･････展開定義のセル範囲、名前定義＝“セル保護＿実行セル１” 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 DNO  * 4

3 データ展開名  セル保護(412)設定

4 処理順NO  1

5 定義区分  タスク定義

6 タイプ  セル保護

7 タスク・展開属性  ON

8 定義有効無効フラグ  

9 コメント欄  

10 シート名  セル保護

11 セル指定属性  

12 セル範囲  @セル保護_実行セル１

13 シート保護有無  有り

14 シート保護解除PW  

15 自動計算方法

A B C D E F G H I J K

15 セル保護
16
17 （実行セル） （保護タブの設定） （　　　　　　　　　　　実行時） （　　　　　　　　　　　実行時　）
18
19 ① aaaa  ロック：ON → 　　編集不可 → 　　編集可能
20
21 ② アアアア  ロック：OFF → 　　編集可能 → 　　編集可能
22
23
24 （実行セル位置） （実行セル位置アドレス）
25
26 $C$19 $G$26
27
28 $C$21 $G$28
29
30

セル保護設定 セル保護解除

Ａ 

Ａ 

シート全体をシート保護します。 
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次の例は、セル指定属性を間接で指定し、対象となるセル範囲が同じ（Ａ）となる展開定義の例です。 

 

展開定義（セル指定属性：間接）の例 

  

B･････セル指定属性に間接を指定 

C･････セル保護の対象となるセル、＜定義名選択＞で選択した場合は、先頭に「@」を付加します。 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

  

デモシート：シート保護 

A･････セル保護／保護解除の対象セル（アドレス$C$19） 

C･････展開定義のセル範囲、名前定義＝“セル保護＿実行セル１位置” 

（セル指定属性が間接のため、指定したセルに対象の範囲を指定） 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 DNO  * 4

3 データ展開名  セル保護(412)設定

4 処理順NO  1

5 定義区分  タスク定義

6 タイプ  セル保護

7 タスク・展開属性  ON

8 定義有効無効フラグ  

9 コメント欄  

10 シート名  セル保護

11 セル指定属性  間接

12 セル範囲  @セル保護_実行セル１位置

13 シート保護有無  有り

14 シート保護解除PW  

15 自動計算方法

A B C D E F G H I J K

15 セル保護
16
17 （実行セル） （保護タブの設定） （　　　　　　　　　　　実行時） （　　　　　　　　　　　実行時　）
18
19 ① aaaa  ロック：ON → 　　編集不可 → 　　編集可能
20
21 ② アアアア  ロック：OFF → 　　編集可能 → 　　編集可能
22
23
24 （実行セル位置） （実行セル位置アドレス）
25
26 $C$19 $G$26
27
28 $C$21 $G$28
29
30

セル保護設定 セル保護解除

Ａ Ｃ 

Ｃ 

シート全体をシート保護します。 

Ｂ 
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2.96 413：シート保護 
タスクタイプ属性（ON、OFF） 

 機能 

① タスクタイプ属性の指定に従い、シートの保護/保護解除をおこないます。 

 タスクタイプ属性 ①ON ： 保護する 

 タスクタイプ属性 ②OFF： 保護解除する 

② 最大７つのシートに対し、シートの保護/保護解除することが可能です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * シート保護

4 処理順NO * 2 補足①

5 タスクタイプNO * 413

6 タスクタイプ名 * シート保護

7 タスクタイプ属性 ON 直前のシートの状態を保持 補足①

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート 開始時のシート名

11 シート保護有無 有り 保護無し

12 シート保護解除PW 空白のパスワードとみなす

13 処理条件判定セル  実行判定 @シート保護判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 第2シート名 補足②、③

18 汎用パラメータ2 第2シート保護有無 保護無し

19 汎用パラメータ3 第2シート保護解除PW 空白のパスワードとみなす

20 汎用パラメータ4 第3シート名 補足②、③

21 汎用パラメータ5 第3シート保護有無 保護無し

22 汎用パラメータ6 第3シート保護解除PW 空白のパスワードとみなす

23 汎用パラメータ7 第4シート名 補足②、③

24 汎用パラメータ8 第4シート保護有無 保護無し

25 汎用パラメータ9 第4シート保護解除PW 空白のパスワードとみなす

26 汎用パラメータ10 第5シート名 補足②、③

27 汎用パラメータ11 第5シート保護有無 保護無し

28 汎用パラメータ12 第5シート保護解除PW 空白のパスワードとみなす

29 汎用パラメータ13 第6シート名 補足②、③

30 汎用パラメータ14 第6シート保護有無 保護無し

31 汎用パラメータ15 第6シート保護解除PW 空白のパスワードとみなす

32 汎用パラメータ16 第7シート名 補足②、③

33 汎用パラメータ17 第7シート保護有無 保護無し

34 汎用パラメータ18 第7シート保護解除PW 空白のパスワードとみなす

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)  

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “413” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “シート保護”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。 

① ON 

② OFF 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... シート保護/保護解除をおこなうシートを指定します。 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... シート保護、保護解除をおこなう第 2 シートを指定します。（注２） 

汎用パラメータ 2 ................................... 第 2 シートに対するシート保護有無を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

汎用パラメータ 3 ................................... 第 2 シートに対するシート保護解除ＰＷを指定します。（注２） 

汎用パラメータ 4～6 ........................... 第 3 シートに対するシート名、シート保護有無、シート保護解除ＰＷ

を指定します。（注２） 

汎用パラメータ 7～9 ........................... 第 4 シートに対する   〃   を指定します。（注２） 

汎用パラメータ 10～12 .................... 第 5 シートに対する   〃   を指定します。（注２） 

汎用パラメータ 13～15 .................... 第 6 シートに対する   〃   を指定します。（注２） 

汎用パラメータ 16～18 .................... 第 7 シートに対する   〃   を指定します。（注２） 
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（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① タスク定義のシート名（第 2 シート名～第 7 シート名を含む）で指定したシートに保護をかけるた

めには、（実行版）実行時に対象となるシート全体に保護がかかっている必要があります。 

② シート保護は、dbSheetClient を実行前にシート保護が掛けられた状態のシートに対しタスク定義

でのシート保護のＯＦＦは可能、上記でのシート保護のＯＮも可能ですが、dbSheetClient を実行

前の状態でシート保護がＯＦＦの状態のシートには、シート保護のＯＮは、機能しません。（制限事

項）シートに保護を掛けて運用するシートは、必ず、シート保護が掛った状態のシートにしてから

実行してください。 

 

 補足 

① 一連のタスクがすべて終了した時、保護をかけたシートをシート保護解除させたい場合は、シート

保護解除を最初に定義する必要があります。 

② 第 2 シート～第 7 シートのシート名が間違っているなど、該当シートの保護処理が失敗した場合は

無視して、次のシートの保護処理をおこないます。 

③ 第 2 シート名～第 7 シート名を省略し、保護有無、保護解除ＰＷを指定した場合は、シート名で指

定したシートをシート保護／保護解除の対象とします。 

 

 使用例 

「413：シート保護」を実行した結果です。 

 

 

 

 

  （シート保護解除）        （シート保護） 

 

 

 

A B C D E F G H I

22
23 保護中
24
25
26 A 　（セルの書式設定　保護タブ　→　ロック：ON）
27
28 B 　（セルの書式設定　保護タブ　→　ロック：OFF）
29

A B C D E F G H I

22
23 保護解除
24
25
26 A 　（セルの書式設定　保護タブ　→　ロック：ON）
27
28 B 　（セルの書式設定　保護タブ　→　ロック：OFF）
29
30

セルＡ、Ｂとも編集可能（※シート全体も編集可能） 

編集丌可  （※シート全体は編集丌可） 編集可能 



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
473 

 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

 

デモシート：シート保護 

A･････シート保護時に編集丌可となるセル（保護タブのロックがＯＮのセル） 

B･････シート保護時に編集できるセル（保護タブのロックがＯＦＦのセル） 

 

 

  

1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * シート保護

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 413

6 タスクタイプ名 * シート保護

7 タスクタイプ属性 ON

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 シート保護有無 有り

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定 @シート保護判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 第2シート名

18 汎用パラメータ2 第2シート保護有無

19 汎用パラメータ3 第2シート保護解除PW

20 汎用パラメータ4 第3シート名

21 汎用パラメータ5 第3シート保護有無

22 汎用パラメータ6 第3シート保護解除PW

23 汎用パラメータ7 第4シート名

24 汎用パラメータ8 第4シート保護有無

25 汎用パラメータ9 第4シート保護解除PW

26 汎用パラメータ10 第5シート名

27 汎用パラメータ11 第5シート保護有無

28 汎用パラメータ12 第5シート保護解除PW

29 汎用パラメータ13 第6シート名

30 汎用パラメータ14 第6シート保護有無

31 汎用パラメータ15 第6シート保護解除PW

32 汎用パラメータ16 第7シート名

33 汎用パラメータ17 第7シート保護有無

34 汎用パラメータ18 第7シート保護解除PW

A B C D E F G H I

22
23 保護中
24
25
26 A 　（セルの書式設定　保護タブ　→　ロック：ON）
27
28 B 　（セルの書式設定　保護タブ　→　ロック：OFF）
29
30

シート全体をシート保護します。 
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2.97 414：行列指定 
タスクタイプ属性（高さ、列幅、複数指定） 

 機能 

① 展開定義で指定した行の高さ（タスクタイプ属性：①高さ）、列の幅（タスクタイプ属性：②列幅）

を変更、または、自動調整します。 

 行や列の範囲は、展開定義で複数の範囲を定義することができます。 

② タスクタイプ属性：③複数指定にすると、展開定義で指定した行・列を表示しないようにしたり、

再表示したりします。（415.行表示、416.列表示と同様の機能） 

③ 同一ＤＮＯの展開定義内で定義した複数の展開定義毎にタスク・展開属性を自由に変更できます。 

④ 同一ＤＮＯの展開定義内で定義した複数の展開定義毎に別シートの範囲を指定できます。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * Excelコマンド

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 414

6 タスクタイプ名 * 行列指定

7 タスクタイプ属性 高さ 展開定義に依存 補足①

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 DNO 4

12 処理条件判定セル  実行判定 @行列指定実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “414” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “行列指定”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。 

① 高さ  ：行の高さを変更 

② 列幅  ：列の幅を変更 

③ 複数指定：高さ、列幅、行・列の非表示/再表示を複数実行 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

DNO ............................................................. 実行時に Excel に展開するセル位置が定義してある DNO を指定しま

す。DNO は展開定義にて登録します。（注１、５） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『【展開定義リファレンス編】』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 複数の範囲の行の高さや列の幅を変更する場合、複数のタスク定義でそれぞれの行の高さ、列の幅

を定義するより、一つのタスク定義の展開定義ですべての行の高さ、列の幅を定義するほうが、タ

スク定義の読込みなどのオーバーヘッドが少なくなるため、処理スピードが改善します。 

 

 補足 

① タスクタイプ属性は、展開定義に引き継ぎます。 

 タスク定義のタスクタイプ属性と展開定義のタスク・展開定義とが違っている場合、展開定義

を優先します。 
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 使用例 

「414：行列指定（高さ）」を実行した結果です。 

 

 

                           行２５～行３０の高さを３０に変更します。 

 

 

 

 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 展開定義（展開一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

 

A B C D E F G H I J K L M N

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24
25 横１ 横２
26 縦１ 横１縦１ 横２縦１
27 縦２ 横１縦２ 横２縦２
28 縦３ 横１縦３ 横２縦３
29 縦４ 横１縦４ 横２縦４
30 縦５ 横１縦５ 横２縦５
31
32

行指定
列指定

A B C D E F G H I J K L M N

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24

25
横１ 横２

26
縦１

横１縦１ 横２縦１

27
縦２

横１縦２ 横２縦２

28
縦３

横１縦３ 横２縦３

29
縦４

横１縦４ 横２縦４

30
縦５

横１縦５ 横２縦５

31
32

行指定
列指定

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * Excelコマンド

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 414

6 タスクタイプ名 * 行列指定

7 タスクタイプ属性 高さ

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 DNO 4

12 処理条件判定セル  実行判定 $行列指定実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄
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展開定義の例 

 

A･････変更する行の高さを指定 

B･････行の高さを変更する範囲の開始位置、終了位置を指定 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

 

A･････行の高さ 

B･････行の高さを変更する範囲 

 

 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 DNO  * 4

3 データ展開名  展開_行列指定(414)１列目

4 処理順NO  1

5 定義区分  タスク定義

6 タイプ  行列指定

7 タスク・展開属性  高さ

8 定義有効無効フラグ  

9 コメント欄  

10 シート名  デモシート

11 セル指定属性  

12 シート保護有無  

13 シート保護解除PW  

14 自動計算方法

15 複数展開指定  

16 高さ列幅設定  30

17 開始位置  25

18 終了位置  30

A B C D E F G H I J K L M N

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24
25 横１ 横２
26 縦１ 横１縦１ 横２縦１
27 縦２ 横１縦２ 横２縦２
28 縦３ 横１縦３ 横２縦３
29 縦４ 横１縦４ 横２縦４
30 縦５ 横１縦５ 横２縦５
31
32

行指定
列指定

Ａ 

Ｂ 

Ａ 
Ｂ 
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展開定義（間接）の例 

 

A･････変更する行の高さを指定 

B･････行の高さを変更する範囲の開始位置を指定 

C･････行の高さを変更する範囲の終了位置を指定 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

 

A･････行の高さ 

B･････行の高さを変更する範囲の開始行 

C･････行の高さを変更する範囲の終了行 

 

 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 DNO  * 4

3 データ展開名  展開_行列指定(414)１列目

4 処理順NO  1

5 定義区分  タスク定義

6 タイプ  行列指定

7 タスク・展開属性  高さ

8 定義有効無効フラグ  

9 コメント欄  

10 シート名  デモシート

11 セル指定属性  間接

12 シート保護有無  

13 シート保護解除PW  

14 自動計算方法

15 複数展開指定  

16 高さ列幅設定  30

17 開始位置  @行列指定_高さ開始行

18 終了位置  @行列指定_高さ終了行

A B C D E F G H I J K L M N

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24
25 横１ 横２
26 25 縦１ 横１縦１ 横２縦１
27 31 縦２ 横１縦２ 横２縦２
28 J 縦３ 横１縦３ 横２縦３
29 L 縦４ 横１縦４ 横２縦４
30 縦５ 横１縦５ 横２縦５
31

終了行位置
開始列位置
終了列位置

行指定
列指定

開始行位置

Ａ 

Ｂ 
Ｃ 

Ａ 

Ｂ 
Ｃ 
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展開定義（間接アドレス）の例 

 

A･････変更する行の高さを指定 

B･････行の高さを変更する範囲の開始位置を指定 

C･････行の高さを変更する範囲の終了位置を指定 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

 

 

A･････変更する行の高さを指定 

B･････行の高さを変更する範囲の開始位置を示すセルのアドレスを指定 

C･････行の高さを変更する範囲の終了位置を示すセルのアドレス指定 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 DNO  * 4

3 データ展開名  展開_行列指定(414)１列目

4 処理順NO  1

5 定義区分  タスク定義

6 タイプ  行列指定

7 タスク・展開属性  高さ

8 定義有効無効フラグ  

9 コメント欄  

10 シート名  デモシート

11 セル指定属性  間接アドレス

12 シート保護有無  

13 シート保護解除PW  

14 自動計算方法

15 複数展開指定  

16 高さ列幅設定  30

17 開始位置  @行列指定_高さ開始行位置

18 終了位置  @行列指定_高さ終了行位置

A B C D E F G H I J K L M N

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24
25 横１ 横２
26 25 縦１ 横１縦１ 横２縦１
27 31 縦２ 横１縦２ 横２縦２
28 J 縦３ 横１縦３ 横２縦３
29 L 縦４ 横１縦４ 横２縦４
30 縦５ 横１縦５ 横２縦５
31
32 $F$26
33 $F$27
34 $F$28
35 $F$29
36
37

開始列位置セルアドレス
終了列位置セルアドレス

開始行位置セルアドレス

終了行位置
開始列位置
終了列位置

終了行位置セルアドレス

行指定
列指定

開始行位置

Ｂ 
Ｃ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 
Ｃ 
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「414：行列指定（複数指定：行表示しない）」を実行した結果です。 

 

 

                           行２５～行３０を非表示に変更します。 

 

 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 展開定義（展開一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

 

タスク定義（複数指定）の例 

 

 

  

A B C D E F G H I J K L M N

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24
25 横１ 横２
26 縦１ 横１縦１ 横２縦１
27 縦２ 横１縦２ 横２縦２
28 縦３ 横１縦３ 横２縦３
29 縦４ 横１縦４ 横２縦４
30 縦５ 横１縦５ 横２縦５
31
32

行指定
列指定

A B C D E F G H I J K L M N O

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24
31
32

行指定
列指定

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * Excelコマンド

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 414

6 タスクタイプ名 * 行列指定

7 タスクタイプ属性 複数指定

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 DNO 4

12 処理条件判定セル  実行判定 $行列指定実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄
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展開定義の例 

 

A･････タスク・展開属性：複数指定 

B･････複数展開指定  ：行表示しない 

C･････行を表示しないようにする範囲の開始位置、終了位置を指定 

 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

 

C･････行を表示しないようにする範囲 

 

 

 

 

行の再表示と列の再表示を同じタスクでおこなうには以下のように同一ＤＮＯの展開定義に複数の展開

定義を定義します。 

 

タスク定義（行表示、列表示を同じタスクでおこなう）の例 

 

 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 DNO  * 4

3 データ展開名  展開_行列指定(414)2列目

4 処理順NO  １

5 定義区分  タスク定義

6 タイプ  行列指定

7 タスク・展開属性  複数指定

8 定義有効無効フラグ  

9 コメント欄  

10 シート名  行列指定

11 セル指定属性  

12 シート保護有無  

13 シート保護解除PW  

14 自動計算方法

15 複数展開指定  行表示しない

16 高さ列幅設定  

17 開始位置  ２５

18 終了位置  ３０

A B C D E F G H I J K L M N

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24
25 横１ 横２
26 縦１ 横１縦１ 横２縦１
27 縦２ 横１縦２ 横２縦２
28 縦３ 横１縦３ 横２縦３
29 縦４ 横１縦４ 横２縦４
30 縦５ 横１縦５ 横２縦５
31
32

行指定
列指定

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * Excelコマンド

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 414

6 タスクタイプ名 * 行列指定

7 タスクタイプ属性 複数指定

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 DNO 4

12 処理条件判定セル  実行判定 $行列指定実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

Ｃ 
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展開定義の例 

 

 

A･････処理順ＮＯ：１を指定 

B･････タスク・展開属性：複数指定 

C･････複数展開指定  ：行再表示 

D･････行を再表示する範囲の開始位置、終了位置を指定 

A‟ ････処理順ＮＯ：2 を指定 

B‟ ････タスク・展開属性：複数指定 

E･････複数展開指定  ：列再表示 

F･････列を再表示する範囲の開始位置、終了位置を指定 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

 

D･････行を再表示する範囲 

F･････列を再表示 〃   

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 DNO  * 4

3 データ展開名  展開_行列指定(414)初期化

4 処理順NO  １

5 定義区分  タスク定義

6 タイプ  行列指定

7 タスク・展開属性  複数指定

8 定義有効無効フラグ  

9 コメント欄  

10 シート名  行列指定

11 セル指定属性  

12 シート保護有無  

13 シート保護解除PW  

14 自動計算方法

15 複数展開指定  行再表示

16 高さ列幅設定  

17 開始位置  ２５

18 終了位置  ３０

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 DNO  * 4

3 データ展開名  展開_行列指定(414)１列目

4 処理順NO  2

5 定義区分  タスク定義

6 タイプ  行列指定

7 タスク・展開属性  複数指定

8 定義有効無効フラグ  

9 コメント欄  

10 シート名  行列指定

11 セル指定属性  

12 シート保護有無  

13 シート保護解除PW  

14 自動計算方法

15 複数展開指定  列幅

16 高さ列幅設定  30

17 開始位置  10

18 終了位置  12

A B C D E F G H I J K L M N

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24
25 横１ 横２
26 縦１ 横１縦１ 横２縦１
27 縦２ 横１縦２ 横２縦２
28 縦３ 横１縦３ 横２縦３
29 縦４ 横１縦４ 横２縦４
30 縦５ 横１縦５ 横２縦５
31
32

行指定
列指定

Ｆ 

Ｅ 

Ｂ’ 

Ａ’ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

Ｄ 

Ｆ 
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2.98 415：行表示 
タスクタイプ属性（表示しない、再表示） 

 機能 

① タスクタイプ属性に従い、展開定義で指定した範囲の非表示の行を表示したり、表示している行を

非表示にしたりします。 

 タスクタイプ属性 ①再表示  ： 非表示の行を表示します。 

   〃      ②表示しない： 表示している行を非表示にします。 

 展開定義に複数の範囲を定義することができます。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 行表示(415)

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 415

6 タスクタイプ名 * 行表示

7 タスクタイプ属性 再表示 展開定義に依存 補足①

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 DNO 4

12 処理条件判定セル  実行判定 @列表示実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “415” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “行表示”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。 

① 再表示  ：非表示の行を再表示する場合 

② 表示しない：行を非表示にする場合 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

DNO ............................................................. 実行時に Excel に展開するセル位置が定義してある DNO を指定しま

す。DNO は展開定義にて登録します。（注１、５） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『【展開定義リファレンス編】』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 複数の範囲の非表示の行を表示したり、複数の範囲の表示している行を非表示にしたりする場合、

タスク定義情報の読み込みなどのオーバーヘッドのため、タスクで指定する同一ＤＮＯの展開定義

に複数の展開定義を定義するほうが、個〄の範囲毎に複数のタスク定義を定義するよりも処理スピ

ードが速くなります。 

② 同一 DNO の展開定義内で定義した複数の展開定義毎にタスク・展開属性を自由に変更できます。 

③ 同一 DNO の展開定義内で定義した複数の展開定義毎に別シートの範囲を指定できます。 

 

 補足 

① タスクタイプ属性は、展開定義に引き継ぎます。 

 タスク定義のタスクタイプ属性と展開定義のタスク・展開定義とが違っている場合、対象とな
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る範囲の行の再表示、非表示は、展開定義のタスク・展開属性を優先します。 

 使用例 

「41５：行表示（行表示しない）」を実行した結果です。 

 

 

                           行２５～行３０を非表示に変更します。 

 

 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 展開定義（展開一覧を含みます） 

 

タスク定義の例 

 

 

  

A B C D E F G H I J K L M N

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24
25 横１ 横２
26 縦１ 横１縦１ 横２縦１
27 縦２ 横１縦２ 横２縦２
28 縦３ 横１縦３ 横２縦３
29 縦４ 横１縦４ 横２縦４
30 縦５ 横１縦５ 横２縦５
31
32

行指定
列指定

A B C D E F G H I J K L M N O

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24
31
32

行指定
列指定

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 行表示(415)(行表示)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 415

6 タスクタイプ名 * 行表示

7 タスクタイプ属性 表示しない

8 BKNO * 2

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート

11 DNO 3

12 処理条件判定セル  実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄
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展開定義の例 

  

A･････処理順ＮＯ：１を指定 

B･････タスク・展開属性：表示しない 

C･････行を表示しない範囲の開始位置、終了位置を行番号（25, 30）で指定 

（行番号の表記法は、２５、＄２５のようにしてください） 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

 

C･････行を表示しない範囲 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 DNO  * 3

3 データ展開名  展開_行表示(415)(行表示)

4 処理順NO 1

5 定義区分 タスク定義

6 タイプ 行表示

7 タスク・展開属性 表示しない

8 定義有効無効フラグ

9 コメント欄

10 シート名 デモシート

11 セル指定属性

12 シート保護有無

13 シート保護解除PW

14 自動計算方法

15 開始位置  25

16 終了位置 30

A B C D E F G H I J K L M N

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24
25 横１ 横２
26 縦１ 横１縦１ 横２縦１
27 縦２ 横１縦２ 横２縦２
28 縦３ 横１縦３ 横２縦３
29 縦４ 横１縦４ 横２縦４
30 縦５ 横１縦５ 横２縦５
31
32

行指定
列指定

Ｃ 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
488 

 

2.99 416：列表示 
タスクタイプ属性（表示しない、再表示） 

 機能 

① タスクタイプ属性に従い、展開定義で指定した範囲の非表示の列を表示したり、表示している列を

非表示にしたりします。 

 タスクタイプ属性 ①再表示  ： 非表示の列を表示します。 

   〃      ②表示しない： 表示している列を非表示にします。 

 展開定義に複数の範囲を定義できます。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 列表示(416)

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 416

6 タスクタイプ名 * 列表示

7 タスクタイプ属性 再表示 展開定義に依存

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 デモシート 開始時のシート名

11 DNO 4

12 処理条件判定セル  実行判定 @列表示実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “416” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “列表示”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。 

① 再表示  ：非表示の列を再表示する場合 

② 表示しない：列を非表示にする場合 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

DNO ............................................................. 実行時に Excel に展開するセル位置が定義してある DNO を指定しま

す。DNO は展開定義にて登録します。（注１、５） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『【展開定義リファレンス編】』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 複数の範囲の非表示の列を表示したり、複数の範囲の表示している列を非表示にしたりする場合、

タスク定義情報の読み込みなどのオーバーヘッドのため、タスクで指定する同一ＤＮＯの展開定義

に複数の展開定義を定義するほうが、個〄の範囲毎に複数のタスク定義を定義するよりも処理スピ

ードが速くなります。 

② 同一 DNO の展開定義内で定義した複数の展開定義毎にタスク・展開属性を自由に変更できます。 

③ 同一 DNO の展開定義内で定義した複数の展開定義毎に別シートの範囲を指定できます。 

 

 補足 

① タスクタイプ属性は、展開定義に引き継ぎます。 

 タスク定義のタスクタイプ属性と展開定義のタスク・展開定義とが違っている場合、対象とな
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る範囲の列の再表示、非表示は、展開定義のタスク・展開属性を優先します。 

 使用例 

「41５：行表示（行表示しない）」を実行した結果です。 

 

 

                           列 J～列 L を非表示に変更します。 

 

 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 展開定義（展開一覧を含みます） 

 

タスク定義の例 

 

 

  

A B C D E F G H I J K L M N

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24
25 横１ 横２
26 縦１ 横１縦１ 横２縦１
27 縦２ 横１縦２ 横２縦２
28 縦３ 横１縦３ 横２縦３
29 縦４ 横１縦４ 横２縦４
30 縦５ 横１縦５ 横２縦５
31
32

行指定
列指定

A B C D E F G H I M N O

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24
25
26
27
28
29
30
31
32

行指定
列指定

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 列表示(416)(列表示)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 416

6 タスクタイプ名 * 列表示

7 タスクタイプ属性 表示しない

8 BKNO * 2

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 行列表示

11 DNO 3

12 処理条件判定セル  実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄
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展開定義の例 

 

A･････処理順ＮＯ：１を指定 

B･････タスク・展開属性：表示しない 

C･････列を表示しない範囲の開始位置、終了位置を列番号（10, 12）で指定 

（列番号の表記法は、10、J、＄J のようにしてください） 

 

Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「デモシート」 

 

C･････列を表示しない範囲 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 DNO  * 3

3 データ展開名  展開_列表示(416)(列表示)

4 処理順NO 1

5 定義区分 タスク定義

6 タイプ 列表示

7 タスク・展開属性 表示しない

8 定義有効無効フラグ

9 コメント欄

10 シート名 行列表示

11 セル指定属性

12 シート保護有無

13 シート保護解除PW

14 自動計算方法

15 開始位置  10

16 終了位置 12

A B C D E F G H I J K L M N

18
19 1 　変更区分： A
20
21 A B
22 30 13.5
23 30 60
24
25 横１ 横２
26 縦１ 横１縦１ 横２縦１
27 縦２ 横１縦２ 横２縦２
28 縦３ 横１縦３ 横２縦３
29 縦４ 横１縦４ 横２縦４
30 縦５ 横１縦５ 横２縦５
31
32

行指定
列指定

Ｃ 

 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 
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2.100 417：自動計算 
タスクタイプ属性（再計算実行） 

 機能 

Excel の計算方式の制御として、本タスクタイプ実行時に再計算を実行します。 

Excel では通常、計算方式は自動計算モードになっていますが、データが Excel に入力されるたびに再計

算されるため、タスク実行中に大量のデータを処理している時には処理スピードが著しく遅くなることが

あります。そのため、dbSheetClient ではタスク実行中は自動計算を OFF に切り替え、タスク終了時に

ON に戻しています。 

① 再計算実行： 指定された時だけ再計算を実行します。 

② ON ： タスクタイプ属性（ON、OFF）を参照してください。 

③ OFF： タスクタイプ属性（ON、OFF）を参照してください。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 8100

3 タスク名 * 自動計算_再計算実行

4 処理順NO * 6

5 タスクタイプNO * 417

6 タスクタイプ名 * 自動計算

7 タスクタイプ属性 * 再計算実行

8 BKNO 1

9 ブック名 Sample.xls

10 処理条件判定セル  実行判定

11 定義有効無効フラグ

12 コメント欄

13 セル指定属性 直接

14 汎用パラメータ1 再計算対象 指定シート ブック全体 補足③

15 汎用パラメータ2 再計算シート 自動計算_1;自動計算_2 再計算しない 補足④

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “417” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “自動計算”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... “再計算実行”を指定します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 再計算対象を指定します。 

① ブック全体 

② 指定シート 

汎用パラメータ 2 ................................... 汎用パラメータ 1 で“指定シート”が選択された時に、再計算を実行

するシート名を列挙して指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① “ブック全体”に再計算を実行すると、場合により非常に時間が掛かることがあります。可能な限

り“指定シート”にて対象を絞り込むようにしてください。 

 

 補足 

① 複数のタスクを連続的に実行している時には自動計算処理が停止しているため、一連の処理の途中

でタスクがシートに展開した後の値や計算結果を参照する場合には、直前で再計算を実行する必要

があります。 

② 他のタスク定義に自動計算のパラメータがある、あるいは展開定義にて計算方法を指定できる場合

は、そちらで指定した方がタスク定義情報の読込みなどのオーバーヘッドが少なくなり、 処理スピ

ードが改善されます。 

但し、本タスクタイプでは複数のシートを指定して一括で再計算を実行できるため、複数のシート

にデータを展開したあとで最後にまとめて再計算するような場合には有利です。 

③ 汎用パラメータ 1： ブック全体を対象に再計算を実行するか、指定したシートのみ再計算を実行

するかを指定します。 

④ 汎用パラメータ 2： シートを複数列挙する時にはセミコロン（；）で区切ってください。汎用パ

ラメータ 1 が“指定シート”でかつ汎用パラメータ 2 が指定なしの場合、再計算は行われません。 
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 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････セル指定属性が空白の場合は、“直接”を指定することと同様となります。セル指定属性は「汎用

パラメータ 1」と「汎用パラメータ 2」に対して有効です。 

B･････汎用パラメータ 1(再計算対象)に“指定シート”が指定されたので、「汎用パラメータ 2」が有効

となります。 

C･････汎用パラメータ 2(再計算シート)の指定内容が、再計算実行の対象シートとなります。 

 

別のタスク定義の例を示します。 

 

D･････汎用パラメータ 1(再計算対象)に指定が無いので、“ブック全体” を選択した場合と同様になりま

す。 

E･････汎用パラメータ 2(再計算シート)は「汎用パラメータ 1」により無効なので、設定内容は無視され

ます。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 8100

3 タスク名 * 自動計算_再計算実行

4 処理順NO * 6

5 タスクタイプNO * 417

6 タスクタイプ名 * 自動計算

7 タスクタイプ属性 * 再計算実行

8 BKNO 1

9 ブック名 Sample.xls

10 処理条件判定セル  実行判定

11 定義有効無効フラグ

12 コメント欄

13 セル指定属性

14 汎用パラメータ1 再計算対象 指定シート

15 汎用パラメータ2 再計算シート 自動計算_1;自動計算_2

A
B
C

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 8100

3 タスク名 * 自動計算_再計算実行

4 処理順NO * 6

5 タスクタイプNO * 417

6 タスクタイプ名 * 自動計算

7 タスクタイプ属性 * 再計算実行

8 BKNO 1

9 ブック名 Sample.xls

10 処理条件判定セル  実行判定

11 定義有効無効フラグ

12 コメント欄

13 セル指定属性

14 汎用パラメータ1 再計算対象

15 汎用パラメータ2 再計算シート 自動計算_1;自動計算_2

D
E
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2.101 417：自動計算 
タスクタイプ属性（ON、OFF） 

 機能 

Excel の計算方式の制御として、自動計算モードの ON／OFF をおこないます。 

Excel では通常、計算方式は自動計算モードになっていますが、データが Excel に入力されるたびに再計

算されるため、タスク実行中に大量のデータを処理している時には処理スピードが著しく遅くなることが

あります。そのため、dbSheetClient ではタスク実行中は自動計算を OFF に切り替え、タスク終了時に

ON に戻しています。 

① 再計算実行： タスクタイプ属性（再計算実行）を参照してください。 

② ON ： 自動計算が ON になり、セルにデータが展開されるたびに再計算されます。そのため、

処理スピードが遅くなります。 

③ OFF ： 自動計算が OFF になり、再計算指示があるまでは再計算されません。そのため、処理ス

ピードが上がります。但し、数式の参照に影響するため注意が必要です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 8110

3 タスク名 * 自動計算_OFF

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 417

6 タスクタイプ名 * 自動計算

7 タスクタイプ属性 * OFF

8 BKNO 1

9 ブック名 Sample.xls

10 処理条件判定セル  実行判定

11 定義有効無効フラグ

12 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “417” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “自動計算”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。(省略丌可) 

① ON 

② OFF 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 自動計算モードを ON にして大量のデータをシート上に展開すると、処理スピードが著しく低下す

るため、自動計算の ON は必要な時に限定して使用してください。 

 

 補足 

① 複数のタスクを連続的に実行している時には自動計算処理が停止しているため、一連の処理の途中

でタスクがシートに展開した後の値や計算結果を参照する場合には、直前で再計算を実行する必要

があります。 

② 他のタスク定義に自動計算のパラメータがある、あるいは展開定義にて計算方法を指定できる場合

は、そちらで指定した方がタスク定義情報の読込みなどのオーバーヘッドが少なくなり、 処理スピ

ードが改善されます。一定の処理の間、自動計算を ON にする必要がある場合に使用します。 
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 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････させたい処理に合わせて“ON”と“OFF”を指定します。 

 

一連のタスク定義の途中で、「自動計算(ON、OFF)」を使用している例を示します。（「自動計算」説明の

ためのタスクなので、タスクとしての意味は特にありません。） 

 

B･････「自動計算（ON）」が指定されましたので、以降の処理は常に自動計算を行うモードとなります。 

C･････「自動計算（OFF）」が指定されましたので、以降のタスク処理を終了するまで自動計算を行わな

いモードとなります。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 8110

3 タスク名 * 自動計算_OFF

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 417

6 タスクタイプ名 * 自動計算

7 タスクタイプ属性 OFF

8 BKNO 1

9 ブック名 Sample.xls

10 処理条件判定セル  実行判定

11 定義有効無効フラグ

12 コメント欄

A

B C D E F G H I J
1 TASKNO タスク名 処理順NO タスクタイプNO タスクタイプ名 タスクタイプ属性 BKNO ブック名 シート名

2 590 自動計算_Demo 1 417 自動計算 ON 1 Sample.xls

3 590 自動計算_Demo 2 401 直接展開 1 Sample.xls

4 590 自動計算_Demo 3 410 コピー 数式 1 Sample.xls

5 590 自動計算_Demo 4 419 ジャンプ カーソル移動 1 Sample.xls Demo

6 590 自動計算_Demo 5 410 コピー 値 1 Sample.xls Demo

7 590 自動計算_Demo 6 417 自動計算 OFF 1 Sample.xls

8 590 自動計算_Demo 7 419 コピー 値 1 Sample.xls

9
10

B

C
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2.102 418：並べ替え 
タスクタイプ属性（ダイアログ、自動） 

 機能 

① Excel の並べ替え機能を実行します。 

② タスクタイプ属性の指定により、自動モードか、ダイアログを使用するモードかを選択するこ

とができます。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 並べ替え（商品CD）

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 418

6 タスクタイプ名 * 並べ替え

7 タスクタイプ属性 自動

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 並べ替え 現在のシートを表示します

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定 @並べ替え開始判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 優先キー１ @並べ替え_商品CD 補足①

18 汎用パラメータ2 昇順降順１ 昇順

19 汎用パラメータ3 優先キー２ 補足①

20 汎用パラメータ4 昇順降順２ 昇順

21 汎用パラメータ5 優先キー３ 補足①

22 汎用パラメータ6 昇順降順３ 昇順

23 汎用パラメータ7 設定確認 何もしない

24 汎用パラメータ8 並べ替えの方向 行

25 汎用パラメータ9 先頭行指定 データ

26 汎用パラメータ10 ふりがなを使う 使う

27 処理対象セル範囲 @並べ替え_取得域 エラー 補足②

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “418” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “並べ替え”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。(省略丌可)  

① ダイアログ 

② 自動 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

※ 以下の汎用パラメータ 1～10 の設定はタスクタイプ属性が”自動“の時のみ有効です。 

汎用パラメータ 1 ................................... 優先キー１：最優先されるキーの列の先頭セルを指定します。 

（補足①） 

汎用パラメータ 2 ................................... 昇順降順１：最優先されるキーの方向を指定します。 

① 昇順 

② 降順 

汎用パラメータ 3 ................................... 優先キー２： 2 番目に優先されるキーとなる列の先頭セルを指定し

ます。（補足①） 

汎用パラメータ 4 ................................... 昇順降順２： 2 番目に優先されるキーの方向を指定します。 

① 昇順 

② 降順 

汎用パラメータ 5 ................................... 優先キー3： ３番目に優先されるキーとなる列の先頭セルを指定し

ます。（補足①） 

汎用パラメータ 6 ................................... 昇順降順 3： ３番目に優先されるキーの方向を指定します。 

① 昇順 

② 降順 
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汎用パラメータ 7 ................................... 設定確認： デバッグ用の機能です。並べ替えを行った後にダイアロ

グを表示します。 

① 設定確認 

汎用パラメータ 8 ................................... 並べ替えの方向：並べ替えを行う方向を指定します。  

① (空白) ③ 列 

② 行  

汎用パラメータ 9 ................................... 先頭行指定： データ範囲の先頭を指定します。 

① タイトル行 

② データ 

汎用パラメータ 10 ............................... ふりがなを使う： ふりがなの使用を指定します。 

① 使う 

② 使わない 

処理対象セル範囲 ................................... 並べ替えを行うセル範囲のアドレスまたはセル範囲の定義名を指定

します。（補足②） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① Excel で複数のセルを参照しながら数式を利用して計算を行っている時に、並べ替えをおこな

うと、数式が崩れてしまって、予期せぬ計算結果になることがあります。並べ替えをおこなう

際には、十分注意してください。 

 

 補足 

① 先頭セル値としては、たとえば３行２列～１０行１０列 のデータ範囲を並べ替える時に、３行５

列目をキーとする場合には、列の指定ではなく、“Ｒ３Ｃ５”または“Ｅ３”と先頭のセルを指定し

てください。 

② 並べ替えを行うセル範囲を指定しますが、「セル指定属性」で“間接”を指定した時は「間接アドレ

ス」の動作に変化します。 
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 使用例 

「418：並べ替え」の使用例です。 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例（タスクタイプ属性が“自動”の場合） 

 

A･････商品コード列の先頭行にセットした定義名を指定します。 

B･････並べ替えを行う領域に付けられた定義名を指定します。 

 

Excel シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A･････セルの定義名：「並べ替え_商品 CD」 

B･････セル領域の定義名：「並べ替え_取得域」 

クエリー処理の展開定義「セル展開範囲定義名」で同名の定義名が指定されるために、読み込ん

だデータ領域が並べ替え領域の範囲となります。 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 並べ替え_自動(商品CD)

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 418

6 タスクタイプ名 * 並べ替え

7 タスクタイプ属性 自動

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 並べ替え

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 優先キー１ @並べ替え_商品CD

18 汎用パラメータ2 昇順降順１

19 汎用パラメータ3 優先キー２

20 汎用パラメータ4 昇順降順２

21 汎用パラメータ5 優先キー３

22 汎用パラメータ6 昇順降順３

23 汎用パラメータ7 設定確認

24 汎用パラメータ8 並べ替えの方向

25 汎用パラメータ9 先頭行指定

26 汎用パラメータ10 ふりがなを使う

27 処理対象セル範囲 @並べ替え_取得域

B 

A 

A 

B 
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タスク定義の例（タスクタイプ属性が“ダイアログ”の場合） 

 

A･････並べ替えを行う領域に付けられた定義名を指定します。 

 

 

実行例 

 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 並べ替え_ダイアログ

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 418

6 タスクタイプ名 * 並べ替え

7 タスクタイプ属性 ダイアログ

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 並べ替え

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 優先キー１

18 汎用パラメータ2 昇順降順１

19 汎用パラメータ3 優先キー２

20 汎用パラメータ4 昇順降順２

21 汎用パラメータ5 優先キー３

22 汎用パラメータ6 昇順降順３

23 汎用パラメータ7 設定確認

24 汎用パラメータ8 並べ替えの方向

25 汎用パラメータ9 先頭行指定

26 汎用パラメータ10 ふりがなを使う

27 処理対象セル範囲 @並べ替え_取得域 A 
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dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
506 

 

2.103 419：ジャンプ 
タスクタイプ属性（カーソル移動、先頭、保持） 

 機能 

指定したセルにカーソルを移動（ジャンプ）します。 

① カーソル移動： 画面の移動は最小限で、指定したセルにカーソル位置を移動します。 

② 先頭    ： 画面の左上が指定したセルになるようスクロールし、カーソルも移動します。 

③ 保持    ： カーソルは移動しないで表示状態を保持します。 

        （※ジャンプ先セルが指定されていても、無視します。） 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “419” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “ジャンプ”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。 

① カーソル移動 ③ 保持 

② 先頭  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 8120

3 タスク名 * ジャンプ_カーソル移動

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 419

6 タスクタイプ名 * ジャンプ

7 タスクタイプ属性 カーソル移動 カーソル移動

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 ジャンプ

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 複数シート表示番号 1 (メインシート) 補足①

18 汎用パラメータ2 スクリーン制御 更新 何もしない 補足②

19 ジャンプ先セル カーソル位置 @ジャンプ先 A1 補足③

タスク定義編集画面の範囲
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シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 複数シート表示時に位置付けるウィンドウの番号を指定します。 

汎用パラメータ 2 ................................... (空白)、“更新”にて、スクリーン制御方法を指定します。 

① 更新 

ジャンプ先セル ........................................ カーソルを位置付けたい Excel 上のセル位置を指定します。（注４） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① ボタンの表示などの制御を伴うシートを切り替えての移動の場合には、「403.シート切替」のタス

クタイプを利用すると、一度に処理を実行することができます。（推奨） 

② タスクタイプ属性で「カーソル移動」を指定した時に、タスク実行後にその位置が画面に表示され

ない場合には、汎用パラメータ 2 で“更新”を指定してください。 

※“更新”にすると、スクリーンを更新するため、画面が一時的にちらつくことがあります。 

③ Excel シート上で「ウィンドウ枠の固定」がされている場合、カーソル移動後の表示状態が想定通

りにならないことがあります。 

④ 本タスク機能は、旧 Ver 互換です。次期 Ver では削除される可能性がありますのでご注意下さい。 

 

 

 

 補足 

① 汎用パラメータ 1： 複数シート表示時に位置付けるウィンドウの番号を指定します。 

② 汎用パラメータ 2： タスクタイプ属性で“カーソル移動”を指定した時に有効となります。 

③ ジャンプ先セル ： タスクタイプ属性で“保持”を指定した時は無視されます。 
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 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････タスクタイプ属性に“カーソル移動”を指定しているので、「ジャンプ先セル」の指定に従ってセ

ルを位置付けます。 

B･････シート名には通常ジャンプする先のシート名を指定しますが、「ジャンプ先セル」にシート名も含

めたセル位置をしてした場合、省略可能です。 

C･････セル指定属性が空白の場合は、“直接”を指定することと同様となります。セル指定属性は「汎用

パラメータ 1」、「汎用パラメータ 2」および「ジャンプ先セル」に対して有効です。 

D･････汎用パラメータ 2(スクリーン制御)に“更新”を指定しているので、カーソルのジャンプ直後に画

面を更新します。 

E･････ジャンプ先セルに指定したセル位置にジャンプします。ジャンプ先セルが空白の場合は、“A1”

を指定することと同様となります。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 8120

3 タスク名 * ジャンプ_カーソル移動

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 419

6 タスクタイプ名 * ジャンプ

7 タスクタイプ属性 カーソル移動

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 ジャンプ

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 複数シート表示番号

18 汎用パラメータ2 スクリーン制御 更新

19 ジャンプ先セル カーソル位置 @ジャンプ先

A

C

D
E

B
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パラメータの違いによるジャンプ実行後の状態の差を模式的に示します。 

 

どの例も B3 セルにカーソルがある状態から、F50 セルにジャンプしています。 

① タスクタイプ属性：“カーソル移動”、汎用パラメータ 2：(空白) 

 

ジャンプ後に F50 セルに移動はしていますが、画面更新が無いので表示範囲の外にあり見えなくなって

います。 

 

② タスクタイプ属性：“カーソル移動”、汎用パラメータ 2：“更新” 

 

ジャンプ後に画面更新したので、ジャンプ先の F50 セルが表示範囲内に収まっています。 

 

③ タスクタイプ属性：“先頭”、汎用パラメータ 2：(空白) 

 

タスクタイプ属性が“先頭”なので、ジャンプ後の F50 セルが左上となるように表示されています。汎

用パラメータ 2 は特に指定する必要はありません。 

 

  

A B C D E F A B C D E F
1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6 6
7 7
8 8
9 9
10 10
11 11
12 12
13 13

A B C D E F A B C D E F
1 38
2 39
3 40
4 41
5 42
6 43
7 44
8 45
9 46
10 47
11 48
12 49
13 50

A B C D E F F G H I J K
1 50
2 51
3 52
4 53
5 54
6 55
7 56
8 57
9 58
10 59
11 60
12 61
13 62
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2.104 420：セル位置取得 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

選択されているセルの位置（シート名、行、列）の情報を取得し、シート上の指定された位置にセットし

ます。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “420” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “セル位置取得”は自動表示します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 7410

3 タスク名 * セル位置取得

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 420

6 タスクタイプ名 * セル位置取得

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名 セル位置取得

10 シート保護有無

11 シート保護解除PW

12 処理条件判定セル  実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

15 セル指定属性

16 汎用パラメータ1 取得シート名 @セル位置取得_シート名 設定しない。

17 汎用パラメータ2 取得行番号 @セル位置取得_行NO 設定しない。

18 汎用パラメータ3 取得列番号 @セル位置取得_列NO 設定しない。

19 汎用パラメータ4 自動計算 再計算しない。 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 取得したセル位置のシート名をセットするセルを指定します。 

汎用パラメータ 2 ................................... 取得したセル位置の行番号をセットするセルを指定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... 取得したセル位置の列番号をセットするセルを指定します。 

汎用パラメータ 4 ................................... 本タスクタイプ実行前後の再計算方法を指定します。（注５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 本タスクタイプにてセル位置を取得した後、そのセル位置を元に計算した結果を引き続き別の処理

で利用するばあいは、汎用パラメータ 4 で再計算を指定してください。 

 

 補足 

① 汎用パラメータ 4：自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行します。 

後再計算 本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行します。 

前後再計算 本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 9.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 9.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 9.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 
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 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････セル指定属性が空白の場合は、“直接”を指定することと同様となります。セル指定属性は「汎用

パラメータ 1～4」に対して有効です。 

B･････汎用パラメータ 1(取得シート名)には、取得したセル位置のシート名（“Sheet1”等）を格納す

るセルを指定します。 

C･････汎用パラメータ 2(取得行番号)には、取得したセル位置の行番号（数値）を格納するセルを指定し

ます 

D･････汎用パラメータ 3(取得列番号)には、取得したセル位置の列番号（数値）を格納するセルを指定し

ます 

 

実際のセル位置取得の例を模式的に示します。 

 

この例では、“ABC”という名前のシートの“B3”セルが選択されています。 

汎用パラメータ 1(取得シート名)：D8 

汎用パラメータ 2(取得行番号)：D9 

汎用パラメータ 3(取得列番号)：D10 

上記のように指定して「セル位置取得」タスクを実行すると、右側のようにシート名、行番号、列番号を

取得してシート上に展開します。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 7410

3 タスク名 * セル位置取得

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 420

6 タスクタイプ名 * セル位置取得

7 BKNO * 1

8 ブック名 * Sample.xls

9 シート名 セル位置取得

10 シート保護有無

11 シート保護解除PW

12 処理条件判定セル  実行判定

13 定義有効無効フラグ

14 コメント欄

15 セル指定属性

16 汎用パラメータ1 取得シート名 @セル位置取得_シート名

17 汎用パラメータ2 取得行番号 @セル位置取得_行NO

18 汎用パラメータ3 取得列番号 @セル位置取得_列NO

19 汎用パラメータ4 自動計算

A
B
C
D

A B C D E F A B C D E F
1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6 6
7 7
8 シート名 8 シート名 ABC

9 行番号 9 行番号 3

10 列番号 10 列番号 2

11 11
12 12
13 13

ABC ABC
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複数セルを選択している場合の例です。 

 

この例では“B3:C5”のセルが選択されており、“B3”セルがアクティブになっています。 

この場合「セル位置取得」タスクを実行すると、右側のように“B3”セルのシート名、行番号、列番号

を取得してシート上に展開します。 

 

 

この例では“B3:C5”のセルが選択されており、“C5”セルがアクティブになっています。 

この場合「セル位置取得」タスクを実行すると、右側のように“C5”セルのシート名、行番号、列番号

を取得してシート上に展開します。 

 

 

  

A B C D E F A B C D E F
1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6 6
7 7
8 シート名 8 シート名 ABC

9 行番号 9 行番号 3

10 列番号 10 列番号 2

11 11
12 12
13 13

ABC ABC

A B C D E F A B C D E F
1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6 6
7 7
8 シート名 8 シート名 ABC

9 行番号 9 行番号 5

10 列番号 10 列番号 3

11 11
12 12
13 13

ABC ABC
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2.105 421：範囲取得 
タスクタイプ属性（選択、名前） 

 機能 

選択されている範囲または名前定義されている範囲のアドレス（シート名、行、列）の情報を取得し、シ

ート上の指定された位置にセットします。 

① 選択： 指定されたシートの選択されている範囲を取得します。 

② 名前： 名前定義されている範囲を取得します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 7500

3 タスク名 * 範囲取得_範囲選択

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 421

6 タスクタイプ名 * 範囲取得

7 タスクタイプ属性 選択 選択

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 範囲取得

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 範囲定義名 (実行時にエラー) 補足①

18 汎用パラメータ3 取得範囲フルアドレス @範囲取得_取得範囲フルアドレス設定しない。

19 汎用パラメータ4 取得範囲シート名 @範囲取得_取得範囲シート名 設定しない。

20 汎用パラメータ5 先頭アドレス左上 @範囲取得_先頭アドレス 設定しない。

21 汎用パラメータ6 最終アドレス右下 @範囲取得_最終アドレス 設定しない。

22 汎用パラメータ7 先頭アドレス左上行番号 @範囲取得_先頭アドレス行 設定しない。

23 汎用パラメータ8 先頭アドレス左上列番号 @範囲取得_先頭アドレス列 設定しない。

24 汎用パラメータ9 最終アドレス右下行番号 @範囲取得_最終アドレス行 設定しない。

25 汎用パラメータ10 最終アドレス右下列番号 @範囲取得_最終アドレス列 設定しない。

26 汎用パラメータ11 自動計算 再計算しない。 補足②

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “421” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “範囲取得”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。 

① 選択 

② 名前 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 範囲取得をする範囲名（定義名）を指定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... 取得した範囲の、シート名の付いたフルアドレス名をセットするセル

を指定します。 

汎用パラメータ 4 ................................... 取得した範囲の存在するシート名をセットするセルを指定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... 取得した範囲の先頭アドレス(左上)をセットするセルを指定します。 

汎用パラメータ 6 ................................... 取得した範囲の最終アドレス(右下)をセットするセルを指定します。 

汎用パラメータ 7 ................................... 取得した範囲の先頭アドレス(左上)の「行番号」をセットするセルを

指定します。 

汎用パラメータ 8 ................................... 取得した範囲の先頭アドレス(左上)の「列番号」をセットするセルを

指定します。 

汎用パラメータ 9 ................................... 取得した範囲の最終アドレス(右下)の「行番号」をセットするセルを

指定します。 
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汎用パラメータ 10 ............................... 取得した範囲の最終アドレス(右下)の「列番号」をセットするセルを

指定します。 

汎用パラメータ 11 ............................... 本タスクタイプ実行前後の再計算方法を指定します。（注５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 選択範囲については、単一セルまたは連続した矩形範囲のセルのみ対応しています。隣接している

場合を含め、複数の範囲には対応していません。 

② 名前定義された範囲については、単一セルまたは連続した矩形範囲のセルのみ対応しています。カ

ンマで区切られた複数の範囲には対応していません。 

③ 矩形範囲において、常に左上を先頭、右下を最終と認識します。セルのアクティブ・非アクティブ

とは関係ありません。 

④ タスクタイプ属性が「名前」の時、汎用パラメータ 1（範囲定義名）を未指定のまま実行するとエ

ラーになります。必ず指定するようにしてください。 

 

 補足 

① 汎用パラメータ 1： タスクタイプ属性が「名前」の時に有効となります。 

名前定義だけでなく、“B4:F8”のようなセル範囲も指定可能です。 

② 汎用パラメータ 11：自動計算の選択値とその処理は次の通りです。 

設定内容 説明 

前再計算 本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行します。 

後再計算 本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行します。 

前後再計算 本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を実行します。 

シート前再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前に再計算を実行し

ます。 

シート後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行した直後に再計算を実行し

ます。 

シート前後再計算 10.シート名のシートのみ、本タスクタイプを実行する直前と直後に再計算を

実行します。 
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 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････タスクタイプ属性に“選択”を指定しているので、シート上で選択されているセル範囲からアド

レスを取得します。 

B･････セル指定属性が空白の場合は、“直接”を指定することと同様となります。セル指定属性は「汎用

パラメータ 1 および 3～11」に対して有効です。 

C･････汎用パラメータ 3～11 には、取得したセル位置の情報を格納するセルを指定します 

 

実際の範囲取得の例を模式的に示します。 

 

これは、“ABC”という名前のシートの“C8:F12”セルが選択されている時に範囲取得を実行した場合

の例です。 

汎用パラメータ 3～10 にて設定したセルに取得した情報が展開されます。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 7500

3 タスク名 * 範囲取得_範囲選択

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 421

6 タスクタイプ名 * 範囲取得

7 タスクタイプ属性 選択

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 範囲取得

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 範囲定義名

18 汎用パラメータ3 取得範囲フルアドレス @範囲取得_取得範囲フルアドレス

19 汎用パラメータ4 取得範囲シート名 @範囲取得_取得範囲シート名

20 汎用パラメータ5 先頭アドレス左上 @範囲取得_先頭アドレス

21 汎用パラメータ6 最終アドレス右下 @範囲取得_最終アドレス

22 汎用パラメータ7 先頭アドレス左上行番号 @範囲取得_先頭アドレス行

23 汎用パラメータ8 先頭アドレス左上列番号 @範囲取得_先頭アドレス列

24 汎用パラメータ9 最終アドレス右下行番号 @範囲取得_最終アドレス行

25 汎用パラメータ10 最終アドレス右下列番号 @範囲取得_最終アドレス列

26 汎用パラメータ11 自動計算

A

C

B

A B C D E F G H I
1

2 シート名
開始セル

位置
終了セル

位置
開始行 開始列 終了行 終了列

3 ABC $C$8 $F$12 8 3 12 6

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

ABC

ABC!$C$8:$F$12

取得範囲フルアドレス
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もうひとつ別のタスク定義の例を示します。 

 

D･････タスクタイプ属性に“名前”を指定しているので、シート上に定義されている名前定義からアド

レスを取得します。また、汎用パラメータ 1(範囲定義名)が有効になります。 

E･････汎用パラメータ 1(範囲定義名)に取得する範囲の名前を指定します。 

F･････汎用パラメータ 3～11 には、取得したセル位置の情報を格納するセルを指定します 

 

実際の範囲取得の例を模式的に示します。 

 

これは、“ABC”という名前のシートに“範囲取得_取得域”という名前が定義されている時に、その名

前定義範囲の取得を実行した場合の例です。 

汎用パラメータ 3～10 にて設定したセルに取得した情報が展開されます。 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 7510

3 タスク名 * 範囲取得_名前

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 421

6 タスクタイプ名 * 範囲取得

7 タスクタイプ属性 名前

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 範囲取得

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 範囲定義名 @範囲取得_取得域

18 汎用パラメータ3 取得範囲フルアドレス @範囲取得_取得範囲フルアドレス

19 汎用パラメータ4 取得範囲シート名 @範囲取得_取得範囲シート名

20 汎用パラメータ5 先頭アドレス左上 @範囲取得_先頭アドレス

21 汎用パラメータ6 最終アドレス右下 @範囲取得_最終アドレス

22 汎用パラメータ7 先頭アドレス左上行番号 @範囲取得_先頭アドレス行

23 汎用パラメータ8 先頭アドレス左上列番号 @範囲取得_先頭アドレス列

24 汎用パラメータ9 最終アドレス右下行番号 @範囲取得_最終アドレス行

25 汎用パラメータ10 最終アドレス右下列番号 @範囲取得_最終アドレス列

26 汎用パラメータ11 自動計算

D

F

E

A B C D E F G H I
1

2 シート名
開始セル

位置
終了セル

位置
開始行 開始列 終了行 終了列

3 ABC $D$7 $G$13 7 4 13 7

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

ABC

取得範囲フルアドレス

ABC!$D$7:$G$13

@範囲取得_取得域
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2.106 422：図の挿入 
タスクタイプ属性（ピクセル指定、ミリ指定、セルサイズ） 

 機能 

① 指定したセルに図の挿入（画像ファイルの挿入）を行います。 

② 指定できる画像ファイルのフォーマットは、GIF、JPEG、TIFF です。 

③ 幅、高さなど、サイズの指定が可能です。 

④ 複数のファイルの一括挿入が可能です。 

⑤ ハイパーリンクの設定が可能です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 図の挿入(422)_複数

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 422

6 タスクタイプ名 * 図の挿入

7 タスクタイプ属性 ミリ指定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 現在のシートを表示します

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定 @図の挿入開始判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 ファイル名 @図の挿入_複数_ファイル名 補足①

18 汎用パラメータ2 ダイアログ表示 無し 補足②

19 汎用パラメータ3 ホストを指定 ネットワーク ネットワーク 補足③

20 汎用パラメータ4 図の横幅 @図の挿入_複数_横幅 元図のサイズ 補足④

21 汎用パラメータ5 図の縦サイズ @図の挿入_複数_縦高 元図のサイズ 補足④

22 汎用パラメータ6 複数画像数 @図の挿入_複数_個数 1 補足⑤

23 汎用パラメータ7 セルの表示位置 中央 左上 補足⑥

24 汎用パラメータ8 画像のクリア指定 残す クリア 補足⑦

25 汎用パラメータ9 画像が存在しない時 中断 補足⑧

26 汎用パラメータ10 図のオブジェクト名 @図の挿入_複数_オブジェクト名 自動 補足⑨

27 汎用パラメータ11 ハイパーリンクの設定先 @図の挿入_複数_リンク設定先

28 汎用パラメータ12 セル名 @図の挿入_複数_セル名 補足⑩

29 汎用パラメータ13 ファイル名 @図の挿入_複数_リンクファイル

30 汎用パラメータ14 ヒント設定 @図の挿入_複数_ヒント設定 自動

31 汎用パラメータ15 セルサイズ比率 1 補足⑪

32 汎用パラメータ16 ミリ調整倍率（横） 1 補足⑫

33 汎用パラメータ17 ミリ調整倍率（縦） 1 補足⑫

34 汎用パラメータ18 縦横比保持 保持しない 補足⑬

35 処理対象セル範囲 * @図の挿入_複数_挿入セル エラー

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “422” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “図の挿入”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... サイズの指定単位を指定します。 

① (空白) ③ ミリ指定 

② ピクセル指定 ④ セルサイズ 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... ファイル名： 画像ファイルのファイル名（パスを含む）を指定しま

す。（補足①） 

汎用パラメータ 2 ................................... ダイアログ表示： ファイル選択のダイアログ表示の有無を指定しま

す。（補足②） 

① (空白) 

② 有り 

汎用パラメータ 3 ................................... ホストを指定： ファイルが存在するホストを指定します。（補足③） 

① ネットワーク 

② DBS サーバ 

汎用パラメータ 4 ................................... 図の横幅： 図の横幅サイズを指定します。（補足④） 

汎用パラメータ 5 ................................... 図の縦サイズ： 図の縦サイズを指定します。（補足④） 

汎用パラメータ 6 ................................... 複数画像数： 複数の画像ファイルを挿入する時は、画像数を指定し

ます。（補足⑤） 
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汎用パラメータ 7 ................................... セルの表示位置： 挿入する際のセル内の基準となる位置を指定しま

す。（補足⑥） 

① 左上 ④ 中央上 ⑦ 右上 

② 左中央 ⑤ 中央 ⑧ 右中央 

③ 左下 ⑥ 中央下 ⑨ 右下 

汎用パラメータ 8 ................................... 画像のクリア指定： 事前に挿入済みの画像をクリアするか、そのま

ま残すかを指定します。（補足⑦） 

① クリア 

② 残す 

汎用パラメータ 9 ................................... 画像が存在しない時： ファイルがなかった時の動作を指定します。

（補足⑧） 

① (空白) ③ 継続 

② 中断  

汎用パラメータ 10 ............................... 図のオブジェクト名： 図に付けるオブジェクト名を指定します。 

（補足⑨） 

汎用パラメータ 11 ............................... ハイパーリンクの設定先： ハイパーリンクの設定先を指定します。 

① このドキュメント内 

② ファイルまたは Web ページ 

汎用パラメータ 12 ............................... セル名： 「ハイパーリンクの設定先」が、“このドキュメント内”

の時、リンク先のセル名を指定します。（補足⑩） 

汎用パラメータ 13 ............................... ファイル名： 「ハイパーリンク設定先」が“ファイルまたは Web

ページ”の時、URL またはファイルパス名を指定します。 

汎用パラメータ 14 ............................... ヒント設定： ハイパーリンクのヒント設定文字を指定します。 

汎用パラメータ 15 ............................... セルサイズ比率： タスクタイプ属性が「セルサイズ」の時に有効で、

セルに対する比率を指定します（1.00 のときセルサイズと同じ、小

数点での入力が可能）。（補足⑪） 

汎用パラメータ 16 ............................... ミリ調整倍率（横）： タスクタイプ属性が「ミリ指定」の時に有効

で、横方向の調整倍率を指定します。（指定したサイズどおりに印刷

されない場合など、調整するための倍率を指定します）（補足⑫） 

汎用パラメータ 17 ............................... ミリ調整倍率（縦）：「ミリ調整倍率（横）」と同様に、縦方向の調整

倍率を指定します。 （補足⑫） 

汎用パラメータ 18 ............................... 縦横比保持： 汎用パラメータ 4、5 が両方とも指定された時に、値

の小さいほうを基準に縦横比を保持するか、しないかを指定します。 

（補足⑬） 

① 保持しない 

② 保持する 

処理対象セル範囲 ................................... 図を挿入するセルを指定します。(省略丌可)（補足⑩） 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 
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（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 使用上の注意 

① 複数ファイルの一括挿入を行う場合は、配列となる領域をシート上に作成して行います。 

→ 「セル指定属性」は、“間接”または“間接アドレス”で指定します。 

 

 補足 

① 存在しないファイルを指定した場合はエラーになります。 

挿入できる図のファイルの拡張子は、「*.gif」、「*.jpg」、「*.jpeg」、「*.tif」、「*.tiff」です。 

② 汎用パラメータ 1「ファイル名」が指定されていない場合は、「有り」が指定されたものとして処理

します。このときの初期フォルダは「マイドキュメント」です。 

③ 挿入する図のファイルの保存場所が、DBS サーバ（Web サーバ）内のフォルダの場合には DBS

サーバを指定してください。（省略値が“ネットワーク”なので注意!!） 

汎用パラメータ 1「ファイル名」が“http://”または“https://”で始まる時は、そのままアドレ

スとしてファイルを取得します。 

④ 横または縦のサイズだけが指定されている時には、元画像の縦横比を自動調整します。 

⑤ 「セル指定属性」が“間接”または“間接アドレス”の時だけ画像数を設定することが可能です。 

画像数が複数の時は、汎用パラメータ 1「ファイル名」、汎用パラメータ 4「横幅サイズ」、汎用パ

ラメータ 5「縦サイズ」、汎用パラメータ 10「オブジェクト名」、「ハイパーリンク設定先」（汎用

パラメータ 11～13）、「処理対象セル範囲」が行方向に画像数だけ連続して指定されているものと

して処理します。（ファイル名が空白の時にはそのままスキップし、指定された画像数まで処理を繰

り返します。） 

⑥ “左上”を指定した時は、画像の左上を、セルの左上に合わせます。 

⑦ “クリア”指定時は、シート名で指定されている同一シート内の挿入済み画像を一旦クリアした後、

再度、画像を挿入します。挿入済の画像をそのまま残し、別のセルに画像を挿入させたい時は“残

す”を指定してください。 

⑧ 複数画像の挿入で“中断”を指定した時に、ファイルが１つも見つからなかった場合は、処理の最

後でエラー中断します。 

⑨ 自動で設定されるオブジェクト名は、「DBSIMG_シート名_挿入図ファイル名」です。（ファイル名は

パスを除く拡張子までの部分） 

⑩ 「セル指定属性」で“間接”を指定した時は「間接アドレス」の動作に変化します。 

⑪ タスクタイプ属性が「セルサイズ」の時に有効です。１の時にセルサイズと同じになり、0.9 を指

定すると、セルの縦と横に対してそれぞれ 0.9 倍の比率になります。 

⑫ タスクタイプ属性が「ミリ指定」の時に有効です。Excel で印刷した時には、Excel 自体が用紙サ

イズやプリンタなどに合わせて自動倍率をかけてしまう場合があるため、指定したミリサイズで印

刷されないことがあります。また、Excel では横方向と縦方向の比率が異なる場合がありますので、

横方向と縦方向それぞれに対して、調整倍率を指定することができます。 

⑬ 汎用パラメータ 4「図の横幅」、汎用パラメータ 5「図の縦サイズ」がいずれも指定された時に有効

です。縦型の画像と横型の画像が混在する時など、縦横比を保持した状態で、指定した縦横のサイ

ズの範囲内に収まるように表示させたい場合があります。そのときに、“保持する”を指定すると縦

横比を保持した状態で値をセットします。 

 



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
524 

 使用例 

「422：図の挿入」の使用例です。 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

A･････「セル指定属性」に“間接”を指定します。 

B･････複数画像数には配列となる領域の件数の格納されたセルの定義名を指定します。 

C･････配列となる領域のそれぞれの位置を定義名で指定します。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 図の挿入(422)_複数

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 422

6 タスクタイプ名 * 図の挿入

7 タスクタイプ属性 ミリ指定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定 @図の挿入開始判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 ファイル名 @図の挿入_複数_ファイル名

18 汎用パラメータ2 ダイアログ表示

19 汎用パラメータ3 ホストを指定 ネットワーク

20 汎用パラメータ4 図の横幅 @図の挿入_複数_横幅

21 汎用パラメータ5 図の縦サイズ @図の挿入_複数_縦高

22 汎用パラメータ6 複数画像数 @図の挿入_複数_個数

23 汎用パラメータ7 セルの表示位置 中央

24 汎用パラメータ8 画像のクリア指定 残す

25 汎用パラメータ9 画像が存在しない時

26 汎用パラメータ10 図のオブジェクト名 @図の挿入_複数_オブジェクト名

27 汎用パラメータ11 ハイパーリンクの設定先 @図の挿入_複数_リンク設定先

28 汎用パラメータ12 セル名 @図の挿入_複数_セル名

29 汎用パラメータ13 ファイル名 @図の挿入_複数_リンクファイル

30 汎用パラメータ14 ヒント設定 @図の挿入_複数_ヒント設定

31 汎用パラメータ15 セルサイズ比率

32 汎用パラメータ16 ミリ調整倍率（横）

33 汎用パラメータ17 ミリ調整倍率（縦）

34 汎用パラメータ18 縦横比保持

35 処理対象セル範囲 * @図の挿入_複数_挿入セル

A 

B 

 C 
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Excel シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A･････セルの定義名：「図の挿入_複数_個数」 

→ 式：「=COUNTA($D$23:$D$31)」を定義 

B･････セルの定義名：「図の挿入_複数_ファイル名」 

C･････セルの定義名：「図の挿入_複数_横幅」 

D･････セルの定義名：「図の挿入_複数_縦高」 

E･････セルの定義名：「図の挿入_複数_挿入セル」 

F･････セルの定義名：「図の挿入_複数_オブジェクト名」 

G･････セルの定義名：「図の挿入_複数_リンク設定先」 

H･････セルの定義名：「図の挿入_複数_セル名」 

I ･････セルの定義名：「図の挿入_複数_リンクファイル」 

J･････セルの定義名：「図の挿入_複数_ヒント設定」 

 

  

A Ｂ Ｃ D E F G H I J 
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2.107 423：図のクリア 
タスクタイプ属性（ALL、個別） 

 機能 

① 図の挿入で Excel シート上に挿入した図をクリアします。 

② タスクタイプ属性で①“ALL”を指定すると、起動後に作成した図を全てクリアします。②“個

別”を指定すると、指定した図だけをクリアすることができます。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 図のクリア

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 423

6 タスクタイプ名 * 図のクリア

7 タスクタイプ属性 個別

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 図の挿入 全シートの挿入図を削除

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定 @図のクリア開始判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 クリア数 @図の挿入_複数_個数 補足①

18 汎用パラメータ2 オブジェクト名 @図の挿入_複数_オブジェクト名 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “423” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “図のクリア”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 挿入した全ての図をクリアするか、個別の図をクリアするかを指定し

ます。(省略丌可) 

① ALL 

② 個別 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... クリア数： クリアするオブジェクトの個数を指定します。（補足①） 

汎用パラメータ 2 ................................... オブジェクト名： クリアするオブジェクトの名称を指定します。 

（補足①） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 手動で挿入した図はクリアの対象外です。 

② シートを指定した場合は、該当シートの図が対象です。省略した場合は全シートの図が対象と

なります。 

 

 補足 

① クリアする画像が複数であっても、オブジェクト名が全て同一の場合は「１」を指定します。 

オブジェクト名の異なる複数の画像を削除するためには、Excel シート上に、削除するオブジェク

ト名を行方向に列挙し、一番上のセルを、汎用パラメータ 2 で指定します。 

汎用パラメータ 1 で指定する個数と、列挙するオブジェクト名の個数は一致するように指定してく

ださい。 
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 使用例 

「423：図のクリア」の使用例です。 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

A･････クリアする画像の個数の格納されたセルを指定します。 

B･････クリアする画像のオブジェクト名の格納されたセルを指定します。 

 

Excel シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A･････セルの定義名：「図の挿入_複数_個数」 

→ 式：「=COUNTA($D$23:$D$31)」を定義 

B･････セルの定義名：「図の挿入_複数_オブジェクト名」 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * 図のクリア

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 423

6 タスクタイプ名 * 図のクリア

7 タスクタイプ属性 個別

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 図の挿入

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 クリア数 @図の挿入_複数_個数

18 汎用パラメータ2 オブジェクト名 @図の挿入_複数_オブジェクト名

A 

B 

A B 
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2.108 424：行列挿入 
タスクタイプ属性（行挿入、列挿入、セル行挿入、セル列挿入） 

 機能 

指定された開始位置に、行（列）を挿入します。 

同時に、挿入された行（列）に対して、指定されている範囲の書式や数式をコピーすることが可能です。 

① 行挿入： 指定された行の“後”または“手前”に指定された分の行を挿入します。 

② 列挿入： 指定された列の“後”または“手前”に指定された分の列を挿入します。 

③ セル行挿入： 指定された範囲の“後”または“手前”に指定された分の行を挿入します。 

④ セル列挿入： 指定された範囲の“後”または“手前”に指定された分の列を挿入します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “424” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “行列挿入”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。(省略丌可) 

① 行挿入 ③ セル行挿入 

② 列挿入 ④ セル列挿入 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 524

3 タスク名 * 行挿入

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 424

6 タスクタイプ名 * 行列挿入

7 タスクタイプ属性 * 行挿入

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 テスト

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 直接

17 汎用パラメータ1 開始位置 * 5 (省略丌可) 補足①

18 汎用パラメータ2 挿入回数 3 1 補足②

19 汎用パラメータ3 挿入方向 後 後 補足③

20 汎用パラメータ4 コピー元範囲 4 コピーしない 補足①、④

21 汎用パラメータ5 コピー属性 書式 コピーしない 補足④

タスク定義編集画面の範囲
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シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 「アクティブセル」 or 開始行 or 開始列 or 開始セル範囲：開始位

置を指定します。 

汎用パラメータ 2 ................................... 挿入回数：挿入処理を実行する回数を指定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... 挿入方向を指定します。 

① 後 

② 手前 

汎用パラメータ 4 ................................... 「アクティブセル」 or コピー元の範囲：コピー元範囲を指定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... コピー属性を指定します。(410.コピーのタスクタイプ属性で指定で

きる内容を全て指定できます。) 

① 全部 ⑦ 罫線を除くすべて 

② 数式 ⑧ 列幅 

③ 値 ⑨ 数式と数値の書式 

④ 書式 ⑩ 値と数値の書式 

⑤ 入力規則 ⑪ 書式･コメント･入力規則･列幅 

⑥ コメント  

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① コピー元の範囲は、行や列を挿入後に範囲を取得するため、挿入後に位置が変わるような場合には

注意が必要です。 

② 汎用パラメータ 5 で“全部”、“数式”が指定されている時には、指定された範囲の数式以外の文字

や値もコピーされるので注意が必要です。 

③ 連結されたセルが含まれる行や列の書式をコピーすると、コピー元範囲が複数行（列）に拡張され

るので注意が必要です。 

④ 挿入される範囲とコピーされる範囲が丌整合の場合、挿入範囲を超えてコピーが行われ、結果とし

て元からあったセルの内容を上書いて消してしまうことや、逆に挿入範囲のうち一部にしかコピー

がされないことがあります。（Excel の機能に準じています。） 

挿入の範囲とコピーの範囲は、整合が取れるように注意してください。 

⑤ 汎用パラメータ 1 および 4 において、5:5 のように$を付けずに数字とコロン(:)のみの組み合わせ

の形式は使用できません。 

⑥ その他コピーに伴う注意事項は、「410：コピー」を参照してください。 

 

 補足 

① 汎用パラメータ 1, 4：  

 「アクティブセル」： 実行直前に選択されているセルまたは行（列）が対象となります。 

名前定義を使用しないで指定する場合は、以下のように指定してください。 

 ①行挿入の時： ５行目に挿入→ 5 または $5 または $5:$5 （行全体を指定しま

す） 

 ②列挿入の時： Ｃ列目（3 列）に挿入 → $C または $C:$C または 3  （列全

体を指定します） 

 ③セル行挿入、④セル列挿入： セルの範囲を指定します。 

② 汎用パラメータ 2： 汎用パラメータ 1 が１行(列)の場合は、そのまま挿入行(列)数に一致します。

汎用パラメータ１が複数行(列)の時には、[開始行(列)数×挿入回数]になります。 

③ 汎用パラメータ 3： 汎用パラメータ 1 で指定された行（列）の“後”に挿入するか、“手前”に

挿入するかを指定します。 

Excel では行や列の挿入は選択された行や列の“手前”に挿入されますが、汎用パラメータ 3 が未

指定の時には“後”に挿入します。 

④ 汎用パラメータ 4, 5： 汎用パラメータ 4、5 が未指定の場合でも、Excel と同様挿入処理時に手

前の行(列）の書式が自動的にコピーされます。 
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 使用例 

行挿入のタスク定義の例を示します。 

 

A･････タスクタイプ属性に“行挿入”を指定しているので、開始位置から行単位でセルを挿入します。 

B･････セル指定属性に“直接”を指定します。セル指定属性は「汎用パラメータ 1～5」に対して有効で

す。 

C･････汎用パラメータ 1(開始位置)には「行挿入」を開始する位置を指定します。この例では“$6:$7”

と 2 行を指定したので、2 行単位で挿入されます。 

D･････汎用パラメータ 2(挿入回数)には「行挿入」を実行する回数を指定します。この例では“2”と指

定したので、「汎用パラメータ 1」と合わせて 2×2=4 行挿入されます。 

E･････汎用パラメータ 3(挿入方向)には挿入する際に開始位置の後に挿入するか、開始位置の手前に挿入

するかを指定します。この例では“後”を指定したので、開始位置の後（下）から挿入されます。 

F･････汎用パラメータ 4(コピー元範囲)には挿入された行に対してコピーする範囲を指定します。この例

では“$2:$3”と 2 行を指定したので、2 行単位でコピーされます。 

G･････汎用パラメータ 5(コピー属性)にはコピーを実行する際の属性を指定します。この例では“全部”

を指定したので、コピー元範囲の内容が全部コピーされます。 

 

実際の行挿入の例を模式的に示します。 

 

“$6:$7”の下に 4 行分が挿入され、挿入された行には“$2:$3”が「全部」コピーされています。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 524

3 タスク名 * 行挿入

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 424

6 タスクタイプ名 * 行列挿入

7 タスクタイプ属性 * 行挿入

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 テスト1

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 直接

17 汎用パラメータ1 開始位置 * $6:$7

18 汎用パラメータ2 挿入回数 2

19 汎用パラメータ3 挿入方向 後

20 汎用パラメータ4 コピー元範囲 $2:$3

21 汎用パラメータ5 コピー属性 全部

A

C
D

F
G

B

E

A B C D E F A B C D E F
1 1
2 2
3 A B C D 3 A B C D

4 E F G H 4 E F G H

5 5
6 6
7 7
8 8 A B C D

9 1 2 3 4 9 E F G H

10 10 A B C D

11 11 E F G H

12 12
13 13 1 2 3 4

14 14
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列挿入のタスク定義の例を示します。 

 

A‟････タスクタイプ属性に“列挿入”を指定しているので、開始位置から列単位でセルを挿入します。 

B‟････セル指定属性に“直接”を指定します。セル指定属性は「汎用パラメータ 1～5」に対して有効で

す。 

C‟････汎用パラメータ 1(開始位置)には「列挿入」を開始する位置を指定します。この例では“$D”と

指定したので、1 列単位で挿入されます。 

D‟････汎用パラメータ 2(挿入回数)には「列挿入」を実行する回数を指定します。この例では“1”と指

定したので、「汎用パラメータ 1」と合わせて 1×1=1 列挿入されます。 

E‟････汎用パラメータ 3(挿入方向)には挿入する際に開始位置の後に挿入するか、開始位置の手前に挿入

するかを指定します。この例では“後”を指定したので、開始位置の後（右）から挿入されます。 

F‟････汎用パラメータ 4(コピー元範囲)には挿入された列に対してコピーする範囲を指定します。この例

では“$C”と指定したので、1 列単位でコピーされます。 

G‟････汎用パラメータ 5(コピー属性)にはコピーを実行する際の属性を指定します。この例では“書式”

を指定したので、コピー元範囲の書式のみがコピーされます。 

 

実際の列挿入の例を模式的に示します。 

 

“$D”の右に 1 行分が挿入され、挿入された行には“$C”の「書式」がコピーされています。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 524

3 タスク名 * 行挿入

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 424

6 タスクタイプ名 * 行列挿入

7 タスクタイプ属性 * 列挿入

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 テスト1

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 直接

17 汎用パラメータ1 開始位置 * $D

18 汎用パラメータ2 挿入回数 1

19 汎用パラメータ3 挿入方向 後

20 汎用パラメータ4 コピー元範囲 $C

21 汎用パラメータ5 コピー属性 書式

A'

C'
D'

F'
G'

B'

E'

A B C D E F A B C D E F
1 1
2 A E 1 2 A E 1

3 B F 2 3 B F 2

4 C G 3 4 C G 3

5 D H 4 5 D H 4

6 6
7 7
8 8
9 9
10 10
11 11
12 12
13 13
14 14
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セル行挿入のタスク定義の例を示します。 

 

A‟‟････タスクタイプ属性に“セル行挿入”を指定しているので、開始位置で指定した範囲から行方向で

セルを挿入します。 

B‟‟････セル指定属性に“直接”を指定します。セル指定属性は「汎用パラメータ 1～5」に対して有効で

す。 

C‟‟････汎用パラメータ 1(開始位置)には「セル行挿入」を開始する位置を指定します。この例では

“$C$4:$D$5”と 2 行に渡って指定したので、2 行単位で挿入されます。 

D‟‟････汎用パラメータ 2(挿入回数)には「列挿入」を実行する回数を指定します。この例では“2”と指

定したので、「汎用パラメータ 1」と合わせて 2×2=4 行分挿入されます。 

E‟‟････汎用パラメータ 3(挿入方向)には挿入する際に開始位置の後に挿入するか、開始位置の手前に挿入

するかを指定します。この例では“手前”を指定したので、開始位置の手前（上）から挿入され

ます。 

F‟‟････汎用パラメータ 4(コピー元範囲)には挿入された列に対してコピーする範囲を指定します。この例

では“$B$2:$C$3”と 2 行に渡って指定したので、2 行単位でコピーされます。 

G‟‟････汎用パラメータ 5(コピー属性)にはコピーを実行する際の属性を指定します。この例では“書式”

を指定したので、コピー元範囲の書式のみがコピーされます。 

 

実際のセル行挿入の例を模式的に示します。 

 

“$C$4:$D$4”の上から 4 行分（$C$4:$D$7）が挿入され、挿入された行には“$B$2:$C$3”の「書

式」がコピーされています。 

 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 524

3 タスク名 * 行挿入

4 処理順NO * 3

5 タスクタイプNO * 424

6 タスクタイプ名 * 行列挿入

7 タスクタイプ属性 * セル行挿入

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 テスト1

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 直接

17 汎用パラメータ1 開始位置 * $C$4:$D$5

18 汎用パラメータ2 挿入回数 2

19 汎用パラメータ3 挿入方向 手前

20 汎用パラメータ4 コピー元範囲 $B$2:$C$3

21 汎用パラメータ5 コピー属性 書式

A''

C''
D''

F''
G''

B''

E''

A B C D E F A B C D E F
1 1
2 A B C 2 A B C

3 D E F 3 D E F

4 G H I 4 G

5 J K L 5 J

6 M N O 6 M

7 7
8 1 2 3 8 1 H I

9 9 K L

10 10 N O

11 11
12 12 2 3

13 13
14 14
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2.109 425：チェックボックス設定 
タスクタイプ属性（追加） 

 機能 

チェックボックスを指定セルに挿入します。 

 → チェックボックスの削除については、タスクタイプ属性（削除）を参照してください。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “425” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “チェックボックス設定”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... “追加”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * チェックボックス設定

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 425

6 タスクタイプ名 * チェックボックス設定

7 タスクタイプ属性 追加

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 チェックボックス設定 現在のシートを表示します

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定 @チェックボックス設定開始判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 挿入位置 * @チェックボックス・挿入位置 エラー 補足①

18 汎用パラメータ2 表示文字列 @チェックボックス・表示文字列なし 補足②

19 汎用パラメータ3 リンクセル @チェックボックス・リンクセルエラー 補足③

20 汎用パラメータ4 横幅サイズ @チェックボックス・横幅サイズセル幅に合わせる 補足④

21 汎用パラメータ5 初期値 @チェックボックス・初期値 0　（FALSE） 補足⑤

22 汎用パラメータ6 チェックボックス数 @チェックボックス・ボックス数1 補足⑥

23 汎用パラメータ7 挿入方向 @チェックボックス・挿入方向 行

24 汎用パラメータ8 挿入ステップ数 @チェックボックス・挿入ステップ数1 補足⑦

25 汎用パラメータ9 セル内位置 @チェックボックス・セル内位置左中央 補足⑧

26 汎用パラメータ10 オブジェクト名 @チェックボックス・オブジェクト名自動 補足⑨

タスク定義編集画面の範囲
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定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 挿入位置： チェックボックスを挿入するセルを指定します。 

(省略丌可)（補足①） 

汎用パラメータ 2 ................................... 表示文字列： チェックボックスに表示する文字列を入力します。 

（補足②） 

汎用パラメータ 3 ................................... リンクセル： リンクするセルを指定します。（補足③） 

汎用パラメータ 4 ................................... 横幅サイズ： チェックボックスの横幅サイズのピクセルを指定しま

す。（補足④） 

汎用パラメータ 5 ................................... 初期値： チェックボックスの初期値を指定します。（補足⑤） 

汎用パラメータ 6 ................................... チェックボックス数： 挿入するチェックボックスが複数ある時に、

数を指定します。（補足⑥） 

汎用パラメータ 7 ................................... 挿入方向： 複数挿入時に行方向か列方向かを指定します。 

① (空白) ③ 列 

② 行  

汎用パラメータ 8 ................................... 挿入ステップ数： 複数挿入時にステップ数（次の行 or 列までの増

分）を指定します。（補足⑦） 

汎用パラメータ 9 ................................... セル内位置： チェックボックスをセル内のどの位置を基点として挿

入するかを指定します。（補足⑧） 

① 左上 ④ 中央上 ⑦ 右上 

② 左中央 ⑤ 中央 ⑧ 右中央 

③ 左下 ⑥ 中央下 ⑨ 右下 

汎用パラメータ 10 ............................... オブジェクト名： チェックボックスにつけるオブジェクト名を指定

します。（補足⑨） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① チェックボックスの追加には処理時間を要しますので、事前に必要な数量を作成しておくなど、

自動設定する数量が大量にならないようにしてください。 

下記の時間は、作成するチェックボックスの個数に対する処理時間の目安です。 

 10 個：1～2 秒 

 100 個：10～20 秒 

 

 補足 

① チェックボックスをどのセルに挿入するかを指定します。「セル指定属性」で“間接”を指定した時

は「間接アドレス」の動作に変化します。 

② 文字列がない場合は、チェックボックスだけを表示します。文字列が長すぎると、セルからはみ出

すことがあります。 

③ リンクするセルには、チェックボックスをクリックすると、ON：“TRUE”、OFF：“FALSE” の

文字が表示されます。「セル指定属性」で“間接”を指定した時は「間接アドレス」の動作に変化し

ます 

④ チェックボックスの横幅のサイズを指定します。文字が入力されている場合には、必ずしも、指定

したサイズにはなりません。 

⑤ チェックボックスの初期値（0、1、9）の意味は、次の通りです。 

  0： チェックされていない状態（FALSE) 

  1： チェックされた状態（TRUE） 

  9： リンクセルの値が FALSE の場合はチェックされていない状態に、TRUE の場合はチ

ェックされた状態に設定 

⑥ ３を入力した時には、汎用パラメータ 7 で指定された行または列方向に、汎用パラメータ 8 のステ

ップ数に従って３個のチェックボックスを連続的に挿入します。 

⑦ ３を指定すると、３行（列）ずつカウントアップしながら、２行（列)分、間隔を空けてチェックボ

ックスを挿入します。 

⑧ 指定できる値は、①“左上”、②“左中央”、③“左下”、④“中央上”、⑤“中央”、⑥“中央下”、

⑦“右上”、⑧“右中央”、⑨“右下”です。 

⑨ 自動設定されるオブジェクト名は、DBSCHK_シート名_連番（連番はタスクごとに１からスタート）

です。 
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 使用例 

「425：チェックボックス設定（追加）」の使用例です。 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例 

 

 

A･････「セル指定属性」を“間接”で指定します。 

B･････挿入するチェックボックスの処理条件を定義名で指定します。 

 @チェックボックス・挿入位置 

 @チェックボックス・表示文字列 

 @チェックボックス・リンクセル 

 @チェックボックス・初期値 

 @チェックボックス・ボックス数 

 @チェックボックス・挿入方向 

 @チェックボックス・挿入ステップ数 

 @チェックボックス・セル内位置 

 @チェックボックス・オブジェクト名 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * チェックボックス設定

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 425

6 タスクタイプ名 * チェックボックス設定

7 タスクタイプ属性 追加

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 チェックボックス設定

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 挿入位置 * @チェックボックス・挿入位置

18 汎用パラメータ2 表示文字列 @チェックボックス・表示文字列

19 汎用パラメータ3 リンクセル @チェックボックス・リンクセル

20 汎用パラメータ4 横幅サイズ @チェックボックス・横幅サイズ

21 汎用パラメータ5 初期値 @チェックボックス・初期値

22 汎用パラメータ6 チェックボックス数 @チェックボックス・ボックス数

23 汎用パラメータ7 挿入方向 @チェックボックス・挿入方向

24 汎用パラメータ8 挿入ステップ数 @チェックボックス・挿入ステップ数

25 汎用パラメータ9 セル内位置 @チェックボックス・セル内位置

26 汎用パラメータ10 オブジェクト名 @チェックボックス・オブジェクト名

A 

B 
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Excel シート 

 

 

 

A･････処理条件に対して、それぞれの定義名を設定した領域 

B･････「@チェックボックス・挿入位置」で間接的に指定されたセル 

赤枠の領域にチェックボックスが挿入されます。 

C･････「@チェックボックス・リンクセル」で間接的に指定されたセル 

赤枠の領域のセルにチェックボックスの値がリンク付けられます。 

D･････チェックボックスのリンクセルの値により、値を表示させています。 

→ 式の定義：「=IF(D18="","",IF(D18=TRUE,"開く","閉じる"))」 

 

実行例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A B C D 
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2.110 425：チェックボックス設定 
タスクタイプ属性（削除） 

 機能 

① チェックボックス設定で追加したチェックボックスを削除します。（チェックボックスの追加

については、タスクタイプ属性（追加）を参照してください。） 

② 汎用パラメータ 1（削除モード）で①“ALL”を指定すると、起動後に追加したチェックボッ

クスを全てクリアします。②“個別”を指定すると、指定したチェックボックスだけをクリア

します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “425” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “チェックボックス設定”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... “削除”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * ２

3 タスク名 * チェックボックス設定_削除

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 425

6 タスクタイプ名 * チェックボックス設定

7 タスクタイプ属性 削除

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 チェックボックス設定 現在のシートを表示します

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 削除モード ALL 補足①

18 汎用パラメータ2 削除数 補足②

19 汎用パラメータ3 オブジェクト名 補足②

タスク定義編集画面の範囲
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定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 削除モード： 削除モードを指定します。（補足①） 

① ALL 

② 個別 

汎用パラメータ 2 ................................... 削除数： 削除するチェックボックスが複数ある時に、数を指定しま

す。（補足②） 

汎用パラメータ 3 ................................... オブジェクト名： 削除するチェックボックスのオブジェクト名を指

定します。（補足③） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 予めシート上に作成してあったチェックボックスは削除の対象外です。 

② シートを指定した場合は、該当シートのチェックボックスが対象です。省略した場合は全シー

トのチェックボックスが対象となります。 

 

 補足 

① 削除モードの意味は次のとおりです。 

 ALL ：起動後に描画した全てのチェックボックスを削除します。（シート名が指定されている

場合は、指定シート内のチェックボックスを削除します） 

 個別 ：オブジェクト名を指定して個別にチェックボックスを削除します。（シート名が指定さ

れている場合は、指定シート内のチェックボックスを削除します） 

② 削除するチェックボックスが複数であっても、オブジェクト名が全て同一の場合は「１」を指定し

ます。オブジェクト名の異なる複数のチェックボックスを削除するためには、Excel シート上に、

削除するオブジェクト名を行方向に列挙し、一番上のセルを、汎用パラメータ 3 で指定します。 

汎用パラメータ 2 で指定する個数と、列挙するオブジェクト名の個数は一致するように指定してく

ださい。 

 

 使用例 

省略（類似例として、「423：図のクリア」等を参照してください。） 
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2.111 426：ハイパータスク実行設定 
タスクタイプ属性（セルにリンク設定） 

 機能 

① セルにハイパーリンクを設定して、ハイパータスクの実行可能なセルを自動作成します。 

↔「汎用パラメータ 1～5」の設定。 

② 同一設定のハイパーリンクのセルを行方向または列方向に複数の自動作成が可能です。 

↔「汎用パラメータ 6～8」の設定。 

③ ハイパーリンクのセルの表示形式（表示位置、フォントサイズや色など）の指定が可能です。 

↔「汎用パラメータ 9」、「汎用パラメータ 11～14」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9220

3 タスク名 * ハイパータスク実行設定(セルにリンク設定)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 426

6 タスクタイプ名 * ハイパータスク実行設定

7 タスクタイプ属性 * セルにリンク設定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 ハイパータスク実行設定例 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 実行ボタン挿入位置 @セルリンク1設定位置 エラー

18 汎用パラメータ2 表示文字列 SQL照会へ なし

19 汎用パラメータ3 セル参照先 汎用パラメータ１と同じ 補足①

20 汎用パラメータ4 セル参照先の文字列 汎用パラメータ２と同じ 補足②

21 汎用パラメータ5 ヒント設定 汎用パラメータ２と同じ 補足③

22 汎用パラメータ6 同時設定数 1 補足④

23 汎用パラメータ7 挿入方向 行 補足⑤

24 汎用パラメータ8 挿入ステップ数 1 補足⑥

25 汎用パラメータ9 設定位置 左中央 中央 補足⑦

26 汎用パラメータ10 セルの識別名 自動 補足⑧

27 汎用パラメータ11 表示文字列のフォントサイズ 自動 補足⑨

28 汎用パラメータ12 表示文字列の色 3 0（自動） 補足⑩

29 汎用パラメータ13 参照先フォントサイズ 自動 補足⑪

30 汎用パラメータ14 参照先色番号 0（自動） 補足⑫

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “426”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“ハイパータスク実行設定”が自動設定さ

れます。 

タスクタイプ属性 ................................... “セルにリンク設定”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... ハイパーリンクを設定するセルを指定します。(省略丌可) 

汎用パラメータ 2 ................................... ハイパーリンクを設定するセルに表示する文字列を指定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... ハイパーリンクでリンクされる先（セル参照先）を指定します。 

汎用パラメータ 4 ................................... セル参照先に表示する文字列を指定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... ハイパーリンクの「ヒント設定」の文字列を指定します。 

汎用パラメータ 6 ................................... 同時に作成するハイパーリンクの数を指定します。 

汎用パラメータ 7 ................................... 複数作成する場合の行列方向を指定します。 

① (空白) ③ 列 

② 行  

汎用パラメータ 8 ................................... 複数作成する場合のステップ数（次の行または列までの増分）を指定

します。 
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汎用パラメータ 9 ................................... 表示する文字列のセル内の基点とする位置を指定します。 

① 左上 ④ 中央上 ⑦ 右上 

② 左中央 ⑤ 中央 ⑧ 右中央 

③ 左下 ⑥ 中央下 ⑨ 右下 

汎用パラメータ 10 ................................ 作成するハイパータスクの実行可能なセルに任意の識別名を指定し

ます。 

汎用パラメータ 11 ................................ 「汎用パラメータ 2」に設定する文字列のフォントサイズを指定しま

す。 

汎用パラメータ 12 ................................ 「汎用パラメータ 2」に設定する文字列のフォントの色番号を指定し

ます。 

汎用パラメータ 13 ................................ 「汎用パラメータ 4」に設定する文字列のフォントサイズを指定しま

す。 

汎用パラメータ 14 ................................ 「汎用パラメータ 4」に設定する文字列のフォントの色番号を指定し

ます。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 

 使用上の注意 

① ハイパータスクの実行可能なセルを作成するのには処理時間（１０個：１～２秒、１００個：１０

～２０秒）を要します。このため、あらかじめシート上に作成するなどして、本タスクタイプから

自動作成する数量が多くならないようにしてください。 

② 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセルにデータを書き込む際に、セルに保

護がかかっている時は、保護の解除指定（「シート保護有無」／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を

行う必要があります。 
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NO NO NO NO NO NO

1 index1 黒 11 index11 21 index21 31 index31 41 index41 51 index51
2 index2 白 12 index12 22 index22 32 index32 42 index42 52 index52
3 index3 赤 13 index13 23 index23 33 index33 43 index43 53 index53

4 index4 黄緑 14 index14 24 index24 34 index34 44 index44 54 index54
5 index5 青 15 index15 25 index25 35 index35 45 index45 55 index55
6 index6 黄色 16 index16 26 index26 36 index36 46 index46 56 index56
7 index7 紫 17 index17 27 index27 37 index37 47 index47
8 index8 水色 18 index18 28 index28 38 index38 48 index48
9 index9 茶 19 index19 29 index29 39 index39 49 index49

10 index10 緑 20 index20 30 index30 40 index40 50 index50

 補足 

① 「汎用パラメータ３」で、ハイパーリンクでリンクされる先（セル参照先）を指定します。省略し

た場合は、「汎用パラメータ 1」と同じセルになります。 

参照先のセルは、必ず同じシート内に指定してください。 

② 「汎用パラメータ 4」で、セル参照先に表示する文字列を指定します。省略した場合は、「汎用パラ

メータ２」と同じ文字列になります。 

③ 「汎用パラメータ 5」で、ハイパーリンクの「ヒント設定」の文字列を指定します。省略した場合

は、「汎用パラメータ 2」と同じ文字列になります。 

④ 「汎用パラメータ 6」で、同時に作成するハイパーリンクの数を指定します。省略した場合は、１

（個）になります。 

⑤ 「汎用パラメータ 7」で、複数作成する場合の行列方向（”行”／”列”）を指定します。省略した場合

は、「行」になります。 

⑥ 「汎用パラメータ 8」で、複数作成する場合のステップ数（次の行または列までの増分）を指定し

ます。省略した場合は、１（ステップ）になります。 

⑦ 「汎用パラメータ 9」で、表示する文字列のセル内の基点とする位置を指定します。省略した場合

は、「左中央」になります。 

⑧ 「汎用パラメータ 10」で、作成するハイパータスクの実行可能なセルに任意の識別名を指定しま

す。省略した場合は、自動で ”DBSHYPCell_シート名_連番”（連番はタスク実行ごとに 1 からス

タート）の識別名になります。 

この識別名は、別タスク（タスクタイプ属性：セルのリンク削除）で、個別に削除する場合に必要

となります。 

⑨ 「汎用パラメータ 11」で、「汎用パラメータ 2」に設定する文字列のフォントサイズを指定します。

省略した場合は、「自動」（システムが自動調整）になります。 

⑩ 「汎用パラメータ 12」で、「汎用パラメータ 2」に設定する文字列のフォントの色番号（０:自動／

1:黒／2:白／3:赤／4:黄緑／5:青．．．）を指定します。省略した場合は、「０:自動」になります。（指

定可能な全てのフォントの色番号は「表１．文字フォントの色 No」を参照） 

⑪ 「汎用パラメータ 13」で、「汎用パラメータ 4」に設定する文字列のフォントサイズを指定します。

省略した場合は、「自動」（システムが自動調整）になります。 

⑫ 「汎用パラメータ 14」で、「汎用パラメータ 4」に設定する文字列のフォントの色番号（０:自動／

1:黒／2:白／3:赤／4:黄緑／5:青．．．）を指定します。省略した場合は、「０:自動」になります。（指

定可能な全てのフォントの色番号は「表１．文字フォントの色 No」を参照） 

 

表１．文字フォントの色 No 
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 使用例 

◎「セルにリンク設定」ボタンを押すと、リンクセル作成場所（セル位置 G14）にハイパータスク実行

用リンクセルを作成します。このリンクセルをクリックすると、Excel の「ページ設定」画面を表示す

るような使用例を示します。リンクセルの動作は、画面上部のボタンエリアにある「ページ設定」ボタ

ンを押した時と同じ動作をするようになっています。 

尚、「セルのリンク削除」ボタンの動作については、本マニュアルの「タスクタイプ属性：セルのリン

ク削除」の「■ 使用例」で説明していますので、そちらを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「セルにリンク設定」ボタンを押した後の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「セルにリンク設定」ボタンを押す

と、”ページ設定”というハイパータスク

実行用リンクセルを作成します。 

”ページ設定”をクリックすると、Excel

の「ページ設定」画面を表示します。 

「ページ設定」ボタン

を押した時も、Excel

の「ページ設定」画面

を表示します。 
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◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

４）Excel シートの定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

 

３）タスク定義の例（「ページ設定」ボタン、「セルにリンク設定」ボタンのタスクのみ） 

  ※TASKNO:10200 定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

  ※TASKNO:10210 定義の詳細（縦型表示の内容） 
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４）Excel シートの定義（Excel ファイル:「Sample.xls」/シート:「ハイパータスク実行_セルリンク」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Excel の「名前の定義」で、以下のセルに名前を定義しておきます。 

名前 参照範囲（セル） セルの内容（値または数式） 

リンクセル作成位置 G14 なし 
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2.112 426：ハイパータスク実行設定 
タスクタイプ属性（セルのリンク削除） 

 機能 

別タスクの「タスクタイプ属性（セルにリンク設定）」で作成したハイパータスク実行用リンクセルのリ

ンク設定を削除（全て削除または個別削除）します。 

↔「汎用パラメータ 1～4」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9230

3 タスク名 * ハイパータスク実行設定(セルのリンク削除)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 426

6 タスクタイプ名 * ハイパータスク実行設定

7 タスクタイプ属性 * セルのリンク削除

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 ハイパータスク実行設定例 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 削除モード ALL ALL 補足①

18 汎用パラメータ2 削除数 1 補足②

19 汎用パラメータ3 削除リンクセル識別名 補足③

20 汎用パラメータ4 クリアモード 値 値 補足④

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “426”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“ハイパータスク実行設定”が自動設定さ

れます。 

タスクタイプ属性 ................................... “セルのリンク削除”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 削除モードを指定します。 

① ALL 

② 個別 

汎用パラメータ 2 ................................... 個別削除の場合の削除する数（識別名単位）を指定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... 削除するハイパータスク実行用リンクセルの識別名（セル位置）を指

定します。 

汎用パラメータ 4 ................................... セル参照先のセルのクリアモードを指定します。 

① 全て 

② 値 

 

 



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
554 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 「シート名」の項目でシート名が指定されている場合は、そのシート内のみが削除対象になります。

シート名が省略された場合は、ブックの全シートが削除対象になります。 

② 個別削除で数を指定する場合、削除するハイパータスク実行用リンクセルが複数でも、作成時の識

別名が同一の時は、それで 1 つとなります。(削除する数の単位は識別名となります。) 

③ 個別削除で複数の識別名を指定する場合、Excel シートのセル上に削除する識別名を行方向（１行

目、２行目．．．）に列挙し、１行目のセルを「汎用パラメータ 3」で指定するようにします。このた

め、「セル指定属性」の項目は、「間接」か「間接アドレス」を設定してください。 

④ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセルにデータを書き込む際に、セルに保

護がかかっている時は、保護の解除指定（「シート保護有無」／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を

行う必要があります。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、削除モードの指定をします。 

ALL：起動後に作成したハイパータスク実行用リンクセルをシート名に応じて全て削除します。 

個別：識別名を指定して、識別名単位ごとに個別に削除します。 

省略した場合は、「ALL」になります。 

② 「汎用パラメータ 2」で、個別削除の場合の数（識別名単位）を指定します。省略した場合は １に

なります。 

③ 「汎用パラメータ 3」で、削除するハイパータスク実行用リンクセルの識別名（セル位置）を指定

します。削除する識別名が１つの場合は、直接識別名を指定できますが、複数ある場合は、Excel

シートのセル上に識別名を行方向（１行目、２行目．．．）に列挙し、１行目のセル位置を指定するよ

うにします。 

④ 「汎用パラメータ 4」で、セル参照先のセルのクリアモードを指定します。 

値 ：書式はそのままで値のみをクリアします。 

全て：書式と値などの全てをクリアします。 

省略した場合は、「値」になります。 
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 使用例 

◎「セルのリンク削除」ボタンを押すと、「セルにリンク設定」ボタンで作成したハイパータスク実行用 

リンクセル（セル位置 G14）を削除する使用例を示します。 

尚、「セルにリンク設定」ボタン、「ページ設定」ボタンの動作については、本マニュアルの「タスクタ

イプ属性（セルにリンク設定）」の「■ 使用例」で説明していますので、そちらを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「セルのリンク削除」ボタンを押した後の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「セルのリンク削除」ボタンを押す

と、”ページ設定”というハイパータスク

実行用リンクセルが削除されます。 

「セルにリンク設定」ボタンで作成し

たハイパータスク実行用リンクセル。 
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◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

 

３）タスク定義の例（「セルのリンク削除」ボタンのタスクのみ） 

  ※TASKNO:10220 定義の詳細（縦型表示の内容） 
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2.113 426：ハイパータスク実行設定 
タスクタイプ属性（実行ボタン追加） 

 機能 

① セルにハイパーリンクを設定して、ハイパータスク実行用のボタンを自動作成します。 

↔「汎用パラメータ 1～5」の設定。 

② 同一設定のハイパータスク実行用のボタンを行方向または列方向に複数の自動作成が可能です。 

↔「汎用パラメータ 6～8」の設定。 

③ ハイパータスク実行用のボタンの表示形式（表示位置、ボタン文字のフォントサイズや色、ボタン

サイズや色など）の指定が可能です。 

↔「汎用パラメータ 9」、「汎用パラメータ 11～16」、「汎用パラメータ 18～20」の設定。 

④ ハイパータスク実行用ボタン（「タスク NO」方式）を自動作成します。 

↔「汎用パラメータ 17＝“タスク NO”」と「TASKJUMPNO1」、の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9240

3 タスク名 * ハイパータスク実行設定(実行ボタン追加)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 426

6 タスクタイプ名 * ハイパータスク実行設定

7 タスクタイプ属性 * 実行ボタン追加

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 ハイパータスク実行設定例 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 実行ボタン挿入位置 @ボタンリンク1設定位置 エラー

18 汎用パラメータ2 表示文字列 SQL照会へ なし

19 汎用パラメータ3 セル参照先 @ボタンリンク1設定位置 汎用パラメータ１と同じ 補足①

20 汎用パラメータ4 セル参照先の文字列 DBS#4200 汎用パラメータ２と同じ 補足②

21 汎用パラメータ5 ヒント設定 汎用パラメータ２と同じ 補足③

22 汎用パラメータ6 同時設定数 1 補足④

23 汎用パラメータ7 挿入方向 行 補足⑤

24 汎用パラメータ8 挿入ステップ数 1 補足⑥

25 汎用パラメータ9 設定位置 中央 左中央 補足⑦

26 汎用パラメータ10 オブジェクト名 自動 補足⑧

27 汎用パラメータ11 表示文字列のフォントサイズ 自動 補足⑨

28 汎用パラメータ12 表示文字列の色 0（自動） 補足⑩

29 汎用パラメータ13 参照先フォントサイズ 自動 補足⑪

30 汎用パラメータ14 参照先色番号 0（自動） 補足⑫

31 汎用パラメータ15 ボタンの形状 ボタン形式 補足⑬

32 汎用パラメータ16 ボタンの色番号 2 67（灰色） 補足⑭

33 汎用パラメータ17 起動方法 ボタン 補足⑮

34 汎用パラメータ18 サイズの指定方法 ピクセル 比率 補足⑯

35 汎用パラメータ19 横サイズ 72 セルの横*0.8 補足⑰

36 汎用パラメータ20 縦サイズ 24 セルの縦*0.8 補足⑱

37 TASKJUMPNO1 0 実行しない 補足⑲

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “426”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“ハイパータスク実行設定”が自動設定さ

れます。 

タスクタイプ属性 ................................... “実行ボタン追加”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... ハイパーリンクを設定してハイパータスクの実行可能なボタンを設

定するセルを指定します。(省略丌可) 

汎用パラメータ 2 ................................... ボタン上に表示する文字列を指定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... ハイパーリンクでリンクされる先（セル参照先）を指定します。 

汎用パラメータ 4 ................................... セル参照先に表示する文字列を指定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... ハイパーリンクの「ヒント設定」の文字列を指定します。 

汎用パラメータ 6 ................................... 同時に作成するハイパーリンクの数を指定します。 

汎用パラメータ 7 ................................... 複数作成する場合の行列方向を指定します。 

① (空白) ③ 列 

② 行  
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汎用パラメータ 8 ................................... 複数作成する場合のステップ数（次の行または列までの増分）を指定

します。 

汎用パラメータ 9 ................................... 作成するボタンのセル内の基点とする位置を指定します。 

① 左上 ④ 中央上 ⑦ 右上 

② 左中央 ⑤ 中央 ⑧ 右中央 

③ 左下 ⑥ 中央下 ⑨ 右下 

汎用パラメータ 10 ................................ ハイパータスク実行可能なボタンに任意のオブジェクト名（識別名）

を指定します。 

汎用パラメータ 11 ................................ 「汎用パラメータ 2」に設定する文字列のフォントサイズを指定しま

す。 

汎用パラメータ 12 ................................ 「汎用パラメータ 2」に設定する文字列のフォントの色番号を指定し

ます。 

汎用パラメータ 13 ................................ 「汎用パラメータ 4」に設定する文字列のフォントサイズを指定しま

す。 

汎用パラメータ 14 ................................ 「汎用パラメータ 4」に設定する文字列のフォントの色番号を指定し

ます。 

汎用パラメータ 15................................ ボタンの形状を指定します。 

① ボタン ③ 角丸め 

② 矩形 ④ 楕円 

汎用パラメータ 16................................ ボタンの色番号を指定します。 

汎用パラメータ 17 ................................ ハイパーリンクで起動するタスクの起動方法を指定します。 

① ボタン ③ ボタン名 

② タスク NO  

汎用パラメータ 18 ................................ ボタンサイズの設定方法（”比率”/”ピクセル”）を指定します。 

① 比率 

② ピクセル 

汎用パラメータ 19 ................................ ボタンの横サイズ（比率またはピクセル値）を指定します。 

汎用パラメータ 20 ................................ ボタンの縦サイズ（比率またはピクセル値）を指定します。 

TASKJUMPNO1 ................................ 「汎用パラメータ 17」で「タスク NO」が指定された時の実行する

タスク NO を指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① ハイパータスクの実行可能なボタンを作成するのには処理時間（１０個：２～３秒、１００個：２

０～３０秒）を要します。このため、あらかじめシート上に作成するなどして、本タスクタイプか

ら自動作成する数量が多くならないようにしてください。 

② ハイパータスク実行可能なボタンに指定する識別名は、オートシェイプや図を特定するための「オ

ブジェクト名」として管理されます。これにより、Excel の数式バーの左端の「名前ボックス」で

確認や変更したりすることが可能になります。 

③ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセルにデータを書き込む際に、セルに保

護がかかっている時は、保護の解除指定（「シート保護有無」／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を

行う必要があります。 

④ ハイパータスク実行用ボタン（「タスク NO」方式）を有効するには、本タスク前に「304.ハイパ

ー実行制御」の設定で、“有効”にする必要があります。  

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 3」で、ハイパーリンクでリンクされる先（セル参照先）を指定します。省略し

た場合は、「汎用パラメータ 1」と同じセルになります。参照先のセルは、必ず同じシート内に指定

してください。 

② 「汎用パラメータ 4」で、セル参照先に表示する文字列を指定します。文字列の形式は ”DBS!ボタ

ン名”または”DBS#タスクＮＯ”の形式で指定してください。省略した場合は、”DBS!{汎用パラメー

タ２の文字列}”になります。 

③ 「汎用パラメータ 5」で、ハイパーリンクの「ヒント設定」の文字列を指定します。省略した場合

は、「汎用パラメータ 2」と同じ文字列になります。 

④ 「汎用パラメータ６」で、同時に作成するハイパーリンクの数を指定します。省略した場合は、１

（個）になります。 

⑤ 「汎用パラメータ 7」で、複数作成する場合の行列方向（”行”／”列”）を指定します。省略した場合

は、「行」になります。 

⑥ 「汎用パラメータ 8」で、複数作成する場合のステップ数（次の行または列までの増分）を指定し

ます。省略した場合は、１（ステップ）になります。 

⑦ 「汎用パラメータ 9」で、作成するボタンのセル内の基点とする位置（”左上”／”左中央”／”左下”／”

中央上”／”中央”／”中央下”／”右上”／”右中央”／”右下”）を指定します。省略した場合は、「左中央」

になります。 

⑧ 「汎用パラメータ 10」で、作成するハイパータスク実行可能なボタンに任意の識別名（オブジェ

クト名）を指定します。省略した場合は、自動で ”DBSHYP_シート名_連番”（連番はタスク実行

ごとに 1 からスタート）の識別名になります。 

この識別名は、別タスク（タスクタイプ属性：実行ボタン削除）で、個別に削除する場合に必要と

なります。 

⑨ 「汎用パラメータ 11」で、「汎用パラメータ 2」に設定する文字列のフォントサイズを指定します。

省略した場合は、「自動」（システムが自動調整）になります。 

⑩ 「汎用パラメータ 12」で、「汎用パラメータ 2」に設定する文字列のフォントの色番号（０:自動／

1:黒／2:白／3:赤／4:黄緑／5:青．．．）を指定します。省略した場合は、「０:自動」になります。（指

定可能な全てのフォントの色番号は「表１．文字フォントの色 No」を参照） 
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NO NO NO NO NO NO

1 index1 黒 11 index11 21 index21 31 index31 41 index41 51 index51
2 index2 白 12 index12 22 index22 32 index32 42 index42 52 index52
3 index3 赤 13 index13 23 index23 33 index33 43 index43 53 index53

4 index4 黄緑 14 index14 24 index24 34 index34 44 index44 54 index54
5 index5 青 15 index15 25 index25 35 index35 45 index45 55 index55
6 index6 黄色 16 index16 26 index26 36 index36 46 index46 56 index56
7 index7 紫 17 index17 27 index27 37 index37 47 index47
8 index8 水色 18 index18 28 index28 38 index38 48 index48
9 index9 茶 19 index19 29 index29 39 index39 49 index49

10 index10 緑 20 index20 30 index30 40 index40 50 index50

⑪ 「汎用パラメータ 13」で、「汎用パラメータ 4」に設定する文字列のフォントサイズを指定します。

省略した場合は、「自動」（システムが自動調整）になります。 

⑫ 「汎用パラメータ 14」で、「汎用パラメータ 4」に設定する文字列のフォントの色番号（０:自動／

1:黒／2:白／3:赤／4:黄緑／5:青．．．）を指定します。省略した場合は、「０:自動」になります。（指

定可能な全てのフォントの色番号は「表１．文字フォントの色 No」を参照） 

⑬ 「汎用パラメータ 15」で、ボタンの形状（”ボタン”／”矩形”／”角丸め”／”楕円”）を指定します。

省略した場合は、「ボタン」形式になります。 

⑭ 「汎用パラメータ 16」で、ボタンの色番号（1:白／2:赤／3:黄緑／4:青／5:黄．．．）を指定します。

省略した場合は、「67:灰色」になります。（指定可能な全てのボタンの色番号は「表２．ハイパータ

スク実行ボタンの色 No」を参照） 

⑮ 「汎用パラメータ 17」で、ハイパーリンクで起動するタスクの起動方法（”ボタン”／”タスク NO”）

を指定します。省略した場合は、「ボタン」（ボタン名）になります。 

⑯ 「汎用パラメータ 18」で、ボタンサイズの設定方法（”比率”／”ピクセル”）を指定します。省略し

た場合は、「比率」（セルのサイズに対する比率）になります。 

⑰ 「汎用パラメータ 19」で、ボタンの横サイズ（比率またはピクセル値）を指定します。省略した

場合は、「比率」（0.8:セルの横*0.8）になります。 

⑱ 「汎用パラメータ 20」で、ボタンの縦サイズ（比率またはピクセル値）を指定します。省略した

場合は、「比率」（0.8:セルの縦*0.8）になります。 

⑲ 「TASKJUMPNO1」で、「汎用パラメータ 17」で「タスク NO」が指定された時の実行するタス

ク NO を指定します。省略した場合は、何も実行しません。 

 

表１．文字フォントの色 No 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

61 62 63 64 65 66 67 68 69 70

71 72 73 74 75 76 77 78 79 80

表２．ハイパータスク実行ボタンの色 No 
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 使用例 

◎「実行ボタン追加」ボタンを押すと、実行ボタン作成場所（セル位置 G14）にハイパータスク実行用

ボタンを作成します。この実行ボタンをクリックすると、Excel の「ページ設定」画面を表示するよう

な使用例を示します。実行ボタンの動作は、画面上部のボタンエリアにある「ページ設定」ボタンを押

した時と同じ動作をするようになっています。 

尚、「実行ボタン削除」ボタンの動作については、本マニュアルの「タスクタイプ属性（実行ボタン削

除）」の「■ 使用例」で説明していますので、そちらを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「実行ボタン追加」ボタンを押した後の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「実行ボタン追加」ボタンを押すと、 

”ページ設定”というハイパータスク

実行用ボタンを作成します。 

”ページ設定”実行ボタンをクリックす

ると、Excel の「ページ設定」画面を

表示します。 

「ページ設定」ボタン

を押した時も、Excel

の「ページ設定」画面

を表示します。 
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◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

４）Excel シートの定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

 

３）タスク定義の例（「ページ設定」ボタン、「実行ボタン追加」ボタンのタスクのみ） 

  ※TASKNO:10200 定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

  ※TASKNO:10310 定義の詳細（縦型表示の内容） 
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４）Excel シートの定義（Excel ファイル:「Sample.xls」/シート:「ハイパータスク実行_実行ボタン」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Excel の「名前の定義」で、以下のセルに名前を定義しておきます。 

名前 参照範囲（セル） セルの内容（値または数式） 

実行ボタン作成位置 G14 なし 
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2.114 426：ハイパータスク実行設定 
タスクタイプ属性（実行ボタン削除） 

 機能 

別タスクの「タスクタイプ属性（実行ボタン追加）」で作成したハイパータスク実行用ボタンを削除（全

て削除または個別削除）します。 

↔「汎用パラメータ 1～4」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 9250

3 タスク名 * ハイパータスク実行設定(実行ボタン削除)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 426

6 タスクタイプ名 * ハイパータスク実行設定

7 タスクタイプ属性 * 実行ボタン削除

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 ハイパータスク実行設定例 開始時のシート名

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 削除モード ALL ALL 補足①

18 汎用パラメータ2 削除数 1 補足②

19 汎用パラメータ3 削除オブジェクト名 補足③

20 汎用パラメータ4 クリアモード 値 値 補足④

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “426”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“ハイパータスク実行設定”が自動設定さ

れます。 

タスクタイプ属性 ................................... “実行ボタン削除”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ .............................. シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 削除モードを指定します。 

① ALL 

② 個別 

汎用パラメータ 2 ................................... 個別削除の場合の削除する数（識別名単位）を指定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... 削除するハイパータスク実行用ボタンの識別名（セル位置）を指定し

ます。 

汎用パラメータ 4 ................................... セル参照先のセルのクリアモードを指定します。 

① 全て 

② 値 
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（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 「シート名」の項目でシート名が指定されている場合は、そのシート内のみが削除対象になります。

シート名が省略された場合は、ブックの全シートが削除対象になります。 

② 個別削除で数を指定する場合、削除するハイパータスク実行用ボタンが複数でも、作成時の識別名

(オブジェクト名)が同一の時は、それで１つとなります。（削除する数の単位は識別名となります。） 

③ 個別削除で複数の識別名を指定する場合、Excel シートのセル上に削除する識別名を行方向（１行

目、２行目．．．）に列挙し、１行目のセルを「汎用パラメータ３」で指定するようにします。このた

め、「セル指定属性」の項目は、「間接」か「間接アドレス」を設定してください。 

④ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセルにデータを書き込む際に、セルに保

護がかかっている時は、保護の解除指定（「シート保護有無」／「シート保護解除ＰＷ」の設定）を

行う必要があります。 

 

 補足 

① 「汎用パラメータ 1」で、削除モードの指定をします。 

ALL：起動後に作成したハイパータスク実行用ボタンをシート名に応じて全て削除します。 

個別：識別名を指定して、識別名単位ごとに個別に削除します。 

省略した場合は、「ALL」になります。 

② 「汎用パラメータ 2」で、個別削除の場合の数（識別名単位）を指定します。省略した場合は １に

なります。 

③ 「汎用パラメータ 3」で、削除するハイパータスク実行用ボタンの識別名（セル位置）を指定しま

す。削除する識別名が１つの場合は、直接識別名を指定できますが、複数ある場合は、Excel シー

トのセル上に識別名を行方向（１行目、２行目．．．）に列挙し、１行目のセル位置を指定するように

します。 

④ 「汎用パラメータ 4」で、セル参照先のセルのクリアモードを指定します。 

値 ：書式はそのままで値のみをクリアします。 

全て：書式と値などの全てをクリアします。 

省略した場合は、「値」になります。 
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 使用例 

◎「実行ボタン削除」ボタンを押すと、「実行ボタン追加」ボタンで作成したハイパータスク実行用ボタ 

ン（セル位置 G14）を削除する使用例を示します。 

尚、「実行ボタン追加」ボタン、「ページ設定」ボタンの動作については、本マニュアルの「タスクタイ

プ属性（実行ボタン追加）」の「■ 使用例」で説明していますので、そちらを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「実行ボタン削除」ボタンを押した後の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「実行ボタン削除」ボタンを押すと、 

”ページ設定”というハイパータスク

実行用ボタンを削除します。 

「実行ボタン追加」ボタンで作成した

ハイパータスク実行用ボタン。 
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◎定義するシート： 

１）メニュー定義 

２）ボタン定義 

３）タスク定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

 

３）タスク定義の例（「実行ボタン削除」ボタンのタスクのみ） 

  ※TASKNO:10320 定義の詳細（縦型表示の内容） 
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2.115 427：イメージ保存 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

① 指定した範囲のセルのイメージを画像ファイルに保存します。 

② 保存できる画像フォーマットは、JPEG 形式もしくは BMP 形式です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * イメージ保存

4 処理順NO * 2

5 タスクタイプNO * 427

6 タスクタイプ名 * イメージ保存

7 タスクタイプ属性

8 BKNO * 3

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 dbS_パラメータ

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性 間接

15 汎用パラメータ1 保存先 @イメージ保存_保存先

16 汎用パラメータ2 ダイアログ表示 @イメージ保存_ダイアログ表示 補足①

17 汎用パラメータ3 初期フォルダ @イメージ保存_表示フォルダ 前回のフォルダ 補足②

18 汎用パラメータ4 指定フォルダ名 @イメージ保存_ダイアログ用フォルダ マイドキュメント 補足③

19 汎用パラメータ5 ファイルの種類 @イメージ保存_ファイルの種類 補足④

20 汎用パラメータ6 保存形式 @イメージ保存_保存形式 JPEG

21 汎用パラメータ7 JPEG圧縮率 @イメージ保存_JPEG圧縮率 100

22 汎用パラメータ8 イメージ化セル範囲 * @イメージ保存_セル範囲 エラー

23 汎用パラメータ9 上書き確認 @イメージ保存_上書き確認 確認 補足⑤

24 汎用パラメータ10 保存先のフォルダ名 @イメージ保存_保存先フォルダ名 補足⑥

25 汎用パラメータ11 保存したファイル名 @イメージ保存_保存先ファイル名 補足⑥

26 汎用パラメータ12 保存後のフォルダ表示 @イメージ保存_フォルダ表示 表示しない

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “427” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “イメージ保存”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... 入力しません。 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 保存先： 保存するファイルのファイル名（パスを含む）を指定しま

す。（補足①） 

汎用パラメータ 2 ................................... ダイアログ表示： ファイル選択のダイアログ表示の有無を指定しま

す。（補足②） 

① (空白) 

② 有り 

汎用パラメータ 3 ................................... 初期フォルダ： ファイル選択ダイアログを表示する場合、どのフォ

ルダを初期表示するかを指定します。（補足③） 

① 前回のフォルダ ③ デスクトップ 

② マイドキュメント ④ 指定フォルダ 

汎用パラメータ 4 ................................... 指定フォルダ名： 「初期フォルダ」で“指定フォルダ”が指定され

た時に有効で、初期フォルダのパスを指定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... ファイルの種類： ファイルの種類のフィルタ情報を指定します。 

（補足④） 

汎用パラメータ 6 ................................... 保存形式： 保存形式を指定します。省略時の値は“JPEG”です。 

① JPEG 

② BMP 

汎用パラメータ 7 ................................... JPEG 圧縮率： 品質レベル（０～１００）を指定します。数値が大

きいほど画質が上がり、圧縮率が下がります。省略時の値は１００で

す。保存形式に“JPEG”を選択した場合のみ有効です。 
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汎用パラメータ 8 ................................... イメージ化セル範囲： イメージ化するシートのセル範囲を指定しま

す。（イメージ化するシートは、「シート名」で指定します。） 

(省略丌可) 

汎用パラメータ 9 ................................... 上書き確認： 同名のファイルが存在している場合の処理を指定しま

す。（補足⑤） 

① 上書許可 ③ 確認 

② エラー  

汎用パラメータ 10 ............................... 保存先のフォルダ名： イメージの保存が成功した時に、ファイルの

フォルダ名をセットするセル名を指定します。（補足⑥） 

汎用パラメータ 11 ............................... 保存したファイル名： イメージの保存が成功した時に、ファイル名

（パスは含まない）をセットするセル名を指定します。（補足⑥） 

汎用パラメータ 12 ............................... 保存後のフォルダ表示： 保存後のフォルダ表示を指定します。「表

示する」を選択した場合は、保存後エクスプローラを起動しフォルダ

を表示します。 

① 表示する 

② 表示しない 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① オープンしているファイルを指定して保存することはできません（既存のファイルを上書き更新す

るかどうかの指定については、汎用パラメータ 9 の説明を参照）。 
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 補足 

① 保存するファイル名をフルパスで指定します。 

 ダイアログ表示する場合は、フォルダ名の部分を除外したファイル名が、初期ファイル名とな

ります。 

 ダイアログを表示しない場合、存在しないファイルを指定するとエラーになります。 

② 汎用パラメータ 1「パス名」が空白の場合は、指定の有無に関わらずダイアログを表示します。 

③ ファイル選択ダイアログが表示された時のみ有効となります。 

④ ガイド文字列と拡張子文字列をペアにし繰り返し列挙します。（区切り文字は”|”） 

 書式：「ガイド文字列 1|拡張子文字列 1|ガイド文字列 2|拡張子文字列 2|･･･」 

拡張子文字列は、複数の拡張子を指定できます。（区切り文字列は”;”） 

 書式：「拡張子 1;拡張子 2;|拡張子 3;･･･」 

 省略時は保存形式毎にそれぞれ「JPEG(*.jpeg,*.jpg)|*.jpeg;*.jpg」、 

「ビットマップ(*.bmp)|*.bmp」が指定されたものとして処理します。 

 保存するファイル名の入力時、拡張子を省略した場合は、選択しているフィルタ情報の先頭に定

義したものが付加されます。自動的に付加される拡張子と保存形式に食い違いの起きないよう、フ

ィルタ情報を設定してください。 

⑤ 「上書き確認」の選択肢と内容は以下のとおりです。 

 上書許可：常に上書きを許可します。 

 エラー ：常にエラーとします。 

 確認  ：確認メッセージを表示します。 

⑥ ファイル選択ダイアログで選択したファイルのファイル名を Excel シート上に格納させたい時など

に使用します。「セル指定属性」で“間接”を指定した時は「間接アドレス」の動作に変化します。 
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 使用例 

「427：イメージ保存」の使用例です。 

シート「dbS_パラメータ」のシステム情報をイメージとして指定ファイルに保存します。 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

タスク定義の例 

 

 

A･････イメージ化する領域の存在するシートを指定します。 

この例では、実行時のシートとイメージを保存するシートが異なることに注意してください。 

B･････この例では、セル指定属性＝”間接”により、シート上に設定した定義名に該当するセルの値で処理

条件を指定しています。 

C･････それぞれの処理条件をシート上の定義名で指定します。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * イメージ保存

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 427

6 タスクタイプ名 * イメージ保存

7 タスクタイプ属性

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 dbS_パラメータ

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性 間接

15 汎用パラメータ1 保存先 @イメージ保存_保存先

16 汎用パラメータ2 ダイアログ表示 @イメージ保存_ダイアログ表示

17 汎用パラメータ3 初期フォルダ @イメージ保存_表示フォルダ

18 汎用パラメータ4 指定フォルダ名 @イメージ保存_ダイアログ用フォルダ

19 汎用パラメータ5 ファイルの種類 @イメージ保存_ファイルの種類

20 汎用パラメータ6 保存形式 @イメージ保存_保存形式

21 汎用パラメータ7 JPEG圧縮率 @イメージ保存_JPEG圧縮率

22 汎用パラメータ8 イメージ化セル範囲 * @イメージ保存_セル範囲

23 汎用パラメータ9 上書き確認 @イメージ保存_上書き確認

24 汎用パラメータ10 保存先のフォルダ名 @イメージ保存_保存先フォルダ名

25 汎用パラメータ11 保存したファイル名 @イメージ保存_保存先ファイル名

26 汎用パラメータ12 保存後のフォルダ表示 @イメージ保存_フォルダ表示

B 

C 

A 
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Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「イメージ保存」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A･････セルの定義名：「イメージ保存_保存先」～「イメージ保存_フォルダ表示」 

この例では、イメージ化するセル範囲は、シート“dbS_パラメータ”の“A1:E21”の領域です。 

B･････間接的に指定された「フォルダ名」、「ファイル名」のセル（実行中はシートが切り替わるので“イ

メージ保存!$E$23”、“イメージ保存!$E$24”のように、シート名が指定されていることに注意）。 

 

実行すると、下記のようなイメージの画像ファイルを保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A B 
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2.116 429：イメージクリア 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

手動で描画したイメージ（オブジェクト：図やクリップアート、オートシェイプ、コントロール、ワード

アート等）をクリア（消去）します。 

そのほか、422.図の挿入、425.チェックボックス設定、426.ハイパータスク実行設定で挿入した図に

対してもクリア（消去）します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 8970

3 タスク名 * イメージクリア_実行
4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 429

6 タスクタイプ名 * イメージクリア

7 タスクタイプ属性

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 イメージクリア

11 シート保護有無 有り

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 クリアモード ALL ALL 補足①

18 汎用パラメータ2 イメージ名 指定なし 補足②

19 汎用パラメータ3 シート名 指定なし 補足③

タスク定義編集画面の範囲

Ver.4.0.06 
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “429” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “イメージクリア”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... 入力しません。 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... クリアモード： クリアする対象のモードを下記から指定します。 

（補足①） 

① ALL ③ 除外 

② 含む  

汎用パラメータ 2 ................................... イメージ名： クリア（除外）対象となるイメージ名を入力します。

（補足②） 

汎用パラメータ 3 ................................... シート名： クリア実行対象のシート名を指定します。（補足③） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 汎用パラメータ 1 で ALL を指定すると、422.図の挿入、425.チェックボックス設定、426.ハイ

パータスク実行設定で挿入した図も消去します。消去したくない場合は、「含む」または「除外」を

指定し、汎用パラメータ 2 にイメージ名を指定してください。 

② 423.図のクリアは、422.図の挿入で挿入した図のクリア（消去）だけをおこないますので、機能

が異なります。 

③ 描画したイメージを選択した状態で dbSheetClient の処理を実行しようとすると、「Excel がビジ

ー状態です。」というメッセージ・ダイアログが表示されることがあります。その場合は、Esc キー

を押下する等して選択を解除してください。 

 

 補足 

① クリアモードの意味は次のとおりです。 

 ALL ：シートに存在する、全てのイメージ（オブジェクト）を消去します。 

422.図の挿入、425.チェックボックス設定、426.ハイパータスク実行設定で挿入した

図も全て消去されます。 

 含む ：シートに存在するイメージの中で、汎用パラメータ 2 で指定された「イメージ名」の文

字を含むイメージを全て消去します。 

422.図の挿入、425.チェックボックス設定、426.ハイパータスク実行設定で挿入した

図に指定したイメージ名が含まれているときには、本タスクタイプで同時に消去されま

す。したがって、消去したくないときには、イメージ名が含まれないように指定してく

ださい。 

 除外 ：シートに存在するイメージの中で、汎用パラメータ 2 で指定された「イメージ名」の文

字を含むイメージを除外して、その他のイメージを全て消去します。 

② 「イメージ名」には、イメージ名の一部の文字列だけの指定も可能です。複数のイメージ名を指定

したいときには、；（半角セミコロン）で区切って列挙してください。 

汎用パラメータ 1(クリアモード)で、「含む」が指定されるか、「除外」が指定されるかによって、

実際に消去されるか残される（除外される）かが決定されます。 

③ 複数のシート名を指定したいときには、；（半角セミコロン）で区切って列挙してください。 

シートに保護がかかっているときにはイメージの消去はできません。タスク定義項目 10.シート名

で指定したシートと同じパスワードの時には、11.シート保護有無、12.シート保護 PW の指定にし

たがって、シート保護の解除/再設定がおこなわれます。 

汎用パラメータ 3(シート名)に指定がない場合は、10.シート名のシートがイメージクリアの対象と

なります。10.シート名にも指定がない場合は、イメージクリアは実行されません。 
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 使用例 

「429：イメージクリア」の使用例です。 

ユーザが描画したシート上のイメージ（オブジェクト）をクリアします。 

事前に Excel メニューと図形描画のツールバーを表示状態にし、シートの保護を OFF にしておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A･････Excel の機能である図形描画ツールバー、フォーム・ツールバー等を利用してイメージ（オブジ

ェクト）を描画します。 

B･････描画したイメージの例です。 

C･････名前ボックスでイメージ（オブジェクト）の名前を、必要に応じて変更します。 

D･････この例では、汎用パラメータ 1～3 を間接参照でシート上に設定しています。 

 

  

A

A

B

C

D
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タスク定義の例 

 

A･････セル指定属性に“間接”を指定します。セル指定属性は「汎用パラメータ 1～3」に対して有効

です。 

B･････この例ではセル指定属性より、シート上に設定した定義名に該当するセルの値で処理条件を指定

しています。 

汎用パラメータ 1(クリアモード)にはクリアする対象のモードを指定します。この例では、実際に

はシート上に“除外”を設定しています。 

C･････汎用パラメータ 1(クリアモード)で“除外”を指定しているので、クリアの対象外となるイメージ

の名前（部分）を指定します。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 8970

3 タスク名 * イメージクリア_実行
4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 429

6 タスクタイプ名 * イメージクリア
7 タスクタイプ属性

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 イメージクリア

11 シート保護有無 有り

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 クリアモード @イメージクリア_クリアモード

18 汎用パラメータ2 イメージ名 @イメージクリア_イメージ名

19 汎用パラメータ3 シート名 @イメージクリア_シート名

A
B
C



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
585 

イメージクリア実行後の例です。 

事前に Excel メニューと図形描画のツールバーを非表示状態にし、シートの保護を ON にしておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E･････この例では、操作説明にイメージ（オブジェクト）を使用していますが、汎用パラメータ 1 及び

2 の設定により、クリア対象外となっています。 

「クリアモード」を“ALL”にすることで、それらのイメージもクリア可能です。 

 

 

  

E



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
586 

 

2.117 430：EXCEL コマンド 
タスクタイプ属性（複数指定） 

 機能 

Excel のメニューで提供される標準機能を呼び出してダイアログ画面を表示したり、機能を実行したりし

ます。 

① 複数指定： 他のタスクタイプ属性によって提供される機能を、複数まとめて指定するための機能

です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “430” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “EXCEL コマンド”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... “複数指定”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 567

3 タスク名 * 複数指定(非表示)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 430

6 タスクタイプ名 * EXCELコマンド

7 タスクタイプ属性 複数指定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 EXCELコマンド

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 複数指定01 表示_ツールバー_図形描画非表示

18 汎用パラメータ2 複数指定02 ツール_EXCELメニュー非表示

19 汎用パラメータ3 複数指定03 ツール_シート見出し非表示

20 汎用パラメータ4 複数指定04 ツール_行列番号非表示

21 汎用パラメータ5 複数指定05 ツール_枠線非表示

22 汎用パラメータ6 複数指定06 ツール_水平スクロールバー非表示

23 汎用パラメータ7 複数指定07 ツール_垂直スクロールバー非表示

24 汎用パラメータ8 複数指定08 ツール_ステータスバー非表示

25 汎用パラメータ9 複数指定09

26 汎用パラメータ10 複数指定10

27 汎用パラメータ11 複数指定11

28 汎用パラメータ12 複数指定12

29 汎用パラメータ13 複数指定13

30 汎用パラメータ14 複数指定14

31 汎用パラメータ15 複数指定15

32 汎用パラメータ16 複数指定16

33 汎用パラメータ17 複数指定17

34 汎用パラメータ18 複数指定18

35 汎用パラメータ19 複数指定19

36 汎用パラメータ20 複数指定20

タスク定義編集画面の範囲
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シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 実行させたい他のタスクタイプ属性の名称を指定します。 

汎用パラメータ 2 ................................... 同上。 

汎用パラメータ 3 ................................... 同上。 

汎用パラメータ 4 ................................... 同上。 

汎用パラメータ 5 ................................... 同上。 

汎用パラメータ 6 ................................... 同上。 

汎用パラメータ 7  ................................. 同上。 

汎用パラメータ 8  ................................. 同上。 

汎用パラメータ 9  ................................. 同上。 

汎用パラメータ 10 ............................... 同上。 

汎用パラメータ 11 ............................... 同上。 

汎用パラメータ 12 ............................... 同上。 

汎用パラメータ 13 ............................... 同上。 

汎用パラメータ 14 ............................... 同上。 

汎用パラメータ 15 ............................... 同上。 

汎用パラメータ 16 ............................... 同上。 

汎用パラメータ 17 ............................... 同上。 

汎用パラメータ 18 ............................... 同上。 

汎用パラメータ 19 ............................... 同上。 

汎用パラメータ 20 ............................... 同上。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① タスクタイプ属性によっては、組み合わせができない、組み合わせに意味がないケースがあります。 

 例：「×××表示」と「×××非表示」のような組み合わせは、後から実行する設定が結果と

して残ります。 

 ダイアログを表示してから実行する機能の場合、別の機能をキャンセルしてしまう場合があり

ます。 

② タスクタイプ属性の内、汎用パラメータを使用するタイプのものは複数指定することはできません。 

 

 補足 

① 汎用パラメータ 1～20 に設定するタスクタイプ属性については、次項を参照してください。 

 

 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････セル指定属性が空白の場合は、“直接”を指定することと同様となります。 

B･････汎用パラメータ 1～20(複数指定 01～20)には、実行させたい他の EXCEL コマンドのタスクタ

イプ属性の名称を指定します。 

C･････上記の例のように汎用パラメータに指定する項目と指定しない項目が混在することも可能です。

但し、上から順番に実行するので途中を空けることにあまり意味はありません。また、同一のタ

スクタイプ属性を重複して指定することも可能です。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 567

3 タスク名 * 複数指定(非表示)

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 430

6 タスクタイプ名 * EXCELコマンド

7 タスクタイプ属性 複数指定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 EXCELコマンド

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 複数指定01 表示_ツールバー_図形描画非表示

18 汎用パラメータ2 複数指定02 ツール_EXCELメニュー非表示

19 汎用パラメータ3 複数指定03 ツール_シート見出し非表示

20 汎用パラメータ4 複数指定04 ツール_行列番号非表示

21 汎用パラメータ5 複数指定05 ツール_枠線非表示

22 汎用パラメータ6 複数指定06

23 汎用パラメータ7 複数指定07 ツール_水平スクロールバー非表示

24 汎用パラメータ8 複数指定08 ツール_垂直スクロールバー非表示

25 汎用パラメータ9 複数指定09

26 汎用パラメータ10 複数指定10 ツール_ステータスバー非表示

27 汎用パラメータ11 複数指定11

28 汎用パラメータ12 複数指定12

29 汎用パラメータ13 複数指定13

30 汎用パラメータ14 複数指定14

31 汎用パラメータ15 複数指定15

32 汎用パラメータ16 複数指定16

33 汎用パラメータ17 複数指定17

34 汎用パラメータ18 複数指定18

35 汎用パラメータ19 複数指定19

36 汎用パラメータ20 複数指定20

A

C

B
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2.118 430：EXCEL コマンド 
タスクタイプ属性（ファイル_ページ設定、編集_検索．．．その他複数指定可能なタイプ） 

 機能 

Excel のメニューで提供される標準機能を呼び出してダイアログ画面を表示したり、機能を実行したりし

ます。 

タスクタイプ属性と各機能については、別表に記載します。 

表 1 タスクタイプ属性一覧 

No. タスクタイプ属性の種類※１ 内容 
範囲の 

選択※２ 

汎用パラ

使用※３ 

特記

事項 

1 
複数指定 下記の２以降のタスクタイプ属性を２０個まで

複数指定します。(一部丌可) 

－  ※４ 

2 ファイル_ページ設定 ページ設定ダイアログを表示します。 (S)   

3 編集_検索 検索ダイアログを表示します。 (S)   

4 表示_標準 シートの表示を標準状態にします。 (S)   

5 表示_改頁プレビュー シートの表示を改頁プレビュー状態にします。 (S)   

6 表示_ツールバー_図形描画表示 ツールバー「図形描画」を表示します。 (B)   

7 表示_ツールバー_図形描画非表示 ツールバー「図形描画」を隠します。 (B)   

8 表示_ズーム ズーム設定画面を表示します。 (S)   

9 挿入_グラフ グラフ挿入ダイアログを表示します。 (S)   

10 挿入_図 図挿入ダイアログを表示します。 (S)   

11 書式_セルの書式設定 セルの書式設定ダイアログを表示します。 ○(S)   

12 
書式_オートフォーマット 範囲のオートフォーマットダイアログを表示し

ます。 

○(S)   

13 書式_条件付き書式 条件付き書式ダイアログを表示します。 ○(S)   

14 ツール_EXCEL メニュー表示 Excel のメニューを表示します。 (B)   

15 ツール_EXCEL メニュー非表示 Excel のメニューを隠します。 (B)   

16 ツール_シート見出し表示 シートの見出しを表示します。 (B)   

17 ツール_シート見出し非表示 シートの見出しを隠します。 (B)   

18 ツール_行列番号表示 行列番号を表示します。 (S)   

19 ツール_行列番号非表示 行列番号を隠します。 (S)   

20 ツール_枠線表示 シートの枠線を表示します。 (S)   

21 ツール_枠線非表示 シートの枠線を隠します。 (S)   

22 ツール_水平スクロールバー表示 水平スクロールバーを表示します。 (B)   

23 ツール_水平スクロールバー非表示 水平スクロールバーを隠します。 (B)   

24 ツール_垂直スクロールバー表示 垂直スクロールバーを表示します。 (B)   

25 ツール_垂直スクロールバー非表示 垂直スクロールバーを隠します。 (B)   

26 ツール_ステータスバー表示 ステータスバーを表示します。 (B)   

27 ツール_ステータスバー非表示 ステータスバーを隠します。 (B)   

【次頁に続く】 
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【前頁より続く】 

No. タスクタイプ属性の種類※１ 内容 
範囲の 

選択※２ 

汎用パラ

使用※３ 

特記

事項 

28 ツール_Lotus キー操作 ON Lotus1-2-3 形式のキー操作を ON にします。 (B)   

29 
ツール_Lotus キー操作 OFF Lotus1-2-3 形式のキー操作をＯＦＦにしま

す。 

(B)   

30 ツール_入力後のセル移動方向 入力後にセルを移動する方向を指定します。 (B) ○ ※５ 

31 データ_並べ替え データの並べ替えダイアログを表示します。 ○(S)   

32 データ_フォーム フォーム設定のダイアログを表示します。 ○(S)   

33 データ_集計 集計のダイアログを表示します。 ○(S)   

34 データ_ピボットテーブル ピボットテーブルのダイアログを表示します。 ○(S)   

35 ウィンドウ_新しいウィンドウを開く 新しいウィンドウを開きます。 (B)   

36 ウィンドウ_整列 ウィンドウを整列させます。 (B)   

37 ウィンドウ_ウィンドウ枠の固定 ウィンドウ枠の固定／解除をします。 (S)   

38 データ_オートフィルタ設定 オートフィルタを設定します。 (S) ○ ※６ 

39 データ_オートフィルタ解除 オートフィルタを解除します。 (S) ○ ※６ 

※１ タスクタイプ属性の ＿の前の部分はExcelのメニュー名に相当します。（Excel2003 以前のバージョン） 

※２ 範囲の選択に○が付いたタスクタイプ属性の時には、コマンドを実行する前に Excel シートで対象範囲を

指定しておく必要があります。 

(B)：Excel ブックに対して有効なタスクタイプ属性を示しています。 

(S)：Excel シートに対して有効なタスクタイプ属性を示しています。 

※３ 「汎用パラメータ」を使用するタイプは「複数指定」では指定することができません。 

※４ EXCEL コマンド：「複数指定」の項を参照してください。 

※５ EXCEL コマンド：「ツール_入力後のセル移動方向」の項を参照してください。 

※６ EXCEL コマンド：「データ_オートフィルタ設定／解除」の項を参照してください。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 532

3 タスク名 * ファイル_ページ設定

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 430

6 タスクタイプ名 * EXCELコマンド

7 タスクタイプ属性 ファイル_ページ設定 何もしない

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 EXCELコマンド

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “430” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “EXCEL コマンド”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... 表 1 のタスクタイプ属性を指定します。 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① タスクタイプ属性を未指定の場合、何もしません。エラーにもなりませんので注意してください。 

 

 補足 

特にありません。 
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 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････タスクタイプ属性に“ツール_行列番号非表示”を指定します。 

 

実際の動作例を模式的に示します。 

 

Excel 部分の「行列番号」が非表示となります。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 532

3 タスク名 * ファイル_ページ設定

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 430

6 タスクタイプ名 * EXCELコマンド

7 タスクタイプ属性 ツール_行列番号非表示

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 EXCELコマンド

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

A

A B C D E F
1
2
3
4
5
6
7
8 1 2 3 4

9 1 2 3 4

10
11
12
13
14
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2.119 430：EXCEL コマンド 
タスクタイプ属性（ツール_入力後のセル移動方向） 

 機能 

Excel のメニューで提供される標準機能を呼び出してダイアログ画面を表示したり、機能を実行したりし

ます。 

① ツール_入力後のセル移動方向： セルにデータを入力後、移動する方向を“下”、“右”、“上”、“左”

から選択します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 573

3 タスク名 * 入力後のセル移動方向_右

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 430

6 タスクタイプ名 * EXCELコマンド

7 タスクタイプ属性 ツール_入力後のセル移動方向

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 EXCELコマンド

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 セル移動方向 右 何もしない

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “430” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “EXCEL コマンド”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... “ツール_入力後のセル移動方向”を指定します。(省略丌可) 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 入力後のセル移動方向を指定します。 

① 下 ③ 上 

② 右 ④ 左 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① EXCEL コマンド：「複数指定」の汎用パラメータ 1～20 に指定することはできません。 

② 汎用パラメータ 1 を未指定の場合、何もしません。エラーにもなりませんので注意してください。 
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 補足 

特にありません。 

 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････タスクタイプ属性に“ツール_入力後のセル移動方向”を指定します。 

B･････汎用パラメータ 1(セル移動方向)に“左”を指定します。 

 

タスク実行後の動作例を模式的に示します。 

 

“C3”セルに「ABC」を入力して Enter キーを押下すると“左”（“B3”セル）に移動します。 

 

もうひとつ例を示します。 

 

A‟････タスクタイプ属性に“ツール_入力後のセル移動方向”を指定します。 

B‟･････汎用パラメータ 1(セル移動方向)に“右”を指定します。 

 

 

“C3”セルに「ABC」を入力して Enter キーを押下すると“右”（“D3”セル）に移動します。 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 575

3 タスク名 * 入力後のセル移動方向_左

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 430

6 タスクタイプ名 * EXCELコマンド

7 タスクタイプ属性 ツール_入力後のセル移動方向

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 EXCELコマンド

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 セル移動方向 左

A

B

A B C D E A B C D E
1 1
2 2
3 3 ABC

4 4
5 5
6 6
7 7
8 8
9 9
10 10

"ABC"を入力して
Enterキーを押下する

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 573

3 タスク名 * 入力後のセル移動方向_右

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 430

6 タスクタイプ名 * EXCELコマンド

7 タスクタイプ属性 ツール_入力後のセル移動方向

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 EXCELコマンド

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 セル移動方向 右

A'

B'

A B C D E A B C D E
1 1
2 2
3 3 ABC

4 4
5 5
6 6
7 7
8 8
9 9
10 10

"ABC"を入力して
Enterキーを押下する



dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
597 
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2.120 430：EXCEL コマンド 
タスクタイプ属性（データ_オートフィルタ設定、データ_オートフィルタ解除） 

 機能 

Excel のメニューで提供される標準機能を呼び出してダイアログ画面を表示したり、機能を実行したりし

ます。 

① データ_オートフィルタ設定： 指定された範囲にオートフィルタを設定します。 

② データ_オートフィルタ解除： 指定された範囲のオートフィルタを解除します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “430” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “EXCEL コマンド”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。(省略丌可) 

① データ_オートフィルタ設定 

② データ_オートフィルタ解除 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 571

3 タスク名 * オートフィルタ設定

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 430

6 タスクタイプ名 * EXCELコマンド

7 タスクタイプ属性 データ_オートフィルタ設定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 EXCELコマンド

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 設定範囲 @見出し領域 何もしない 補足①

タスク定義編集画面の範囲
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定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... オートフィルタを設定する範囲または解除する範囲を指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 「設定範囲」は必ずしもオートフィルタを設定すべき全範囲を指定する必要はありません。１セル

を指定すれば、Excel の機能として連続した領域にオートフィルタを設定します。 

② 連続した領域の中の一部領域だけを「設定範囲」とした場合は、指定された範囲だけにオートフィ

ルタが設定されます。 

③ 「解除範囲」は必ずしもオートフィルタを解除すべき全範囲を指定する必要はありません。１セル

を指定すれば、Excel の機能として設定済みのオートフィルタを解除します。 

 

 補足 

① 「サブ」の部分には、オートフィルタ設定時は「設定範囲」、オートフィルタ解除時は「解除範囲」

と表示されます。 
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 使用例 

タスク定義の例を示します。 

 

A･････タスクタイプ属性に“データ_オートフィルタ設定”を指定します。 

B･････汎用パラメータ 1(設定範囲)に「見出し領域」という名前定義を指定します。 

 

タスク実行後の動作例を模式的に示します。 

 

「見出し領域」が“B3:E3”セルである場合、このようにオートフィルタが設定されます。 

 

もうひとつ例を示します。 

 

A‟････タスクタイプ属性に“データ_オートフィルタ解除”を指定します。 

B‟･････汎用パラメータ 1(設定範囲)に「見出し領域」という名前定義を指定します。 

 

 

先ほどの例とは逆に、タスク実行によりオートフィルタが解除されました。尚、この際フィルタ解除する

領域は厳密に指定する必要は無く、例えば「解除範囲」に “C3”セルだけを指定したとしても、設定済

みのオートフィルタは解除されます。 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 571

3 タスク名 * オートフィルタ設定

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 430

6 タスクタイプ名 * EXCELコマンド

7 タスクタイプ属性 データ_オートフィルタ設定

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 EXCELコマンド

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 設定範囲 @見出し領域

A

B

A B C D E F A B C D E F
1 1
2 2
3 A B C 3 A B C

4 a 4 a

5 b 5 b

6 c 6 c

7 d 7 d

8 e 8 e

9 f 9 f

10 10
11 11

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 572

3 タスク名 * オートフィルタ解除

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 430

6 タスクタイプ名 * EXCELコマンド

7 タスクタイプ属性 データ_オートフィルタ解除

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 EXCELコマンド

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性

17 汎用パラメータ1 解除範囲 @見出し領域

A'

B'

A B C D E F A B C D E F
1 1
2 2
3 A B C 3 A B C

4 a 4 a

5 b 5 b

6 c 6 c

7 d 7 d

8 e 8 e

9 f 9 f

10 10
11 11
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2.121 501：外部アプリ起動 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

① 外部アプリを起動します。 

② ファイル名を指定した場合、関連付けられたアプリケーションを起動します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “501” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “外部アプリ起動”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 空白のままにします。 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  
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汎用パラメータ 1 ................................... 外部アプリ名：起動するプログラム名、または、アプリケーションに

関連付けられたファイル名を指定します。（注４） 

汎用パラメータ 2 ................................... 引数：起動するプログラムに引き渡す引数を指定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... ファイルのホスト：起動するプログラムあるいはファイルがネットワ

ーク内に存在するか、ＤＢＳサーバに存在するか指定します。 

① ネットワーク：指定した外部アプリやファイルは、ネットワーク

内（ローカルを含む）のプログラムです。 

② DBS サーバ ：指定した外部アプリやファイルは、ＤＢＳサーバ

のファイルです。 

汎用パラメータ 4 ................................... 終了メッセージ：起動したアプリケーションが終了した時に通知する

メッセージを入力します。（注４） 

汎用パラメータ 5 ................................... 画面状態：外部アプリを起動した直後の dbSheetClient の画面状態

を指定します。 

① 最小化 

汎用パラメータ 6 ................................... 同期非同期：「同期」または「非同期」を指定します。（補足①） 

① 同期 ：外部アプリが終了するまで、次の操作を実行できません。 

② 非同期：外部アプリの実行中も、次の操作を実行できます。 

汎用パラメータ 7 ................................... 一時停止時間：外部アプリを起動後に、一時停止する時間をミリ秒単

位で指定します。（補足②） 

汎用パラメータ 8 ................................... 最前面に表示：外部アプリを最前面に表示 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① DBS サーバ上の外部アプリを起動した場合、起動した外部アプリとは同期が取れません。サーバ上

の外部アプリの終了を待って次の処理をおこなう場合、一時停止時間を利用してください。 

② 一時停止時間の最大値は、2147483647（約２４．８日）です。 

 

 補足 

① ファイルのホスト（汎用パラメータ 3）で「dbS サーバ」を指定し起動したサーバの外部アプリは、

常に非同期で起動します。 

② 同期非同期（汎用パラメータ 6）を同期でアプリケーションを起動した場合、一時停止時間（汎用

パラメータ 7）は、外部アプリが終了後の一時停止時間となります。 
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 使用例 

「501：外部アプリ起動」の使用例です。 

（拡張子*.txt がメモ帳に関連付けられていることが前提です。） 

 

 

 

 

 

 

定義するシート 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 

タスク定義（C:\Sample\Sample.txt を起動）の例 

 

A･････起動するアプリケーション、または、ファイル名（必頇） 

（“C:\Sample\Sample.txt”を指定するとメモ帳が開きます。） 

B･････同期：（同期を指定すると、メモ帳を終了するまで dbSheetClient のボタンを押下できません。） 

 

 

  

Ａ 

Ｂ 

C ドライブ 

フォルダ \Sample 

Sample.

txt 

Ｃドライブのフォルダ ¥Sample にある Sample.txt を 

メモ帳で開きます 
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2.122 502：クリップボード操作 
タスクタイプ属性（コピー、貼り付け、クリア） 

 機能 

① Excel 上の選択した範囲の値をクリップボードにセットし、Excel 上の任意のセルに貼り付けます。 

② 外部のアプリケーションでコピー操作を行いクリップボードにセットしたデータを Excel 上の任意

のセルに貼り付けます。 

③ クリアにより、クリップボード内のデータをクリアします。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “502” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “クリップボード操作”は自動表示します。(省略丌可)  

タスクタイプ属性 ................................... 処理に応じて指定します。 (省略丌可) 

① コピー ③ クリア 

② 貼り付け  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * クリップボード_コピー

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 502

6 タスクタイプ名 * クリップボード操作

7 タスクタイプ属性 コピー

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 クリップボード操作 現在のシートを表示します

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 直接

17 処理対象セル範囲 コピー範囲 * B6:D11

タスク定義編集画面の範囲

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * クリップボード_貼り付け

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 502

6 タスクタイプ名 * クリップボード操作

7 タスクタイプ属性 貼り付け

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 クリップボード操作 現在のシートを表示します

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 直接

17 汎用パラメータ1 貼付け形式 全部 テキスト 補足①

18 処理対象セル範囲 貼付け先頭セル * B16

タスク定義編集画面の範囲
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ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

 

※タスクタイプ属性が ①コピー の時 

処理対象セル範囲 ................................... コピー範囲： クリップボードにコピーする、Excel シート上の範囲

を指定します。(省略丌可) 

 

※タスクタイプ属性が ②貼り付け の時 

汎用パラメータ 1 ................................... 貼付け形式： 貼り付ける形式を指定します。（補足①） 

① テキスト ⑨ 入力規則 

② Unicode テキスト ⑩ コメント 

③ Csv ⑪ 罫線を除くすべて 

④ HTML ⑫ 列幅 

⑤ 全部 ⑬ 数式と数値の書式 

⑥ 数式 ⑭ 値と数値の書式 

⑦ 値 ⑮ 書式･コメント･入力規則･列幅 

⑧ 書式  

処理対象セル範囲 ................................... 貼付け先頭セル： クリップボードから、Excel シートに貼り付ける

先頭セルを指定します。(省略丌可) 

 

※タスクタイプ属性が ③クリア の時 該当項目なし 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 
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（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 使用上の注意 

① Excel の内部形式で コピー＆貼り付け の処理を実行することができるのは、同一タスク内で処

理を実行した時のみです。また、外部のアプリケーションでコピーしたクリップボードデータを貼

り付けできるのは、貼り付け形式が①“テキスト”、②“Unicode テキスト”、③“Csv”、④“HTML”

のいずれかの場合のみです。（詳細は補足①を参照してください。） 

② コピー範囲が大きすぎる場合には、全体が正しく コピー＆貼り付け できない場合があります。

（このときの仕様は Excel 側のルールに従います。） 

③ 貼り付け処理実行後、貼り付けを行った領域が選択状態になります。 

 

 補足 

① 「貼り付け形式」は内部的な処理方式に従い、下記の２つの系統に分類できます。 

それぞれの選択可能な形式と注意事項を記載します。 

 外部の Excel ブックやホームページ、テキストファイルのデータを貼り付ける時は、①“テ

キスト”、②“Unicode テキスト”、③“Csv”、④“HTML”のいずれかを選択します。 

dbSheetClient 以外のアプリケーションでのいわゆるコピー操作（領域の選択→「Ctrl+C」

キー押下）により作成されます。 

コピーした時のデータ情報によっては、CSV や HTML 形式での貼り付けができないことが

あります。 

貼り付け時の動作は、Excel の機能に従います。 

 Excel シート間のデータや、ブック間のデータを貼り付ける時は、⑤“全部”、⑥“数式”、⑦

“値”、⑧“書式”、⑨“入力規則”、⑩“コメント”、⑪“罫線を除くすべて”、⑫“列幅”、⑬

“数式と数値の書式”、⑭“値と数値の書式”、⑮“書式･コメント･入力規則･列幅”のいずれ

かを選択します。 

Excel の内部データ形式で、数式、値、書式などの複合的な情報を持ちます。 

これらのデータは、dbSheetClient のタスク処理の中で生成・処理・破棄されるデータとな

るため、貼り付け可能なデータは、タスクタイプ属性 ①“コピー”を使用して取得したもの

に限定されると共に、②“貼り付け”も、同一タスク内で実行する必要があります。 

貼り付け時の動作は、タスクタイプ 410.コピー と同等です。 
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 使用例 

「502：クリップボード操作」の使用例です。 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例（コピー） 

 

 

A･････クリップボードへのコピー範囲を設定したセルの定義名を指定します。 

 

タスク定義の例（貼り付け） 

 

 

B･････クリップボードから貼り付ける際の貼り付け形式を設定したセルの定義名を指定します。 

C･････クリップボードから貼り付ける際の貼り付け先頭セルを指定したセルの定義名を指定します。 

 

「コピー」、「貼り付け」のタスクの TASKNO を分け、別個に定義した場合は、タスクタイプ 320.

サブタスク実行等を利用し、ひとつのタスク内で処理するようにします。 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * クリップボード_コピー

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 502

6 タスクタイプ名 * クリップボード操作

7 タスクタイプ属性 コピー

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 クリップボード操作

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 処理対象セル範囲 コピー範囲 * @クリップボード操作_コピー範囲

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 2

3 タスク名 * クリップボード_貼り付け

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 502

6 タスクタイプ名 * クリップボード操作

7 タスクタイプ属性 貼り付け

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 クリップボード操作

11 シート保護有無

12 シート保護解除PW

13 処理条件判定セル  実行判定

14 定義有効無効フラグ

15 コメント欄

16 セル指定属性 間接

17 汎用パラメータ1 貼付け形式 @クリップボード操作_貼付形式

18 処理対象セル範囲 貼付け先頭セル * @クリップボード操作_貼付先頭セル

A 

B 

Ｃ 
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Excel シートの定義 Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「クリップボード操作」 

 

 

 

A･････セル定義名：「クリップボード操作_コピー範囲」（コピー処理用） 

B･････セル定義名：「クリップボード操作_貼付形式」、「クリップボード操作_貼付先頭セル」（貼り付け

処理用） 

 

実行結果 

 

「貼り付け形式」を選択して実行すると、結果領域にデータをコピーします。 

  

A 

Ｂ 
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dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
612 

 

2.123 503：マクロ起動 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

Excel ブックに定義したマクロを実行します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可)   

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “503” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “マクロ起動”は自動表示します。(省略丌可)  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

シート保護有無 ........................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除 PW............................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。（注２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 
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セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの設定の仕方を、下記から指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... マクロ名：実行するマクロの名前を指定します。（補足①） 

汎用パラメータ 2 ................................... 一時停止時間：マクロを起動後に、一時停止する時間をミリ秒単位で

指定します。（1000 の時 → １秒） 

汎用パラメータ 3 ................................... 最前面に表示：外部アプリを最前面に表示 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① このタスクタイプ（503：マクロ起動）は、開始終了処理に「プロジェクトオープン」設定で「301：

起動モード（複数指定）」や「301：起動モード（マクロ実行禁止）」で「マクロ実行禁止：ON」

を指定している場合、および、マクロ実行禁止の状態を OFF から ON に変更後、Excel ブックを

再オープンした場合、利用できません。 

② 一時停止時間の最大値は、2147483647（約２４．８日）です。 

 

 補足 

① マクロの起動は、VBA の run() メソッドを使用しています。このため、指定するマクロ名は、

run() メソッドで起動できるマクロ名（引数の無いプロシージャ名）を指定してください。 
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 使用例 

「503：マクロ起動」の使用例です。 

 

 

 

定義するシート 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート（マクロ） 

 

タスク定義（マクロ dbS_Mcr01 起動）の例 

 

A･････起動するマクロ名を指定します。 

 

Excel シートに定義したマクロ（ Excel ファイル：「Sample.xls」／マクロ：「dbS_Mcr01」）の例 

 

A･････Excel シートに定義したマクロ名 

 

  

Ａ 

Ａ 
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2.124 504：外部 DLL 呼び出し 
タスクタイプ属性（なし） 

 機能 

外部 DLL（DLL ファイル）の関数呼び出し（パラメータ数は最大１５まで）を行います。 

↔「汎用パラメータ１～１9」の設定。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意。(省略丌可)（注１、２） 

タスク名 ...................................................... TASKNO 設定によりタスク名は自動設定されます。 

処理順 NO ................................................. 任意。同一タスク内で処理する順番を指定します。(省略丌可) 

タスクタイプ NO ................................... “504”を指定します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ タスクタイプ NO 設定により“外部 DLL 呼び出し”が自動設定されま

す。 

タスクタイプ属性 ................................... 何も指定しません。 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを指定します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合にシートのセル位置を指定し

ます。セルの値によってタスクの実行制御を行います。（注１、４） 

セルの値：“True”＝実行する、“False”＝実行しない 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を指定します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 汎用パラメータの各項目をセル上から指定する場合、そのセル位置

(アドレス)指定の属性を指定します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

汎用パラメータ 1 ................................... 外部 DLL 名（ファイル名）をフルパス名で指定します。 

汎用パラメータ 2 ................................... DLL の呼び出し関数名を指定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... 呼び出し関数の戻り値を「データ型」；；「ポインタ渡し」；「戻り値を

セットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 4 ................................... 呼び出し関数のパラメータ１を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポイ

ンタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... 呼び出し関数のパラメータ２を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポイ

ンタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 6 ................................... 呼び出し関数のパラメータ３を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポイ

ンタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 7 ................................... 呼び出し関数のパラメータ４を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポイ

ンタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 8 ................................... 呼び出し関数のパラメータ５を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポイ

ンタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 9 ................................... 呼び出し関数のパラメータ６を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポイ

ンタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 
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汎用パラメータ 10 ................................ 呼び出し関数のパラメータ７を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポイ

ンタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 11 ................................ 呼び出し関数のパラメータ８を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポイ

ンタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 12 ................................ 呼び出し関数のパラメータ９を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポイ

ンタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 13 ................................ 呼び出し関数のパラメータ１０を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポ

インタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 14 ................................ 呼び出し関数のパラメータ１１を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポ

インタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 15 ................................ 呼び出し関数のパラメータ１２を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポ

インタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 16 ................................ 呼び出し関数のパラメータ１３を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポ

インタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 17 ................................ 呼び出し関数のパラメータ１４を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポ

インタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 18 ................................ 呼び出し関数のパラメータ１５を「データ型」；「関数に渡す値」；「ポ

インタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

汎用パラメータ 19 ................................ 最前面に表示：外部アプリを最前面に表示 

 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 呼び出し可能な関数は、C や C++で作成されたアンマネージコードの DLL 関数になっています。 

② 呼び出す DLL 関数は、DLL のエクスポート済み関数として公開されている必要があります。 

③ 呼び出す関数の形式は、戻り値あり(データの型指定を行う)、なし(void 型)でも可能で、パラメ

ータ（引数）は０～１５まで指定することができます。パラメータは、個〄にデータの型指定／値

渡し／参照渡し（ポインタ渡し）などの指定を行うことができます。実際に呼び出す関数の形式に

合わせて、それぞれ必要な分を指定してください。 

④ 戻り値やパラメータで指定するデータの型指定は、以下の表を参考にして指定してください。 

本タスクタイプで 

指定するデータ型 
サイズ 意味 範囲 

bool 1 ﾊﾞｲﾄ 論理型 true(0 以外)/false(0) 

char 1 ﾊﾞｲﾄ 文字型 -128 ～ 127 

unsigned char 1 ﾊﾞｲﾄ 符号なし文字型 0 ～ 255 

wchar_t 2 ﾊﾞｲﾄ ワイド文字型 0 ～ 65535 

short 2 ﾊﾞｲﾄ 短長整数型 -32768 ～ 32767 

unsigned short 2 ﾊﾞｲﾄ 符号なし 

短長整数型 

0 ～ 65535 

int 4 ﾊﾞｲﾄ 整数型 -2147486948 

～ 2147483647 

unsigned int 4 ﾊﾞｲﾄ 符号なし整数型 0 ～ 4294967295 

long 4 ﾊﾞｲﾄ 長整数型 -2147486948 

～ 2147483647 

unsigned long 4 ﾊﾞｲﾄ 符号なし 

長整数型 

0 ～ 4294967295 

float 4 ﾊﾞｲﾄ 単精度浮動 

小数点型 

-3.4E+38 

～ 3.4E+38 

double 8 ﾊﾞｲﾄ 倍精度実数型 -1.7E+308 

～ 1.7E+308 

long double 8 ﾊﾞｲﾄ 拡張精度浮動 

小数点型 

-1.7E+308 

～ 1.7E+308 

_int8 1 ﾊﾞｲﾄ 拡張整数型 -128 ～ 127 

_int16 2 ﾊﾞｲﾄ 拡張整数型 -32768 ～ 32767 

_int32 4 ﾊﾞｲﾄ 拡張整数型 -2147486948 

～ 2147483647 

_int64 8 ﾊﾞｲﾄ 拡張整数型 -9223372036854775808 

～9223372036854775807 

char * 可変長 文字列型 文字列 

            ※文字列型の場合は “char *”を指定し、「ポインタ渡し」の指定も必要になります。 
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 補足 

① 「汎用パラメータ１」で、外部 DLL 名（ファイル名）をフルパスで指定します。 

② 「汎用パラメータ２」で、DLL の呼び出し関数名を指定します。 

③ 「汎用パラメータ３」で、呼び出し関数の戻り値を「データ型」；；「ポインタ渡し」；「戻り値をセ

ットするセル」の形式で指定します。 

戻り値の場合、「関数に渡す値」（２番目のデータ）は無いので何も指定しません。“ポインタ渡し”

は戻り値が参照渡し（ポインタ渡し）の時のみ指定してください。 

呼び出し関数が戻り値なし(void 型)の場合は、「汎用パラメータ３」は何も指定しないようにしま

す。（下記「※汎用パラメータ 3（関数の戻り値）と汎用パラメータ 4～（関数パラメータ１～）の

指定例」を参照） 

④ 「汎用パラメータ 4～18」で、呼び出し関数のパラメータ１～１５を、「データ型」；「関数に渡す

値」；「ポインタ渡し」；「戻り値をセットするセル」の形式で指定します。 

「関数に渡す値」は、実際に関数に渡す値を指定します。セルの内容の値を渡したい場合は、「セル

指定属性」を”間接”にして、｛「データ型」；「関数に渡す値」；「ポインタ渡し」；「戻り値をセットす

るセル」｝形式の文字式を作成して、その文字式のセルアドレスを指定するようにします。具体的な

方法は、「■使用例」を参考にしてください。 

“ポインタ渡し”はパラメータが参照渡し（ポインタ渡し）の時のみ指定してください。また、関

数に値を渡すだけで「戻り値をセットするセル」が必要ない場合は、その部分を省略することがで

きます。 

個〄のパラメータは実際に呼び出す関数のパラメータ数分のみ指定してください。呼び出し関数の

パラメータ数が０の場合は、「汎用パラメータ 4～18」は何も指定しないようにします。（下記「※

汎用パラメータ 3（関数の戻り値）と汎用パラメータ 4～（関数パラメータ１～）の指定例」を参

照） 

 

          ※汎用パラメータ 3（関数の戻り値）と汎用パラメータ 4～（関数パラメータ１～）の指定例 

呼び出し関数の形式 汎用ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 3 汎用ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 4 汎用ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 5 汎用ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 6 汎用ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 7 

void Func0 

(short*) 

指定なし 

（空白） 

short;; 

ポインタ渡し; 

N26 

   

int Func1() int;;;M26     

int* Func2 

(int, unsigned int*) 

int;; 

ポインタ渡し; 

M26 

int;15;; unsigned int;; 

ポインタ渡し; 

O26 

  

long Func3 

(char*, char*, 

char*) 

long;;;M26 char *;Data1; 

ポインタ渡し; 

;N26 

char *;Data2; 

ポインタ渡し; 

;O26 

char *;; 

ポインタ渡し; 

P26 

 

char* Func4 

(float, float*, 

 double, double*) 

char *;; 

ポインタ渡し; 

M26 

float;21;; float;; 

ポインタ渡し; 

O26 

double;24;; double;; 

ポインタ渡し; 

Q26 

                      ・上記例で、汎用パラメータ 3 の「戻り値をセットするセル」は M26 になっています。 

                      ・上記例で、汎用パラメータ 4 の「戻り値をセットするセル」は N26 になっています。 

                      ・上記例で、汎用パラメータ 5 の「戻り値をセットするセル」は O26 になっています。 

                      ・上記例で、汎用パラメータ 6 の「戻り値をセットするセル」は P26 になっています。 

                      ・上記例で、汎用パラメータ 7 の「戻り値をセットするセル」は Q26 になっています。 
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 使用例 

◎「外部 DLL 呼出」ボタンを押して、外部 DLL（C:\dbSheetClient\Develop\bin\DllExe.dll）の 

四則演算関数（PlusFunc, MinusFunc, MulFunc, DivFunc）を実行して、戻り値（計算結果） 

を取得する使用例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定義するシート： 

３）メニュー定義 

４）ボタン定義 

５）タスク定義 

６）Excel シートの定義 

 

１）メニュー定義の例 

 

 

２）ボタン定義の例 

 

 

３）タスク定義の例 

 

 

 

  

「外部 DLL 呼出」ボタンを押すと、選択

されている関数名で、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 1 とﾊﾟﾗﾒｰﾀ

2 の値を計算し、戻り値を取得します。 
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※タスク定義の詳細（縦型表示の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）Excel シートの定義（Excel ファイル：「Sample.xls」／シート：「外部 DLL 呼び出し」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Excel の「名前の定義」で、以下のセルに名前を定義しておきます。 

名前 
参照範囲

（セル） 
セルの内容（値または数式） 

外部 DLL_処理区分 L22 =IF(外部 DLL_関数名="",1,MATCH(外部 DLL_関数名,K18:K21,0)+1) 

外部 DLL_DLL 名 D15 C:\dbSheetClient\Develop\bin\DllExe.dll 

外部 DLL_関数名 C18 コンボボックスで関数名を選択できるようにします。 

外部 DLL_戻り値 M22 
=IF($L$22<=1,"",INDEX(M18:M21,$L$22-1)&";;;" 

&ADDRESS(ROW(E18),COLUMN(E18),4)) 

外部 DLL_パラ 1 N22 
=IF($L$22<=1,"",INDEX(N18:N21,$L$22-1)&";"&G18&";;" 

&ADDRESS(ROW(G18),COLUMN(G18),4)) 

外部 DLL_パラ２ O22 
=IF($L$22<=1,"",INDEX(O18:O21,$L$22-1)&";"&I18&";;" 

&ADDRESS(ROW(I18),COLUMN(I18),4)) 

 H18 
=IF(C18="PlusFunc","+",IF(C18="MinusFunc","-", 

IF(C18="MulFunc","*",IF(C18="DivFunc","/","")))) 
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2.125 601：データ保守実行 
タスクタイプ属性（開始、終了） 

 機能 

① 開発版の「データ保守定義」で定義した「データ保守」画面を内部ブラウザに表示します。 

② タスクタイプ属性の指定により、表示領域を制御します。 

 開始 ： Excel 表示エリアを非表示とし、内部ブラウザを表示します。 

 終了 ： 内部ブラウザを閉じ、Excel 表示エリアを再表示します。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * データ保守開始

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 601

6 タスクタイプ名 * データ保守実行

7 タスクタイプ属性 開始 開始

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 処理条件判定セル  実行判定 @データ保守実行開始判定

11 定義有効無効フラグ

12 コメント欄

13 汎用パラメータ1 管理No 1 補足①

14 汎用パラメータ2 管理名称 商品マスタメンテ

15 汎用パラメータ3 対象テーブル 商品マスタ

タスク定義編集画面の範囲
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 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “601” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “データ保守実行”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... 以下から指定します。(省略時は“開始”扱い) 

① 開始 

② 終了 

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

※タスクタイプ属性が“開始”の場合（“終了”の場合は指定項目なし） 

汎用パラメータ 1 ................................... 管理 No： データ保守の管理 No を指定します。（補足①） 

汎用パラメータ 2 ................................... 管理名称： 選択した管理Ｎｏから定義済みの管理名称を自動表示し

ます。（特に編集する必要はありません） 

汎用パラメータ 3 ................................... 対象テーブル： 選択した管理Ｎｏから自動表示します。（特に編集

する必要はありません） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 「データ保守実行」を“開始”すると、Excel 画面が非表示になります。データ保守を“終了”す

るまで、Excel 画面の操作はできなくなりますので、注意してください。 

 

 補足 

① 「データ保守定義」でデータの保守管理定義を登録すると、データ保守管理 No を自動採番します。

選択画面から作成済みの管理 No.を選択することができます。 
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 使用例 

「601：データ保守実行」の使用例です。 

 

 

 

① 上記の画面は、タスクタイプ属性で“開始”を指定したボタン「データ保守開始」を実行したもの

です。登録した「データ保守」（上記の画面は「商品マスタメンテ」）を起動することが可能です。 

② 終了するには、タスクタイプ属性で“終了”を定義したタスクを実行する必要があります。この例

では、ボタン「データ保守終了」を押すと戻るようにしてあります。 
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定義するシート： 

● タスク定義（タスク一覧を含む） 

● Excel シート（任意） 

 

タスク定義の例 

 

A･････タスクタイプ属性で、”開始”を指定します。 

B･････定義済みのデータ保守管理Ｎｏを選択します。 

 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * データ保守開始

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 601

6 タスクタイプ名 * データ保守実行

7 タスクタイプ属性 開始

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 処理条件判定セル  実行判定

11 定義有効無効フラグ

12 コメント欄

13 汎用パラメータ1 管理No 1

14 汎用パラメータ2 管理名称 商品マスタメンテ

15 汎用パラメータ3 対象テーブル 商品マスタ

A 

B 
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2.126 701：タイマー処理 
タスクタイプ属性（再計算実行、タスク実行、停止、再開、クリア） 

 機能 

① 開始時刻や時間間隔を指定することにより、定時的・定期的な処理を行います。 

② タスクタイプ属性により、実行する処理方法を選択します。 

 再計算実行： Excel の再計算を実行します。 

 タスク実行： 指定した時間に、特定のタスクを実行します。 

 停止   ： 指定したタイマー処理を一時的に停止します。 

 再開   ： 一時的に停止したタイマー処理を再開します。 

 クリア  ： 設定したタイマー処理を全てクリアし、タイマー処理を無効にします。 

③ 設定できるタイマーの最大数は１０です。 

④ タイマー処理で指定できる最少の間隔は 1 秒です。 

 

 画面イメージ 

 

開始メッセージ以降の項目は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

 

 項目説明 

TASKNO .................................................. 任意(省略丌可) （注１、２） 

タスク名 ...................................................... 自動表示します。(省略丌可) 

処理順 NO ................................................. 任意(省略丌可) 同一タスク内で処理する順番を指定します。 

タスクタイプ NO ................................... “701” を入力します。(省略丌可)（注１、３） 

タスクタイプ名 ........................................ “タイマー処理”は自動表示します。(省略丌可) 

タスクタイプ属性 ................................... 目的となる処理を選択します。 (省略丌可) 

① 再計算実行 ④ 再開 

② タスク実行 ⑤ クリア 

③ 停止  

BKNO ......................................................... タスク実行する Excel ファイルの管理番号（BKNO）を指定します。

BKNO はブック運用定義にて登録します。(省略丌可)（注１、２） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * タイマー処理_タイマー始動

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 701

6 タスクタイプ名 * タイマー処理

7 タスクタイプ属性 * タスク実行

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名 現在のシートを表示します

11 処理条件判定セル  実行判定 @タイマー処理開始判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 タイマ管理番号 1 1 補足①

16 汎用パラメータ2 開始日

17 汎用パラメータ3 開始時刻

18 汎用パラメータ4 実行間隔 1 0

19 汎用パラメータ5 実行間隔単位 秒 分

20 汎用パラメータ6 終了日

21 汎用パラメータ7 終了時刻

22 汎用パラメータ8 再計算対象シート ブック全体 補足②

23 汎用パラメータ9 基準時刻 ＰＣ時刻

24 TASKJUMPNO1 実行タスク 100 何もしない

タスク定義編集画面の範囲
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ブック名 ...................................................... BKNO 設定によりブック名は自動表示します。(省略丌可)（注１） 

シート名 ...................................................... タスク実行時に表示するなど、基準とするシートを選択します。 

（注１、２） 

処理条件判定セル ................................... タスク実行を条件により制御する場合に指定します。（注１、４） 

定義有効無効フラグ .............................. タスクを実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は未入

力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

セル指定属性 ............................................ 下記からセルの指定方式を選択します。（注４） 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

 

※タスクタイプ属性が ①再計算実行、②タスク実行 の時 

汎用パラメータ 1 ................................. タイマー管理番号： 起動するタイマー処理の管理番号を指定します。

（補足①） 

① 1 ⑥ 6 

② 2 ⑦ 7 

③ 3 ⑧ 8 

④ 4 ⑨ 9 

⑤ 5 ⑩ 10 

汎用パラメータ 2 ................................... 開始日： 開始日を西暦（書式：「yyyy/mm/dd」）で指定します。 

汎用パラメータ 3 ................................... 開始時刻： 開始時刻を時分秒（書式：「hh:mm:ss」）で指定します。 

汎用パラメータ 4 ................................... 実行間隔： 実行する間隔を 1 以上の数値で指定します。 

汎用パラメータ 5 ................................... 実行間隔単位： 実行間隔の単位を指定します。 

① 秒 ③ 時 

② 分 ④ 日 

汎用パラメータ 6 ................................... 終了日： 終了日を西暦（書式：「yyyy/mm/dd」）で指定します。 

汎用パラメータ 7 ................................... 終了時刻： 終了時刻を時分秒（書式：「hh:mm:ss」）で指定します。 

汎用パラメータ 8 ................................... 再計算対象シート： 再計算の実行の対象となるシート名を指定しま

す。（タスクタイプ属性が①“再計算実行”の時のみ有効、補足②） 

汎用パラメータ 9 ................................... 基準時刻： DBS サーバの時刻を基準にするか、ＰＣの時刻を基準

にするかを指定します。 

① サーバ時刻 

② ＰＣ時刻 

TASKJUMPNO1 ................................ タイマー処理として実行するタスク NO を指定します。（※タスクタ

イプ属性が②“タスク実行”の時のみ有効） 
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※タスクタイプ属性が ③停止、④再開 の時 

汎用パラメータ１ ................................. タイマー管理番号： 停止または再開する、既に実行中の「タイマー

管理番号」を指定します。 

① 1 ⑥ 6 

② 2 ⑦ 7 

③ 3 ⑧ 8 

④ 4 ⑨ 9 

⑤ 5 ⑩ 10 

 

※タスクタイプ属性が ⑤クリア の時 

汎用パラメータの指定は特にありません。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『2.1 タスク定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『2.2 タスクタイプの機能分類と概要について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.7 セルのアドレス指定について』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 処理の間隔が短い場合や、タイマー処理の個数が多い場合には、全体のレスポンスが低下しますの

で注意してください。 

 

 補足 

① すでに別のタスクで指定された管理番号を指定した時は、既存のタイマー処理は新しいタイマー処

理に置き換わります。誤動作の原因となるので、重複指定は避けてください。 

② 対象となるシート名を指定しますが、複数のシートを指定する時には、シート名を半角セミコロン

“；”で区切ります。（「複数シート選択」機能を使うことにより、一覧選択が可能です。） 
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 使用例 

「701：タイマー処理」の使用例です。 

 

定義するシート： 

 タスク定義（タスク一覧を含みます） 

 Excel シート 

 

タスク定義の例（①再計算実行） 

 

 

A･････「タスクタイプ属性」に“再計算実行”を指定します。 

B･････1 秒間隔で実行するように値を設定します。 

 

Excel シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A･････再描画により、セル E16 を再計算します。 

B･････セル E16 は、現在の時刻値（セルの式：「=NOW()」）を指定しています。 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容

2 TASKNO * 1

3 タスク名 * タイマー処理_タイマー始動

4 処理順NO * 1

5 タスクタイプNO * 701

6 タスクタイプ名 * タイマー処理

7 タスクタイプ属性 * 再計算実行

8 BKNO * 1

9 ブック名 * Sample.xls

10 シート名

11 処理条件判定セル  実行判定

12 定義有効無効フラグ

13 コメント欄

14 セル指定属性

15 汎用パラメータ1 タイマ管理番号 1

16 汎用パラメータ2 開始日

17 汎用パラメータ3 開始時刻

18 汎用パラメータ4 実行間隔 1

19 汎用パラメータ5 実行間隔単位 秒

20 汎用パラメータ6 終了日

21 汎用パラメータ7 終了時刻

22 汎用パラメータ8 再計算対象シート

23 汎用パラメータ9 基準時刻

A 

B 

A Ｂ 
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【クエリー定義リファレンス編】 

 

第 3 章 クエリー定義リファレンス共通事項 

 

第 4 章 クエリータイプ 
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第3章. クエリー定義リファレンス共通事項 

クエリー定義シートの全項目についてなど、クエリー定義全般の共通的な内容を記載しています。 

 

3.1 クエリー定義の全項目について 

 

3.2 クエリータイプについて 
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3.1. クエリー定義の全項目について 

クエリー定義では、データベースにアクセス（読み込み、書き込み）するための定義をします。 

データベース（SQL Server、ORACLE 等）に応じたネイティブな SQL 文を記述したり、ストアドプ

ロシージャを実行したりします。 

 

クエリー定義が必要なタスクタイプは、以下のとおりです。 

 

 201：SQL 

 203：データ照会画面 

 204：検索付データ照会画面 

 205：検索付データ照会画面Ⅱ 

 230：集計表自動作成 

 

 

 

クエリー定義で設定する項目は、次の通りです。 

項目名 内容 

QNO クエリー定義を管理する番号です。 

クエリー名 クエリー定義の名前です。 

クエリータイプ 

 

タスクタイプに応じて、クエリータイプを指定します。 

F3（初期値）キーで作成した時には、自動的に設定されます。 

（タスクタイプが SQL ならばタスクタイプ属性と同じもの、それ以外のタ

スクタイプでは照会が設定されます。） 

①照会 ②更新 ③指定更新 ④削除 ⑤SQL 更新 

 

クエリー属性 「Query」が自動設定されます。 

DBNO 

 

DB 運用定義に登録されている DBNO を設定します。 

エイリアス名 

 

DBNO によりエイリアス名（データベース接続情報の参照名）を自動表示

します。 

【次ページに続く】 
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【前ページより続く】 

項目名 内容 

テーブル名 

 

クエリータイプが「更新」「指定更新」「削除」の時に、更新対象のデータ

ベースのテーブル名を指定します。 

 

 

◆ テーブルの全項目名を取得 

 指定したテーブルの全ての項目名をテキストデータとして取得し、 

クリップボードにコピーすることができます。 

◎ 区切形式 

 テキストデータを作成する時の、区切り形式を指定します。 

選択肢 意 味 

タブ（横） 項目名をタブデータで区切ります。Excel シートのセル

で「貼り付け」すると、横方向のセルにデータがセット

されます。 

改行（縦） 項目名を改行データで区切ります。Excel シートのセル

で「貼り付け」すると、縦方向のセルにデータがセット

されます。 

カンマ 項目名をカンマデータで区切ります。Excel シートのセ

ルで「貼り付け」すると、全体を１つの文字列としてセ

ットされます。 

◎ ［コピー］ボタン 

 区切形式の書式で項目名のテキスト 

データをクリップボードにコピー 

します。 

【次ページに続く】 
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【前ページより続く】 

項目名 内容 

BKNO 

 

ブック運用定義に登録されている BKNO を設定します。 ※1 

ブック名 

 

BKNO によって、ブック名が自動表示されます。 ※1 

取得データ件数セル 

 

データを取得した時のデータ件数を取得するセルを指定します。 ※1 

旧 Ver 互換用（展開定義の項目「更新行 OR 列数指示セル」が「取得デー

タ件数セル」の役割を担っていますので、そちらを指定してください。） 

SQL 文 データベースからのデータ取得、データベースの更新、ストアドプロシー

ジャを実行するための SQL 文を指定します。 

※2，3，4 

詳細は、『第 4 章 クエリータイプ』を参考にしてください。 

 

・［クエリー実行］ボタンをクリックすると、SQL テスト実行画面が表示

されます。SQL 文を編集することができます。 

・「SQL テスト実行画面」の［コピー戻］ボタンをクリックすると、「SQL

テスト実行画面」で編集した SQL 文が、クエリー定義シートの SQL 編集

エリアにコピーされます。 

 

・SQL 編集エリアに入力した SQL 文を設定項目に転送する時には、［書込］

ボタンをクリックします。 

・SQL 編集エリアで SQL 文に改行を入力して［書込］ボタンをクリック

すると、編集欄や SQL 文欄に改行マーク（/*↓*/）が入力されます。

（dbSheetClient に限定した使い方です。） 

【次ページに続く】 

【前ページより続く】 
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項目名 内容 

トランザクション処理 

 

「更新」「指定更新」「削除」の時に、トランザクションをかけるか、かけ

ないかを設定します。  

排他制御タイプ 

 

クエリータイプ（＝タスクタイプ属性）が「照会」の時に、同時実行制御

の方式を指定します。 

1：(空白)、2：楽観ロック 

取得したサーバ側のレコードの DBS_STATUSフィールドは １ のま

まにします。 

※ サーバ側のデータ更新時には、楽観ロック制御で更新します。 

3：悲観ロック 

取得したサーバ側のレコードの DBS_STATUSフィールドは ３ に変

更します。 

 ※ 他ユーザはサーバ側の DBS_STATUS フィールドが３のデータに

ついて照会はできますが、書込はできません。  

4：悲観ロック解除 

取得したサーバ側のレコードの DBS_STATUSフィールドを １ に変

更し、レコードロックを解除します。 

 

クエリータイプが「更新」「指定更新」「削除」の時に、それ以前のデータ

照会時に「悲観ロック」でデータを取得して「悲観ロック解除」をしてい

ない場合は、必ず「悲観ロック」を指定します。同時に「悲観ロック解除

QNO」に悲観ロックをかけた QNO を指定してデータベースを更新してく

ださい。 

 ※ 「悲観ロック解除 QNO」の指定をしないと、ロックが解除されない

レコードが残ることになります。 

詳細は、『開発版テクニカルリファレンスマニュアル「第 5 章 同時実行制

御機能（排他制御）について」』を参照してください。 

更新処理形態 

 

クエリータイプ（＝タスクタイプ属性）が「更新」「指定更新」の時に、更

新処理形態を以下の方式のどちらでおこなうかを指定します。 

1：全データ更新 

Excel 上の更新対象範囲の全データをサーバに送信して更新します。 

2：修正データのみ 

Excel 上の更新対象範囲のデータのうち修正データのみをサーバに送信し

て更新します。 

 ※  修正 デー タと して は、 Excel 上の更 新対 象 範囲の デー タの 

DBS_STATUS フィールドの値に応じて、更新処理を行います。 

  ２ ： 追加または更新レコード 

 ９９ ： 削除レコード 

【次ページに続く】 

【前ページより続く】 
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黄色 

項目名 内容 

定義有効無効フラグ 

 

この定義を無効にしたい時に“無効”を設定します。 

コメント欄 コメントを入力します。（最大文字数：半角 512 文字） 

悲観ロック解除 QNO 

 

クエリータイプ（＝タスクタイプ属性）が「更新」「指定更新」「削除」の

時に、すでに「悲観ロック」でロックされている場合にロックを解除する

ための QNO を指定します。 

データ照会時に「排他制御タイプ：悲観ロック」でデータを取得したあと

「悲観ロック解除」をしていない状態でデータベースの更新をする場合は、

「排他制御タイプ」に「悲観ロック」を指定して、同時に「悲観ロック解

除 QNO」に悲観ロックをかけた時の QNO を指定してデータベースを更新

してください。 

詳細は、『開発版テクニカルリファレンスマニュアル「第 5 章 同時実行制

御機能（排他制御）について」』を参照してください。 

日付時刻 NULL 指定 クエリータイプ（＝タスクタイプ属性）が「更新」及び「指定更新」の時

に指定可能です。 

シート上で Null 値扱いとするセルデータを、データベースにも Null 値とし

て登録したい時、“NULL”を指定します。 

Null 値扱いの詳細については、『開発版テクニカルリファレンスマニュアル

「5.5.1 Null 値を取り扱うときの注意点」』を参照してください。 

※1 旧バージョン（V3 以前）との互換性維持のために存在する項目です。 

※2 SQL 文については、画面下の SQL 編集エリアで編集することができます。 

※3 DBMS（MSSQL や ORACLE など）に対応した SQL 文を書く必要があります。 

※4 dbSheetClient が提供する標準の更新、削除処理を行う場合には「UPDATE」のみを指定しま

す。 

 

の項目は、共通項目です。クエリータイプ（タスク・展開属性）によって、設定項目が

変わります 
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3.2. クエリータイプについて 

クエリータイプの基本機能は次表の通りです。 

クエリー 

タイプ 

説明 

照会 SQL 文の SELECT にのみ対応しており、データベースからデータを読み込み、それを

展開定義で指定された Excel シート上のセル位置に展開します。 

更新 SQL 文として「UPDATE」を指定するだけで、dbSheetClient が更新用 SQL 文を自

動生成し、Excel シート上のデータでデータベースの更新、追加、削除を実行します。 

データベースのテーブルの全フィールドが Excel シート上に展開されている必要があり

ます。 

指定更新 「更新」の改良機能で、主キーと DBS 同時実行フィールドおよび変更するフィールドの

データを Excel シート上に展開しておくだけで、データベースの更新をします。 

削除 SQL 文として「UPDATE」を指定するだけで、dbSheetClient が削除用 SQL 文を自

動生成し、データベースの更新を実行します。 

データベースのテーブルの全フィールドが Excel シート上に展開されている必要があり

ます。 

SQL 更新 SELECT 文だけでは定義できない複雑な SQL 文の実行や、ストアドプロシージャの実

行を行います。 

 

タスクタイプ、タスクタイプ属性によって、クエリータイプが決定します。 

クエリータイプは、初期値（F3）ボタン押下時、タスクタイプが「SQL」の場合はタスクタイプ属性が

コピーされ、その他のタスクタイプでは照会が設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※現バージョンではタスクタイプが「データ照会画面」、「検索付データ照会画面」、「検索付データ照会画

面Ⅱ」、「集計表自動作成」の場合にクエリータイプで「照会」以外を選択することが可能ですが、「照会」

以外の動作は保障しておりません。  

タスク定義 クエリー定義 

タスクタイプ タスクタイプ属性 クエリータイプ 

SQL 照会 照会 

更新 更新 

指定更新 指定更新 

削除 削除 

SQL 更新 SQL 更新 

データ照会画面 － 照会 

検索付データ照会画面 (空白) 照会 

拡張 照会 

検索付データ照会画面Ⅱ － 照会 

集計表自動作成 － 照会 
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排他制御タイプとクエリータイプと更新処理形態の可能な組み合わせは、次の通りです。 

クエリータイプ 
排他制御タイプ 更新処理形態 

楽観ロック 悲観ロック 悲観ロック解除 全データ更新 修正データのみ 

照会 ○ ○ ○ － － 

更新 ○ ○ － ○ ○ 

指定更新 ○ ○ － ○ ○ 

削除 ○ ○ － ○ ○(※) 

SQL 更新 ○ ○ ○ － － 

○：組み合わせ可能 

※ クエリータイプ「削除」の時に更新処理形態「修正データのみ」の指定は可能ですが、原則として「全

データ更新」だけを使用するようにしてください。 

（クエリータイプ「更新」で更新処理形態「修正データのみ」を指定することで、更新・追加とともに

削除も可能です。） 
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dbSheetClient タスクタイプ リファレンスマニュアル 
 

 
643 

第4章. クエリータイプ 

クエリー定義は、クエリータイプによって、設定可能な項目が変わります。定義可能な項目の説明を記

載しています。 

 

4.1 クエリータイプ：照会 

 

4.2 クエリータイプ：更新 

 

4.3 クエリータイプ：指定更新 

 

4.4 クエリータイプ：削除 

 

4.5 クエリータイプ：SQL 更新 
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2.127 クエリータイプ：照会 

 機能 

① データベースからデータを読み込むための SQL 文を定義します。（読み込まれたデータは、別途展

開定義により指定された Excel シート上のセル位置に展開されます。） 

② SQL 文には SELECT 文、またはデータ取得のストアドプロシージャを指定します。 

③ 排他制御として、「楽観ロック」と「悲観ロック」を行います。 

 

 

 画面イメージ 

 

 

 

 項目説明 

クエリー名 ................................................. クエリーの名称を入力します。（注１） 

クエリータイプ ........................................ 初期値(F3)ボタンクリック時は、タスクタイプ及びタスクタイプ属性

によって、表示されます。 これに関連するタスクタイプ等が変更し

た場合、それに合わせ変更します。（注３） 

クエリー属性 ............................................ 常に Query と入力します。（予約項目） 

DBNO.......................................................... このクエリー定義が読込むデータを格納しているデータベースの

DBNO を指定します。（注１） 

エイリアス名 ............................................ 自動表示します。 

テーブル名 ................................................. 「照会」の場合、設定丌要です。 

BKNO ......................................................... ブック運用定義に登録されている BKNO を設定します。（注１） 

ブック名 ...................................................... 自動表示します。（注１） 

（ブック運用定義↔ブック定義を参照し、表示します。） 

取得データ件数セル .............................. 読込んだデータ件数を表示（出力）するセルを指定します。（注１） 

ただし、データ照会画面では出力しません。（旧バージョンとの互換

性維持のために存在します。） 

SQL 文 ........................................................ 読込みデータを指定するための SQL 文を設定します。（補足①） 

例：SELECT * FROM [部署マスタ] WHERE ･･････  

排他制御タイプ ........................................ 次の選択肢から選択します。（注 4） 

① (空白) ③ 悲観ロック 

② 楽観ロック ④ 悲観ロック解除 
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定義有効無効フラグ .............................. このクエリー定義を無効にしたい場合は、”無効”を指定します。通常

は未入力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『3.1. クエリー定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『3.2. クエリータイプについて』を参照してください。 

（注４）詳細は、『開発版テクニカルリファレンスマニュアル「第 5 章 同時実行制御機能（排他制御）

について」』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① BKNO、ブック名、取得データ件数セルは、旧バージョンとの互換性維持のために存在します。 

 

 補足 

① ＳＱＬ文には、データを読み込むための内容を指定します。 

ＳＱＬ文をストアドプロシージャとしてサーバに登録し、そのプロシージャ名を SQL 文に設定で

きます。 

② 排他制御タイプが空白の場合、楽観ロック方式となります。  

悲観ロック方式については、『開発版テクニカルリファレンスマニュアル「5.2 悲観的同時実行制御

（悲観的ロック方式）」』を参照してください。 
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2.128 クエリータイプ：更新 

 機能 

① データベースの更新をするための定義をします。 

② SQL 文として「UPDATE」を指定するだけで、dbSheetClient が更新用 SQL 文を自動生成し、

Excel シート上のデータでデータベースの更新、追加、削除を実行します。（Excel シートとの関連

は、別途展開定義により定義します。） 

③ Excel シート上のデータの範囲は、展開定義の下記の項目で行い、このデータベース・データを更

新します。 

・データ範囲の左上のセル位置（セル範囲） 

・データ件数（更新行 OR 列数指示セル） 

これらのデータをそのままデータベースに転送し更新する方法（更新処理形態：全データ更新）と 

一部のデータをデータベースに転送する方法（更新処理形態：修正データのみ）があります。 

シート上のステータス（DBS_STATUS）の値により、データベースへ転送されます。 

ステータスの値 更新処理形態：修正データのみ 更新処理形態：全データ更新 

１ 転送されない 更新、追加データ 

2 更新、追加データ 

99 削除データ 

その他<空白> 転送されない 

  排他制御として、「楽観ロック」と「悲観ロック」に対応します。 

 

 画面イメージ 
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 項目説明 

クエリー名 ................................................. クエリーの名称を入力します。（注１） 

クエリータイプ ........................................ 初期値(F3)ボタンクリック時は、タスクタイプ及びタスクタイプ属性

によって、表示されます。 これに関連するタスクタイプ等が変更し

た場合、それに合わせ変更します。（注３） 

クエリー属性 ............................................ 常に Query と入力します。（予約項目） 

DBNO.......................................................... このクエリー定義が更新するデータを格納しているデータベースの

DBNO を指定します。（注１） 

エイリアス名 ............................................ 自動表示します。 

テーブル名 ................................................. 更新する対象のテーブル名を指定します。 

BKNO ......................................................... ブック運用定義に登録されている BKNO を設定します。（注１） 

ブック名 ...................................................... 自動表示します。（注１） 

（ブック運用定義↔ブック定義を参照し、表示します。） 

SQL 文 ........................................................ 常に UPDATE と設定します。（補足①） 

トランザクション処理.......................... 現在は無効です。 

（DB2 iSeries DDS 経由の更新で使用予定） 

排他制御タイプ ........................................ 次の選択肢から選択します。（注 4） 

① 楽観ロック 

② 悲観ロック 

更新処理形態 ............................................ 次の更新処理形態を指定します。（注 4） 

① 全データ更新 

② 修正データのみ 

定義有効無効フラグ .............................. このクエリー定義を無効にしたい場合は、”無効”を指定します。通常

は未入力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

悲観ロック解除 QNO ........................... 更新準備のために読込んだ時の QNO を指定します。（注４） 

日付時刻 NULL 指定 ............................ シート上のセルが空白の場合、データベースにデータを NULL 値と

して登録したい時、指定します。（注５） 

① NULL 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『3.1. クエリー定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『3.2. クエリータイプについて』を参照してください。 

（注４）詳細は、『開発版テクニカルリファレンスマニュアル「第 5 章 同時実行制御機能（排他制御）

について」』を参照してください。 

（注５）詳細は、『開発版テクニカルリファレンスマニュアル「5.5.1 Null 値を取り扱うときの注意事項」』

を参照してください。 
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 使用上の注意 

① 更新するテーブルには、同時実行制御フィールドが必要です。 

詳細は、『開発版テクニカルリファレンスマニュアル「第 4 章 更新系データベースの仕組みについ

て」』を参照してください。 

② データベースのテーブルの全フィールドが Excel シート上に展開されている必要があります。 

 

 補足 

① SQL 文は、常に UPDATE と設定します。 

② 排他制御タイプ（楽観ロック、悲観ロック）については、『開発版テクニカルリファレンスマニュア

ル「第 5 章 同時実行制御機能（排他制御）について」』を参照してください。 

③ 更新処理形態（全データ更新、修正データのみ）については、機能③を参照してください。 

④ 悲観ロック解除 QNO については、『開発版テクニカルリファレンスマニュアル「5.2 悲観的同時

実行制御（悲観的ロック方式）」』を参照してください。 
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2.129 クエリータイプ：指定更新 

 機能 

① データベースの更新をするための定義をします。クエリータイプ「更新」の改良機能であり、主キ

ーと DBS 同時実行フィールドおよび変更するフィールドのデータを Excel シート上に展開してお

くことで、データベースの更新をします。 

② SQL 文として「UPDATE」を指定するだけで、dbSheetClient が更新用 SQL 文を自動生成し、

Excel シート上のデータでデータベースの更新、追加、削除を実行します。（Excel シートとの関連

は、別途展開定義により定義します。） 

③ Excel シート上のデータの範囲は、展開定義の下記の項目で行い、このデータベース・データを更

新します。 

・データ範囲の左上のセル位置（セル範囲） 

・データ件数（更新行 OR 列数指示セル） 

これらのデータをそのままデータベースに転送し更新する方法（更新処理形態：全データ更新）と 

一部のデータをデータベースに転送する方法（更新処理形態：修正データのみ）があります。 

シート上のステータス（DBS_STATUS）の値により、データベースへ転送されます。 

ステータスの値 更新処理形態：修正データのみ 更新処理形態：全データ更新 

１ 転送されない 

更新、追加データ 
2 更新、追加データ 

99 削除データ 

その他<空白> 転送されない 

  

④  排他制御として、「楽観ロック」と「悲観ロック」に対応します。 

 

 画面イメージ 

 

 

 項目説明 

タスクタイプ：更新と同様です。 
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 使用上の注意 

① 更新するテーブルには、同時実行制御フィールドが必要です。 

詳細は、『開発版テクニカルリファレンスマニュアル「第 5 章 同時実行制御機能（排他制御）につ

いて」』を参照してください。 

② クエリータイプ「更新」とは異なり、データベースのテーブルの全フィールドが Excel シート上に展

開されている必要はありません。主キーと DBS 同時実行フィールドおよび変更するフィールドが必

要となります。 

 

 補足 

① SQL 文は、常に UPDATE と設定します。 

② 排他制御タイプ（楽観ロック、悲観ロック）については、『開発版テクニカルリファレンスマニュア

ル「第 5 章 同時実行制御機能（排他制御）について」』を参照してください。 

③ 更新処理形態（全データ更新、修正データのみ）については、機能③を参照してください。 

④ 悲観ロック解除 QNO については、『開発版テクニカルリファレンスマニュアル「5.2 悲観的同時実

行制御（悲観的ロック方式）」』を参照してください。 
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2.130 クエリータイプ：削除 

 機能 

① データベースからデータの削除をするための定義をします。 

② SQL 文として「UPDATE」を指定するだけで、dbSheetClient が削除用 SQL 文を自動生成し、

Excel シート上のデータでデータベースの更新を実行します。（Excel シートとの関連は、別途展開

定義により定義します。） 

③ Excel シート上のデータの範囲は、展開定義の下記の項目で行い、このデータベース・データを削

除します。 

・データ範囲の左上のセル位置（セル範囲） 

・データ件数（更新行 OR 列数指示セル） 

④ 排他制御として、「楽観ロック」と「悲観ロック」に対応します。 

 

 画面イメージ 

 

 

 項目説明 

クエリー名 ................................................. クエリーの名称を入力します。（注１） 

クエリータイプ ........................................ 初期値(F3)ボタンクリック時は、タスクタイプ及びタスクタイプ属性

によって、表示されます。 これに関連するタスクタイプ等が変更し

た場合、それに合わせ変更します。（注３） 

クエリー属性 ............................................ 常に Query と入力します。（予約項目） 

DBNO.......................................................... このクエリー定義が更新するデータを格納しているデータベースの

DBNO を指定します。（注１） 

エイリアス名 ............................................ 自動表示します。 

テーブル名 ................................................. 削除する対象のテーブル名を指定します。 

BKNO ......................................................... ブック運用定義に登録されている BKNO を設定します。（注１） 

ブック名 ...................................................... 自動表示します。（注１） 

（ブック運用定義↔ブック定義を参照し、表示する。） 

SQL 文 ........................................................ 常に UPDATE と設定します。（補足①） 

トランザクション処理.......................... この設定行のトランザクション処理を設定する。 

① ON 

② OFF 
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排他制御タイプ ........................................ 次の選択肢から選択する。（注 4） 

① 楽観ロック 

② 悲観ロック 

更新処理形態 ............................................ 更新処理形態は通常、“全データ更新”とします。（注 4） 

定義有効無効フラグ .............................. このクエリー定義を無効にしたい場合は、”無効”を指定します。通常

は未入力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

悲観ロック解除 QNO ........................... 更新準備のために読込んだ時の QNO を指定します。（注４） 

日付時刻 NULL 指定 ............................ 「削除」の場合、無効です。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『3.1. クエリー定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『3.2. クエリータイプについて』を参照してください。 

（注４）詳細は、『開発版テクニカルリファレンスマニュアル「第 5 章 同時実行制御機能（排他制御）

について」』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 更新するテーブルには、同時実行制御フィールドが必要です。 

詳細は、『開発版テクニカルリファレンスマニュアル「第 4 章 更新系データベースの仕組みについ

て」』を参照してください。 

 

② データベースのテーブルの全フィールドが Excel シート上に展開されている必要があります。 

 

 補足 

① SQL 文は、常に UPDATE と設定します。（DELETE では、ありません。） 

② 排他制御タイプ（楽観ロック、悲観ロック）については、『開発版テクニカルリファレンスマニュア

ル「第 5 章 同時実行制御機能（排他制御）について」』を参照してください。 

③ 更新処理形態は通常、全データ更新とします。 

④ 悲観ロック解除 QNO については、『開発版テクニカルリファレンスマニュアル「5.2 悲観的同時

実行制御（悲観的ロック方式）」』を参照してください。 
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2.131 クエリータイプ：SQL 更新 

 機能 

① 任意の SQL 文（UPDATE、INSERT、DELETE 文およびストアドプロシージャ実行 等）による

データベース上のデータの更新、追加、削除 とデータの読込みが可能です。 

② その他の事項は、クエリータイプ：照会と同等です。 

 

 画面イメージ 

 

 

 

 項目説明 

クエリー名 ................................................. クエリーの名称を入力します。（注１） 

クエリータイプ ........................................ 初期値(F3)ボタンクリック時は、タスクタイプ及びタスクタイプ属性

によって、表示されます。 これに関連するタスクタイプ等が変更し

た場合、それに合わせ変更します。（注３） 

クエリー属性 ............................................ 常に Query と入力します。（予約項目） 

DBNO.......................................................... このクエリー定義が読込むデータを格納しているデータベースの

DBNO を指定します。（注１） 

エイリアス名 ............................................ 自動表示します。 

テーブル名 ................................................. 「SQL 更新」の場合、設定丌要です。 

BKNO ......................................................... ブック運用定義に登録されている BKNO を設定します。（注１） 

ブック名 ...................................................... 自動表示します。（注１） 

（ブック運用定義↔ブック定義を参照し、表示します。） 

取得データ件数セル .............................. 読込んだデータ件数を表示（出力）するセルを指定します。（注１） 

ＳＱＬ文 ...................................................... ＳＱＬ文を設定します。（補足①） 

例

： 

 

 

排他制御タイプ ........................................ 「SQL 更新」の場合、設定丌要（無効になります）です。 

UPDATE  商品マスタ 

SET  商品名 = ‟新商品‟ 

WHERE  商品コード = 123 

データの更新 

SELECT  *  FROM  商品マスタ 

WHERE  ･･････ 
データの読込み 
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定義有効無効フラグ .............................. このクエリー定義を無効にしたい場合は、”無効”を選択します。通常

は未入力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 ................................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『3.1. クエリー定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『3.2. クエリータイプについて』を参照してください。 

 

 使用上の注意 

① 更新するテーブルには、同時実行制御フィールド（５項目）は必要ありません。 

② SQL 文に、データ読込みする部分（補足①のｂ．項）がなく、シートにデータを表示する必要がな

い場合、展開定義は丌要です。 

 

 補足 

① ＳＱＬ文は、クエリータイプ：照会とＳＱＬ更新で次の様に違いがあります。 

クエリータイプ 照会 SQL 更新 

SQL 文 データを読込むための

SQL 文 

ａ．データ更新、追加、削除のための UPDATE、

INSERT、DELETE 文 等 

ｂ．更新結果等を確認するために、データを読込

むための SQL 文 

クエリータイプ：SQL 更新の場合、ａ．に続けて（改行で区切って）ｂ．の SQL 文の設定が可能

です。 

クエリータイプ：SQL 更新の場合、ａ．のみの設定の場合、展開定義は、丌要です。 

いずれの場合でも、SQL 文をストアドプロシージャとしてサーバに登録し、そのプロシージャ名を

SQL 文に設定できます。 

② 「SQL 更新」の場合、排他制御タイプは無効です。  
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【展開定義リファレンス編】 

 

第 5 章 展開定義リファレンス共通事項 

 

第 6 章 展開定義 
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第5章. 展開定義リファレンス共通事項 

展開定義シートの全項目についてなど、展開定義全般の共通的な内容を記載しています。 

 

5.1 展開定義の全項目について 

 

5.2 定義区分、タイプ、タスク・展開属性について 

 

5.3 セル展開範囲定義名 について 
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5.1. 展開定義の全項目について 

展開定義は、ＳＱＬクエリーやデータのコピー／クリアを実行する際の、展開先のセル位置や処理範囲を

指示するものです。 

利用するタスクタイプにより、クエリー定義に関するものと、タスク定義に関するものに分類できます。 

展開定義の定義が必要となるタスクタイプは次のものです。 

タスクタイプ 定義区分の表示 

ＳＱＬ、データ照会画面、検索付データ照会画面、検索付データ照会

画面Ⅱ、集計表自動作成 

クエリー定義 

直接展開、コピー、クリア、セル保護、行列指定、行表示、列表示 タスク定義 

 

展開定義シートで設定する各項目の説明は、次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次ページに続く】 

 

 

項目名 説明 

DNO 展開定義を管理する番号です。 

データ展開名 展開一覧で付けられた名称を表示します。 

処理順 NO DNO 内の処理順 NO を入力します。昇順に処理します。 

定義区分 タスク定義 または クエリー定義 を自動表示します。 

タイプ タスクタイプ または クエリータイプ を自動表示します。 

タスク・展開属性 タスクタイプ属性 または クエリー定義の展開方式 を指定しま

す。 

データ項目名 クエリー定義の時にデータ項目名（フィールド名）を指定します。 

数式 OR 値 数式または値を直接展開する時に指定します。 

「タスク・展開属性」が“数式”か“値”の時に Excel シートに展開

する、数式や文字列を直接入力します。 

定義有効無効フラグ この定義を無効にしたい時に“無効”を設定します。 

コメント欄 コメントを入力します。（最大文字数：半角 512 文字） 

シート名 データを展開するシート名を指定します。 

セル指定属性 “直接”、“間接”、“間接アドレス”からセルの指定方式を選択します。 

セル範囲 データを展開するセル範囲（または開始セル位置）を指定します。 

セル展開範囲定義名 データを展開した範囲に付ける名前（定義名）を指定します。 

シート保護有無 シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。 

シート保護解除 PW シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指

定します。 

自動計算方法 展開直後に再計算を実行したい時に、再計算方法を指定します。 

行列方向 データをシートにセットする方向（“行”または“列”）を指定します。 
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黄色 

 

【前ページより続く】 

 

 

の項目は、共通項目です。それ以外の項目は、タスク・展開属性によって、設定する項目とそ

の内容が変わります。 

  

項目名 説明 

更新行 OR 列数指示セ

ル 

クエリー定義（クエリータイプ(=タスクタイプ属性)）で照会系（照会/SQL

更新でデータ取得）処理の時は、取得データ件数を格納するセル（取得データ

件数セル）として指定します。 

クエリー定義（クエリータイプ(=タスクタイプ属性)）で更新系（更新/指定更

新/削除）処理の時は、更新レコード数を格納するセルとして指定します。 

先シート名 コピー先のシート名を指定します。 

先セル指定属性 コピー先のセル指定方式として 直接、間接、間接アドレス を指定します。 

先セル範囲 コピー先のセル範囲を指定します。 

先シート保護有無 コピー先のシートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。 

先シート保護解除 PW コピー先のシートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを

指定します。 

複数展開指定 行列指定の時で複数指定の場合にその属性を指定します。 

高さ列幅設定 行列指定の時に行の高さ、列幅を指定します。 

“AUTO”を指定すると自動調整された数値が設定されます。 

開始位置 行表示、列表示の際の開始位置を、終了行列番号またはセルで指定します。 

終了位置 行表示、列表示の際の開始位置を、開始行列番号またはセルで指定します。 
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5.2. 定義区分、タイプ、タスク・展開属性について 

表示される「定義区分」と「タイプ」は、タスク定義の設定内容（タスクタイプ、タスクタイプ属性等）

によって自動的に設定されます（キー入力丌可）。 

 

タスク定義 展開定義 

タスクタイプ タスクタイプ属性 定義区分の表示 タイプの表示 タスク・展開属性 

SQL 照会 

更新 

指定更新 

削除 

ＳＱＬ更新 

クエリー定義 照会 

更新 

指定更新 

削除 

ＳＱＬ更新 

展開方式を指定 

データ照会画面 ― 照会 

検索付データ照会画面 － 照会 

検索付データ照会画面Ⅱ － 照会 

集計表自動作成 － 集計表自動作成 

直接展開 

コピー 

クリア 

セル保護 

行列指定 

行表示 

列表示 

任意 タスク定義 直接展開 

コピー 

クリア 

セル保護 

行列指定 

行表示 

列表示 

タスクタイプ属性を指

定 

その他のタスクタイプ － ※ 展開定義は指定丌可 

 

※ 設定済みのタスクタイプ、タスクタイプ属性を変更した場合、その内容が「定義区分」と「タイプ」

に反映しない場合があります。この場合は、該当行の DNO をクリックし、表示される展開選択(F4)

画面から同一 DNO を選択することにより再反映させることができます。 
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 定義区分：クエリー定義のタスク・展開属性  

 

定義区分が「クエリー定義」の場合の「タスク展開属性」の選択値は、次の通りです。 

№ 設定値 説明 

1 Query 表形式の表示の時、指定します。 

直前に表示したデータをシートからクリア（消去）します。 

2 データ カード形式の表示の時、指定します。データベース・データ１項目の

表示位置（セル位置）を設定する時、使います。 

3 数式 カード形式の表示の時、指定します。 

Excel の数式を設定したいセル位置を設定する時、使います。 

4 値 カード形式の表示の時、指定します。 

セルの値を設定したいセル位置を設定する時、使います。 

5 全選択データ一括 No.1 Query と同一です。 

6 全選択データ一括保持 表形式の表示の時、指定します。 

直前に表示したデータをシートからクリア（消去）しません。 

※②データ、③数式、④値を指定した場合は、クエリー結果の先頭のデータのみを展開します。 

 

 

 定義区分：タスク定義のタスク・展開属性  

 

下記のタスクタイプについては、タスク定義の「タスクタイプ属性」で定義した値と異なる値を、展開定

義の「タスク・展開属性」で指定することが可能です。両者の値が異なる場合は、展開定義の「タスク・

展開属性」の値を優先して処理します。 

 

タスクタイプ 

410：コピー 

411：クリア 

412：セル保護 

414：行列指定 

415：行表示 

416：列表示 
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5.3. セル展開範囲定義名 について 

「セル展開範囲定義名」は、データベースのデータを Excel シートに表形式で展開する場合に利用しま

す。 

「セル展開範囲定義名」は、予め Excel シートを編集し、「名前の定義」で設定しておく必要があります。

省略した場合や、Excel シートに存在しない名前を指定した場合の動作は次の通りです。 

 

セル展開範囲定義名の指定方法 dbSheetClient の動作 

指定を省略 「dbs_(シート名)」という名前定義名を展開範囲に自動設定します。 

存在している名前定義名を指定 指定された名前定義名を展開範囲に自動設定します。 

Excel シートに存在しない名前

定義名を指定 

指定された名前定義名を新規登録し、展開範囲に自動設定します。 

 

 基本的な動作の例 

セル展開定義名の基本的な動作の例（シート内に一つの表を設置）について説明します。 

№ 設定項目 設定値 

1 タスク・展開属性 全選択データ一括 

2 セル範囲 @展開位置 

3 セル展開範囲定義名 @データエリア 

Excel シートの編集で“データエリア”と名前定義したセル範囲を、上の表のように、展開定義の「セル

展開範囲定義名」に設定します。 

名前定義したセル範囲“データエリア”は、通常下図のような位置に設定します（展開時に「セル範囲」

で指定した位置からの範囲が自動的に設定されるので、実際的にはどこに配置しても構いません）。 

 

データの読み込みを実行すると、下図のように 展開範囲“データエリア”が広がります。 

これは、dbSheetClient が自動的に名前定義の範囲を変更していることによるものです。 

 

 

 

 

 

 

次に、この状態から再度データの取得を行い、読み込みデータ件数が減少して２件になったとしたら、そ

の処理はどのように行われるのでしょうか？（例えば、削除処理後に再表示を実行する場合は、データ件

数が減少します。） 

データエリア 

データエリア 

展開位置 
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まず、dbSheetClient は、２件のデータを表示する前に、「セル展開範囲定義名」に設定している領域“デ

ータエリア”のセル範囲の値を自動的にクリアします。 

（補足：タスク・展開属性が、“全選択データ一括保持”になっている場合はクリアしません） 

 

次に、２件のデータを表示しますが、表示した新しいセル範囲を定義名“データエリア”の範囲として再

設定します。 

 

 

 

 

 

 

このようにして、dbSheetClient はデータの再表示を実現しています。 

 

セル展開範囲定義名は、次のような場合に有効活用できます。 

№ 活用例 

1 名前定義名の範囲を VLOOKUP 関数で検索 

2 入力規則のリストに指定 

3 書式などをクリアする場合に利用 

 

  

データエリア 

データエリア 
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 同一シートに複数の表を定義したい場合の例 

特殊な例として、同一シート内に複数の表を作成する場合の例を示します。 

この例では、複数の「セル展開範囲定義名」を使用します。 

表１のための展開定義 

№ 設定項目 設定値 

1 タスク・展開属性 全選択データ一括 

2 セル範囲 @展開位置１ 

3 セル展開範囲定義名 @データエリア１ 

 

表 2 のための展開定義 

№ 設定項目 設定値 

1 タスク・展開属性 全選択データ一括 

2 セル範囲 @展開位置 2 

3 セル展開範囲定義名 @データエリア 2 

 

「セル展開範囲定義名」に設定する名前定義を別個に使用し、展開定義を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

実行時、展開範囲に付加される名前定義名が個別に設定されるため、同じシートであっても、処理を混同

してしまうことがありません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

データエリア 1 
展開位置 1 

表 1 

データエリア 2 
展開位置 2 

表 2 

 

データエリア 1 

表 1 

データエリア 2 

表 2 
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第6章. 展開定義 

展開定義は、定義区分とタイプによって、設定可能な項目が変わります。定義可能な項目の説明を記載

しています。 

 

6.1 定義区分：クエリー定義 タイプ（照会、SQL 更新） 

 

6.2 定義区分：クエリー定義 タイプ（更新、指定更新、削除） 

 

6.3 定義区分：タスク定義 タイプ（401：直接展開） 

 

6.4 定義区分：タスク定義 タイプ（410：コピー） 

 

6.5 定義区分：タスク定義 タイプ（411：クリア、412：セル保護） 

 

6.6 定義区分：タスク定義 タイプ（414：行列指定） 

 

6.7 定義区分：タスク定義 タイプ（415：行表示、416：列表示） 
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2.132 定義区分：クエリー定義 
タイプ（照会、SQL 更新） 

 機能 

① クエリー定義（クエリータイプ：照会、SQL 更新）で定義された SQL 文の実行結果のデータを、

Excel シートの指定したセル位置に展開します。 

② タスク・展開属性の設定内容により、読み込みデータ（レコード）を一括（表形式）で展開したり、

データ項目ごと（カード形式）に展開したりすることができます。 

タスク・展開属性の 

設定内容 
展開形式 機能 

Query 

表形式 

1． 直前に展開したデータ（セル展開範囲定義名のセル範囲）

をクリア（消去）します。 

2．読み込みデータをセル範囲の位置に展開します。 

注）セル展開範囲定義名のセル範囲は、読み込みデータを展開

したサイズに合わせて、自動的に調整（設定）されます。 

全選択データ一括 

全選択データ一括保持 
読み込みデータをセル範囲の位置に展開します。 

（直前に展開したデータはクリア（消去）されません。） 

データ 
カード 

形式 

読み込みデータ（レコード）のデータ項目名（設定項目）のデ

ータをセル範囲の位置に展開します。 

数式 数式 OR 値（設定項目）のデータをセル範囲の位置に展開しま

す。 値 

  ※設定内容：Query は、タスクタイプ：ＳＱＬの時、有効です。 

  ※カード形式の展開は、タスクタイプ：データ照会画面などでよく利用します。 

③ データを展開する際に、自動計算方法（前再計算/後再計算/前後再計算/シート前再計算/シート後

再計算/シート前後再計算）が指定できます。 

 

 画面イメージ 

 

 

  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 DNO  * 7

3 データ展開名  データ照会_展開

4 処理順NO  1

5 定義区分  クエリー定義

6 タイプ  照会

7 タスク・展開属性  Query Query

8 データ項目名  補足①

9 数式OR値  

10 定義有効無効フラグ  

11 コメント欄  

12 シート名 デモシート タスク定義のシート名 補足②

13 セル指定属性  

14 セル範囲 @データ位置 処理しない 補足②

15 セル展開範囲定義名 @データエリア dbs_{シート名} 補足③

16 シート保護有無  

17 シート保護解除PW  

18 自動計算方法 再計算しない

19 行列方向 データ行列方向 行

20 更新行OR列数指示セル 取得データ件数セル

展開定義編集画面の範囲
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 項目説明 

DNO  ........................................................ 展開定義を識別する番号を指定します。（注１） 

データ展開名  ....................................... DNO 設定により展開定義の名称が自動設定されます。（入力丌可） 

処理順 NO  ............................................ 任意。同一 DNO（展開定義）内の処理する順番を指定します。 

定義区分  ................................................ “クエリー定義” が自動設定されます。（入力丌可）（注 3） 

タイプ ....................................................... “照会”または”ＳＱＬ更新” が自動設定されます。（入力丌可）（注 3） 

タスク・展開属性 ................................ データの展開方法を、以下の選択肢から指定します。（注 3） 

① Query ④ データ 

② 全選択データ一括 ⑤ 数式 

③ 全選択データ一括保持 ⑥ 値 

データ項目名 ......................................... タスク･展開属性が｢データ｣の時に、展開するデータの項目名（フィー

ルド名）を指定します。 

数式 OR 値 .............................................. タスク･展開属性が｢数式｣または｢値｣の時に、展開する数式または値を

指定します。 

定義有効無効フラグ ........................... この展開定義を実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は

未入力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 .............................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

シート名 ................................................... 展開するセル（セル範囲で指定するセル）が存在するシートを設定しま

す。 

セル指定属性 ......................................... セル位置(アドレス)指定の属性を指定します。 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

セル範囲 ................................................... 展開するデータエリアの左上のセルを指定します。 

セル展開範囲定義名 ........................... Excel で名前定義した名前を指定します。（注 4） 

シート保護有無 ..................................... シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ ........................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指定

します。（注２） 

自動計算方法 ......................................... データ展開時の再計算方法を以下の選択肢から指定します。（注５） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

行列方向 ................................................... タスク･展開属性で「Query」、「全選択データ一括」、「全選択データ一

括保持」を指定した場合に、データの展開方向を指定します。 

①”行”：シートの１行に１データ（レコード）を展開の場合 

②”列”：シートの１列に１データ（レコード）を展開の場合 
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更新行 OR 列数指示セル .................. 展開したデータ件数をセット（出力）するセルを指定します。 

※タスクタイプ：検索付データ照会画面、検索付データ照会画面Ⅱで

展開したデータの場合、採用されたデータ件数を出力します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『5.1. 展開定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『5.2. 定義区分、タイプ、タスク・展開属性について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『5.3. セル展開範囲定義名 について』を参照してください。 

（注５）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 補足 

① カード形式で展開する場合、通常、下図のようにデータ項目ごとに展開定義を行うため、複数行の

定義になります。 

 

 

 

 

 

 

② 展開データの位置（ブック→シート→セル位置）は、次の様に決まります。 

NO 決定要素 設定項目 

１ ブック タスク定義の BKNO、ブック名 

２ シート 次の優先順位で決まります。 

a．展開定義のシート名 

b．タスク定義のシート名（a．を設定してない場合） 

c．今表示している（アクティブ）シート（a、b を設定してない場合） 

３ セル位置 展開定義のセル範囲 

ただし、Excel の名前定義の名前を指定した場合、上記のシートは、無視

され、名前定義で参照されるシートのセル位置になります。 

 

③ セル展開範囲定義名のセル範囲は、展開したデータサイズに合わせて、自動的に調整（設定）され

ます。タスク･展開属性で「Query」、「全選択データ一括」を指定した場合は、この定義名のセル範

囲のデータを消去（クリア）してから、データを展開します。 

これにより、直前に展開したデータと今回の展開データの混在を防ぐことができます。 
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2.133 定義区分：クエリー定義 
タイプ（更新、指定更新、削除） 

 機能 

① クエリー定義（クエリータイプ：更新、指定更新、削除）で定義された SQL 文の処理対象となる

Excel シート上の展開データを定義します。 

② 展開データを処理する際に、自動計算方法（前再計算/後再計算/前後再計算/シート前再計算/シー

ト後再計算/シート前後再計算）が指定できます。 

 

 画面イメージ 

 

 

 項目説明 

DNO  ........................................................ 展開定義を識別する番号を指定します。（注１） 

データ展開名  ....................................... DNO 設定により展開定義の名称が自動設定されます。（入力丌可） 

処理順 NO  ............................................ 任意。同一 DNO（展開定義）内の処理する順番を指定します。 

定義区分  ................................................ “クエリー定義” が自動設定されます。（入力丌可）（注 3） 

タイプ ....................................................... “更新”、“指定更新”、”削除”のいずれかが自動設定されます。（入力丌可）

（注 3） 

タスク・展開属性 ................................ ”Query”を指定します。（注 3） 

データ項目名 ......................................... 特に指定する必要はありません。 

数式 OR 値 .............................................. 特に指定する必要はありません。 

定義有効無効フラグ ........................... この展開定義を実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は

未入力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 .............................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

シート名 ................................................... 展開データのセル（セル範囲で指定するセル）が存在するシートを設定

します。 

セル指定属性 ......................................... セル位置(アドレス)指定の属性を指定します。 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 DNO  * 9

3 データ展開名  データ更新_展開

4 処理順NO  1

5 定義区分  クエリー定義

6 タイプ  更新

7 タスク・展開属性  Query Query

8 データ項目名  

9 数式OR値  

10 定義有効無効フラグ  

11 コメント欄  

12 シート名 更新専用シート名 デモシート タスク定義のシート名 補足①

13 セル指定属性  

14 セル範囲 データ更新開始位置 @データ位置 処理しない 補足①

15 セル展開範囲定義名

16 シート保護有無  有り

17 シート保護解除PW  

18 自動計算方法 再計算しない

19 行列方向 データ行列方向 行 補足①

20 更新行OR列数指示セル  @データ数 1 補足①②

展開定義編集画面の範囲
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セル範囲 ................................................... 展開データエリアの左上のセルを指定します。 

セル展開範囲定義名 ........................... 特に指定する必要はありません。 

シート保護有無 ..................................... シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ ........................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指定

します。（注２） 

自動計算方法 ......................................... 展開データ処理時の再計算方法を以下の選択肢から指定します。（注４） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

行列方向 ................................................... 展開データの展開方向を指定します。 

①”行”：シートの１行に１データ（レコード）を展開の場合 

②”列”：シートの１列に１データ（レコード）を展開の場合 

更新行 OR 列数指示セル .................. 更新データのレコード数を指定します。セル（定義名）または直接数値

（データ件数）の指定が可能です。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『5.1 展開定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『5.2. 定義区分、タイプ、タスク・展開属性について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 補足 

① 展開データの位置（ブック→シート→セル位置）とサイズ（行列方向、件数）は、次の様に決まり

ます。 

NO 決定要素 設定項目 

１ ブック タスク定義の BKNO、ブック名 

２ シート 次の優先順位で決まります。 

a．展開定義のシート名 

b．タスク定義のシート名（a．を設定してない場合） 

c．今表示している（アクティブ）シート（a、b を設定してない場合） 

３ セル位置 展開定義のセル範囲 

ただし、Excel の名前定義の名前を指定した場合、上記のシートは、無視

され、名前定義で参照されるシートのセル位置になります。 

４ １データ（レコー

ド）の行列方向 

展開定義の行列方向 

５ データの件数 展開定義の更新行 OR 列数指示セル 

 

② 更新行 OR 列数指示セルは、更新データのレコード数（占有している行数又は列数）を格納するセ

ルを指定します。更新データの途中に空白の行や列がある場合、その行、列数を含めます。 
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2.134 定義区分：タスク定義 
タイプ（401：直接展開） 

 機能 

① タスク定義（タスクタイプ：直接展開）で Excel シート上に直接展開するデータを定義します。 

② 展開データを処理する際に、自動計算方法（前再計算/後再計算/前後再計算/シート前再計算/シー

ト後再計算/シート前後再計算）が指定できます。 

 

 画面イメージ 

 

 

 項目説明 

DNO  ........................................................ 展開定義を識別する番号を指定します。（注１） 

データ展開名  ....................................... DNO 設定により展開定義の名称が自動設定されます。（入力丌可） 

処理順 NO  ............................................ 任意。同一 DNO（展開定義）内の処理する順番を指定します。 

定義区分  ................................................ “タスク定義” が自動設定されます。（入力丌可）（注 3） 

タイプ ....................................................... “直接展開” が自動設定されます。（入力丌可）（注 3） 

数式 OR 値 .............................................. セルに展開する数式または値を指定します。 

定義有効無効フラグ ........................... この展開定義を実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は

未入力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 .............................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

シート名 ................................................... 展開するデータのセル（セル範囲で指定するセル）が存在するシートを

指定します。 

セル指定属性 ......................................... セル位置(アドレス)指定の属性を指定します。 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

セル範囲 ................................................... 展開するデータ（数式または値）のセルを指定します。 

シート保護有無 ..................................... シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ ........................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指定

します。（注２） 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 DNO  * 58

3 データ展開名  BTS_商品マスタ_更新

4 処理順NO  1

5 定義区分  タスク定義

6 タイプ  直接展開

7 数式OR値  True 補足①

8 定義有効無効フラグ  

9 コメント欄  

10 シート名  納品書 タスク定義のシート名 補足②

11 セル指定属性  

12 セル範囲  @納品書商品M表示FLG 処理しない 補足②

13 シート保護有無  有り

14 シート保護解除PW  

15 自動計算方法 再計算しない
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自動計算方法 ......................................... 展開データ処理時の再計算方法を以下の選択肢から指定します。（注４） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『5.1 展開定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『5.2. 定義区分、タイプ、タスク・展開属性について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 補足 

① 数式 OR 値で、展開するデータとして数式を指定する場合は、”=”から始めます。 

② 展開するデータの位置（ブック→シート→セル位置）は、次の様に決まります。 

NO 決定要素 設定項目 

１ ブック タスク定義の BKNO、ブック名 

２ シート 次の優先順位で決まります。 

a．展開定義のシート名 

b．タスク定義のシート名（a．を設定してない場合） 

c．今表示している（アクティブ）シート（a、b を設定してない場合） 

３ セル位置 展開定義のセル範囲 

ただし、Excel の名前定義の名前を指定した場合、上記のシートは、無視

され、名前定義で参照されるシートのセル位置になります。 
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2.135 定義区分：タスク定義 
タイプ（410：コピー） 

 機能 

① タスク定義（タスクタイプ：コピー）で Excel シート上に展開する展開データを定義します。 

② タスク・展開属性の設定により、コピーする内容（全部／数式／値．．．．．）を指定できます。 

③ 展開データを処理する際に、自動計算方法（前再計算/後再計算/前後再計算/シート前再計算/シー

ト後再計算/シート前後再計算）が指定できます。 

 

 画面イメージ 

 

 

 項目説明 

DNO  ........................................................ 展開定義を識別する番号を指定します。（注１） 

データ展開名  ....................................... DNO 設定により展開定義の名称が自動設定されます。（入力丌可） 

処理順 NO  ............................................ 任意。同一 DNO（展開定義）内の処理する順番を指定します。 

定義区分  ................................................ “タスク定義” が自動設定されます。（入力丌可）（注 3） 

タイプ ....................................................... “コピー” が自動設定されます。（入力丌可）（注 3） 

タスク・展開属性 ................................ コピーする内容を、以下の選択肢から指定します。（注 3） 

① 全部 ⑦ 罫線を除くすべて 

② 数式 ⑧ 列幅 

③ 値 ⑨ 数式と数値の書式 

④ 書式 ⑩ 値と数値の書式 

⑤ 入力規則 ⑪ 書式･コメント･入力規則･列幅 

⑥ コメント  

定義有効無効フラグ ........................... この展開定義を実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は

未入力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 .............................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 DNO  * 118

3 データ展開名  伝票番号コピー

4 処理順NO  1

5 定義区分  タスク定義

6 タイプ  コピー

7 タスク・展開属性  * 値 補足①

8 定義有効無効フラグ  

9 コメント欄  

10 シート名  納品書 タスク定義のシート名 補足②

11 セル指定属性  

12 セル範囲  * @納品書伝票番号 エラー 補足②

13 シート保護有無  有り

14 シート保護解除PW  

15 自動計算方法 後再計算 実行しない

16 行列方向  

17 先シート名  dbS_パラメータ 補足②

18 先セル指定属性  

19 先セル範囲  * R24C3 エラー 補足②

20 先シート保護有無  

21 先シート保護解除PW  
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シート名 ................................................... コピー元データのセル（セル範囲で指定するセル）が存在するシートを

指定します。 

セル指定属性 ......................................... コピー元セル位置(アドレス)指定の属性を指定します。 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

セル範囲 ................................................... コピー元のセルを指定します。 

シート保護有無 ..................................... シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ ........................... コピー元シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワー

ドを指定します。（注２） 

自動計算方法 ......................................... 展開データ処理時の再計算方法を以下の選択肢から指定します。（注４） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

行列方向 ................................................... 特に指定する必要はありません。 

先シート名 .............................................. コピー先データのセル（先セル範囲で指定するセル）が存在するシート

を設定します。 

先セル指定属性 ..................................... コピー先セル位置(アドレス)指定の属性を指定します。 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

先セル範囲 .............................................. コピー先のセルを指定します。 

先シート保護有無 ................................ シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

先シート保護解除ＰＷ ....................... コピー先シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワー

ドを指定します。（注２） 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『5.1 展開定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『5.2. 定義区分、タイプ、タスク・展開属性について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 
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 補足 

① タスク・展開属性で指定するコピー内容（全部／数式／値．．．．．）と対応するタスク定義（タスクタ

イプ４１０：コピー）のタスクタイプ属性（全部／数式／値．．．．．）が異なる場合、本展開定義のタ

スク・展開属性の指定内容を優先しコピー処理を行います。 

② 展開するコピー元（先）データの位置（ブック→シート→セル位置）は、次の様に決まります。 

NO 決定要素 設定項目 

１ ブック タスク定義の BKNO、ブック名 

２ シート 次の優先順位で決まります。 

a．展開定義のシート名／先シート名 

b．タスク定義のシート名（a．を設定してない場合） 

c．今表示している（アクティブ）シート（a、b を設定してない場合） 

３ セル位置 展開定義のセル範囲／先セル範囲 

ただし、Excel の名前定義の名前を指定した場合、上記のシートは、無視

され、名前定義で参照されるシートのセル位置になります。 
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2.136 定義区分：タスク定義 
タイプ（411：クリア、412：セル保護） 

 機能 

① タスク定義（タスクタイプ：クリア、セル保護）で Excel シート上の処理対象となるデータ範囲を

定義します。 

② タスクタイプが「クリア」の場合、タスク・展開属性の設定により、クリアする内容（全部／数式

と値／書式／コメント）を指定できます。 

③ タスクタイプが「セル保護」の場合、タスク・展開属性の設定により、セル保護の有無（ON／OFF）

を指定できます。 

④ 展開データを処理する際に、自動計算方法（前再計算/後再計算/前後再計算/シート前再計算/シー

ト後再計算/シート前後再計算）が指定できます。 

 

 画面イメージ 

 

 項目説明 

DNO  ........................................................ 展開定義を識別する番号を指定します。（注１） 

データ展開名  ....................................... DNO 設定により展開定義の名称が自動設定されます。（入力丌可） 

処理順 NO  ............................................ 任意。同一 DNO（展開定義）内の処理する順番を指定します。 

定義区分  ................................................ “タスク定義” が自動設定されます。（入力丌可）（注 3） 

タイプ ....................................................... “クリア”または“セル保護” が自動設定されます。（入力丌可）（注 3） 

タスク・展開属性 ................................ タイプが「クリア」の場合、以下の選択肢から指定します。（注 3） 

① 全部 ③ 書式 

② 数式と値 ④ コメント 

タイプが「セル保護」の場合、以下の選択肢から指定します。 

① ON 

② OFF 

定義有効無効フラグ ........................... この展開定義を実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は

未入力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 .............................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

シート名 ................................................... 展開するデータのセル（セル範囲で指定するセル）が存在するシートを

指定します。 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 DNO  * 54

3 データ展開名  BTS_商品マスタ_クリア

4 処理順NO  2

5 定義区分  タスク定義

6 タイプ  クリア

7 タスク・展開属性  数式と値 補足①

8 定義有効無効フラグ  

9 コメント欄  

10 シート名  商品マスタ タスク定義のシート名 補足②

11 セル指定属性  

12 セル範囲  @商品ＩＤ エラー 補足②③

13 シート保護有無  有り

14 シート保護解除PW  

15 自動計算方法 実行しない
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セル指定属性 ......................................... セル位置(アドレス)指定の属性を指定します。 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

セル範囲 ................................................... クリアまたはセル保護するセル範囲を指定します。 

シート保護有無 ..................................... シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ ........................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指定

します。（注２） 

自動計算方法 ......................................... 展開データ処理時の再計算方法を以下の選択肢から指定します。（注４） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『5.1 展開定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『5.2. 定義区分、タイプ、タスク・展開属性について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 補足 

① タスクタイプが「クリア」の場合、タスク・展開属性で指定するクリア内容（全部／数式と値／書

式／コメント）と対応するタスク定義（タスクタイプ４１１：クリア）のタスクタイプ属性（全部

／数式と値／書式／コメント）が異なる場合、本展開定義のタスク・展開属性の指定内容を優先し

クリア処理を行います。 

② 展開するデータの位置（ブック→シート→セル位置）は、次の様に決まります。 

NO 決定要素 設定項目 

１ ブック タスク定義の BKNO、ブック名 

２ シート 次の優先順位で決まります。 

a．展開定義のシート名 

b．タスク定義のシート名（a．を設定してない場合） 

c．今表示している（アクティブ）シート（a、b を設定してない場合） 

３ セル位置 展開定義のセル範囲 

ただし、Excel の名前定義の名前を指定した場合、上記のシートは、無視

され、名前定義で参照されるシートのセル位置になります。 

③ セル範囲の指定例を以下に示します。 

NO セル範囲の状態 設定例 

１ １個のセル D5、R5C3 

２ 矩形の範囲 H5:J20、R5C5:R8C8 

３ １個のセルと矩形の複合 D5,H5:J20、R5C3,R5C5:R8C8 
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2.137 定義区分：タスク定義 
タイプ（414：行列指定） 

 機能 

① タスク定義（タスクタイプ：行列指定）で Excel シート上の処理対象となる行列範囲を定義します。 

② タスク・展開属性の設定により、行列指定の内容（高さ／列幅／複数指定）を指定できます。 

③ タスク・展開属性で「複数指定」を指定した場合、展開する内容（高さ／列幅／行表示しない／行

再表示／列表示しない／列再表示）を指定できます。 

④ 展開データを処理する際に、自動計算方法（前再計算/後再計算/前後再計算/シート前再計算/シー

ト後再計算/シート前後再計算）が指定できます。 

 

 画面イメージ 

 

 

 

 項目説明 

DNO  ........................................................ 展開定義を識別する番号を指定します。（注１） 

データ展開名  ....................................... DNO 設定により展開定義の名称が自動設定されます。（入力丌可） 

処理順 NO  ............................................ 任意。同一 DNO（展開定義）内の処理する順番を指定します。 

定義区分  ................................................ “タスク定義” が自動設定されます。（入力丌可）（注 3） 

タイプ ....................................................... “行列指定” が自動設定されます。（入力丌可）（注 3） 

タスク・展開属性 ................................ 行列指定する内容を、以下の選択肢から指定します。（注 3） 

① 高さ ③ 複数指定 

② 列幅  

定義有効無効フラグ ........................... この展開定義を実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は

未入力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 .............................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

シート名 ................................................... 開始位置、終了位置で指定する行列が存在するシートを指定します。 

セル指定属性 ......................................... 開始位置、終了位置のセル位置(アドレス)指定の属性を指定します。 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 DNO  * 82

3 データ展開名  展開_行列指定(414)１列目

4 処理順NO  1

5 定義区分  タスク定義

6 タイプ  行列指定

7 タスク・展開属性  列幅 補足①

8 定義有効無効フラグ  

9 コメント欄  

10 シート名  行列指定 タスク定義のシート名 補足②

11 セル指定属性  

12 シート保護有無  

13 シート保護解除PW  

14 自動計算方法 実行しない

15 複数展開指定  補足③

16 高さ列幅設定  30 補足④

17 開始位置  14 補足②

18 終了位置  16 補足②

タスク定義編集画面の範囲
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シート保護有無 ..................................... シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

シート保護解除ＰＷ ........................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指定

します。（注２） 

自動計算方法 ......................................... 展開データ処理時の再計算方法を以下の選択肢から指定します。（注４） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

複数展開指定 ......................................... タスク・展開属性が「複数指定」の時に、展開する内容を以下の選択肢

から指定します。 

① 高さ ④ 行再表示 

② 列幅 ⑤ 列表示しない 

③ 行表示しない ⑥ 列再表示 

高さ列幅設定 ......................................... 行の高さ または 列幅を数値で指定します。 

開始位置 ................................................... 行 または 列数の開始位置を指定します。 

終了位置 ................................................... 行 または 列数の終了位置を指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『5.1 展開定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『5.2. 定義区分、タイプ、タスク・展開属性について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 
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 補足 

① タスク・展開属性で指定する行列指定の内容（高さ／列幅／複数指定）と対応するタスク定義（タ

スクタイプ 414：行列指定）のタスクタイプ属性（高さ／列幅／複数指定）が異なる場合、本展開

定義のタスク・展開属性の指定内容を優先し処理を行います。 

② 展開するデータ（行列）の範囲（ブック→シート→行列範囲）は、次の様に決まります。 

NO 決定要素 設定項目 

１ ブック タスク定義の BKNO、ブック名 

２ シート 次の優先順位で決まります。 

a．展開定義のシート名 

b．タスク定義のシート名（a．を設定してない場合） 

c．今表示している（アクティブ）シート（a、b を設定してない場合） 

３ 行列範囲 展開定義の開始位置、終了位置 

ただし、Excel の名前定義の名前を指定した場合、上記のシートは、無視

され、名前定義で参照されるシートのセル範囲になります。 

③ 複数展開指定は、タスク・展開属性で「複数指定」を指定した場合に、展開する内容（高さ／列幅

／行表示しない／行再表示／列表示しない／列再表示）を必ず指定する必要があります。未指定（空

白）の場合はエラーになります。 

④ 高さ列幅設定は、タスク・展開属性と複数展開指定が以下の設定の時に、行の高さまたは列幅を指

定します。 

 タスク・展開属性 複数展開指定 

高さを指定 
高さ 設定なし 

複数指定 高さ 

列幅を指定 
列幅 設定なし 

複数指定 列幅 
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2.138 定義区分：タスク定義 
タイプ（415：行表示、416：列表示） 

 機能 

① タスク定義（タスクタイプ：行表示、列表示）で Excel シート上の処理対象となる行列範囲を定義

します。 

② タスク・展開属性の設定により、行列表示の有無（再表示／表示しない）を指定できます。 

③ 展開データを処理する際に、自動計算方法（前再計算/後再計算/前後再計算/シート前再計算/シー

ト後再計算/シート前後再計算）が指定できます。 

 

 画面イメージ 

 

 

 項目説明 

DNO  ........................................................ 展開定義を識別する番号を指定します。（注１） 

データ展開名  ....................................... DNO 設定により展開定義の名称が自動設定されます。（入力丌可） 

処理順 NO  ............................................ 任意。同一 DNO（展開定義）内の処理する順番を指定します。 

定義区分  ................................................ “タスク定義” が自動設定されます。（入力丌可）（注 3） 

タイプ ....................................................... “行表示”または“列表示”が自動設定されます。（入力丌可）（注 3） 

タスク・展開属性 ................................ 行列表示の有無を、以下の選択肢から指定します。（注 3） 

① 再表示 

② 表示しない 

定義有効無効フラグ ........................... この展開定義を実行させたくない場合は、”無効”を選択します。通常は

未入力です。（注１、２） 

① 有効 

② 無効 

コメント欄 .............................................. 開発時のメモ書きや修正記録などに使用します。 

シート名 ................................................... 開始位置、終了位置で指定する行列が存在するシートを指定します。 

セル指定属性 ......................................... 開始位置、終了位置のセル位置(アドレス)指定の属性を指定します。 

① 直接 ③ 間接アドレス 

② 間接  

シート保護有無 ..................................... シートに保護がかけられている時は、“有り”を指定します。（注２） 

① (空白) 

② 有り 

A B C D
1 タイトル サブ * 内容 省略時の処理 特記事項

2 DNO  * 116

3 データ展開名  展開_行表示(416)(行表示）

4 処理順NO  1

5 定義区分  タスク定義

6 タイプ  行表示

7 タスク・展開属性  再表示 補足①

8 定義有効無効フラグ  

9 コメント欄  

10 シート名  行列表示 タスク定義のシート名 補足②

11 セル指定属性  

12 シート保護有無  

13 シート保護解除PW  

14 自動計算方法 実行しない

15 開始位置  21 補足②

16 終了位置  21 補足②

タスク定義編集画面の範囲
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シート保護解除ＰＷ ........................... シートの保護解除にパスワードが必要な場合に、そのパスワードを指定

します。（注２） 

自動計算方法 ......................................... 展開データ処理時の再計算方法を以下の選択肢から指定します。（注４） 

① 前再計算 ④ シート前再計算 

② 後再計算 ⑤ シート後再計算 

③ 前後再計算 ⑥ シート前後再計算 

開始位置 ................................................... 行 または 列数の開始位置を指定します。 

終了位置 ................................................... 行 または 列数の終了位置を指定します。 

 

（注１）詳細は、『開発版リファレンスマニュアル』 「第２部 第４章 ４．７各定義の編集方法のシ

ート名を使っている定義」を参照して下さい。。 

（注２）詳細は、『5.1 展開定義の全項目について』を参照してください。 

（注３）詳細は、『5.2. 定義区分、タイプ、タスク・展開属性について』を参照してください。 

（注４）詳細は、『2.9 自動計算について』を参照してください。 

 

 補足 

① タスク・展開属性で指定する行列表示の有無（再表示／表示しない）と対応するタスク定義（タス

クタイプ 415：行表示、416：列表示）のタスクタイプ属性（再表示／表示しない）が異なる場合、

本展開定義のタスク・展開属性の指定内容を優先し処理を行います。 

② 展開するデータ（行列）の範囲（ブック→シート→行列範囲）は、次の様に決まります。 

NO 決定要素 設定項目 

１ ブック タスク定義の BKNO、ブック名 

２ シート 次の優先順位で決まります。 

a．展開定義のシート名 

b．タスク定義のシート名（a．を設定してない場合） 

c．今表示している（アクティブ）シート（a、b を設定してない場合） 

３ 行列範囲 展開定義の開始位置、終了位置 

ただし、Excel の名前定義の名前を指定した場合、上記のシートは、無視

され、名前定義で参照されるシートのセル範囲になります。 
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A.改版履歴 

バージョン 改版年月日 項番 変更内容 

5.0.0.0 2010 年 5 月 20 日  Ver.5 対応マニュアル公開 

5.0.3.0 2010 年 7 月 12 日  タスクタイプ３０１にタイムアウト秒数を追加 

5.0.5.1 2010 年８月 2３日  タスクタイプ４０７参照用オープン」に「最前面に表示」を追加 

5.1.0.0 2010 年 11 月 01 日  タスクタイプ 301.起動モード「圧縮通信方式」を追加 

           301.起動モード「Excel 最大化」の汎用パラメータ３

の初期値を非表示へ変更 

5.1.2.7 2010 年 12 月 16 日  タスクタイプ 204、205 の「検索結果」を「選択件数」に変更 
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	機能
	画面イメージ
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	機能
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	機能
	画面イメージ
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	機能
	画面イメージ
	項目説明
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	426：ハイパータスク実行設定 タスクタイプ属性（実行ボタン削除）
	機能
	画面イメージ
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	補足
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	427：イメージ保存 タスクタイプ属性（なし）
	機能
	画面イメージ
	項目説明
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	補足
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	429：イメージクリア タスクタイプ属性（なし）
	機能
	画面イメージ
	項目説明
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	430：EXCELコマンド タスクタイプ属性（複数指定）
	機能
	画面イメージ
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	430：EXCELコマンド タスクタイプ属性（ファイル_ページ設定、編集_検索．．．その他複数指定可能なタイプ）
	機能
	画面イメージ
	項目説明
	使用上の注意
	補足
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	機能
	画面イメージ
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	補足
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	機能
	画面イメージ
	項目説明
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	機能
	画面イメージ
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	機能
	画面イメージ
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	503：マクロ起動 タスクタイプ属性（なし）
	機能
	画面イメージ
	項目説明
	使用上の注意
	補足
	使用例
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	機能
	画面イメージ
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	機能
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	機能
	画面イメージ
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	補足
	使用例
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